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お客様へ 


このたびはメルセデス*ベンツをお買 
い上げいたださ、ありびとラござい 
ます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避するた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読みください。 


-取扱説明書は、いつでも読めるよう 
に必ず車内に保管してください。 

-この取扱説日月書には、曰本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作方法な 
どび含まれている場合びあります。 

-装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あります。 


-スイッチなどの形状や装備、操作 
方法などは予告なく変更されるこ 
とびあります。 


-オーディオやナビゲーシヨンに関 
しては、別冊の「マルチファンク 
シヨンコント□ーラー取扱説明 
書」をお読みください。 


-車を次のオーナーにお譲りになる 
場合は、車と一緒にすベての取扱説 
明書と整備手帳をお渡しください。 

-オプションや仕様により異なる装備 
には*マークび付いています。 

-関連する内容び他のページにわあ 
る場合は、該当ぺージを (3-50) 
のよラなかたちで示しています。 

-操作手順などは、文頭に►を記して 
います。 

-ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


ダイムラー • クライスラー日本株式会社 




表記と記載内容について 


A 


重大事故や命にかかわるけびを未然 
に防ぐために必ず守ってし^たださた 
いことです。 

I 注意！ 

けびや事故、車の損傷を未然に防 
ぐために必ず守っていたださたい 
I ことです。 

I 知識 

知っていると便利なことや、知っ 
I ておいていたださたいことです。 
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環境保護のためのアドバイスや 
守っていたださたいことを記載し 
ています。 


環境保護について 


ダイムラー*クライスラー社では、大 

気巧染の抑制、資源の有効利用をはじ 

めとする環境保護巧策に取り組んでい 

ます。環境保護のため、お車をご使用 

になるとさは下の点にご協力くだ 

さし、 

• タイヤの空気圧が適正であること 
を確認してください。 

. 停車したままの暖機運転は必要あ 
りません。 

-急発進や急加速は避けてください。 

-エンジン回転数びその車の許容限 
度の2/3 (許容限度び6,0日日回転 
のとさは約4,0日日回転）を超えな 
いよラに運転してください。 

. 不必要な荷物を載せたままにしな 
いで <ださい。 

• スキーラックやルーフラックび必 
要でないとさは、車から取り外し 
てください。 


-長時間の停車時は、エンジンを停 
止してくださし、 

• 指定サービスエ場で適切な時期に 
点検整備を受けてください。 
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ダイムラー-クライスラー社は、 
資源を有効活用するため、 U ヴイク 
ル部品を積極的に導入しています。 


警告 A 


車両にはさまざまな警告ラベルび貼 
付されています。これらの警告ラべ 
ルには危険な状況を回避するための 
情報をはじめ、車を安全に使用する 
ための情報び記されています。 

警告ラベルは絶対にはびさないでく 
ださい。 
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ち全のために 


ずる前に 


走行ずる前に 


点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施することび法律で養 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読みください。 


夏季の取り扱い 

-夏を迎える前にエアコンディショ 
ナーの冷媒に不足びないか、指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

•才ーバーヒートの予防策として、 
いつちより頻繁に冷却水量を点検 
してください。 


日ごろの状態と異なるとき 

エンジンをかけたとさ、いつもと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、すみやかに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置が自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありますび、異常ではありません。 


タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧び低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れびあります。 



シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 


運転席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
でください。 ブレーキ ペダルやア 
クセルペダルの下に物び入ると、 
ペダルを操作でさな<なるおそれ 
びあります。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してください。車に合った 
わのを使用しないと、ペダルを操 
作でさなくなるおそれびあります。 
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ち全のために 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t するお 
それびあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気びつ 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
あります。 


ウオーミングアップ（暖機運転） 

エンジンび冷えているとさでも、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
さい。 


燃料の給油 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリンを 
使用してください。有鉛ガソリン 
や粗悪なガソリン、指定(外の燃 
料（高濃度アルコール含有燃料な 
ど）を使用したり、添加剤などを 
混入すると、エンジンなどを損傷 
するおそれびあります。 

• 目的地まで余裕をわって走れる 
よラに、十分な量を補給してく 
ださい。 

-燃料給油口には、純正品外の 
キヤップを使用しないでください。 


• セルフ式のガソリンスタンドなど 
で給油するとさは必ず(下の点を 
守り、安全に十分ま意して作業を 
行なってくださし、 

◊エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じてくだ 
さし、 

0燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 


走た r ろる刖(し 

〇給油作業をする人(外は燃料給 1 
油口に近付かないでください。 — 

〇給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去してください。 

身体に静電気を帯びていると、 

放電による火花で燃料に引火し 
たり、乂傷をするおそれびあり 
ます。 

〇作業中は車内に戻らないでく 
ださい。帯電するおそれびあ 
ります。 

◊キャップの取り外し/取り付 
け （3-42) は確実に行ない、 

乂気を近付けないよラにしてく 
ださい。 

〇燃料び塗装面に付着しないよラ 
にま意してください。塗装面を 
損傷するおそれびあります。 
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安全のために 


走た!する刖に 

0給油ノズルは給油口の奥まで確 
実に差し込んでください。 

◊給油び自動的に停止したら、そ 
れじ(上は給油しないでください。 
ガソ U ンび吹さこぼれるおそれ 
や、エンジンび不調になったり 
停止するおそれびあります。 

◊手動で給油しているときは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給油して 
<ださい。ガソ U ンが吹さこぼ 
れるおそれびあります。 

0気化した燃料を吸い込まないよ 
ラに注意してください。 

〇ガソリンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守して < だ 
さし、 


荷物を積むとき 

-荷物はできるだけトランクに積ん 
で < ださい。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かな 
いよラに確実に固定してください。 
急ブレーキ時などに荷物び放り出 
され、乗員びけびをするおそれび 
あります。 


-□ールバー周辺に荷物を置かない 
で<ださい。急ブレーキ時や急八 
ンドル時または事故のとさ、荷物 
び前方に放り出され、乗員びけび 
をするおそれびあります。また、 
□ールバーの機能を妨げるおそれ 
びあります。 

• 鋭い角のあるわのは、角の部分に 
必ずカバーをしてください。 

• 荷物をシートのバックレストより 
高 < 積み上げないで < ださい。 


燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー 
吿などを積まないでください。万一 
のときに引火や爆発のおそれびあり 
ます。 
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ち全のために 


子供を柔せるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• 子供であっても、シートベルトを 
正しく着用し、シートやヘッドレ 
ストび正しい位置になっているこ 
とを大人び確認してください。正 
しくシートベルトび着用でさない 
ルさな子供は、チャイルドセーフ 
ティシー トを使用してください。 

-乳児や子供を抱いたり、ひざの上 
に乗せて走行しないでください。 
急ブレーキ時や事故のとさ、大人 
と車との間に挟まれて重大なけび 
をするおそれびあります。 


ルさな子供にはチヤイルドセーフテイ 
シート 

6歳未満の子供にはチヤイルドセーフ 
テイシート （2-1 己）を使用すること 
び法律で義務付けられています。 


子供には操作させない 

ドアやドアウインドウ、バリオ ルーフ 
は大人び開閉して<ださい。子供び操 
作すると、身体を挟んだり、けびをす 
るおそれびあります。 


子供を乗せるとき ■ 

ウインドウか5身体を出さない 1 

子供びドアウインドウやリアクオー 
ターウインドウの開口部から身体を出 
さないよラにま意して<ださい。けび 
をするおそれびあります。 


車から離れるとさ 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になることびあ 
ります。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こすおそれびあります。 
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ち全のために 




慣らし運転 


新車の場合、エンジンなどの機械部分 
び馴染むまで「慣らし運転」すること 
をお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 
とにより、将来にわたって安定した性 
能を維持することびでさます。 

知識 

新車時の高速走行後など、エンジ 
ン ルームから わずかに白煙び出た 
り、独特の臭いびすることびあり 
ます。これは防鐘保護ワックスび 
加熱されて発生するわので、故障 
や異常ではありません。走行距離 
び増すと臭いはなくなります。 


最初の1，己日日 km まではじ(下の注意事 

項を守ってください。 

-エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,0日日回転のとさは 
約4,0日日回転）を超えないよラに 
運転してください。 

-エンジンに大さな負担のかかる運 
転は避けてください。 

• いつも一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
ください。 

. キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは避けてください。 

-ギアレンジ位置およびギア位置 
H 、 ■■は山道などを低速 
で走行するとさだけ使用してくだ 
さい。 

-でさるだけ、走行モードを C モー 
ドにして走行してください。 

走行距離び1，己日日 km を超えたら、ェ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 

てください。 


知識 

• SL 5己 AMG および SL 65 
AMG は、(下の注意事項を 
守ってください。 

〇走行速度び] 4日 km / h を超え 
ないよラにしてください。 

〇エンジン回転数び4,已日日回 
転を超えた状態で長時間走 
行しないでください。 

-エンジンや駆動系部品の分解や 
交換をした後ち、慣らし運転を 
行なってくださし、。 

. キックダウン： 走行中にアクセ 

ルペダルをいっぱいに踏み込む 
と、自動的に低いギアに切り替 
わり、エンジンの回転数び上 
びって素早く加速します。これ 
をキックダウンといいます。 

• エンジンブレーキ： 走行中、ア 

クセルペダルを戻したとさに発 
生するエンジンの内部抵巧を利 
用した減速をエンジンブレーキ 
といいます。低いギアのときほ 
ど効さび強< なります。 
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ち全のために 


走行ずるとさ 


アクセルペダルはおだやかに操作 

-発進や加速するときは、タイヤを 
空転させないよラにおだやかにア 
クセルペダルを操作してください。 
タイヤを空転させると、タイヤだけ 
でなくトランスミッションや駆動系 
部品を損傷するおそれびあります。 

-車間距離を十分に確保し、不要な 
急発進や急加速、急ブレーキを避 
けて < ださい。 


横風び強いとさ 

横風び強く、車び横方向に流されそラ 
なとさは、ステア U ングをしつかりと 
握り、いつもより速度を下げて進路を 
保ってください。 


トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点灯してください。内部照明が 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分注 
意してください。 


エンジンブレーキの活用 

下り坂び続くとさは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪くなるおそれびあります。 

知識 

エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵巧を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低いギアのとさほど効さび強 
くなります。 


走行ずるとき ■ 

滑りやずい路面 1 

滑りやすい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキは効 
かせないで <ださい。 





安全のために 


走行ずるとき 
水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さび遅れたり、悪くなるこ 
とびあります。このよラなときは、後 
続車にを意しなびら低速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復するまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 


スタック（立ち往生）したとき 

-めかるみなどでタイヤび空転した 
り脱輪した状態から脱出するとさ 
は、タイヤを高速で空転させない 
でください。脱出直後に車び急発 
進し、事故を起こすおそれびあり 
ます。 


また、タイヤを高速で空転させる 
と異常な過熱び起こり、タイヤの 
破裂や火災などの事故び起さたり、 
トランスミッションを損傷するお 
それびあります。 

-スタックした状態から脱出すると 
さは、タイヤ前後の±や雪などを 
取り除いたり、タイヤの下に板や 
石などをあてびラと効果的です。 


道路冠水や車び水没したとき 

-冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深は約] 2 cm 
です。 

• 波び立たないよラな速度で走行し 
てください。 

-豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったときはミ夫してエ 
ンジンを始動しないでください。 
そのままエンジンを始動すると、 
エンジンに重大な損傷を与えるお 
それびあります。 

. 車び水没した場合は、水び引いた後 
でちエンジンを始動せずに、指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 
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ち全のために 


走行中に異常を感じた S 


警告'灯び点'灯したときやマルチファン 
クションディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとき 

本書に従い対処して<ださい。それで 
わ警告灯や故障/警告メッセージび 
消灯しないとさは、指定サービスエ場 
に連絡してください。そのまま走行を 
続けると、事故を起こしたり、車に重 
大な損傷を与えるおそれびあります。 


ボディ下部に強い衝撃を受けたとさ 

ただちに安全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してくださ 
い。漏れやボディ下部に損傷を見つけ 
たとさは、運転を中止して指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。損傷を放 
置したまま走行を続けると、事故を起 
こすおそれびあります。 


走行中に異常を感じた5 ■ 

走巧中にタイヤがパンクしたり、破裂 1 
したとさ — 

あわてずにしっかりステアリングを支 
えなびら、徐々に減速して安全な場所 
に停車してください。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれび 
あります。 
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ち全のために 


■ || I I 


駐停車ずるとさ 


駐車ずるとさのま意事項 

• マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃 
えやすいものがある場所には駐停 
車しないでください。 

-同乗者びドアを開くときは、周囲 
に危険びないことを運転者び確認 
してください。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では 
駐車しないでください。 

-炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなります。ステア 
リングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、火傷をするおそれ 
びあります。 

-炎天下に駐車するときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 


-炎天下に駐車した後は、乗車する 
前に換気をするなどして、車内各 
部の温度を下げてください。 

-フ□ントウインドウ周辺やボン 
ネットの吸気口に枯れ葉や異物び 
ある場合は、必ず取り除いてくだ 
さい。車両下部の排水口び目詰ま 
りを起こし、車内に水が侵入する 
おそれびあります。 


雪び降つているとさは 

車の周囲が雪で覆われているときは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび ふ 
さびれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それびあります。 


急な坂道では 

急な坂道で駐車するとさは、セレク 
ターレバーを la に入れ、パーキング 
ブレーキを確実に効かせてください。 
さらに輪止めをしてください。 


假眠ずるとき 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、安 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出し、 
事故を起こすおそれびあります。 

またアクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異常過熱して火 
災の原因になるおそれびあります。 


後退ずるとさ 

後方視界び十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
てください。 





ち全のために 


雨降りや濃霧時の運転 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨が降っていたり、濃霧び発生して 
いるとさは、路面び濡れて滑りやす 
く視界わ悪くなります。(下の点に 
を意して、いつわより慎重に運転し 
てください。 

-路面び滑りやすいので、タイヤの 
接地力び大さく低下し、通常より 
制動距離わ長くなります。 

また、見通しび悪いので歩行者や 
障害物の発見び遅れびちになりま 
す。いつもより速度を下げ、車間 
距離を十分にとってください。 

-濡れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。 
滑りやすい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、スリップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 


-路面び請れているとさは 、 SBC 
ホール ドや クルーズ コント □ール、 
デイスト□ニック*は使用しない 
で < ださい。 

-水たまりの通過後や激しい雨の中 
で長時間ブレーキを使用しないで 
走行しているときは、ブレーキの 
効さび悪くなることびあります。 
このとさは、後続車に注意しなび 
ら低速で走行し、ブレーキの効さ 
び回復するまでブレーキペダルを 
数回軽く踏んでください。 


-安全な視界を確保するため、必要 
に応じてデフ□スターやリアデ 
フォッ ガーを作動させてください。 
またはエアコンディショナーを作 
動させて車内を除湿してください。 


雨降りや濃霧時の運転 ■ 

-雨降りや濃霧時は、自分の車の存 1 

在を周囲に知らせるため、ヘッド — 
ランプやフォグランプを点巧して 
くださし" i 。 ただし、へッドランプ 
を上向さにすると、雨や濃霧に反 
射して視界を損なったり、対向車 
を眩惑するので、下向さで点灯し 
てください。 

-濃霧のとさはフォグランプを点な 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるときは、霧び 
晴れるまで安全な場所に停車して 
ください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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ち全のために 


オートマチック車の取り扱い 


オートマチック車の取り扱い 


運乾する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正しく操 
作してください。「オートマチック車 
の運転」わあわせてお読み<ださい 

(5-16)。 


オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンびかかってい 
るとき、セレクターレバーび la 、tst 
じ(外になっていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくても車びゆっくり動き出しま 
す。これをクリープ現象といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上がって素早<加速します。 
これをキックダウンといいます。 


エンジンの始動前 


発進 


-ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こすおそれび 
あります。 

-ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止 
することやペダルの踏みしろの量 
を確認してください。 


エンジンの始動 

セレクターレバーび la に入っている 
ことを確認して、ブレーキペダルを確 
実に踏んでエンジンを始動します。ア 
クセ j レペタVレを踏む必要はありません。 


• エンジンび適正なアイドリング回 
転数になっていることを確認して 
ください。 

• セレクターレバーを1〇、13に入 
れるとさは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んでください。 

-アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車び急発進するおそれび 
あります。 

-急な上り坂で発進するとさは、 
パーキングブレーキを 効かせたま 
まアクセルペダルを静かに踏み込 
み、車びわずかに動さ出すのを確 
認してから パーキングブレーキを 
解除して発進してください。 


1-12 






ち全のために 


走行中 

• 走行中はセレクターレバーを Iffl 
に入れないでください。エンジン 
ブレーキびまった<効かないため 
事故につなびったり、トランス 
ミッシヨンを損傷するおそれびあ 
ります。 

-滑りやすい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、スリップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 


停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、セレク 
ターレバーび走行位置に入ると、 
車び急発進して事故を起こすおそ 
れびあります。 

-急な上り坂などではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停車状態を 
保たなし" i でくださし" i 。トランス 
ミッションに負担びかかり、過熱 
や故障の原因になります。 

• 完全に停車する前に、セレクター 
レバーを la に入れないでくださ 
し、。トランスミッションを損傷す 
るおそれびあります。 


オートマチック車の取り扱い 

駐車 1 

-駐車時や車から離れるとさは、必ず 
セレクターレバーを la に入れ、 

ノ くーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

-後退したあとは、すぐにセレク 
夕~レバ~を la かに房すよう 
に/ Ca びけてください。13に入つ 
ていることを忘れてアクセルぺダ 
ルを踏み込むと、車び後退して事 
故を起こすおそれびあります。 
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ち全のために 


こんなことにもま意 


んなことにち注意 


運転ずるとさの注意事項 

-服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転 
しないで < ださい。 

• ライターを車内に放置しないでく 
ださい。炎天下の車内は非常に高 
温になるため、ライターび発火し 
たり爆発するおそれびあります。 

-ペダル操作の妨げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

-ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないでください。吸盤びレンズの 
働さをして、火災び発生するおそ 
れびあります。 


違法改造はしない 

-違法改造はしないでください。違 
法改造や純正でない部品の使用は、 
保証の適用外になるだけでな<、 
事故の原因になります。 

定期交換部品などは純正品だけを 
使用し、燃料や油脂類などは指定 
品を使用してください。 

-ガソリンやオイルの添加剤などは 
一切使用しないで<ださい。故障 
の原因になることびあります。 

-無線機やオーディオなどの電装品 
を取り付けたり取り外すときは、 
指定サービスエ場におたずねくだ 
さい。 


自動車電話、携帯電話 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反になります。なお、八ンズフ 
U —機能は使用できますび、ま意力び 
散漫になり事故の原因になるおそれび 
あります。安全な場所に停車してから 
使用してください。 


ナビゲーシヨンシステムは走巧中に操 
作しない 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、で 
さるだけ走行中を避け、安全な場所に 
停車してから操作してください。走行 
中に画面を見るとさは、必要最小限 
(約]秒じ(内）にとどめてください。 


さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行び多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、オイル、フィルター 
類の点検整備や交換を、定期的な交換 
時期よりも早く行なラことび必要にな 
ります。 
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安全装備 


■ || M I I ■ 



正しい運転姿勢になるよラに上記の 
点にま意してシートを調整してくだ 
さい。 


A 


-運転席の乗員は必ず運転前に自 
分の運転姿勢に合った正しい 
シート位置に調整してください。 
運転中に調整して操作を誤ると、 
車のコント□ールを失い、事故 
を起こすおそれびあります。 

-バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けびをするおそれびあります。 

-バックレストを大さく傾けた状 
態で走行しないでください。急 
ブレーキ持や衝突持などに身体 
びシートベルトの下を抜けてベ 
ルトの力び腹部や首にかかり、 
致命的なけびをするおそれびあ 
ります。 


注意！ 

-シートを調整しているときは、 
シートの下や横に身体を入れた 
り、作動部に触れないでくださ 
し、挟まれてけびをするおそれ 
びあります。 

-シートの一部び身体や物に当 
たったとさは、それ上操作し 
ないで < ださい。 

• 誤ってシート調整スイッチに触 
れるとシートび動さ、乗員びけ 
びをするおそれびあります。子 
供を乗せているとさは十分注意 
してください。 


※車種や仕様により、シートの形状などは異なります。 
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安全装備 


シート^^^ 


シートベルト 


シートベルトは、万一の衝突時などに 
乗員が受けるけびの被害を軽減させる 
柔員保護装置です。 

急ブレーキや衝撃などを感知すると 
シートベルトを□ックして乗員び 
シートから放り出されないよラに拘 
束します。 


シートベルトの効果を十分に発揮させ 
るためには、走行前に正しく着用し、 
正しく取り扱ラことび必要です。 



シートベルトび首に当たったり、 
肩から外れないよラにシートを 
調即する 


ベルトを急に引き出して 
□ックすることを確認する 


※シートベルトを着用する 
ときはドアポケット（目- 28) 
を閉じて < ださい。 


腰骨のでさるだけ低い位置 
を通っている 


バックルに正しく 
差し込まれている 


ねじれびない 


肩の中央にかかっている 


2 


※車種や仕様により、シートの形状などは異なります。 
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安全装備 


/—卜べルト 


「シートベルトの着用 



① プレート 

② バックル 

③ 解除ボタン 


シートベルトを着用ずる 

► プレート①を持ってシートベルトを 
ゆっくり引き出します。シートべル 
卜び□ックして引さ出せないとさ 
は、シートベルトを少し戻してから、 
再びゆっくり引き出します。 

► シートベルトにねじれびないこと 
を確認して、プレート①の先端を 
バックル③に差し込みます。 

► 腰を通るベルトび腰骨のでさるだ 
け低い位置にかかるよラにして、 
ベルトにたるみびないよラに身体 
に密着させます。 

肩を通るベルトび肩の中央を通る 
ことを確認します。 


シートベルトを外ず 

► 手でプレート①を持ち、バックル③ 
の解除ボタン③を押して、シートべ 
ルトをゆつくり巻き取らせます。 
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A 


• すべての乗員びシートベルトを 
着用してください。シートべル 
卜を正しく着用していなかった 
り、シートベルトのプレートび 
バックルに確実に差し込まれて 
いないと、急ブレーキ時や衝突 
時などに身体を車内に激しくぶ 
つけたり、車外に放り出されて 
致命的なけびをするおそれびあ 
ります。 

. シートベルトの機能び十分発揮で 
さるよラに、じ(下の点に注意して 
正しく着用してください。 

◊バックレストをできるだけ 
垂直の位置にしてください。 

〇コートなどの厚手の衣類は 
着用しないでください。 

〇シートに深く腰かけてくだ 
さし、。 


〇肩を通るベルトを脇の下に通 
さないでください。上体を固 
定でさず、衝突したとさなど 
に強い衝撃を受けます。 

〇腰を通るベルトは腰骨のでき 
るだけ低い位置にかけてくだ 
さい。腹部にかけると衝突し 
たとさなどに腹部び強く圧迫 
されます。 

〇シートベルトびねじれた状態 
で着用しないでください。衝 
撃を分散でさなくなります。 

01本のシートベルトを2人じ ( 
上で共用したり、シートべル 
卜と身体の間にバッグなどを 
挟み込まないでください。 

0シートベルトク U ップなどを 
使用してシートベルトにたる 
みをつけないで <ださい。 


ソ—卜へん卜 

◊子供び着用するときは、着用 
状態を運転者び確認して < だ 
さい。また、正しく着用でさ 2 

ない体格の子供は適切なチヤ — 

イルド セーフ テイ シー トを使 
用してください。 

〇子供を膝の上に乗せて走行し 
ないで<ださい。急ブレーキ 
時や衝突時などに身体を車内 
に激しくぶつけたり、車外に 
放り出されて致命的なけがを 
するおそれびあります。 

◊着用前に、シートベルトや 
バックルに巧れや損傷びない 
ことを確認してください。 

-シートベルトを着用するときは、 

ドアポケット （6-28) を閉じて 
ください。シートベルトびドア 
ポケットにかかり、正しく着用 
でさないおそれびあります。 
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ン— ト ベ) レト 
ま意！ 

. シートベルトを正しく機能さ 
せ、損傷を防ぐために下の点 
に注意して < ださい。 

〇ドアに挟んだり、鋭利な部 
分に当てない 

0 たばこの火など熱いわのを 
近付けない 

◊バックル部分に異物を入れ 
ない 

◊ペンや眼鏡など、巧類のポ 
ケットに入れたとびった物や 
こわれやすい物にかけない 

〇分解や改造などをしない 

-衝突後やシートベルトび大さな 
衝撃を受けたとさは、指定ヴー 
ビスエ場で新品と交換し、関連 
部品の点検を受けてください。 


-純正部品外のシートベルトは 
使用しないでください。 

• 妊娠中の方やけびの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートべ 
ルトを着用してください。 

. シートベルトの強度び低下し、 
乗員保護機能び損なわれるので 
清掃するとさはじ(下の点にま意 
してください。 

〇強い酸性やアルカリ性洗剤、 
有機溶剤などを使用しない 

◊乾燥時にドライヤーや直射 
曰光を当てない 

〇シートベルトを漂白したり、 
染色しない 


「ソートへ/レトァソソ3ナー_ ] 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置です。 

シートベルトテンシヨナーは、エンジ 
ンスイッチび2の位置のとさに作動し 
ます。 

シートベルトテンシヨナーは、シート 
ベルトのプレートびバックルに差し込 
まれているとさに作動します。 

また、車び横転したとさもシートべル 
トテンシヨナーは作動することびあり 
ます。 

助手席には乗員検知機能を装備してお 
り、助手席に乗員びいないと判断した 
ときは助手席のシートベルトテンシヨ 
ナーは作動しないことびあります。 


「ベ J レトノオ~乂リ三ッタ~_ ] 

ベルトフ オース リミッターは シー トべ 
ルトに一定上の荷重びかかったとさ 
に作動し、乗員の胸にかかる力を軽減 
します。 
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注意！ 

• シートベルトテンシヨナーび作 
動すると、シートベルトに強く 
締め付けられることびあります。 

. シートベルトに強く締め付けら 
れている状態でシートベルトを 
外すとさは、シートベルトのプ 
レートを確実につかみなびら 
バックルの解除ボタンを押して 
ください。シートベルトの張力 
により、解除したプレートび跳 
ね返り、けびをするおそれびあ 
ります。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず指定ヴービスエ場 
で新品と交換してください。 


知識 

• シートベルトテンシヨナーの作 
動時にわずかなびら白煙び発生 
することびありますび、火災の 
/こ、配はありません。 

また、ぜんそ<などの呼吸疾患 
のある方は一時的に呼吸障害を 
起こすおそれびありますので、 
安全を確認のラえ車外へ出る 
か、ドアやドアウインドウを開 
さ換気を行なつてください。 

• シートベルトテンシヨナーの作 
動時に爆発音び聞こえますび、 
通常では聴力への影響はありま 
せん。 

• 助手席に重い荷物などを積ん 
で、シートベルトのプレートを 
バックルに差し込んでいるとさ 
は、助手席シートベルトテン 
シヨナーび作動することびあり 
ます。 


ジ—卜へルト 

• ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車び施錠 
されていてち、シートベルトテ 
ンショナーやエアバッグび作動 
すると、ドアは自動的に解錠さ 
れます。 

• 未作動のシートベルトテンショ 
ナーを廃棄するとさは、廃棄専 
用の処置び必要です。指定ヴー 
ビスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 



安全装備 


/—卜べルト 


「シートベルト着用 警告_ ] 

シートベルト警告'灯 

エンジンスイッチを 2 の位置にすると 
点灯し、数秒後に消灯します。 

点灯しないとさは警告巧び故障してい 
ます。すみやかに指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

エンジンびかかっているときに乗員び 
シートベルトを着用してし" i なし" i とさ 
は、シートベルト警告灯び点灯します。 


シートベルト警告音 

運転席の乗員びシートベルトを着用せ 
ずにエンジンスイッチを 2 の位置にす 
るかエンジンを始動すると、警告音び 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
します。 


走巧中のシートベルト警告 

走行速度び約2已 km / h じ(上になったと 
さに、乗員びシートベルトを着用して 
いないかシートベルトの プレー トを 
バックルから外したときは、シートべ 
ルト警告灯び点滅して、断続的な警告 
音も鳴ります。 

そのままの状態で約6日秒間走行する 
か、または停車したとさは警告灯は点 
なに変わり、警告音わ鳴り止みますび、 
シートベルトを着用しないまま再び走 
行を始めて速度び約2已 km / h じ(上に 
なると、この警告は繰り返し行なわれ 
ます。 

I 知識 

助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンびかかっていると 
さにシートベルト警告び行なわれ 
ることびあります。 
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SRS エアバッグ 



エアバッグは、シートベルトの効果を 
補助する装置です。 


エアバッグの効果を発揮させるために 
は、シートベルトの正しい着用び条件 
になります。 

衝突時のよラに車び強い衝撃を受ける 
と、収納されているエアバッグび瞬時 
にふくらんで乗員の前面や周囲にエア 
クッションを作り、乗員への衝撃を分 
散-軽減します。 

衝撃を受ける状況によって、作動する 
エアバッグび異なります。 


[運転席/助手席エアバッグ 


左八ンドル車 

① 運転席エアバッグ 
ステア U ングパッド部 

② 助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボードノ くネル部 


前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、乗員の頭部および胸部への衝撃を 
分散*軽減します。 

運転席/助手席エアバッグは、シー 
トベルトを着用しているとさに作動し 
ます。 

ただし、衝撃の強さにより、シートべ 
ルトを着用していないとさでち作動す 
ることびあります。 

助手席には乗員検知機能を装備して 
おり、助手席に乗員びいないと判断 
したとさは助手席エアバッグは作動 
しません。 




知識 

SRS は Supplemental Restraint 
System (乗員保護補助装置）の 
略です。 
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I I I 


r へッドソラックスサイドバッグ 



③へッドソラックスサイドバッグ 
ドアの内張り部 


ドア（付近）部分に横方向からの強い 
衝撃を受けると、衝撃を受けた側の 
へッドソラックスサイドバッグび作動 
し、頭部および胸部への衝撃を分散- 
軽減します。 

へッドソラックスサイドバッグは、 
シートベルトを着用しているとさに作 
動します。 

助手席には乗員検知機能を装備してお 
り、助手席に乗員びいないと判断した 
とさは助手席側のへッドソラックスヴ 
イドバッグは作動しません。 


SRS 


エアバッグシステム警告な 


エンジンスイッチを1の位置にすると 
数秒間点灯します。また、2の位置に 
すると点灯し、エンジン始動後に消灯 
します。点灯しないとさは警告灯び故 
障しています。 


数秒後/エンジン始動後に消灯しな 
いとさやエンジンびかかっているとさ 
に点灯したときは、エアバッグシステ 
ムやシートベルトテンシヨナ ー、 助手 
席乗員検知機能/チャイルドセーフ 
テイシート検知システムの故障です。 
ただちに指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 


I 知識 

エアバッグやシートベルトテン 
シヨナーび作動すると、エアバッ 
グシステム警告なび点なします。 


2-10 












安全装備 


A 


• エンジン始動後わエアバッグシ 
ステム警告灯び点灯するとさは、 
事故などの衝撃があってわエア 
バッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動しないおそれびあり 
ます。また、不意に作動するお 
それちあります。すみやかに指 
定ヴービスエ場で点検を受けて 
ください。 

-運転席シートは正しい位置に調 
整し、助手席シートはでさるだ 
け後部に動かし、エアバッグと 
の間隔を確保してください。間 
隔び狭すざると、エアバッグび 
作動する衝撃でけびをするおそ 
れびあります。 

• 運転中はステアリングのパッド 
部を持ったり、身体をステアリ 
ングやダッシュボードにのせな 
いで <ださい。 


• ウインドウやピラーの周囲にア 
クセヴ U — などを取り付けない 
で < ださい。 

• ステア U ングのパッド部やエア 
バッグ収納部に、バッジ、ス 
テッカー、リモコンなどを貼付 
したり、市販のカップホルダー 
やアクセサリーなどを取り付け 
ないで < ださい。 

• エアバッグ収納部やその近<に 
物を置かないでください。 

-膝の上にぺットや荷物を抱える 
など、エアバッグと乗員との間 
に物を置かないでください。 

• ルーム S ラーに市販のワイド S 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さい。 

• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで <ださい。 

-衣類のポケットなどに重い物や 
鋭利な物を入れないで < ださい。 


SRS ェァバッグ 

ま意！ 

• エアバッグは高温のガスにより 
ふくらむため、すり傷や火傷、 2 
打撲などをすることびあります。— 

• エアバッグの作動後はエアバッ 
グや関連部品に身体を触れない 
でください。部品び熱くなって 
おり、乂傷をするおそれびあり 
ます。 

-エアバッグび作動した後は、必 
ず指定サービスエ場で新品と交 
換してください。 

-エアバッグを取り外したり、 

関連部品や配線などを改造し 
ないでください。正しく作動 
しなくなったり、誤作動をす 
るおそれびあります。 
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SRS エアバッグ 
知識 

. 車の前方からの衝撃び弱いとさ 
は シー トベルトテンシヨナーだ 
けび作動し、運転席/助手席エ 
アバッグは作動しないことびあ 
ります。 

• 助手席に重い荷物などを積ん 
で、シートベルトをバックルに 
差し込んでいるとさは、衝突時 
などに助手席エアバッグおよび 
助手席側のへッドソラックスヴ 
イドバッグび作動することがあ 
ります。 

• 運転席/助手席エアバッグは、 
車び横転したとさに作動するこ 
とびあります。 

• ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車び施錠 
されていてち、エアバッグや 
シートベルトテンシヨナーび作 
動すると、ドアは自動的に解錠 
されます。 


-エアバッグの作動時に爆発音 
び聞こえますび、通常では聴 
力への影響はありません。 

-エアバッグの作動時にわずか 
に白煙び発生することびあり 
ますび、火災の/こ\配はありま 
せん。 

また、ぜんそ < などの呼吸疾 
患のある方は一時的に呼吸障 
害を起こすおそれびあります 
ので、安全を確認のラえ車外 
へ出るか、ドアやドアウイン 
ドウを開さ換気を行なってく 
ださい。 


• エアバッグび作動すると非常点 
滅巧び自動的に点滅します。自 
動的に点滅した非常点滅なを消 
灯するとさは、非常点滅灯ス 
イッチを押します。 

• ボディの部位によって受けた衝 
撃を吸収する度合いび異なるの 
で、損傷の大ささとエアバッグ 
の作動は必ずしわ一致しません。 

• 未作動のエアバッグを廃棄する 
とさは、廃棄専用の処置び必要 
です。指定サービスエ場、また 
は専門業者に依頼してください。 
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運お席/助手席エアバッグび作動ず 
るとさ 


正面衝突など車の前ち左も 
約3日度!;>(内の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 



へッドソラックスサイドバッグが作動 
ずるとさ 


客室部分に横ち向から強い衝撃を 
受けたとさ 



かたいコンク U —卜の壁 A 


SRS エァバッグ 

運転席/助手席エアバッグび作動し 
ないとさ 


後ろから衝突されたとき 2 
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I I I 


運転席/助手席エアバッグび作動し 
ない場合びあるとき 


へッドソラックスサイドバッグび作動 
しない場合びあるとき 


いずれかのエアバッグび作動ずる場合 
びあるとさ 




斜め方向から衝撃を受けたとさ 





深い穴や溝に落ちたとさ 


床下に強い衝撃を 
受けたとさ 


_ 
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チヤイルドセーフテイシート 


シートベルトは身長1 SOcmiiLb の柔 
員び使用することを前提にしています。 
シートベルトび正しく着用でさない体 
格の子供などは、適切なチャイルドセ 
ーフティシートを使用してください。 

チャイルドセーフティシートの取り 
扱いや装着方法については、製品に 
添付されている取扱説明書をお読み 
ください。 

知識 

チャイルドセーフティシートに関 
する注意事項を言己載したステツ 
カーび、サンバイヴーに貼付され 
ています。 


A 


- 6歳未満の子供を乗車させると 
さは、チヤイルドセーフティ 
シートを使用することび法律で 
義務付けられています。 


• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格の子供などは、チャイ 
ルドセーフティシートを使用し 
ないと、急ブレーキ時や衝突時 
などに身体を車内に激しくぶつ 
けたり、車外に放り出されて致 
命的なけびをするおそれびあり 
ます。 

- 6歳(上の子供でち、シートべ 
ルトび正しく着用でさない子供 
は、チャイルドセーフティシー 
卜を使用してください。 

-身長]己日 cm 未満の子供はチャ 
イルドセーフティシートを使用 
して確実に身体を固定してくだ 
さし、。 

-子供の体格に適合したチャイル 
ドセーフティシートを使用し、 
子供を正しい姿勢で座らせ、身 
体をシートベルトで確実に固定 
してください。 


チヤイルド セーフ テイシート ■ 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格の子供び、そのまま 
シートベルトを着用すると、首 2 
を締め付けたり、腹部を強く圧 — 

迫して致命的なけびをするおそ 
れびあります。 

• 後ろ向きに装着するタイプの 
チヤイルドセーフテイシートを 
装着するとさは、 iiTF の状態を 
確認してください。 

0チヤイルドセーフテイシート 
びセンサー付さ純正チヤイル 
ドセーフテイシートであり、 

助手席エアバッグオフ表示な 
び点灯していること 

または 

〇助手席の乗員の体重び一定 LU 
下であり、シートベルトのプ 
レートをバックルに差し込ん 
だとさに助手席エアバッグオ 
フ表示灯び点なしていること 
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チャイルドセーフティシート 

• 後ろ向きに装着するタイプの 
チャイルドセーフティシートを 
装着して助手席エアバッグオフ 
表示灯が点灯しないときは、 
チャイルドセーフティシートを 
装着しないでください。エア 
バッグび作動する衝撃で致命的 
なけびをするおそれびあります。 

• 前向きに装着するタイプのチャ 
イルドセーフティシートを装着 
して助手席エアバッグオフ表示 
灯び点なしないとさは、助手席 
シートをもっとも後ろの位置に 
してください。 

• チャイルドセーフティシートを 
装着して助手席エアバッグ表示 
灯び点灯したとさは、助手席 
シートをもっとも前の位置にし 
てください。 

• チャイルドセーフティシートは 
確実に装着して<ださい。急ブ 
レーキ持などに、チャイルド 
セーフティシートび放り出され 
てけびをするおそれびあります。 


• チャイルドセーフティシートの 
下にクッションなどを置かない 
でください。チャイルドセーフ 
ティシートび確実に装着されな 
いおそれがあります。 

• チャイルドセーフティシートび 
損傷しているとさは新品と交換 
してください。大さな衝撃を受 
けたり、損傷したちのは子供を 
保護でさません。 

• チャイルドセーフティシートの 
クッションカノ く一び損傷したと 
さは、純正の物に交換してくだ 
さい。 

• チャイルドセーフティシートを 
使用しないときは、車から取り 
外すか、確実にシートに装着し 
てください。 


• チャイルドセーフティシートは 
直射日光に当てないでください。 
炎天下では車内に置いたチャイ 
ルドセーフティシートが高温に 
なり、子供び火傷をするおそれ 
びあります。 

• 子供だけを車内に残して車から 
離れないでください。 

〇運転装置に触れてけびをする 
おそれびあります。 

◊誤ってドアを開き、事故の原 
因になるおそれびあります。 

〇炎天下では車内び高温にな 
り、熱中症を起こすおそれび 
あります。 

〇寒冷時には車内び低温にな 
り、命にかかわるおそれびあ 
ります。 
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助手席エアバッグオフ表示な 



①助手席エアバッグオフ表示な 


助手席エアバッグの機能び解除されて 

いるときは、助手席エアバッグオフ表 

示灯①び点灯します。 

助手席エアバッグオフ表示灯①は(下 

のとさに点灯します。 

-センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを装着して、エンジ 
ンスイッチを1か2の位置にしたと 
さ（チャイルドセーフティシート 
検知システム） 

または 

-一定(下の体重の乗員び助手席に 
乗車して、シートベルトのプレー 
卜をバックルに差し込み、エンジ 
ンスイッチを1か2の位置にしたと 
さ（助手席乗員検知機能） 

詳しくはに-18、 20) をご覧くださし、。 


チャイルド セーフ ティシート 
ま意！ 

チャイルドセーフティシート検知 
システムまたは助手席乗員検知機 2 
能び作動していないとさに、エン — 
ジンスイッチを1か2の位置にする 
と、助手席エアバッグオフ表示な 
び点灯し、数秒後に消灯します。 

点灯しないとさや点灯後に消巧し 
ないとさは、チャイルドセーフ 
テイシート検知システムや助手席 
乗員検知機能び故障しています。 
すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


知識 

助手席エアバッグオフ表示な①び 
点灯して、助手席エアバッグの機 
能び解除されても、ヘッドソラッ 
クスサイドバッグとシートベルト 
テンシヨナーの機能は解除されま 
せん。 
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チヤイルドセーフティシート 
警告 A 


チャイルドセーフティシート検知 

システムに関ずる警告 

-センサー付さ純正チャイルド 
セーフティシートを装着したと 
さは、必ず助手席エアバッグオ 
フ表示巧び点なすることを確認 
してください。 

また、助手席シートをもっとも 
前の位置にしてくださし、。 

-センサー付さ純正チャイルド 
セーフティシートを装着してち 
助手席エアバッグオフ表示灯び 
点灯しないとさは、助手席エア 
バッグの機能は解除されていま 
せん。エアバッグび作動する衝 
撃で致命的なけびをするおそれ 
びありますので、(下の点にま 
意してください。 


0後ろ向きに装着するタイプの 
チャイルドセーフティシートは 
装着しないでください。また、 
タイプにかかわらずチャイルド 
セーフティシートを後ろ向さに 
装着しないでください。 

◊チャイルドセーフティシー 
卜を装着するとさは、必ず 
前向きに装着するタイプの 
みを使用して、助手席シー 
卜をもっとも後ろの位置に 
してください。 

〇すみやかに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

助手席乗員検知機能に関ずる警告 

• チャイルドセーフティシートを 
装着して子供を乗車させるとさ 
は、助手席エアバッグオフ表示 
灯び点灯することを確認してく 
ださい。 

また、助手席シートをもっとも 
前の位置にしてください。 


• チャイルドセーフティシートを 
装着して子供を乗車させたとさ 
に助手席エアバッグオフ表示灯 
び点灯しないとさは、助手席エ 
アバッグの機能は解除されてい 
ません。エアバッグび作動する 
衝撃で致命的なけがをするおそ 
れびありますので、(下の点に 
ま意して < ださい。 

0後ろ向きに装着するタイプの 
チャイルドセーフティシートは 
装着しないでください。また、 
タイプにかかわらずチャイル 
ドセーフティシートを後ろ向 
さに装着しないでください。 

◊チャイルドセーフティシー 
卜を装着するとさは、必ず 
前向きに装着するタイプの 
みを使用して、助手席シー 
卜をもっとも後ろの位置に 
してください。 
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r 純正 ナヤィ J レトセ— ノァイシ ート I 

ダイムラー*クライスラー社の純正 
チャイルドセーフティシートには、助 
手席に装着すると、助手席エアバッグ 
の機能を解除する、センヴー付きシー 
卜（ベビーセーフプラス、デュオプ 
ラス、キッド）びあります。 

チャイルドセーフティシートを装着す 
るときは、純正チャイルドセーフティ 
シートを使用してください。 


純正チヤイルド セーフ ティ シー トに 
は、じ(下のタイプびあります。詳し 
くは指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 


選択の目安 


シート名 

体重 

年離 

べビーセー フ 
プラス 

約 I 日 kgOT 

新生児〜9力月位 

デュオプラス 

9 〜 1 8 k 呂 

8力月〜4歳位 

キッド 

I 己〜 36 kg 

3歳半〜12歳位 


※純正チヤイルドセーフティシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあります。詳 
しくは販売店におたずねください。 


チャイルド セーフ ティシート 
ま意！ 

純正チャイルドセーフティシート 
でも、チャイルドセーフティシー 2 
卜検知システムに対応していない — 
タイプびあります。詳しくは販売 
店におたずね < ださい。 
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チヤイルドセーフテイシート 


チヤイルドセーフティシート検知 
システム _ 

助手席シートの座面に検知システムび 
装備されており、センサー付さ純正 
チヤイルドセーフティシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 
チヤイルドセーフティシートの有無を 
判断し、助手席エアバッグの機能を解 
除するシステムです。 

助手席エアバッグの機能び解除される 
と、助手席エアバッグオフ表示な （2- 
17) び点灯します。 

注意！ 

助手席のシート座面とセンサー付 
さ純正チヤイルドセーフティシー 
卜の間に物を入れないでください。 
チヤイルドセーフティシートを検 
知でさな< なるおそれびあります。 


A 


助手席のシートクッションに、電 
源の入つたパソコンや携帯電話な 
どの電子機器、または磁気カード 
やにカードなどを置かないでくだ 
さい。チャイルドセーフティシー 
卜検知システムび誤作動して、事 
故のとさに助手席エアバッグび作 
動しないおそれびあります。また、 
センサー付さ純正チヤイルドセー 
フテイシートを検知できずに、助 
手席エアバッグび作動するおそれ 
びあります。 


「助手席秉員検知機能_ ] 

助手席に乗車している乗員の体重び一 
定じ(下であるとさ、または助手席に乗 
員び乗車していないと判断したとさ 
に、シートベルトのプレートびバック 
ルに差し込まれているとさは、助手席 
エアバッグの機能び解除されます。 

助手席エアバッグの機能び解除される 
と、助手席エアバッグオフ表示灯 （2- 
17) び点灯します。 
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-ルバー 


□ールバーは、車び大さく傾いたとさ 
や衝突時、横転時などに瞬時に自動で 
上びって乗員を保護する装置です。 

□ールノ（一は手動で操作することびで 
さます。 

警告 A 


• □ールバーの作動する範囲に身体 
を入れたり、荷物などを置かない 
でください。□ールバーび上下し 
たときにけびをしたり、荷物を損 
傷するおそれびあります。 

-たとえ□ールバーび作動してち、 
シートベルトやチヤイルドセー 
フティシートを使用していない 
と、事故のとさに致命的なけび 
をするおそれびあります。 

-外気温度び約一己でじ(下のとさ 
は、□ールバーを手動で上げて 
走行してくださし、 □ ールバー 
の油圧システムを損傷するおそ 
れびあります。 


ま意！ 

シート後方にぺットなどを乗せる 
ときは、バリオルーフを閉じ、 
□ールバーを上げてくださし、。 
□ールバーび下びっていると、万 
一のとさに、□ールバーび瞬時に 
上びってぺットなどびけびをする 
おそれびあります。 


pq □—ルバー 警告'灯 

エンジンスイッチを1か2の位置にす 
ると点灯します（点灯しないとさは警 2 

告灯が故障しています）。エンジンス — 
イッチび1の位置のとさは数秒後に消 
灯し、エンジンスイッチび2の位置の 
とさはエンジン始動後に消灯します。 

数秒後/エンジン始動後に消なしな 
いとさやエンジンびかかっていると 
さに点灯または点滅するとさ、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに" □- 
ル A ''- アグ'テクタ''サイ"と表示されるとき 
は、□ールバーび故障しています。 
手動で□ールバーを上げ、ただちに 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 
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[□—ルバーの手動操作 



① 上昇スイッチ 

② 下降スイッチ 

③ ルーフスイッチ 


エンジンスイッチび2の位置のとさに 
□ールノ く一を手動で操作することびで 
さます。 

□ ールバーを上ばる 

► ルーフスイッチ③を後方に開き、上 
昇スイッチ①を押します。 

□ ールバーを下ばる 

► ルーフスイッチ③を後方に開き、下 
降スイツチ③を押します。 


スイッチから手を放すと□ールバーは 
その位置で停止します。 

I 知識 

□ールノ（一を上げた状態のときは、 
バリオルーフを開閉すると、□ール 
バーは自動的に下がり、操作終了時 
に再び上びります。 


自動のに上びった□ールバーを下ばる 

車び大さく傾いたとさや衝突時、横転 
時などで□ールバーび自動的に上がっ 
たとさは、下の方法で□ールバーを 
下げます。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► □ールバーび上びり切るまで上昇 
スイッチ①を押し続けます。 

► 下降スイッチ③を押し続けます。 
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インストルメントパネル 

3-2 

センターコンソール 

3-4 

キー 

3-5 

シート 

3-15 

ドア 

3-24 

トランク 

3-31 

ボンネット 

3-39 

燃料給油 □ 

3-42 

盗難防止警報システム 

3-44 


. 運転ずる前に 


パヮーウインドウ 

3-47 

バリオルーフ 

3-50 

ドラフトストップ 

3-58 

サンシェード 

3-60 

ルームミラー 

3-61 

ドア巧一 

3-63 

ステアリング 

3-67 

メーター パネル 

3-69 


3-1 




運転ずる前に 



ド3 






•-が 


インストルメントパネル 




P69, 


左八ンドル車 

※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの位置や形状び実際の車両と異なることびあります。 


インストルメントパネル 


© 


© 
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運転ずる前に 



名称 

ぺージ 

① 

ランプスイッチ 

5-21 

③ 

へッドランプ 

己- 3] 


ウオッシヤースイッチ 


③ 

操作レバー 



クルーズコント□—ル* 

己-己4 


デイスト□ニック* 

已 -6 日 


可変スピードリミッター 

己- 7] 

④ 

パドル 

5-1 1 


(シフトダウン） 

己-14 

⑥ 

メーターパネル 

3-69 

⑥ 

ステア U ング 

3-67 

⑦ 

パドル 

己-1 ] 


(シフトアップ） 

己-14 

⑧ 

パークト□ニック 

己-76 


インジケーター 


⑨ 

時計 

4-34 

⑩ 

助手席エアバッグオフ 

2-17 


表示灯 



* オプションまたは仕様により装備び異なります 



名称 

ぺージ 

⑩ 

グ□ーブボックス 
オープナーボタン 

6-23 

⑩ 

グ□ーブボックス 
キーシリンダー 

6-24 

⑩ 

ルームランプ操作部 

6-1 6 

⑩ 

グ□ーブボックス 

6-23 

⑩ 

マルチフアンクション 
コント□—ラー 

別冊 

⑩ 

エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

6-3 

⑩ 

エンジンスイッチ 

已 -2 

⑩ 

ホーン/ 

運転席エアバッグ 

2-9 

⑩ 

ステア U ング調整 
レバー 

3-68 


コンビネーション 

己-24 


レバー 

己-26 


(へッドランプ/方向 
指示/ワイパー） 

己-28 


インストルメントパネル 



名称 

ぺージ 

⑩ 

パーキングブレーキ 
ペダル 

5-32 

感 

パーキングブレーキ 
解除八ンドル 

己-32 


ボンネット□ック 
解除レバー 

3-39 

@ 

シートヒータースイッチ 

3-21 、 
3-22 


シートベンチレーター 
スイッチ* 

3-23 

© 

ポジションスイッチ 

メモ U —スイッチ 

3-19 

趣 

シート調整スイッチ 

3-1 己 

⑩ 

トランクオープナー 
スイッチ* 

3-32 


トランクスイッチ* 

3-34 

(D 

ドアウインドウ 
スイッチ 

3-47 
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運転ずる前に 


センターコンソール 


⑥エアコンデイシヨナー 
コン 卜□ールパネル 

6-3 

⑦カップホルダー* 

6-30 

⑧セレクターレバー 

己-6 

⑨灰皿 

ライ ター 

6-21 

6-22 

⑩カップホルダー 

6-30 



名称 

ぺージ 

① 

ドア□ックスイッチ 
(施錠） 

3-30 

③ 

非常点滅灯スイッチ 

己-27 

③ 

ドア□ックスイッチ 
伯军錠） 

3-30 

④ 

中央送風口、サイド送 
風口開閉ダイヤル 

6-8 

⑥ 

マルチフアンクシヨン 
コント□— ラー 

別冊 



※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの位置や形状び実際の車両と違ラことびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


キ— 


U モコン機能付きのキーが2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用します。 

また、 それぞれの キーにはエマージェ 
ンシーキーを 収納しています。 


A 


-子供だけを残して車から離れな 
いでください。施錠されていて 
わ、誤って車内からドアを開い 
たり運転装置に触れて、事故やけ 
びをするおそれびあります。 

-短時間でわ、車内にキーを残し 
たまま車から離れないでくださ 
し、。事故や盗難のおそれびあり 
ます。 


-キーに重い物や必要(上に大さ 
なキーホルダーなどを取り付け 
ないでください。走行中にキー 
ホルダー自体の重みでキーびま 
わったり、キーび抜けてしまい、 
エンジンび停止すると、事故を 
起こすおそれびあります。 


キ- ■ 

ま意！ 

-キーを紛失したとさは、盗難 
や事故を防ぐため、ただちに 
指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

-キーを強い電磁波にさらすと 、— 
リモコンに障害び発生するおそ 
れびあります。 

-キーは強い衝撃や水から避け 
てください。故障の原因にな 
ります。 

-キーの先端部を巧したり覆った 
りしないでください。故障や誤 
作動の原因になります。 
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運転ずる前に 




知識 

• 2つのキーを見わけるため、 
キーのス トッ パー （3-10) の 色 
は異なります。 

-新たにキーをつくる場合は、指 
定ヴービスエ場におたずねくだ 
さし、 

• エンジンスイッチにキーを差し 
ているとさは、わずかに電力を 
消費しています。走行しないと 
さは、バッテリー保護のため、 
エンジンスイッチからキーを抜 
いてください。 


[リモコン機宫 g 



①発信部 
③表示灯 

③ 施錠ボタン 

④ 解錠ボタン 

⑥トランク オープナー ボタン 
⑥ エマー ジェン シーキー 


3-6 


エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさにじ(下の操作びでさます。 

-の各部の解錠/施錠 


◊ドァ 
0トランク 
◊燃料給油フラップ 
0グ□ーブボックス 
0アームレストの小物入れ 
0シート後方のル物入れ 

• トランクを開< 

• ドアウインドウと U アク オーター 
ウインドウ、パリオ ルーフの 開閉 

操作時に表示灯③び]回点滅します。 










運転ずる前に 


解錠ずる 

► 解錠ボタン④を押します。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プ、グ□ーブボックス、アームレ 
ストの小物入れ、シート後方のル 
物入れび解錠され、非常点滅灯び 
1回点滅します。 

また、盗難防止警報システム （3- 
44) び解除されます。 

I 知識 

リモコン操作で解錠すると、 
S 目 C (己- 39) び待機状態になります。 


施錠ずる 

► 施錠ボタン③を押します。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プ、グ□ーブボックス、アームレ 
ストの小物入れ、シート後方のル 
物入れび施錠され、非常点滅なび 
3回点滅します。 

また、盗難防止警報システム （3- 
44) び待機状態になります。 

トランクを開< 

► トランクび開さはじめるまで、卜 
ランクオープナーボタン⑥を押し 
続けます。 


リモコン操作ですベてのドアウインド 
ウとリアク オーター ウインドウ、バリ 
オルーフを開閉することびでさます。 

詳しくは （3-11) をご覧ください。 


キー 

ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 

-リモコン操作でドアウインドウ 
や U アク オーター ウインドウ、 
パ U オルーフを閉じるとさは、 
身体や物び挟まれないよラにま 
意してください。 

• リモコン操作で施錠したとさ 
は、非常点滅灯び3回点滅した 
こと、ドア、トランク、燃料給 
油フラップなどび確実に施錠さ 
れたことを確認してください。 

-トランクを開くときは、後方や 
上方に十分な空間びあることを 
確認してください。 

-貴重品は絶対に車内に置いたま 
まにしないでください。盗難の 
おそれびあります。 



運転ずる前に 


キ- 


リ モ コン機能の設定切替 

U モコン操作での解錠のしかたを切り 
替えることびできます。 

リモコン機能の設定を切り替える 

► 施錠ボタン③と解錠ボタン④を同 
時に約6秒間押し続けます。 

表示な③び2回点滅し、設定び切 
り替わります。 

この状態ではじ(下のよラに作動します。 

-解錠ボタン④を]回押すと、じ(下 
の各部び解錠されます。 

〇運転席ドア 
◊燃料給油フラップ 
0グ□ーブボックス 
0アームレストの小物入れ 
0シート後方のル物入れ 

• 続けて約40秒(内に解錠ボタン④ 
を押すと、助手席ドアとトランク 
び解錠されます。 


リモコン機能の設定を元に戻ず 

► 再度、施錠ボタン③と解錠ボタン 
④を同時に約6秒間巧し続けます。 

表示灯③び2回点滅し、元の設定 
に戻ります。 


知識 

• U モコン操作での解錠後約40秒 
(内に、(下のいずれかの操作 
をしないと、再び施錠されます。 

〇ドアを開く 
〇トランクを開く 

〇エンジンスイッチにキーを 
差し込む 

〇ドア□ックスイッチ（解錠） 
を押す 

-バッテリーあびりを起こしたと 
さは、 U モコンの電池び正常で 
もリモコン操作はできません。 

-リモコンの電池び消耗すると操 
作時に表示灯び点なせず、 U モ 
コン操作びでさなくなります 
び、エンジンは始動できます。 
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運起ずる前に 


r 施錠時のドアミラーの格納_ ] 

リモコン操作で施錠するとさにドア 
ミラーも併せて格納することびでさ 
ます。 

格納されたドアミラーは、リモコン操 
作で解錠した後にドアを開くと展開し 
ます。 


この機能の設定と解除については （4- 
45) をご覧ください。 


知識 

• ドアを開かなくても、格納され 
たドア S ラーの位置び少し動く 
ことびあります。その場合は、 
ドアミラー格納/展開スイッチ 
(3-64) を押して、元の位置に 
戻してください。 

-ドアミラー格納/展開スイッチ 
(3-64) でドアミラーを格納し 
てから施錠したときは、リモコ 
ン操作で解錠してドアを開いて 
わ、ドアミラーは展開しません。 




r □ケイターライティング_ ] 

周囲び暗いとき、リモコン操作で車を 
解錠すると、車幅灯、フ□ントフォグ 
ランプ、テールランプ、ライセンスラ 
ンプび点なします。点灯したランプは、 
運転席ドアを開くかエンジンスイッチゴ 
にキーを差し込んだとさ、または約 
40 秒後に消灯します。 


この機能の設定と解除については （4- 
38) をご覧ください。 
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運転ずる前に 




「1ゾーソエソンー— 



キーに収納されています。 

グ□ーブボックス、アームレストのル 
物入れ、シート後方のル物入れを独立 
施錠する （6-24) ときやグ□ーブ 
ボックスを解錠するときに使用します。 

また、リモコンび作動しないときに、 
運転席ドアを解錠/施錠したり （3- 
28、29)、トランクを解錠する （3- 
3己）ときに使用します。 


① エマー ジェン シーキ ー 

② ストツパー 


エマー ジ王ン シーキーを 使用ずる 

► ストッパー③を矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェン シー キー① 
を矢印の方向に抜さます。 

収納するとさは元の位置に差し込 
みます。 
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運転ずる前に 


キ- 


① 発信部 

② 施錠ボタン 

③ 解錠ボタン 

リモコン操作でドアウインドウとリア 
ク オーター ウインドウ、バリオルーフ 
を開閉でさます。 


ドアウインドウとリアク オーター ウイ 
ンドウ、バリオ ルーフを 開く 

► キーの発信部①をドア八ンドルの受 
光部に向けて解錠ボタン③を押し続 
けます。 

バリオルーフび開いているとさは 
ドアウインドウと U アク オーター 
ウインドウび開さます。 

バリオルーフび閉じているときは、 
パリオルーフび開き、ドアウイン 
ドウび開じた状態になります。 

解錠ボタン③から手を放すと、作 
動中のドアウインドウやリア 
ク オーター ウインドウ、バリオ 
J レーフはその位置で停止します。 

バリオルーフスイッチでの操作につい 
ては （3 -己 4) をご覧ください。 


ドアウインドウとリアク オーター ウイ 
ンドウ、バリオ ルーフを 閉じる 

► キーの発信部①をドア八ンドルの受 
光部に向けて施錠ボタン③を押し続 
けます。 

バリオルーフび閉じているとさは 
ドアウインドウと U アク オーター 
ウインドウび閉じます。 

バリオルーフび開いているとさは 
パリオルーフび閉じ、ドアウイン 
ドウと U アクオーターウインドウ 
ち閉じます。 

施錠ボタン③から手を放すと、作 
動中のドアウインドウや U ア 
ク オーター ウインドウ、バ U 才 
ルーフはその位置で停止します。 

バリオルーフスイッチでの操作につい 
ては （3 -己 6) をご覧ください。 


《車種や仕様により、ドア八ンドルの受光 
部び運転席側だけの場合びあります。 



リモコン操作でドアウインドウとリ 
アクォーターウインドウ、バリオル 
ーフを開閉ずる 


PeO.35-2 243-31 
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運転ずる前に 




ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 

• リモコン操作でドアウインドウ 
や U アク ォーター ウインドウを 
閉じているとき、または八'リオ 
ルーフを開閉しているときは、 
身体や物び挟まれないように注 
意してください。 


-万一のとさじ(外はバリオルーフ 
の作動を途中で停止しないでく 
ださい。詳しくは （3-50) を 
ご覧ください。 

-リモコン操作で施錠したとさ 
は、車から離れる前に、すべて 
のドアウインドウと U アク オー 
ター ウインドウ、バリオ ルーフ 
び開じていることを確認してく 
ださい。 


• リモコン操作でドアウインドウ 
や U アク ォーター ウインドウを 
開くときは、ウインドウに身体 
を寄りかけないでください。ウ 
インドウとドア フレームの 間に 
身体び引さ込まれてけびをする 
おそれびあります。 


知識 

-リモコン操作時は、キーの発信 
部をドア八ンドルの受光部に向 
けて操作してください。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるときは、リモコン操 
作はでさません。 
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運起ずる前に 


r 電池の交換_ ] 

U モコンの作動可能距離び短くなつ 
たり、いずれかのボタンを押しても 
作動しない場合は、電池の消耗び考 
えられます。指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


警告 A 


電池は子供の手の届かないところ 
に保管してください。誤って電池 
を飲み込むおそれびあります。 

電池を飲み込んでしまったときは、 
ただちに医師の診断を受けて<だ 
さい。 


知識 

キーのいずれかのボタンを押した 
とさに、キーの表示灯が]回点滅 
すれば電池は正常です。 



© 


① エマー ジェン シーキ ー 

② ストッパー 

電池を交換ずる 

► ストッパー③を矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー① 
を矢印の方向に抜さ取ります。 





0 

PB 0-3&* の巧ぷ 


① エマー ジェン シーキ ー 

③ 電池ケース 

④ 凹部 

► エマージェンシーキー①を凹部④ 
にかけて□ックをがしなびら、電 
池ケース③を引きます。 
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運転ずる前に 





③電池ケース 

⑤ 電池 

⑥ 電極板 


知識 

-リチウム電池 （ CR 2 日 25) を 
2個使用しています。 

-電池を交換するときは2個同時 
に交換してください。 

-電池の表面に、巧れや脂分など 
び付着していないことを確認し 
てください。 


► 電池⑥を外し、新しい電池と交換 
します。 


電池は2個とち®を上にして、電極 
板⑥の間に取り付けます。 

► 電池ケース③を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックします。 

► エマー ジェンシーキー①をキーに 
収納します。 


環境 9 


環境保護のため、使用済みの電池 
を廃棄するとさは、新しい電池を 
お買い求めになった販売店で処分 
を依頼してください。 


3-14 









運睹ずる前に 


2 /— 


シート 


シートの調整 



シート調整スイッチ（左側シート） 

エンジンスイッチわか2の位置の 
とさ、または調整する側のドアび 
開いているとさに操作でさます。 


シートを調整ずる 

► シート調整スイッチを①〜⑥の方 
向に動かして調整します。 


矢巧の 
方向 

調整内容 

① 

へッドレストの高さ 

③ 

シートの高さ 

③ 

シートク ッ シヨンの角度 

④ 

シートク ッ シヨンの長さ 

⑥ 

シートの前後位置 

⑥ 

バックレストの角度 


知識 



⑦へッドレストの角度調整 


へッドレストの角度を調整ずる 

► ヘッドレスト下部を矢印の方向に 
動かします。 

へッドレストび後頭部に接するよ 
ラに調整します。 


シートの前後位置や高さ、バック 
レストの角度などを調整すると、 
他の部分わ連動して動くことびあ 
ります。 
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運転ずる前に 




ま意！ 

-シートの調整をするとさは身体 
や物び挟まれないよラに注意し 
てください。 

. シートを調整したときは、へッ 
ドレストの中央び目の高さに 
なっていることを確認してくだ 
さい。必要に応じてヘッドレス 
卜の高さを調整してください。 


知識 

. シートを後方に移動して いると 
さ、バックレストび後方に当た 
りそラになるとバックレストび 
自動的に起きます。 

• バックレストの角度を後方に傾 
けているとさ、ノ（ックレストび 
後方に当たりそラになるとシー 
卜び自動的に前方に移動します。 


r バックレストを倒ず 



① バックレストスイッチ 

② 前部(バックレストを倒ず） 

③ 後部(バックレストを元に戻ず） 

シート後方のスペースへの荷物の積み 
おろしや、ル物入れの開閉などを容易 
にするため、バックレストを前方に倒 
すことびでさます。 


バックレストを前方に倒ず 

► ドアを開いた状態で、バックレス 
トスイッチ①の前部③を押します。 

バックレストび前方に倒れます。 

バックレストを元の位置に戻ず 

► バックレストスイッチ①の後部③ 
を押します。 

バックレストび元の位置に戻ります。 

バックレストび作動しているとさに、 
バックレストスイッチやシート調整ス 
イッチ、シートポジションスイッチを 
操作すると、バックレストはその位置 
で停止します。 

I ま意！ 

バックレストを倒すときは、乗員 
の身体や物などび挟まれないよラ 
に注意して < ださい。 
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運転ずる前に 


シート 


知識 

• バックレストを倒したとさ、 
シート位置によっては、シート 
び前後に移動したり、ヘッドレ 
ストび上下することびあります。 

-バックレストび元の位置に戻る 
とさに障害物に当たると、動さ 
び停止して、少し前方に移動す 
ることびあります。 

• バックレストを前方に倒して 
からシート調整スイッチを操 
作すると、ボタンの後部を押 
してもバックレストび元の位 
置に戻らなくなることびあり 
ます。そのとさはシート調整 
スイッチでシートを調整して 
ください。 


r ランバーヴポート* 



①調整ダイヤル 


腰部のヴポートを調整することびで 
さます。 

エンジンスイッチび！か2の位置の 
とさに調整できます。 

調整ダイヤルはシート下部のドア側に 
あります。 

ヴポートを調整ずる 

► 調整ダイヤル①を〇から己の位置に 
合わせます。 

ダイヤルの数字び大さ < なると、 
ヴポートわ強くなります。 

知識 

調整ダイヤルをまわしてわ調整で 
きないときは、バックレストのェ 
アタンクの圧力び低下しています。 
エンジンを始動してから再度調整 
してください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


シート 


「マルチコント□—ルシートバック*] 



① ランバーサポートの強さの調整 

② ランバーサポートの位置の調整 

③ ショルダーサポートの強さの調整 

④ バックレスト横ち向のヴポートの強 
さの調整 

⑤ マッサージスイッチ 

背中を正しく支えるよラにバックレス 
卜の位置や形状を調整することびでさ 
ます。 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに調整でさます。 

スイッチはシート下部のドア側にあり 
ます。 


ランバーサポートを 調整ず る 

腰部のヴポートを調整することびでさ 
ます。 

► スイッチ③の0または0を押し 
て、サポートの位置を調整します。 

► スイッチ①の■■または M を押し 
て、サポートの強さを調整します。 

ショルダーヴポートの強さを調整ずる 

► スイッチ③の■■または M を押し 
ます。 

バックレスト横方向のヴポートの強さ 
を調整ずる 

► スイッチ④を左ちに操作します。 


知識 

スイッチを押しても調整でさない 
ときは、バックレストのエアタン 
クの圧力び低下しています。エン 
ジンを始動してから再度調整して 
<ださい。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


マッサージ機能 

エンジンスイッチび1か2のとさに使 
用できます。バックレストのエアクッ 
ションび膨張と収縮を繰り返し、長距 
離走行などの疲労を軽減します。 

マッサージ機能を作動させる 

► スイッチ⑥を押します。 

スイッチの表示灯び点灯します。 
マッサージ機能を停止ずる 
► 再度、スイッチ⑥を押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

I 知識 

マッサージ機能は約 8 分後に自動 
的に停止します。 
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運転ずる前に 


シート 


シート位置のメモリー機首 S 


A 


運転席シートのシート位置の呼び 
出しは、必ず停車しているときに 
行なってください。走行中に行 
なって操作を誤ると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそ 
れびあります。 



シート位置を記憶させる 


► 正しいシート位置に調整します。 


運転席では、さらにステアリング 
の位置(3-68)、ドアミラーの角度 
(3-63) を調整します。 


知識 

ドアミラーの角度を調整するとき 
は、エンジンスイッチを1か2の位 
置にしてください。 


左ドアのスイッチ 
①ポジションスイッチ 


②メモリースイッチ 

シート位置をポジシヨンスイッチに記 
憶させることびできます。 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さ、または記憶/呼び出しする側のド 
アび開いているときに操作できます。 


► メモリースイッチ③を押します。 

► 3 秒じ(内にポジションスイッチ① 
の]〜 3 のいずれかを押します。そ 
のポジションスイッチにシート位 
置び記憶されます。 

他のポジションスイッチにも同様の方 
法でシート位置を記憶させることびで 
さます。 


3 


※ちドアのスイッチは、ポジションスイッチ 
とメモ U —スイッチの配列び異なりまず。 
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運転ずる前に 


シート 

記憶させたシート位置を呼び出ず 

► 呼び出したいポジションスイッチ① 
の]〜3のいずれかを押し続けます。 

シートなどび動きはじめ、記憶さ 
せた位置になると停止します。 

I 知識 

安全のため、ポジションスイッチ 
から手を放すと、シートなどの動 
さび停止します。 

ま意！ 

バックレストを大さく後ろに傾け 
た位置にしているとさは、記憶位 
置を呼び出す前に、バックレスト 
を起こしてください。 



ま意！ 

-コートや厚手の衣服などを着用 
している状態や、毛布などの保 
温性の高いわのをシートにかけ 
た状態ではシートヒーターを使 
用しないで < ださい。また、 
シートヒーターを連続して使用 
しないでください。異常過熱に 
より低温火傷（紅斑、水ぶくれ） 
を起こしたり、シートヒーター 
び故障するおそれびあります。 

. 下の事項に該当する方は、熱 
すざたり、低温火傷をするおそ 
れびありますので、十分にま意 
してください。 

◊乳幼児、お年寄り、病人、 
体び不自由な方 

0皮膚の弱い方 
◊疲労の激しいち 

〇眠気をさそラ薬を服用され 
た方 


• シートに凸部のある重量物を置 
かないでください。故障の原因 
になります。 


知識 

多<の電気装備を使用していたり 
バッテ U —の電圧び低くなると、 
シートヒーターび停止することび 
あります。このとさは表示灯び点 
減します。電圧び回復すると、再 
度自動的に作動して、表示灯び点 
灯します。 
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運転ずる前に 


シートベンチレーター非装備車 



左ドアのスイッチ 

① シートヒータースイッチ(弱） 

② 表示灯(弱） 

③ シートヒータースイッチ(強） 

④ 表示灯(強） 

エンジンスイツチび1か2の位置のと 
さに使用でさます。 


シー ト ヒーターを 強で作動させる 

► シートヒータースイッチ（強)③を 
押します。 

表示灯(強)④び点なします。 

シートヒーターを強で作動させたとさ 
は、約己分後に自動的に弱に切り替わ 
り、表示灯(弱)③び点灯します。 

シー ト ヒーターを 弱で作動させる 

► シートヒータースイッチ（弱）①を 
押します。 

表示灯(弱)③び点灯します。 

シートヒーターを弱で作動させたとさ 
は、約3日分後に自動的に停止します。 


※ちドアのスイッチは、表示灯(弱)②と表示 
灯(強)④の位置、およびシートヒータース 
イッチの絵柄び左ち反対になりまず。 


シート 

シートヒーターを停止ずる 

►シートヒータースイッチ（強）③、ま 
たはシートヒータースイッチ词§)の 
を押して、表示灯(弱)③を消灯させ 
ます。 
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運転ずる前に 


シ—卜 


シートベンチレーター装備車 



左ドアのスイッチ 

③ 赤色表示灯 

④ シートヒータースイッチ 


シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイッチ④を押し 
ます。 

赤色表示灯③び点灯します。 

シートヒータースイッチを押すご 
とに点灯する表示灯の数び変わり、 
シートヒーターの作動内容び切り 
替わります。 

シートヒーターを停止ずる 

►シートヒータースイッチ④を押し 
て、赤色表示灯③を消灯させます。 


点の■している 

作動内容 


2 

シートヒーターび 強 
で作動します。 

約曰分後に自動的に 


弱に切り替わります。 


シートヒーターび 弱 


で作動します。 

1 

約 3 日 分後に自動的に 
停止します。 

0 

停止しています。 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに使用でさます。 


※ちドアのスイッチは、赤色表示灯③の位置、 
およびシートヒータースイッチの絵柄び左 
ち反対になります。 
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運転ずる前に 


シー トベンチ レーター* 



左ドアのスイッチ 

① シートベンチレータースイッチ 

② 青色表示な 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに使用でさます。 


※ちドアのスイツチは、青色表示灯②の位置、 
およびシートベンチレータースイツチの絵 
柄び左ち反巧になります。 


シートベンチレーターを使用ずる 

►シートベンチレータースイッチ① 
を押します。 


青色表示灯③び点灯します。 

スイッチを押すごとに点灯する表 
示灯の数び変わり、シートベンチ 
レーターの作動び切り替わります。 


シートベンチレーターを停止ずる 


►シートベンチレータースイッチ① 


を押して、 
せます。 

青色表示灯③を消灯さ 

点'打している 

表示'打の数 

作動内容 

3 

シートベンチレータ 
一び強で作動します。 

2 

シートベンチレータ 
一び中で作動します。 

1 

シートベンチレータ 

1 

一び弱で作動します。 

0 

停止しています。 


シート 

知識 

-多<の電気装備を使用してい 
たりバッテ U —の電圧び低く 
なると、 シー トベンチ レー 
ターび停止することびありま 
す。このとさは表示灯び点滅 
します。電圧び回復すると、 
再度自動的に作動して、表示 
灯び点なします。 

• リモコン操作でバリオ ルーフを 
開く （3-1 1 ) と、運転席の 
シートベンチレーターび強で作 
動し、約己分後に停止します。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 






② ドア レバー 

③ インナーグリップ 

④ □ックノブ 

車内から開< 



車内から閉じる 


► インナーグリップ③をわって確実 
に閉じます。 


A 


-ドアは確実に閉じてくださし^。 
ドアの閉じかたび不完全（半ド 
ア）な場合、走行中にドアび開 
<おそれびあります。 

-ドアを開くときは、周囲の安全 
を十分確認してください。 


車がから開く 

► ドア八ンドル①を引きます。 

車がから閉じる 

► ドア八ンドル①をもって確実に閉 
じます。 


► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 

ドアび施錠されているときは、 □ 
ックノブ④び上びつて解錠され、 
ドアち開さます。 


-同乗者びドアを開くときは、危 
険びないことを運転者び確認し 
てください。 
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運転ずる前に 


注意！ 

-車から離れるときは、エンジン 
を停止し、必ずドアを施錠して 
ください。 

-ドアを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラに注意してくだ 
さい。車の周りに子供びいると 
きは、特にま意してください。 

• ドアウインドウび凍結していた 
り、バッテリーびあびっている 
とさは、ドアを開いたとさにド 
アウインドウや U アサイドウイ 
ンドウは下降しません。 

このときは、無理にドアを閉じ 
ないで < ださい。ドアやウイ 
ンドウ、シール部を損傷する 
おそれびあります。 


知識 

-ドアウインドウが全開のとき、 
ドアを開<とドアウインドウと 
リアサイドウインドウび少し下 
降し、閉じると上昇します。 


• 助手席のドアは、開いていると 
きに□ックノブを押し込んでか 
ら閉じると施錠されます。 


• リモコン操作で施錠してから車 
内のドアレバーでドアを開く 
と、他のドア、トランク、燃料 
給油フラップわ解錠されます。 
また、グ□ーブボックス、アー 
ムレストのル物入れ、シート後 
方のル物入れを独立施錠してい 
ないときは、これらも解錠され 
ます。 


ただし、リモコン操作で施錠し 
てから約]日秒経過すると、盗 
難防止警報システムび待機状態 
になるため、ドアやトランク、 
グ□ー ブボックスやノ」\物入れな 
どを開くと、警報び作動します。 


ドア 

-ドアが完全に閉じていない状態 
で走行すると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに警告マークび表示されま 

す（10-10)。 

• シートベルトテンシヨナーやエ 
アバツグび作動すると、ドアは 
施錠されていても自動的に解錠 
されます。 


3-25 




運転ずる前に 




r イージーエントリー機能_ I 

運転席への乗り降りを容易にするた 
め、次のいずれかの操作をすると、ス 
テアリングび上方に移動します。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

• エンジンスイッチが0か1の位置の 
とさに運転席ドアを開く 


ステアリングは、次のいずれかの操作 
をすると、元の位置に戻ります。 

-運転席ドアが開じた状態で、エンジ 
ンスイッチにキーを差す 

• エンジンスイッチび0の位置のとさ 
は運転席ドアを開じてから1の位置 
にする 

• エンジンスイッチが1の位置のとさ 
は、運転席ドアを閉じて2の位置に 
する 

この機能の設定と解除については （4- 
44) をご覧ください。 


A 


子供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。誤ってドアを 
開いたとさなどにイージーエント 
U —び作動し、身体び挟まれてけ 
びをするおそれびあります。 


知識 

-イージーエント U —の作動を停 
止するときは、ステアリング調 
整 レバー か シー トポジション ス 
イッチを操作してください。 

• ステア U ングの位置によって 
は、ステアリングび上方に移動 
しないことびあります。 
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運転ずる前に 


ドア 



解錠ずる 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 

□ックノブ①び上がつて解錠され、 
ドアち開さます。 

施錠ずる 

► □ックノブ①を矢印の方向に押し 
込みます。 


ま意！ 

• 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してく 
ださい。 

• □ックノブび完全に下がってい 
ないドアびあるとさは、そのド 
アをいったん開き、再度閉じて 
から施錠してください。 


① □ックノブ 

② ドア レバー 
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運転ずる前に 


ドア 



左八ンドル車 



ち八ンドル車 

① エマー ジェン シー キーを 差し込む/ 
抜 < 位置 

② 解錠の位置 


リモコン操作びでさないとさは、運転 
席ドアのドア八ンドルの キー シリン 
ダーにエマージェンシーキー （3-10) 
を差し込み、解錠することびでさます。 

解錠ずる 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
のドア八ンドルのキーシリンダーに 
差し込みます。 

► エマージェンシーキーを解錠の位 
置③(前方)にまわします。 

► エマー ジェンシー キー を①の位置 
にまわして抜さます。 


ま意！ 

• U モコン操作で施錠した後に、 
エマージてンシーキーで運転席 
ドアを解錠して開くと、盗難防 
止警報び作動します。警報を停 
止するには、キーをエンジンス 
イッチに差し込むか、キーの 
HI か ra を押します。 

-車から離れる前に、すべての 
ドアウインドウと U アク オー 
ターウインドウ、パリオルー 
フび閉じていることを確認し 
てください。 

• エマー ジェン シー キ ー で運転席 
ドアを解錠/施錠しても、助手 
席ドア、トランク、燃料給油フ 
ラップ、グ□ーブボックス、 
アーム レストのル物入れ、 シー 
卜後方のル物入れは解錠/施錠 
されません。 

知識 

助手席ドアのドア八ンドルには 

キー シ U ン ダーは ありません。 
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運転ずる前に 


ドア 


非常時の車の施錠 




U モコン操作で車を施錠でさないと 
さは、(下のち法で車を施錠してく 
ださい。 

施錠ずる 

► 助手席ドアとトランクを閉じます。 

► ドア□ックスイッチ(施錠) （3-30) 
を押します。 

ドア□ックスイッチび作動しない 
ときは、助手席ドアの□ックノブ 
を押し込みます。 

► 運転席ドアを閉じます。 

► エマージェンシーキーを運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシリン 
ダーに差し込み、施錠の位置③(後 
方)にまわします。 

► エマー ジェ ンシーキー を①の位置 
にまわして抜さます。 


ま意！ 

• ドア□ックスイッチび作動せ 
ず、□ックノブを押し込んで車 
を施錠したときには、トランク 
び施錠されていないことびあり 
ます。このときは、指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。 

• エマージェンシーキーでドアを 
施錠したときは、グ□ーブボッ 
クスやアームレストの小物入 
れ、シート後方のル物入れは施 
錠されません。エマージェン 
シーキーであらかじめ独立施錠 
してください（6-24)。 


ち八ンドル車 

① エマー ジェン シー キーを 差し込む/ 
抜 < 位置 

② 施錠の位置 
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運転ずる前に 


ドア 

I ドア□ックスイッチ 



① 解錠 

② 施錠 

車内から、すべてのドアとトランクを 
スイッチ操作で解錠/施錠すること 
びでさます。 

注意！ 

ドアの□ックノブび下びつていて 
わ、車内のドア レバーを 引くとド 
アは開さます。子供を乗せたとさ 
は、特にを意してください。 


解錠ずる 

► 解錠スイッチ①を押します。 

施錠ずる 

► 施錠スイッチ③を押します。 

次のようなときはドア□ックスイッチ 

で解錠/施錠することはでさません。 

• リモコン操作で施錠しているとき 
-助手席ドアび開いているとき 

知識 

• 運転席ドアび開いているとさに 
ドア□ックスイッチで施錠する 
と、助手席ドアとトランクび施 
錠されます。 

• ドア□ックスイッチで施錠して 
あるとき、車内のドア レバーを 
引いてドアを開くと、他のドア、 
トランクわ解錠されます。 

• ドア□ックスイッチで施錠して 
わ、燃料給油フラップやグ□一 
ブボックス、アームレストのル 
物入れやシート後方のル物入れ 
は施錠されません。 


「車速感応ドア□ック_ ] 

走行速度び約] 5 km / hii ^ 上になると、 
ドアとトランクを自動的に施錠します。 

この機能の設定と解除については （4- 
42) をご覧ください。 

ま意！ 

• 車速感応ドア□ックを設定した 
状態で、車を押したり、タイヤ 
交換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にしてください。車輪び回転 
すると施錠され、車外に閉め出 
されるおそれびあります。 

• 車速感応ドア□ックで施錠され 
たドアをドア□ックスイッチで 
解錠すると、ドアを開くかエン 
ジンを再始動するまで、車速感 
_ 応ドア□ックは作動しません。 

知識 

車速感応ドア□ックにより車び施 
錠されていても、エアバッグや 
シートベルトテンシヨナーび作動 
すると、自動的に解錠されます。 
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運乾ずる前に 


トランク 


ま意！ 

• トランクを開< とさは、トラン 
クの周りに障害物びな<、身体 
や物に当たるおそれびないこと 
を確認してください。 

-トランクを開くときは、後方や 
上方に十分な空間びあることを 
確認してください。 

-トランクを閉じるとさは、身体 
や物を挟まないよラに十分注意 
してください。車の周りに子供 
びいるときは、特にを意してく 
ださい。 

• トランクに乗車しないでくださ 
し、事故のとさ、けびをするお 
それびあります。 

-子供などびトランクに閉じ込 
められないよラに注意して< 
ださい。 


• 強風のときにトランクを開く 
と、強し"'風にあおられ、トラン 
クび不意に下びることびありま 
す。風の強い曰は十分にま意し 
てください。 

また、トランクに雪び積もって 
いるときわ同様にま意してくだ 
さい。 

• トランクを閉じたとさは、トラ 
ンクび確実に閉じていることを 
確認してください。 

-トランクび開いているとさにリ 
モコン操作で施錠し、トランク 
を閉じるとトランクは施錠され 
ます。キーの閉じ込みにま意し 
てください。 

• バ U オルーフび開いていると 
さにトランクを閉じるとさは、 
収納されたルーフび下びって 
いることを確認してください 

(3-36)。 


トランク ■ 

ク □ー ジング サポーター 

□ ックびかみ合ラ位置までトランクを 
閉じると、ク□ージングサポーターび 
作動し、トランクび自動で閉じます。 

注意！ 3 

• ク□ージングサポーターび作 
動しているとさに、身体など 
び挟まれないよラにま意して 
ください。 

万一、身体などび挟まれそラに 
なったとさは、トランクの八ン 
ドルを引いてください。ク□一 
ジングヴポーターの作動び停止 
し、トランクび開さます。 

• トランクのヒンジ部分に手や 
指を触れないでください。ク 
□ー ジング サポーター び作動 
してヒンジび自動的に動さ、 

手や指び挟まれてけがをする 
おそれびあります。 
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運転ずる前に 


トランク 


r 自動開閉トランクリツド非装備車] 



①八ンドル 

車がからトランクを開く 

► 八ンドル①を手前に引きます。 

トランクび少し開きます。 

► トランクを引き上げます。 
または 

► キーのを押し続けます。 

トランクび少し開きます。 

► トランクを引き上げます。 



左八ンドル車 

② トランク オープナー スイッチ 

③ 表示巧 

車内からトランクを開< 

► トランク オープナー スイッチ③を 
引さ続けます。 

トランクび少し開きます。 

► トランクを引き上げます。 



④凹部 


トランクを閉じる 

► トランク内側の凹部④に手をかけ 
てトランクを引さ下げ、次に外側 
からトランクを軽く押さえます。 

トランクの □ ックびかみ合ラ位置 
まで閉じるとク□ージングヴポー 
ターび作動し、トランクび自動で 
閉じます。 
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運睹ずる前に 




知識 

-トランクび開いているとさは、 
表示灯③び点灯します。 

-走行中は、トランクを開くこと 
はでさません。 

• トランクび完全に閉じていない 
状態で走行すると警告音が鳴 
り、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告マークび表示さ 
れます。 


r 自動開閉トランクリツド装備車 

車外か S のトランクの開閉 



①八ンドル 


トランクを開< 

► 八ンドル①を手前に引きます。 
トランクび自動で開さます。 



②トランクク□ーヴースイッチ 


トランクを閉じる 

► トランクク□ーヴースイッチ③を 
押します。 


トランクが自動で閉じます。 


または 

► キーのを押し続けます。 
トランクび自動で開さます。 
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運転ずる前に 


トランク 


車内からのトランクの開閉 



③ 表示な 

④ トランクスイッチ 

トランクを開< 

► トランクスイッチ④を引きます。 
トランクび自動で開さます。 

トランクを閉じる 

► トランクスイッチ④を押し続け 
ます。 

押している間、トランクび閉じます。 


ま意！ 

• トランクク□ーヴースイッチで 
トランクを閉じているとさに、 
身体や物び挟まれそラになった 
とさは、じ(下の操作をしてくだ 
さい。トランクの動きび停止し 
ます。 

◊トランクク□ーヴースイッチ 
を押す 

◊運転席ドアのトランクスイッ 
チを操作する 

◊キーのを押す 
◊トランク八ンドルを引く 

• トランクスイッチでトランクを 
閉じているとさに、身体や物び 
挟まれそラになったとさは、た 
だちにトランクスイッチから手 
を放してください。トランクの 
動さび停止します。 


知識 

-トランクび開いているとさは、 
表示灯③び点灯します。 

-バリオルーフびトランク内に収 
納されているとさは、トランク 
を開閉すると、収納されたルー 
フも上下します。 

• トランクを開し" i てし" i るときに、 
身体や荷物などびトランクに接 
触したときは、トランクの動 
さび停止します。 

• トランクク□ーヴースイッチや 
トランクスイッチでトランクを 
閉じているとさに、身体やトラ 
ンクルームに積んだ荷物など 
びトランクに接触したときは、 
トランクの動きび停止し、自 
動で開さます。 

-走行中は、トランクを自動で開 
閉することはでさません。 


スイッチから手を放すと、その位 
置で停止します。 


3-34 









エマージェンシーキーでのトランク 
の解錠 



① キー シリンダー 

② エマー ジェン シー キーを 差し込む/ 
抜 < 位置 

③ 解錠の位置 

④ 八ンドル 


運転ずる前に 




リモコン操作でトランクを開いたり、 
解錠できないときはエマージェンシー 
キー （3-10) で解錠します。 

► トランクのキーシリンダー①にエ 
マージェンシーキーを差し込みます。 

► エマージェンシーキーを解錠の位 
置③にまわします。 

► 八ンドル④を引いてトランクを開 
さます。 

► エマー ジェンシーキーを③の位置 
にまわして抜さます。 


ま意！ 

U モコン操作で施錠した後に、エ 
マージ ェンシーキーでトランクを 
解錠して開くと、盗難防止警報び 
作動します。警報を停止するには、 
キーをエンジンスイッチに差し込 ご 
むか、キーの fa か ra を押します。 

知識 

• エマージェンシーキーでトラン 
クを解錠しても、ドアや燃料給 
油フラップ、グ□ーブボックス、 
アームレストのル物入れやシー 
卜後方のル物入れは解錠されま 
せん。 

• エマージェンシーキーでトラン 
クを解錠した後に、エマージェ 
ンシーキーをキーシ U ンダーか 
ら抜いてトランクを閉じると再 
び施錠されます。キーをトラン 
ク内に放置しているとキーを取 
り出せなくなります。 
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運転ずる前に 




「イ—シ—ノいック 



① バ U オ ルーフ 

② ラゲッジ カバー 

③ イージーパックスイッチ 

荷物を出し入れするとさなどに、収納 
されたバリオルーフを上昇させること 
びでさます。 

イージーパック機能は、トランクび 
いっぱいに開いていて、ラゲッジカ 
パー (3-51) びセットされていると 
さに作動します。 


収納されたルーフを上ばるとさ 

► イージーパックスイッチ③を押し 
ます。 

ルーフ①び上昇し、スイッチの表 
示灯び日月るく点灯します。 

ラゲッジカノ く一③をフックから外し 
て、荷物の出し入れを行ないます。 

収納されたルーフを下ばるとさ 

► ラゲッジカバー③をセットします。 

► イージーパックスイッチ③を押し 
ます。 

ルーフ①び下降し、スイッチの表 
示灯び元の日月るさに戻ります。 


ま意！ 

-収納されたルーフを上下させる 
とさは、身体や物び挟まれない 
よラにを意してください。挟ま 
れそラになったとさは再度イー 
ジーパックスイッチを押してく 
ださい。ルーフの動さび停止し 
ます。 

• ルーフび完全に下びっていない 
とさは、トランクを閉じないで 
ください。ルーフやトランク、 
バリオルーフ開閉機構などを損 
傷するおそれびあります。 

-自動開閉トランクリッド非装備 
車は、ルーフを上げたままトラ 
ンクを閉じよラとすると、イー 

■ ジーパックスイッチび点滅し、 

警告音び鳴ります。 

I 知識 

自動開閉トランクリッド装備車は、 
トランクを開閉すると、収納され 
た ルーフち 上下します。 
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運起ずる前に 



① 六角レンチ 

② スク U ュー 

③ 油圧ポンプ 


ルーフび 下び5な<なつたとさ 

上昇した j レーフび下びらなくなつた場 
合は、手動でルーフを下げます。 


I 注意！ 

手動でルーフを下げる作業は、緊 
急の場合にのみ、行なってくださ 
し^。作業は大人2人で十分にま意 
しなびら行なつてください。 


手動で ルーフを 下ばる 

► トランクマットを外します。 

► ラゲッジカバー両端のフックをホ 
ルタ'一にかけます。 

► 車載工具から六角レンチ①を取り 
出します。 

► 油圧ポンプ③のスクリュー③に六 
角レンチ①を差し込みます。 

► 上昇したルーフを支えなびら、ス 
クリュー③を反時計回りにゆっく 
り約]/8回転ほどゆるめます。 

ルーフびゆっくり下びりはじめ 
ます。 

► ルーフが完全に下びったら、油圧 
ポンプのスクリューを時計回りに 
まわして確実に締めます。 

詳しくは、指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


A 


• スクリューを一気にゆるめない 
でください。ルーフび急に下び 
るため、挟まれてけびをするお 
それびあります。 

-スクリューは約1/8回転じ(上ゆ 
るめないで < ださい。スク 
U ューをゆるめ続けるとスク 
リューび損傷し、高圧のオイル 
び吹さ出してけびをするおそれ 
びあります。 

注意！ 

スクリューを締めすざないよラに 

注意して < ださい。 
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運転ずる前に 




「トランクマツト下の収納スぺース ] 



① ストラップ 

② トランクマット 

トランクマット下には車載工具、応急 
用スペアタイヤ、ジャッキなどび収納 
されています。 

収納されている物を取り出ずとき 

► ストラップ①を矢印の方向に引い 
て、トランクマット③を起こします。 

► トランクマット裏側のフックを、 
ラゲツジカバーの八ンドルにかけ 
ます。 


r トランクランプ_ ] 

トランクルーム内の手前ち側にトラ 
ンクランプびあります。 

トランクを開くと点灯し、閉じると消 
巧します。 

知識 

トランクを開いたままでちトランク 
ランプは約]日分後に消なします。 


r トランクに荷物を積むとき_ ] 

荷物を積むとさ、積みちによっては車 
の走行安定性に大さく影響します。 
下の点にま意してください。 

• 荷物はできるだけトランクに積ん 
で < ださい。 

• 重し叫勿は車の中/こ\近く（トランク 
の前方）に置いてください。 

-重い物は重量び均等になるよラに 
積み、一部に偏らないよラに積ん 
で < ださい。 

-燃料を入れた容器やスプレー吿な 
どを積まないでください。引乂や 
爆発のおそれびあります。 
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運輯ずる前に 


ボンネッ 


A 


-ボンネットから炎や煙び見えた 
とさは、ボンネットを開かない 
でください。火傷をするおそれ 
びあります。 

-走行中はボンネット□ック解除 
レバーを引かないでください。 
ボンネットび開いて事故を起こ 
すおそれびあります。 

-エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかかっているとさ、 
エンジンスイッチび2の位置の 
とさは、エンジンルーム内には 
手を触れないでください。高電 
圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分びあり、それらに 
触れると非常に危険です。 


• エンジンスイッチからキーを抜 
いていてわ、冷却水の温度び高 
いとさはエンジンフアンなどが 
自動的に回転することびありま 
す。エンジンフアンなどの回転 
部分には身体や物を近付けない 
で < ださい。 


ボンネッ 


r ボンネットを開く 



左八ンドル車 

①ボンネット□ック解除レバー 


► 運転席側のインストルメントパネ 
ル下にあるボンネット□ック解除 
レノ（一①を手前に弓 I きます。 
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運転ずる前に 





②□ック解除ノブ 


► ボンネットの裏側にある□ック解除 
ノブ③を矢印の方向に押しなびら、 
ボンネットを少し持ち上げます。 

ダンパーの力で自動的にボンネッ 
卜び開さます。 


ま意！ 

強風のときにボンネットを開くと、 
風にあおられて、ボンネットび不 
意に下びるおそれびあります。風 
の強い曰には十分にま意してくだ 
さし、 

また、ボンネットに雪び積もってい 
るときわ同様にま意してください。 


r ボンネットを閉じる_ I 

► ボンネットを引さ下げ、グリル上部 
から約2日 cm 〜3日 cm の位置で手 
を放して閉じます。 

完全に閉じなかったときは、わラ 
一度ボンネットを開さ、同じ方法 
で少し強めに閉じます。 


A 


走行前に、ボンネットび確実に 
□ックされていることを確認して 
ください。走行中にボンネットび 
開いて事故を起こすおそれびあり 
ます。 
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注意 


ボンネットを垂直に開く 


• エンジン ルーム 内に物を置い 
たままボンネットを閉じると、 
ボンネットやエンジン ルーム 
内の機器類などを損傷するお 
それびあります。 

-ボンネットを閉じるとさは、身 
体などを挟まないよラにま意し 
てください。 



知識 ① □ック 解除 レバー 

ボンネットび完全に閉じていない 
状態で走行すると、警告音び鳴り、 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに警告マークび表示されます。 


運輯ずる前に 


ボンネット ■ 

垂直位置まで開く 

► ボンネットを少し下げなびら、向 
かってち側のヒンジにある□ック 
解除レバー①を矢印の方向に押し 
て□ックを解除し、ボンネットを 
開さます。 3 

垂直位置から閉じる 

► 向かってち側のヒンジにある□ッ 
ク解除 レバー ①を押して□ックを 
解除し、ボンネットを閉じます。 
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運転ずる前に 


■ I 11| 11111 



① 燃料給油フラップ 

② キャップ 

③ ホルダー 

④ タイヤ空気圧ラベル 


燃料給油フラップを開< 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► 燃料給油フラップ①の矢印の部分を 
押します。 


キャップを外ず 

► キャップ③を反時計回りに少しま 
わしてタンク内の圧力を抜きます。 

► 圧力び抜けたら、さらに反時計回 
りにまわして外します。 

► 外したキャップ③を燃料給油フラ 
ップの裏側にあるホルダー③に置 
さます。 

キャップを取り付ける 

► キャップ③を補給□に合わせて、 
時計回りにいっぱいにまわします。 

燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給油フラップ①を押します。 
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A 


• エンジンをかけたまま給油しな 
いでください。火災び発生する 
おそれがあります。 

• 周囲に燃料びあるとさや燃料の 
ち]いがするとさは、ミ夫して火気 
を近付けないでください。乂災 
び発生するおそれびあります。 

-肌や衣服に燃料び付着しないよ 
ラにま意してください。燃料び 
肌に直接触れたり、気化した燃 
料を吸い込むと、健康を害する 
おそれがあります。 


運乾ずる前に 


I 11| 11111 ■ 


ま意！ 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用してください。 

-給油ノズルび最初に自動停止し 
た時点で給油を停止してくださ 
し、燃料を入れすざるとエンジ 
ンび不調になったり、停止する 
おそれびあります。 

-燃料をこぼさないよラにま意し 
てください。 

燃料び車の塗装面に付着した 
ときは、すぐに拭き取ってく 
ださい。塗装面を損傷するお 
それびあります。 

-燃料給油フラップび開かない場 
合は、指定サービスエ場に連絡 
してください。 


知識 

-燃料給油フラップの裏側に、夕 
イヤ空気圧ラベル④び貼付し 
てあります。タイヤ空気圧ラ 
ベルの見かたについては （8- 
18) をご覧ください。 3 

• リモコン操作での解錠/施錠に 
連動して、燃料給油フラップち 
解錠/施錠されます。 
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運転ずる前に 


盗難防止警報システム 



①表示な 


盗難防止警報システムび待機状態のと 
さに、じ(下のものび開けられると警報 
び作動します。 

• ドア 
• トランク 
-グ□ーブボックス 
• アームレストのル物入れ 
• シート後方のル物入れ 

また、ボンネットの□ックび解除され 
たとさやバッテリーの接続び断たれ 
たとさわ警報び作動します。 


システムを待機状態にずる 

► U モコン操作で施錠します。 

ドア□ックスイッチ（施錠）の表 
示灯①び点滅し、約]日秒後に待 
機状態になります。 

システムび待機状態のときは、表示灯 
①び点滅を続けます。 

システムの待機状態を解除ずる 

► リモコン操作で解錠します。 

表示巧び消灯します。 
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運転ずる前に 


注意！ 

-システムを待機状態にするとき 
はボンネットび確実に閉じてい 
ることを確認してください。ボ 
ンネットの□ックび解除された 
状態でシステムを待機状態にし 
たとさは、ボンネットび開けら 
れてち警報は作動しません。 

-システムび待機状態のときに車 
内からドアを開いたり、ボン 
ネット□ック解除 レバーで ボン 
ネットの□ックを解除すると警 
報び作動します。車内に人びい 
るときは待機状態にしないでく 
ださい。 

• システムを待機状態にしても、 
表示灯①び点滅しない場合は、 
システムび故障しています。す 
みやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


警報の作動 

システムび待機状態のとき、(下のよ 
ラな状況を感知すると警報び作動し 
ます。 

-ドアび開けられたとさ 
-トランクび開けられたとさ 

• ボンネットの□ックび解除された 
とさ 

• グ□ーブボックスやアームレスト 
のル物入れ、シート後方のル物入 
れび開けられたとさ 

警報び作動すると、サイレンび約3日 
秒間鳴り、非常点滅灯び通常の約2 
倍の速さで約己分間点滅します。ま 
た、ルームランプわ約己分間点灯し 
ます。 

知識 

U モコン操作で施錠した後、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアや卜 
ランク、グ□ーブボックスを解錠 
して開くと、警報び作動します。 


盗難防止警報システム ■ 

警報が作動したとさの解除方法 

► キーの fa か ra を押すか、エンジ 
ンスイッチにキーを差します。 

知識 f 

ドアやトランクなどび開けられた— 
り、ボンネットの□ックび解除さ 
れて警報び作動したとさは、それ 
らをすぐに閉じても、警報は解除 
されません。 
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運転ずる前に 


盗難防止警報システム 


r けん引防止警報機能* 



① けん引防止警報機能解除スイッチ 

② 表示灯 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
さ、車び傾いたことを検知すると、け 
ん弓 I 防止警報機能び働き、サイレンと 
非常点滅灯の点滅による警報び作動し 
ます。 


けん弓 I 防止警報機能を待機状態にずる 

► リモコン操作で施錠します。 

約3日秒後にけん引防止警報機能び 
自動的に待機状態になります。 

けん弓 I 防止警報機能の待機状態を解除 
ずる 

► U モコン操作で解錠します。 

知識 

けん引防止警報機能び待機状態の 
とさにジャッキアップすると、警 
報び作動する場合びあります。 

警報び作動したとさの解除方法 

► キーの fa か ra を押すか、エンジ 
ンスイツチにキーを差します。 


けん引防止警報機能の解除 

車を立体駐車場に入れたり、カーフエ 
U —や車両運搬車に乗せて移動すると 
きは、けん引防止警報機能び作動する 
ことびあります。そのよラなとさはけ 
ん引防止警報機能を解除してから施錠 
してください。 

► エンジンスイッチを0か1の位置に 
するか、キーを抜さます。 

► けん引防止警報機能解除スイッチ 
①を押します。 

表示灯③び数秒間点灯し、その後 
消なして、けん引防止警報機能び 
解除されます。 

► リモコン操作で車を施錠します。 

上記の操作で盗難防止警報システムの 
けん引防止警報機能び解除され、車び 
傾いてわ警報び作動しなくなります。 


I 知識 

けん引防止警報機能を解除して 
わ、盗難防止警報システムは作動 
します。 

* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


パヮーゥィンドゥ 



のーウインドウ 


ドアウインドウ/リアク オーター ウ 
インドウの開閉 


運転席ドアのスイッチ(左八ンドル車） 

①ドアウインドウ/リア クオーター ウ 
インドウスイッチ（運転席側） 


②ドアウインドウ/ U ア クォーター ウ 
インドウスイッチ（助手席側） 


スイツチは各ドアにあります。 


運転席ドアには、運転席側と助手席側 
のドアウインドウ/リアク オーター ウ 
インドウスイッチびあります。 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
きに、操作することびできます。 


バリオルーフび開いているとき 

ドアウインドウとリアク ォーター ウイ 
ンドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 


押している間だけドアウインドウ 3 
とリアク オーター ウインドウび同— 
時に開さます。 

スイッチから手を放すとドアウイ 
ンドウはその位置で停止し、リア 
ク オーター ウインドウは停止せず 
に全開します。 


または 

► スイッチをいっぱいに巧します。 

ドアウインドウと U アク オーター ウ 
インドウび同時に自動で開さます。 

途中でスイッチを操作すると、ド 
アウインドウはその位置で停止し、 
リアク オーター ウインドウは停止 
せずに全開します。 
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運転ずる前に 


パヮ—ゥィンドゥ 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引さます。 

ドアウインドウび閉じます。 

スイッチから手を放すと、その位 
置で停止します。 

または 

► スイッチをいっぱいに引さます。 
ドアウインドウび自動で閉じます。 

途中でスイッチを操作すると、そ 
の位置で停止します。 

リアクオーターウインドウを閉じる 

► ドアウインドウび全開した後、再 
度スイッチを引きます。 

U アクオーターウインドウび閉じ 
ます。 

スイッチから手を放すと、その位 
置で停止します。 


バリオルーフび閉じているとき 
ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 

押している間だけドアウインドウ 
び開さます。 

スイッチから手を放すと、その位 
置で停止します。 

または 

► スイッチをいっぱいに押します。 
ドアウインドウび自動で開さます。 

途中でスイッチを操作すると、そ 
の位置で停止します。 

リアク オーター ウインドウを開< 

► ドアウインドウび全開した後、再 
度スイッチを押します。 

リアク オーター ウインドウび自動 
で開さます。 


ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引さます。 

ドアウインドウび開じます。 

スイッチから手を放すとその位置 
で停止します。 

または 

► スイッチをいっぱいに引さます。 
ドアウインドウび自動で閉じます。 

途中でスイッチを操作すると、そ 
の位置で停止します。 

リアクオーターウインドウを閉じる 

► ドアウインドウび全開した後、再 
度スイッチを引きます。 

リアク オーター ウインドウび閉じ 
ます。 

スイッチから手を放すと、その位 
置で停止します。 
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運転ずる前に 


注意！ 

• ドアウインドウや U アクオー 
ターウインドウを開< とさは、 
ウインドウに身体を寄りかけな 
いでください。ウインドウとド 
アフレームのすさ間に身体び引 
さ込まれてけびをするおそれび 
あります。 

• ドアウインドウや U アクオー 
ターウインドウを閉じるとさ 
は、身体や物が挟まれないよラ 
に注意してください。挟まれそ 
ラになったとさは、ただちにス 
イッチを押して、ウインドウを 
開いて < ださい。 


知識 

• エンジンスイッチを0の位置に 
するか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから約己分間は、 
ドアウインドウやリアクオー 
ターウインドウを開閉すること 
びできます。己分じ(内にドアを 
開くと、ドアウインドウやリア 
クオーターウインドウの開閉は 
でさな < なります。 

-ドアウインドウには挟み込み 
防止機能びあります。ドアウ 
インドウび自動で閉じている 
とさに挟み込みなどの抵抗び 
あると、ドアウインドウびた 
だちに停止し、その位置から 
かし下降します。 

-運転席側のドアウインドウは、 
一度挟み込み防止機能び働< 
と、約己秒間は挟み込みを感知 
しません。 


パヮーウィンドゥ 


r ウインドウび自動で開閉しないとさ I 

バッテリーあびりやバッテリーの交換 
などで一時的に電力び断たれたとさ 
は、ウインドウび自動で開閉でさなく 
なることびあります。 

このとさは、スイッチを軽く引いて 
全開にし、そのまま2秒じ(上保持して 
ください。この操作を他のウインド 
ウでち行なってください。再び、ウ 
インドウび自動で開閉でさるよラに 
なります。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 
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運転ずる前に 




バリ オルーフ 


安全のため、バ U オルーフを開閉する 
とさは、必ず停車してください。 

警告 A 


• パリオルーフを開閉するときは、 
ルーフやトランク、ドアウイン 
ドウや U アク オーター ウインド 
ゥなど、作動する部分に触れな 
いでください。挟まれてけびを 
するおそれびあります。また、 
それらび作動する範囲に障害物 
びないことも確認してください。 

• 走行中は、必ずバ U オルーフを 
完全に開じた状態にするか、卜 
ランク内に確実に収納してくだ 
さい。走行中にバリオルーフび 
動くと、車のコント□ールを失 
し\事故を起こすおそれびあり 
ます。 


• 身体や物び挟まれそラになった 
ときは、ルーフスイッチから手 
を放してください。ルーフの作 
動が停止します。 

-バリオルーフの開閉操作を途中 
で停止しないでください。けび 
をしたり、ルーフを損傷するお 
それびあります。 

開閉操作を途中で停止すると、 
iiTF の時間び経過した後に油圧 
装置の圧力び低下し、ルーフび 
倒れ込みます。 

◊エンジンスイッチび2の位置 
のときは約7分 

◊エンジンスイッチを2じ(外の 
位置にしたときは約]日秒 

このとさは警告音び鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に " A '' iJ オル-フサカ'' IJ マス!"と表示され 
ます。 


ま意！ 

-パリオルーフを開閉するとき、 
ルーフは上ちに、トランクは後 
方に動さます。上方および後方、 
バ U オルーフの作動範囲に十分 
な空間びあることを確認してく 
ださい。 

• バ U オルーフび開いていると 
さ、□ールバー後方のスペース 
に腰掛けたり重い物を置かない 
で < ださい。 

- バ U オ ルーフ 開閉時に ルーフ や 
荷物を損傷させないため、(下 
の点に注意してください。 

◊荷物をラゲッジカバーより高 
く積み上げないでください。 

◊ラゲッジカバーの上に物を置 
かないで <ださい。 

◊ラゲッジカバーび荷物に押し 
上げられないよラにしてくだ 
さし、。 
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運転ずる前に 


I III ■ 


ルノ く一後方のスぺ ースに 
物を置かないでください。 

-バ U オルーフ開閉中に運転席 
ドアのトランク オープナース 
イッチ/トランクスイッチや 
トランクの八ンドルを操作し 
ないで <ださい。 

-気温び約一]己むじ(下のとさは 
ルーフを 開閉しないでください。 

-車を離れるときは、盗難をさけ 
るため、必ずバ U オルーフを閉 
じ、ドアとドアウインドウ、卜 
ランクなどび閉じていること、 
各部び施錠されていることを確 
認してください。 


I 知識 

U モコン操作でバリオルーフを開 
開することびでさます。詳しくは 
(3-11) をご覧ください。 



3 


ラゲッジカノ く一を開いた状態 

① ラゲッジ カバー 

② フック 

③ 八ンドル 

④ ホルダー 


• トランクび完全に閉じていない 
ときに八'リオルーフを開閉しよ 
ラとすると、警告音び鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに警告マークび表示されます 
(10-10)。 
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運転ずる前に 


バリオルーフ 

ラゲッジカバーを開く 

► 八ンドル③を持って、フック③を 
ホルダー④から外します。 

ラゲッジカノ（一び奥に弓 I さ込まれ 
ます。 

この状態のとさには、パ ' U オルー 
フを開閉することはでさません。 

ラゲッジカバーを閉じる 

► 八ンドル③を持ってラゲッジカ 
バー①を手前に引さ出し、両端の 
フック③をホルダー④にかけます。 

この状態のとさに、バリオルーフ 
の開閉びでさます。 


ラゲツジカバーの脱着 



① ラゲツジカバー 

② ファスナー 

バリオルーフを開じているときは、 
ラゲツジカバーを取り外すことびで 
さます。 

ラゲツジカバーを取り外ず 

► ラゲツジカバー①を閉じます。 

► ファスナー③を外します。 



①ラゲツジカバー 

③ n ツクレバー 

④ フック 


► ラゲッジカバー①を開きます。 

► 左ちの□ックレバー③を矢印の方 
向に下げて、フック④を外します。 
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運輯ずる前に 


I III ■ 



① ラゲツジカバー 
⑤八ンドル 


► 八ンドル⑥を持ち、ラゲツジカ 
ノ く一①を矢印の方向に下げます。 

► ラゲツジカバー①を上ちに引き上 
げて取り外します。 



⑥ カバー前端部 

⑦ トレイ 


ラゲツジカバーを取り付ける 

► カバー前端部⑥をトレイ⑦の上に 
載せます。 

► 取り外したとさと逆の手順で、ラ 
ゲッジカノ（一を取り付けます。 


ま意！ 

-ルーフ 開閉時に ルーフ や荷物を 
損傷させないため、下の点に 
ミ主意して < ださい。 

◊ラゲッジカノ（一の上に物を置 3 

かなし'\でぐださし、 

◊荷物をラゲッジカノ く一より高 
<積み上げないで < ださい。 

◊荷物びラゲッジカノ く一を押し 
上げていないことを確認して 
ください。 

-バリオルーフびトランクに収納 
されているとさにラゲッジカ 
バーを開閉する場合は、イー 
ジーパックスイッチ (3-36) 

でルーフを上げてください。 

知識 

フックびホルダーに正しく固定さ 
れていないとさにバリオルーフを 
開閉しよラとすると、確認音び鳴 
り、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに"トランクル-ムラグ'ッシ''力 A ''- 3卜 
シ''テクタ''サイ!"と表示されます。 
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運転ずる前に 


バリ オルーフ 


r バリオルーフを開く 



①バ U オルーフスイッチ 


ま意！ 

バッテリーあびりを防ぐため、バリ 
オルーフを操作するとさはでさるだ 
けエンジンをかけて < ださい。 


► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► セレクタ~レバ~を la に入れます。 

► パーキングブレーキを 確実に効か 
せます。 

► バリオルーフスイッチ①を矢印の 
方向に引いて、すべての作動び終 
了するまで保持します。 

• マルチファンクシヨンディスプレ 
イに " A '' iJ オル-フサドウチュウ!"と表示さ 
れます。 

• ドアウインドウと U アクオー 
ターウインドウび閉じていると 
きは少し開きます。 

• トランクび後方に開きます。 

• リアク オーター ウインドウび開 
さます。 


•ルーフび後方に移動し、トラン 
ク内に収納されます。 

• トランクび閉じます。 

-ドアウインドウび閉じます。 

• マルチフアンクシヨンディスプ 
レイの " A '' iJ オル-フサト''ウチュウ!"の表 
示び消えます。 
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運輯ずる前に 


注意！ 

-バリオルーフを開く前にじ(下の 
点を確認してください。 

◊トランク内のラゲツジカ 
バーび引さ出され、両端の 
フツクびホルダーにかかつ 
ていること 

◊トランクが正しく閉じている 
こと 

ルノ く一後方のスぺ ースの 
上に物び置かれていないこと 

• ルーフび濡れているとさに開 
くと、車内やトランクに水び 
入ることびあります。開く前 
にルーフ上の水を拭さ取って 
ください。 


-じ(下のときはルーフびトランク 
に正しく収納されていません。 

◊マルチフアンクシヨンディス 
プレイに " A '' iJ オル-フサドウチュウ!" 
と表示されているとき。 

◊発進時や走行中に、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイ 
に " A '' iJ オル-フカンセ''ンこ才-7ン/クロ 
-スと表示され、警告音び約 
] 日秒ほど鳴ったとき。 

このとさは、停車してバリオ 
ルーフスイッチを矢印の方向 
(3-54) に引き、バリオルーフ 
を完全に開いてください。 


バリオルーフ^ 

-バリオルーフの動さに連動し 
て、ドアウインドウと U ア 
ク オーター ウインドウも動さ 
ます。□ールパーび上びった 
状態のとさは□ールバーち動 
さます。 3 

• パ ' U オルーフスイッチの操作中 
に、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに警告メッセージび表 
示されたときは （1 0-10、1己、 
19.20) をご覧ください。 
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運転ずる前に 


バリ オルーフ 


r バリオルーフを閉じる 



①バ U オルーフスイッチ 


注意！ 

バッテリーあびりを防ぐため、バリ 
オルーフを操作するとさはでさるだ 
けエンジンをかけて < ださい。 


► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► セレクタ~レバ~を la に入れます。 

► パーキングブレーキを 確実に効か 
せます。 

► バリオルーフスイッチ①を矢印の 
方向に押して、すべての作動び終 
了するまで保持します。 

• マルチファンクシヨンディスプ 
レイに " A '' iJ オル-フサト''ウチュウ!"と表 
示されます。 

• ドアウインドウと U アクオー 
ターウインドウび閉じていると 
きは少し開きます。 

• トランクび後方に開きます。 

-ルーフび前方に移動します。 


• ルーフび ウインドウ フレームに 
□ックされます。 

• トランクび閉じます。 

• ドアウインドウと U アク オー 
ターウインドウび閉じます。 

• マルチファンクシヨンディスプ 
レイの " A '' iJ オル-フサト''ウチュウ!"の表 
示び消えます。 
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運輯ずる前に 


注意！ 

-バリオルーフを閉じる前にじ(下 
の点を確認してください。 

◊トランク内のラゲッジカ 
バーび引さ出され、両端の 
フックびホルダーにかかつ 
ていること 

◊トランクび正しく閉じている 
こと 

ルノ く一後方のスぺ ースに 
物び置かれていないこと 

• シートやシート後方のスペー 
スには、ルーフび閉じてさた 
とさに干渉するおそれのある 
物を置かないでください。ま 
た、ヴンバイヴーをフックか 
ら外した状態でバ U オルーフ 
を閉じると、バリオルーフと 
サンバイヴーび当たり損傷す 
るおそれびあります。 


-じ(下のときはルーフびウインド 
ウフレームに正しく□ックされ 
ていません。 

◊マルチフアンクシヨンディス 
プレイに " A '' iJ オル-フサドウチュウ!" 
と表示されるとさ。 

◊発進時や走行中に、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイ 
に " A '' iJ オル-フカンセ''ンこ才-7ン/クロ 
-スと表示され、警告音び約 
] 日秒ほど鳴ったとき。 

このときは、停車して、バリ 
オルーフを完全に閉じてくだ 
さい。 


バリオルーフ^ 

-バリオルーフの動さに連動し 
て、ドアウインドウと U ア 
ク オーター ウインドウも動さ 
ます。□ールパーび上びった 
状態のとさは□ールバーち動 
さます。 3 

• パ ' U オルーフスイッチの操作中 
に、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに警告メッセージび表 
示されたときは （1 0-10、1己、 
19.20) をご覧ください。 
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運転ずる前に 


トストップ 


くラフトストップ 


ドラフトストップは、バリオ ルーフを 
開いて走行するときに生じる風を整流 
するための装備です。車内への風の巻 
さ込みを減少させます。 

使用しないとさはトランク内などに 
保管してください。 


警告 A 


-ドラフトストップは必要なとき 
だけ使用するよラにしてくださ 
し、。じ(下の場合は、ドラフトス 
トップを使用しないでください。 

◊後方視界び十分に確保でさな 
い場合 

◊周囲び暗い場合 

-バリオルーフを閉じて走行する 
ときは、ドラフトストップを使 
用しないでください。後方視界 
の妨げになるおそれびあります。 

• ドラフトストップを装着したと 
さなど、ルームミラーのセン 
ヴーに後続車のライトび当たら 
ないとさは、ルームミラーと運 
転席側ドアミラーの自動防眩機 
能は作動しません。 



① バックル 

② ストラップ 

③ フック 


ドラフトストップを装着ずる 

► ドラフトストップのバックル①の 
ボタンを押して、ストラップ③の 
フック③を外します。 
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運転ずる前に 


ドラフトストツプ ■ 



②ストラップ 

④ ドラフトストップ 

⑤ □— ルバー 


► □-ルバースイツチ （2-22) で 
□ールバーび少し上びった状態に 
します。 




3 


⑥ガイド部 ①バックル 

②ストラップ 

► □ールバー左ちのガイド部⑥に、ド ® フック 
ラフトストップ④をはめ込みます。 

► ストラップ③を□ールバー⑥の下 
側から通し、フック③をバックル 
①に差し込みます。 


ドラフトストップ④を折りたたん 
だまま□ールバー⑥に合わせ、矢 
印の方向にスライドさせます。 

このとき、ストラップ③を挟まな 
いよラに注意して < ださい。 


► ストラップ③びゆるい場合は、ス 
トラップの下部を引いてからマ 
ジックテープでとめて、ストラッ 
プを締め付けます。 

► □—ルバースイッチで□—ルバー 
⑥を完全に下げます。 


► ドラフトストップ④の上部を引き 
起こします。 
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運転ずる前に 


ドラフトストツプ/サンシェード 


ドラフトストップを取り外ず 

► ドラフトストップ④の上部を折り 
にたみます。 

► □—ルバースイッチで□—ルバー 
⑥び少し上がった状態にします。 

► バックル①のボタンを押してスト 
ラップ③のフック③を外します。 

► ドラフトストップ④を、装着した 
とさと逆の方向にスライドさせな 
びら、取り外します。 

► □—ルバースイッチで□—ルバー 
⑥び完全に上びった状態、あるい 
は完全に下びった状態にします。 

► フック③をバックル①に差し込み、 
ドラフトストップを収納します。 


ま意！ 

-へッドレストは常に適切な位置 
に調整してください。車び大さ 
く傾いたときなどは自動的に 
□ールパーび立ち上がるため、 
へッドレストび適切な位置に調 
整されていない場合、 □ ール 
バーに装着したドラフトストッ 
プによって乗員びけびをするお 
それびあります。 

• ドラフトストップを装着したと 
さは、必ず□ールバーを完全に 
下げた状態で走行してくださ 
し、正しい使い方をしていない 
場合、風圧などでドラフトス 
トップや□ールノ（一を損傷した 
り、乗員びけびをするおそれび 
あります。 

• □ールバーにドラフトストップ 
(外のわのを装着しないでくだ 
さい。急 ブレーキ や急八ンドル 
または事故などのとさ、装着し 
たものび前方に飛び出して乗員 
びけびをするおそれびあります。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 



① ボタン 

② グ U ップ 


サンシェードを開< 

► グ U ップ③の両側のボタン①を押 
しなびら、後方に開きます。 

サンシェードを閉じる 

► グリップ③に手をかけて前方に開 
じます。 

途中の位置で停止することわでさます。 
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運乾ずる前に 


II ■ 


ルームミラー 


[J レーム三フーの調整 


ルームミラーを調整ずる 


A 


S ラー類は必ず走行前に、後方び 
十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれびあります。 



①センサー 


手で ルーム S ラーの 角度を調整し 
ます。 


ルームミラーには死角びあります。 
車線変更をするとさは、必ずドア 
S ラーでわ後方を確認してくださ 
い。また、肩ごしに直接斜め後方 
を確認してください。 
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運転ずる前に 




r ~ 自動防腔機能_ ] 

周囲び暗<、エンジンスイッチが1か 
2の位置のとさ、ルーム S ラーのセン 
ヴー①び後続車のライトを感知する 
と、自動的にルーム S ラーの色の濃度 
び変わり眩しさを防止します。 


ま意！ 

• ルームミラーのガラスび破損す 
ると、液体び漏れ出すことびあ 
ります。この液体は物を腐食さ 
せる性質びありますので、皮膚 
や目に直接触れないよラま意し 
てください。 

-万一、液体び目に入ったときは、 
ただちに清潔な水で十分に洗い 
流し、医師の診断を受けて<だ 
さい。 

. 液体び車の塗装面に付着した 
とさは、ただちに水で湿らせ 
た布などで拭さ取ってくださ 
し^。塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 

• ドラフトストップ （3-58) を使 
用しているとさなど、ルーム S 
ラーのセンサーに後続車のライ 
卜び当たらないとさは、自動防 
較機能び作動しない場合びあり 
ます。十分ま意して走行してく 
ださい。 


• ルームミラーの巧れを取るとさ 
にガラスク U —ナーを使用する 
ときは、必ず指定サービスエ場 
にご相談くださし、ガラスクリー 
ナーによっては、ルームミっ一び 
変色するおそれびあります。 

知識 

• セレクターレバーび ra に入っ 
ているとさやルームランプび点 
灯しているときは自動防眩機能 
び解除されます。 

• ルームミラーと連動して運転 
席側のドア S ラーち防眩にな 
ります。 
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運転ずる前に 




ドアミラー 


角度の調整 



① 左側ドアミラー選択ボタン 

② ち側ドアミラー選択ボタン 

③ 調整スイッチ 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに調整でさます。 

ドアミラーの角度を調整ずる 

► 調整する側のドア S ラー選択ボタ 
ン①または③を押します。 

► 調整スイッチ③を操作してドアミ 
ラーの角度を調整します。 


A 


S ラー類は必ず走行前に、後方び 
十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれびあります。 


ま意！ 

-ドアミラーに写った像は実際よ 
りわ遠くにあるよラに見えます。 
ドアミラーで後方を確認すると 
さは十分注意してください。 

• ドアミラーには死角びあります。 
車線変更をするとさは、必ず 
ルーム S ラーで わ後方を確認し 
てください。また、肩ごしに直 
接斜め後方を確認して < ださい。 

-ドアミラーの巧れを取るときに 
ガラスク U —ナーを使用すると 
さは、必ず指定サービスエ場に 
ご相談ください。ガラスクリー 
ナーによっては、ドアミラーが 
変色するおそれびあります。 
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運転ずる前に 


ドア巧一 


知 識 

• ドアミラーにはヒーターび装着 
されています。 U アデフォッ 
ガー （6-14) を作動させたと 
さや、外気温度び下びると自動 
的に温められ、凍結を防ざます。 

-ドアミラーの角度は、運転席 
シートやステア U ングの位置と 
併せて記憶させることびでさま 

す（3-19)。 

• 運転席側ドア S ラーはルーム S 
ラーに連動して防眩になります 

(3-62)。 


「ドアミラーの格納/展開 



①格納/展開スイッチ 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに操作することびでさます。 

ドアミラーを格納ずる 

► 格納/展開スイッチ①を押します。 

ドアミラーを展開ずる 

► 再度、格納/展開スイッチ①を押 
します。 
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運転ずる前に 




注意！ 

• ドアミラーは手で格納したり、 
展開しないでください。ドア 
ミラーを損傷するおそれびあ 
ります。 

-走行するときはドアミラーを完 
全に展開してください。 

-ドアミラーを格納/展開してい 
るとさは、身体や物び挟まれな 
いよラに注意してください。車 
の周りに子供びいるとさは、特 
に注意して < ださい。 

. 洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドア 
ミラーを損傷するおそれびあり 
ます。 

• ドアミラーは車体の側面から突 
さ出ています。すれ違いや車庫 
入れのとさ、また、歩行者など 
に十分を意してくださしん 


知識 

• リモコン操作での施錠時にドア 
ミラーを格納することができま 
す。詳しくは （3-9) をご覧く 
ださい。 

-走行速度び約]日日 km / hii (上の 
ときは、格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納することはで 
さません。 


ドアミラーのリセット 

バッテリーびあびったり、バッテリー 
の接続び一時的に断たれたとさは 、 U 
モコン操作でのドアミラー格納機能び 
正常に作動しなくなることびあります。 

このようなときは、バッテリーの接続 
後にドアミラーのリセットを行なって 
ください。 

ドア S ラーをリセットずる 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► 格納/展開スイッチ①を押します。 
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運転ずる前に 




助手席側ドア S ラーのパーキング 
ヘルプ機能 _ 

助手席側ドアミラーび選択されている 
ときに、セレクターレバーを ra に入 
れると、助手席側ドアミラーび自動的 
に下向さになり、車両後方下部の視界 
を確保して後退を容易にすることびで 
さます。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
作動します。 


助手席側ドアミラーは次のいずれかの 
とさに元の角度に戻ります。 

• セレクターレバーを ra から他の位 
置に入れて約1日秒経過したとさ 

-走行速度び約]日 km/hli (上になった 
とさ 

-運転席側ドア S ラー選択ボタンを 
押したとさ 



左八ンドル車 

① 調整スイッチ 

② 助手席側ドアミラー選択ボタン 

③ メモリースイッチ 

ドアミラーの角度を記憶させる 

► エンジンスイッチを1か2の位置に 
します。 

► 助手席側ドアミラー選択ボタン③ 
を押します。 


※ち八ンドル車はスイッチ類の配列び異なり 
まず。 


► 調整スイッチ①で、後退時に後方 
を確認しやすい角度に助手席側ド 
アミラーを調整します。 

► 運転席ドアのメモリースイッチ③ 
を押し、約3秒じ(内に調整スイッ 
チをいずれかの方向に押します。 
このとさ助手席側ドア S ラーび動 
かなければ、そのとさの角度に記 
憶されます。 

助手席側ドアミラーび動いたとさ 
は最初からやり直してください。 

► 調整スイッチ①で、走行時の角度に 
助手席側ドアミラーを調整します。 

I ま意！ 

走行する前に、必ずドアミラーの 
角度を後方び十分確認でさるよラ 
に調整してください。 

知識 

助手席側ドア S ラーび後退時の角 
度に自動調整されているときに、 
助手席側ドア S ラーの角度を調整 
すると、調整した角度び新たに記 
憶されます。 
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運転ずる前に 


I ■ 


ステアリング 


A 


-子供だけを車内に残して車から 
離れないでください。エンジン 
スイッチからキーを抜いて あっ 
てわ、運転席ドアび開いている 
とステア U ング調整レバーを操 
作することでステアリングび動 
き出し、ステアリングに挟まれ 
るおそれびあります。 

-ステア U ングの調整は、必ず停 
車中に行なってください。走行 
中に行なって操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれびあります。 

• 運転中はステアリングのパッド 
部を持たなし^でくださし^。万一 
のとさ、運転席エアバッグの作 
動を妨げるおそれびあります。 


• ステア U ングのパッド部に力 
バーをしたり、バッジ、ステッ 
カー、オーデイオの U モコンな 
どを貼付しないでください。運 
転席エアバッグの作動を妨げた 
り、作動時にけびをするおそれ 
びあります。 


ま意！ 

• ステア U ングをいっぱいにまわ 
した状態を長く保持しないでく 
ださい。ステアリング装置を損 
傷するおそれびあります。 

• 故障などでエンジンを停止して 
けん引するときは、十分注意し 
てください。エンジンび停止し 
ていると、通常のとさに比べて 
ステアリング操作に非常に大さ 
な力び必要です。 
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運転ずる前に 


ステアリング 


r ステアリング位置の調整 



① ステア U ング調整レバー 

② 前後位置の調整 

③ 上下位置の調整 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
き、または運転席ドアび開いていると 
さにステアリングの位置を調整するこ 
とびでさます。 

前後位置を調整ずる 

► ステアリング調整レバー①を③の 
方向に操作します。 

上下位置を調整ずる 

► ステアリング調整レバー①を③の 
方向に操作します。 


知識 

ステア U ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度 
と併せて記憶 （3-19) させること 
びでさます。 
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運転ずる前に 


I II ■ 


メーター パネル 



220 


240, 


260‘ 


3 


SL 3曰0 / SL 己已〇 
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運転ずる前に 


I II 



名称 

ぺージ 

① 

S 冷却水量*冷却水 
温度警告な 

3-71 

③ 

m ブレーキ警告灯 

3-71 

③ 

〇 ABS / 

ESP 表示な 

3-72 

④ 

D 方向指示表示灯 
伍） 

3-72 

⑥ 

m 車間距離警告灯* 

3-72 

⑥ 

n 方向指示表示な 
佑） 

3-72 

⑦ 

因！ エンジン警告灯 

3-73 

⑧ 

m □ールバー警告な 

3-73 

⑨ 

画！ A 目 S 警告灯 

3-74 


名称 

ぺージ 

⑩ 昆 1八イビーム表示巧 

3-76 

⑩メーター照度調整ノブ 
/ U セツトボタン 

3-77 

⑩マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ（左） 

3-7 己 

⑩スピードメーター 

3-77 

® エンジン冷却水 
水温計 

3-77 



名称 

ぺージ 

⑩ 

目因エアバッグシステ 
ム警告灯 

3-74 

⑩ 

〇燃料残量警告灯 

3-7 己 

⑩ 

燃料計 

3-7 己 

⑩ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ（ち） 

3-7 己 

⑩ 

タコ メーター 

3-76 

⑩ 

〇 シー トベルト 
警告な 

3-76 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


I II ■ 


冷却水量- H 1 P ③ ブレーキ 警告な 

冷却水温度警告口 Ea iisfl 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
赤色に点灯し（点灯しないとさは警告 
灯び故障しています）、エンジン始動 
後に白色に点なします。 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 


エンジンびかかっているときに赤色に 
点灯したとさは、冷却水量び減少して 
いるか、冷却システムに異常びありま 
す。安全な場所に停車してエンジンを 
イ旱止し、冷却水び冷スてかり、冷却水 
量を点検してください。 


じ(下のよラなとさに点灯します。 

- SBC (5-39) に異常びあるとき 
-ブレーキ液の量び不足しているとき 

-パーキングブレーキを解除してい 
ないとさ 


冷却水量び不足しているとさは、リ 
ヴーブタンクに;令却水を補給してくだ 

さい（8-8)。 


走行中に赤色に点灯し、警告音び鳴つ 
たとさは、；令却水温度が約] 2日むじ ( 
上になり、才ーバーヒートしてし''ます。 
すみやかに安全な場所に停車してエン 
ジンを悟止し、エンジンと冷却水を冷 
やしてください。 


詳しくは、オーバーヒートしたとき 
(7-21) をご覧ください。 


ま意！ 

- SBC の異常の場合は、必ずマル 
チフアンクションディスプレイ 
の表示に従ってください。 

-ブレーキ液び不足して警告灯び 〇 
点巧したときはブレーキシステ — 
ムに漏れびあることび考えられ 
ます。安全な場所に停車して、 

指定ヴービスエ場に連絡してく 
ださい。 

-パーキングブレーキを解除して 
わ警告灯び消灯しないとさは、 
ただちに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 
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運転ずる前に 


I II 


③ ABS / ESP 表示口 

E1 


④⑥ 方向指示表示な ^岡 — ^ 


⑥ 車間距離警告'灯* [マー, 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 


方向指示なや非常点滅なを作動させた 
とさに点滅します。 

詳しくは（5-26、27)をご覧くださし、 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告なび故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 


ESP の機能を解除したときに点灯し 
ます。 

また、 A 目 S または ESP び作動したと 
さに点滅します。 

エンジンスイツチを2の位置にしてち 
点なしないとさは、指定ヴービスエ場 
で点検を受けてください。 

詳しくは（己- 47) をご覧ください。 


ディスト□ニック装備車は、先行車と 
の車間距離び短くなると点灯します。 

ディスト□ニック非装備車は、表示灯 
/警告灯としての機能はありません。 

エンジンスイッチを2の位置にしても 
点なしないとさは、すみやかに指定 
ヴービスエ場で点検を受けてください。 

詳しくは（己- 66) をご覧ください。 


知識 

ESP の機能を解除しているときに 
タイヤの空転や横滑りを感知する 
と、 ESP 表示灯び点滅しますび 
ESP は作動しません。ただし、こ 
のとさにブレーキを効かせたとさ 
は、 ESP は自動的に作動します。 

* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


I II ■ 


⑦ エンジン警告'灯 1 

SI 


知識 

-エンジン警告灯び点灯するとエ 

⑥ □ールバー警告な 

因 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点なしないとさは警告灯が故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジン始動後に消灯しないとさやエ 
ンジンがかかっているときに点灯した 
とさは、エンジンの制御システムに異 
常びあります。ただちに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 


ンジンびエマージェンシー モー 
ドになることびあります。エ 
マージェンシー モー ドではエン 
ジンの回転数び制限され、アク 
セルペダルを踏んでちエンジン 
の回転び上昇しなくなります。 
この場合、低速で走行でさるこ 
とわありますび、ただちに安全 
な場所に停車して、指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。 

-燃料切れによりエンジン警告灯 
び点灯したとさは、燃料を補給 
した後にエンジン始動を3〜4 
回繰り返すと、エマージェン 
シーモードび解除されます。 


エンジンスイッチを1の位置にすると 
数秒間点なします。また、2の位置に 
すると点灯し（点なしないとさは警告 
灯び故障しています）、エンジン始動 
後に消灯します。 

数秒後/エンジン始動後に消なしな 
いとさやエンジンびかかっているとさ 
に点灯または点滅するとさ、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに"日-ル 
IV '- アグ'テクタ''サイ"と表示されるときは、 
□ールバーび故障しています。手動で 
□ールバーを上げ、ただちに指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

知識 



□ールバーを手動で上げた状態の 
とさは、ルーフスイッチを操作す 
ると□ールバーは自動的に下びり、 
操作終了時には再び上びります。 
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運転ずる前に 


I II 


⑨ ABS 警告'。ザ kW | 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
巧します。 

エンジン始動後に消なしないとさや 
エンジンがかかっているときに点灯し 
たとさは、 A 目 S に異常びあります。 
通常のブレーキ時の制動能力は確保 
されますび、 A 目 S 、 ESP 、 目 AS は 
作動しません。 


I 注意！ 

A 目 S 警告灯び点巧したとさは 
ESP 、 目 AS わ作動を停止します。 
指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


詳しくは（己- 37) をご覧くださし、。 


⑩エアバッグシステム 
警告な 


SRS 


エンジンスイッチを1の位置にすると 
数秒間点灯します。また、2の位置に 
すると点灯し（点灯しないとさは警告 
灯び故障しています）、エンジン始動 
後に消灯します。 

数秒後/エンジン始動後に消灯しな 
いとさやエンジンびかかっているとさ 
に点灯したときは、エアバッグシステ 
ムやシートベルトテンシヨナ ー、 助手 
席乗員検知機能/チャイルドセーフ 
テイシート検知システムの故障です。 
ただちに指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 


詳しくはに-1 0) をご覧くださし、。 
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運転ずる前に 


I II ■ 


I ⑩ 燃料計_1 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンク容量は約8日リツトルです。 

ま意！ 

給油のとさはエンジンを停止して 
ください。 


⑩⑩マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

各種設定画面や故障/警告メッセー 
ジなどを表示します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 〇 
じ(下のとさに点灯します。 — 

-運転席ドアを開いたとさや閉じた 
とさ（約3日秒後に消灯） 

• リセットボタンを押したとさ（約 
30秒後に消灯） 


r ® 燃料残量警告口 

エンジンスイツチを2の位置にすると 
黄色に点灯し（点なしないとさは警告 
灯び故障しています）、エンジン始動 
後に白色に点なします。 

エンジン始動後わ黄色に点灯してい 
るとさ、またはエンジンびかかって 
いるとさに黄色に点灯したとさは燃 
料の残量び少な < なっています。 

警告灯び点灯したとさの残量は約]日 
リツトル （ SL 己己 AMG / SL 6己 
AMG は約] 4 U ツトル）です。 

知識 

走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路 
や自動車専用道路などでの燃料切 
れは道路交通法違反になります。 


• エンジンスイッチを1か2の位置に 
したとさ（エンジンスイッチを0 
の位置にするか、キーを抜いてか 
ら、約30秒後に消灯） 

. 車外ランプを点灯させたとさ（車 
外ランプび消灯してから約3日秒後 
に消灯） 


詳しくは （4-1 〜） をご覧くださし、 
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運転ずる前に 


I II 


r ⑩タコメーター_ ] 

] 分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

注意！ 

タコメーターの指針びエンジンの 
許容回転数を超えて、レッドゾー 
ンに入らないよラにしてください。 
エンジンを損傷するおそれびあり 
ます。 


敬シー ト ベル ト警告な 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し、数秒後に消灯します。点巧し 
ないとさは警告灯の異常ですので、す 
みやかに指定サービスエ場で点検して 
ください。 

詳しくは （2-8) をご覧ください。 


環境 9 


必要(上にエンジン回転数を上げ 
ないよラに走行してください。燃 
料を不必要に消費し、大気巧染の 
原因になります。 


⑩ ハイ ビーム 表示な 


へッドランプを上向さで点灯させたと 
きに点灯します。 
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運転ずる前に 


⑩メーター照度調節ボタン/ 

リセットボタン _ 

メー ター照度調節ボタン 

周囲び暗いときに明るさを調整できま 
す。ボタンを時計回りにまわすと日月る 
くなり、反時計回りにまわすと暗くな 
ります。 


リセットボタン 

トリップメー ターや各種設定をリセッ 
卜するとさに使用します。 


「 Qj ) スヒートメーター_ I 

車の走行速度を表示します。 

速度の表示単位をマイルに変更するこ 
ともでさますび、マイル表示にすると 
キ□メーター表示に比べ、同じ数字で 
わ約].6倍の速度になります。速度の 
出しすざを防ぐためキ□メーター表示 
にしてください。 


表示の切り替えについては (4-31) 
をご覧ください。 

知識 

•] マイルは約]. 6 km/h です。 

• マイル表示を選択すると、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
の表示わマイル表示になります。 


I II ■ 


r ® エンジン冷却水水温計_ ] 

エンジンの;令却水温度を表示します。 

知識 

-指定の冷却水を適切な湿合比で 
使用しているとさは、約] 2日む ^ 
までオーバーヒートを起こしま 
せん。 

-暑い曰や上り坂び続くとさなど 
に、冷却水温度の表示び120む 
付近を示すことびありますび、 
マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに冷却水に関する故障/警 
告メッセージ（10-10、1己、 

16) び表示されない限り、故 
障ではありません。 

-万一、オーバーヒートび起さた 
とさは、冷却水量-冷却水温度 
警告灯び赤色に点なします。 
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ステアリングスイッチ 

4-2 

メイン画面一覧 

4-3 

車両情報 

4-4 

AMG 表示 

4-15 

才ーディォ 

4-23 

ナビゲーシヨン 

4-24 


4. マルチフアンクシヨンディスプレイ 


デイスト□ニック 4-24 

故障表示 4-25 

各種設定 4-2 フ 

トリップコンピューター 4-46 

電話 4-50 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ステアリングスイッチ 



名称 

①マルチフアンクシヨン 
③ディスプレイ 

③ 設定スイッチ/音量スイッチ 
■■ 各種設定の設定グループ 
B 選択画面でグループを選 

択したり、設定項目画面 
で機能のオン/オフを選 
択します。 

各メイン画面とオーディ 
才画面表示中に操作する 
と、音量を調節でさます。 

④ 通話開始/終了スイッチ（電話） 

S 電話を受信/切断するこ 
因 とびでさます。 

⑥表示切り替えスイッチ 

1^ メイン画面を選択します。 

国 

⑥スク□ールスイッチ 

区 a 選択したメイン画面内の 
巨3各画面を切り替えます。 


A 


マルチファンクシヨンデイスプレ 
イを操作するとさは、常に周囲の 
状況にを意してください。 


ま意！ 

走行中にステアリングのスイツチを 
操作するとさは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまわしな 
びらスイッチを操作すると、事故を 
起こすおそれびあります。 


※電話の操作については、別冊「マルチフ 
アン クシ ヨンコント□-ラー 取扱説日月 
書」をお読みください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


メイン画面一覧 



マルチフアンクシヨンディスプレイで 
は、車の情報や故障の表示および各種 
の設定をすることびでさます。 

下のよラに主要な機能び9種類あ 
ります。 


① 

車両情報 

4-4 

③ 

AMG 表示* 

4-1 己 

③ 

オーディオ 

4-23 

④ 

ナビゲーシヨン 

4-24 

⑥ 

ディスト□ニック* 

4-24 

⑥ 

故障表示 

4-2 已 

⑦ 

各種設定 

4-27 

⑧ 

トリップコンピューター 

4-46 

⑨ 

電話 

4-50 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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マルチファンクシヨジディスプレイ 


■ 車両情報 



※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


4-4 


① 

車両情報メイン画面 

4-5 

③ 

タイヤ空気圧警告シス 
てム幽面* 

4-6 

③ 

走行速度/外気温度表 
TJX 画面 

4-9 

④ 

メンテナンスインジケ 
一夕一画面 

4-10 

⑥ 

エンジンオイル量点検 
画面* 
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ンディスプレイ 




車両情報メイン画面 

(外気温度/走巧速度表示、オドメ 

一夕一、トリップメーター ） 



① 外気温度/走行速度表示 

② オド メーター 

③ トリップメーター 


車両情報メイン画面を表示させる 

► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 


外気温度/走わ■速度表 

外気温度または走行速度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"メータ 
ークラスタ"の"車両情報メイン画面の 
表示設定画面" (4-32) で行ないます。 

オドメーター 

これまでに走行した距離の総合計を表 
巧しま9'〇 

トリップメーター 

U セット後の走行距離を表示します。 

トリップメーターをリセットずる 
(0.0 に戻ず） 

► リセットボタン （3-77) を、表示 
び0.日になるまで押し続けます。 


警告 

A 

温度表示び crcii (上でわ、路面び凍 

結していることびあります。 

走行 

には十分注意してください。 



注意！ 

外気温度の上昇や下降は、少し遅 
れて表示に反映されます。 


知識 

温度をフ□ントノ くンノ く一付近で測定 
しているため、温度表示は路面から 
の簡射熱などの影響を受けます。し 
たびって、温度表示び実際の外気温 
度と異なることびあります。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチファンクシヨ 

1ンディスプレイ 

■ 車両情報 



r タイヤ空気圧警告システム画面* I 


4輪すベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧が低下するこ 
とにより他のタイヤとの回転速度に 
差び生じると、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告メッセージを 
お 7J\ します0 


タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

-カーブを巧びっているとさ 
• 加速または減速をしているとさ 

• 砂地や舗装されていない地面など 
の滑りやすい路面を走行している 
とさ 


-積雪路や凍結路などを走行してい 
るとさ 


• スノーチェーンを装着しているとさ 


• 重し^荷物を積んでし^るとさ 


上記に該当しない条件で約2日 km/h 
(上の速度で数分間走行した後、異常 
び検知されると警告び行なわれます。 


A 


• 空気の入れすざなど、まちびつ 
たタイヤ空気圧の調整に対して 
は警告び行なわれません。燃料給 
油フラップの裏側にあるタイヤ 
空気圧ラベルを参照し、必ず規定 
の空気圧に調整してください。 

• タイヤ空気圧警告システムは、4 
本のタイヤから同量の空気び漏 
れた場合などは検知でさません。 
また、タイヤ空気圧の点検を行 
なラシステムではありません。 

-突然の空気圧低下（タイヤに異 
物び貫通した場合など）に対し 
ては警告を行なラことがでさま 
せん。このとさは、急ブレーキ 
や急八ンドルを避け、しっかり 
ステアリングを支えなびら、 
徐々に減速して安全な場所に停 
車してください。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* 車種や仕様により装備び異なります 


4-6 









マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 


タイヤ空気圧警告システムを再起動ずる 

(下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 
テムを再起動させてください。 

. タイヤ空気圧を調整したとさ 

• タイヤやホイールを交換したとき 

-新しいタイヤやホイールを装着し 
たとさ 


► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル （8-18) を参照して、す 
ベてのタイヤび、適正な空気圧に 
調整されていることを確認してく 
ださい。 


► エンジンスイッチを 2 の位置にし 
ます。 

知識 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"夕仆クウキア、ツクイ]クシステムイク''ニッシヨン 
オンテ'' シヨ如ノウ"と表示されたときは、 
エンジンスイツチを 2 の位置にし 
てください。 



► またはを押して、車両情報 

メイン画面を表示させます （4-己）。 y | 

► Ea または区 a を押して、タイヤ空— 
気圧警告システム画面を表示させ 
ます。 

"タイヤクウキアツケイ]クシステムメニュ - : R ホ、'夕 
ン"と表示されます。 

► U セットボタンを押します。 


警告 A 


タイヤ空気圧警告システムは、夕 
イヤ空気圧び適正に調整されてい 
ないとさは、正常に作動しません。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチファンクシヨジディスプレイ 


車両情報 



マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ？" 
と表示されます。 

► ■■を押して、"パイ"を反転表示に 
します。 


マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"夕仆クウキア、ツケイ]クシステムサイシドウ" 
と表示されます。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告シス 
テムび作動を始めます。 


知識 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ？" 
と表示されてから、■■を押さず 
に約]己秒間経過すると、再起動は 
中断されます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


走行速度/が気温度表示画面 



走行速度/外気温度表示①は、走行速 
度また I ま外気温度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"メータ 
ークラスタ"の"車両情報メイン画面の 
表示設定画面" (4-32) で行ないます。 

走行速度/外気温度表示画面を表示 
させる 

► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させます (4-5) 〇 

► 因または因を押して、走行速度 
/外気温度表示画面を表示させ 
ます。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびありまず。 


車両情報 ■ 

知識 

-走行速度の表示単位を km/h ま 
たは mph に切り替えることびで 

きます（4-31)。 

• 車両情報メイン画面の表示 （4- 
32) を走行速度に切り替える 
と、外気温度はち画面に表示 
されます。 4 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 


r メンテナンスインジケ—夕-画面 I 



走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
7 J \ します。 

メンテナンスインジケーター画面び表 
示されたとさは、メーカー指定点検整 
備を行なってください。 


自動表示機能 

次のメーカー指定点検整備の約]日曰 
前か約]， 0 日日 km 前になると、エンジ 
ンスイッチを2の位置にしたときや走 
行中に、メンテナンスインジケーター 
画面び自動的に表示されます。 

画面は数秒後に表示前の画面に戻り 
ます。 

表示中に画面を戻すとさは、リセット 
ボタンを押します。 

メンテナンスインジケーター画面は、 
手動でも表示でさます。 

手動で表示させる 

► エンジンスイッチを1か2の位置に 
します。 

► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させます（4-5)。 

► 0または区 a を押して、メンテナ 
ンスインジケーター画面を表汀^さ 
せます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


表汀〇<ッセージ 

表示メッセージは、日頃の運転スタ 
イルなどに応じてじ(下のよラに変化 
します。 

点検実施前の表示例 

ソンテナンス A アト XX ニチ" 

ソンテナンス目アト XX ニチ" 

ソンテナンス A アト XX km " 

ソンテナンス目アト XX km " 

点検実施時期になったときの表示例 

"メンテナンス A 3ウケテクタ''サイ!" 

ソンテナンス目3ウケテクタ''サイ!" 

点検実施時期を過ざたときの表示例 

実施時期を過ざたとさは、(下のよラ 
なメッセージび表示され、警告音び鳴 
ります。 

ソンテナンス A XX こチ]1テイマス" 

ソンテナンス目 XX こチ]1テイマス" 

ソンテナンス A XX km ] I テイマス" 

ソンテナンス目 XX km ]1テイマス" 
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ンディスプレイ 


ま意！ 

• メンテナンスインジケーター 
は、エンジンオイル量表示やエ 
ンジンオイル量の警告表示では 
ありません。 

-メーカー指定点検整備を期限ま 
でに行なわなかった場合は、保 
証などの対象外になることびあ 
ります。 


知識 

• "メンテナンス A " ソンテナンス目"は、次 
回のメー カー指定点検整備の内 
容を示すわので、どちらび表示 
されるかは日頃の運転スタイル 
や走行距離などにより異なりま 
す。詳しくは整備手帳をご覧く 
ださい。 

-メンテナンスインジケーターび 
自動的に表示される時期は、運 
転スタイルや走行距離などによ 
り異なります。 

エンジン回転数を適度に保ち、 
短距離短時間の運転を避ける 
と、次のメーカー指定点検整備 
の実施時期までの走行距離び伸 
びることびあります。 

• バッテリーの接続を外している 
間の経過曰数は、加算されま 
せん。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびありまず。 


車両情報^ ■ 

メンテナンスインジケーターのリセット 

メーカー指定点検整備後に、指定ヴー 
ビスエ場でメンテナンスインジケー 
ターを U セットしてください。 

リセット後、次回メーカー指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は]己，0日日 km 、 日数では36己曰に設 
定されます。いずれか先に達する距離 4 
または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表示します。 

I ま意！ 

メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常びあるときは、すみ 
やかに指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 
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マルチファンクシヨジディスプレイ 


車両情報 

エンジンオイル量点検画面* 



エンジンオイルの量を点検し、表示し 
ます。 


エンジンオイル量の点検 

► 安全で水平な場所に停車します。 

► エンジンを始動して、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、約己分間待 
ちます。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 


注意！ 

運転前に必ずエンジンオイル量を 
点検してください。 


《 SL 3己0、 SL 己己01ま、てンジンオ 
イルレべルゲージ （8-10) でエン 
ジンオイル量を点検してくださし、。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* 車種や仕様により装備び異なります 


► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させます (4-5) 〇 

► 0または63を押して、エンジン 
オイル量点検画面を表示させます。 

"エンシ''ンオイルレへ''ルソクテイチュウテ''ス！夕 
夕''シイソクテイ A シャリョウカ'' スイへイノトキノミ 
カノウテ''ス!"と表示され、数秒後に 
(下のいずれかの点検結果び表示 
されます。 


知識 

エンジンを停止してからの待ち時 
間び足りないときは、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに"巧シ''カン 
3 7モッテクタ''サイ"と表示されます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 





このときは、エンジンオイル量は適正 
です。 


このとさは、エンジンオイル量び不足 
しています。 

表示される数値に従ってエンジンオイ 
ルを補給してください。 


このとさは、エンジンオイル量が多す 
ざます。 

走行しないで、エンジンオイルの量を 
適正にしてください。 


知識 

• 補給するエンジンオイル量に応 
じて、表示される数値び変わり 
ます。 


注意！ 

エンジンオイル量び多すざると、 
エンジンや触媒を損傷するおそれ 
びあります。 


エンジンオイルの補給について 
は （8-11) をご覧ください。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 





このとさは、エンジンオイルレベルび 
安定していません。 


約己分ほど待ってから点検をやり直し 
てください。 


ま意！ 

エンジンびかかっているとさに、 
マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにエンジンオイルに関する故障/ 
警告メッセージび表示されたとさ 

は （10-1 7、 18) をご覧くださし、。 


再度マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに I マチシ''カン3 7モッテクタ''サイ"と表示さ 
れたときは、約 3 日分ほど待ってから 
点検をやり直してください。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


知識 

• マルチファンクシヨンディスプ 
レイに"エングンオイルレへ''ルソクテイイ 
ク''ニッシヨンオン!"と表示されたとき 
は、エンジンスイッチを2の位 
置にしてください。 

-エンジンびかかっているとさ 
は、エンジンオイル量を点検で 
さません。マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"エングンオイルレ 
へ''ルエングンテイシチュウノミ!"と表示さ 
れます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 





①油温表示•ギア表示 4-16 
画面 

③電圧表示•ギア表示 4-17 
画面 

③ レースタイマー画面 4-18 

④ 計測結果表示画面 4-21 

(全ラップ） 

⑥計測結果表示画面 4-22 

(ラップ別） 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


AMG 表示 


「油温表71^ • 幸ノ 7 表 7F 画面 



① 油温表示 

② ギア表示 

③ 走行 モー ド表示 

油温表示-ギア表示画面を表示させる 

► またはを押して、油温表 
示*ギア表示画面を表示させます。 


油温表示①は、エンジンオイルの油温 
を表示します。 

ま意！ 

油温表示のマークび点滅している 
とさは、エンジンオイルび温まっ 
ていません（油温び約8日で未満 
になっています）。このときは必 
要(上にエンジン回転数を上げな 
いよラに運転してください。 

知識 

• エンジンスイッチを1の位置か 
ら2の位置にしたとさ、油温表 
示画面び実際と異なる油温を瞬 
間的に表示することびあります 
び、異常ではありません。 

• エンジンスイッチび1の位置の 
とさは、油温は表示されません。 
このとさは" --- で"び表示され 
ます。 


ギア表示③は、トランスミッションの 
実際のギア位置を表示します。 

知識 

マニュアルギアシフトを選択してア 
クセルペダルを踏み込んでいると 
き、エンジン回転数び上昇して、シ 
フトアップするタイミングになる 
と、マルチフアンクションディスプ 
レイの表示びホくなり、 " up " びギ 
ア表示③のち側に表示されます。 

また、シフトアップマーク"へ"び 
走行モード表示③の代わりに表示 
されます。 

※仕様により、マルチフアンクションディス 
プレイのシフトアップマークの表示（已- 
15) と AMG 画面のホい表示は交互に表 
示されまず。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 




「電化表71^ • 幸ノ 7 表71^画面 



① 電圧表示 

② ギア表示 


電圧表示①は、バッテリーの電圧を表 
7 J \ します。 

ギア表示③は、トランスミッションの 
実際のギア位置を表示します。 


電圧表示 • ギア表示画面を表示させる 

► MBI または liW をキ甲して、油温表 
示*ギア表示画面を表示させます 

(4-16)。 

► 巨 a または区 a を押して、電圧表 
示*ギア表示画面を表示させます。 


4 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


AMG 表示 


「レースブイ—画を 



© フツプ表の 

② 計測タイム 

③ ギア表示 


レースタイマー画面では、サーキット 
コースなどで周回ごとのラップタイム 
を計測•記録したり、その結果を一覧 
表示することびでさます。 

エンジンスイツチび2の位置のとさ、 
またはエンジンびかかっているとさに 
使用でさます。 


レースタイマー画面を表示させる 

► MBI または liW をキ甲して、油温表 
示*ギア表示画面を表示させます 

(4-16)。 

► 巨 a または63を押して、レースタ 
イマー画面を表示させます。 

知識 

-レースタイマー画面では、計測 
タイムを1秒単位で表示します。 


•レースタイマー画面を表 7 J \ させ 
ているとさは、■■または〇 
を押してオーディオなどの音量 
を調節することはでさません。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 




タイム計測を開始ずる 知識 


スプリツトタイムを表示ずる 


► ■■を押します。 


タイム計測び開始されます。 


タイム計測を停止ずる 

► タイム計測中に■■を押します。 
タイム計測が停止します。 


-タイム計測を停止しているとき 
に■■を押すと、停止した時点 
からタイム計測び再開されます。 

-タイム計測中に、停車してエン 
ジンスイッチを1の位置にする 
と、タイム計測び停止します。 

その後、エンジンスイッチを2の 
位置にするかエンジンを始動して 
■■を押すと、停止した時点から 
タイム計測が再開されます。 


► タイム計測中に D を押します。 

スプリットタイムび約已秒間表示 
されます。 

約己秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0ます。 

スプリットタイムを表示している 
ときに再度〇を押すと、スプリ 
ットタイムびラップタイムとして 
記録されます（4-20)。 


知識 


計測したタイムを消去ずる 

► タイム計測び停止しているとさに 
〇を押します。 

計測タイムび消去され、表示び 
日日: 0 日00に戻ります。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 




ラップタイムを記録ずる 



② ラップ数 

③ 計測タイム 

④ ギア表示 


最大9件までの計測タイムをラップタ 
イムとして記録することびできます。 


► タイム計測中に D を押します。 

スプリットタイムび約己秒間表示 

されます。 

► スプリットタイムび表示されてい 

る間に、再度 D を押します。 

スプ IJ ットタイムびラップタイム 

として記録され、次のラップの夕 

イムび表示されます。 

知識 

-ラップタイムび記録されてい 
るときは、計測タイム③の下 
に最速ラップタイム①び表示 
されます。 

-ラップタイムび9件記録される 
と、それ上計測びでさなくな 
ります。新たにタイム計測を行 
なうときは、記録したラップタ 
イムを消去してください。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


記録したラップタイムを消去ずる 

► タイム計測び停止しているとさに、 
U セットボタン （3-77) を2回押 
します。 

記録したラップタイムび消去され、 
表示び日日:0日00に戻ります。 

知識 

-記録したラップタイムを個別に 
消去することはでさません。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
するか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから約3日秒経過 
すると、計測タイムとラップタ 
イムは消去されます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 




全ラップの計測結果を確認ずる 



① 合計時間 

② 計測した全ラップでの最高速度 

③ 計測した全ラップの平均速度 

④ 計測した全ラップの総走行距離 


2 周(上のラップタイムび記録されて 
いるとさは、タイム計測後に計測結果 
を表示でさます。 


計測結果表示画面（全ラップ）を表示 
させる 

► MBI または liW をキ甲して、油温表 
示*ギア表示画面を表示させます 

(4-16)。 

► 巨 a または区 a を押して、計測結果 
表示画面（全ラップ）を表示させ 
ます。 4 


知識 


タイムを計測しているときは、全ラ 
ップの計測結果は確認でさません。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチファンクシヨ 

1ンディスプレイ 

AMG 表示 



ラップごとの計測結果を確認ずる 



① フップ表の 

② ラップタイム 

③ 表示されているラップでの最高速度 

④ 表示されているラップの平均速度 

⑤ 表示されているラップの走行距離 


ラップタイムび記録されているとき 
は、ラップごとの計測結果を表示する 
ことびでさます。 


計測結果表示画面（ラップ別）を表示 
させる 

► MBJ または liW を巧して、油温表 
示*ギア表示画面を表示させます 

(4-16)。 

► 0を押して、計測結果表示画面 
を表示させます。 

知識 

2 周じ(上のラップタイムび記録さ 
れているとさは、全ラップの走行 
結果表示画面び表示されます。 


► 巨 a を再度押して、表示させたい 
ラップの計測結果表示画面を選択 
します。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


知識 

-表示されているラップび最速ラ 
ップのときは、ラップ表示①び 
/点滅します。 

-タイムを計測しているとさは、 
ラップごとの計測結果は確認で 
さません。 
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才ーデイオ 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 



ンディスプレイ 




オーディオ（ラジオ、 CD など）の使 
用時にそれぞれの情報を表示します。 


オーディオのメイン画面を表示させる 


► 層 BJ または liW をキ甲して、才ーディ 
才のメイン画面を表示させます。 

オーディオのメイン画面表示中に、 
0または区 a を押すと、ラジオの選 
局や CD の選巧などびでさます。 


知識 


ラジオの選局方法を、受信周波数ま 
たはプ U セツト番号順に設定するこ 
とびでさます（4-42)。 

音量調節 

► ■■または〇を押すと、音量を調 
節でさます。 

詳細については、別冊「マルチフアン 
クシヨンコント□ーラー取扱説明書」 
をお読みください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ナビゲーシヨン/デイスト□ニック 



マルチフアンクシヨンコント□ーラーの 
ナビゲーシヨン機能で目的地を設定し 
たとさに、ルート案内をマルチファンク 
シヨンディスプレイに表示できます。 

ナビゲーシヨンのメイン画面を表示さ 
せる 

► またはを押して、ナビゲ 
ーシヨンのメイン画面を表示させ 
ます。 




詳細については、別冊「マルチフアン 
クシヨンコント□ーラー取扱説明書」 
をお読みください。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


4-24 


デイスト□ニックの設定や作動の確認 
をすることびでさます。 

車間距離表示画面を表示させる 


► またはを押して、車間距離 
表示画面を表示させます。 

詳しくは （己- 59) をご覧ください。 


I 知識 

車間距離表示画面は、ディスト □ 
ニックを解除しているときわ表示 
させることびでさます。 











マルチフアンクシヨンディスプレイ 



故障表示画面 

① 故障件数画面 

(この例では、2件故障があります） 

③ 故障メッセージ画面の例 

故障や異常び起さたとさ、車の状況を 
メッセージで表示します。 

知識 

故障びないとさは、故障表示画面 
は表示されません。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


故障表示^ ■ 

自動表示機能 

エンジンびかかっているときに故障び 
起さたとさは、故障メッセージ画面び 
自動的に表示されます。 

Eg または区 a を押すと、故障メッセ 
ージの表示び消えます。 

4 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 




故障メッセージを手動で確認ずる 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに表示されます。 

► MBJ または 面11 を巧して、故障件数 
画面①を表示させます。 

故障件数び数字で表示されます。 

► 0または区 a を押して、故障メッ 
セージ画面③を順番に表示させま 
す。すべて表示されると、故障件数 
画面①に戻ります。 


故障表示のリセット 

マルチフアンクシヨンディスプレイに故 
障メッセージび表示されているとさ 
は、エンジンスイッチを0の位置にする 
と、故障メッセージの表示び消えます。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
次にエンジンスイッチを1か2の位置 
にするか、エンジンを始動したとき、 
再び故障メッセージび表示されます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


ま意！ 

-表示される故障や異常は一部 
の限られた装備についてであ 
り、表示される内容わ限られ 
ています。故障や異常の表示 
は運転者を支援するちのです。 
発生した故障に対処して車の 
安全性を確保する責任は運転 
者にあります。 

-故障/警告メッセージび表示さ 
れたとさは、必ず指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

-表示される故障/警告メッセー 
ジについては (10-2—) をご 
覧ください。 
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各種設定 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-28 

③ 

設定グループ選択画面 

4-28 

③ 

各種設定項目の初期化 

4-29 


曲回 


④ 

各種設定項目の初期化 

4-29 


完了画面 




注意！ 

走行中でわ設定を変更することび 
でさますび、安全のため、必ず停 
車中に操作してください。 
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マルチファンクシヨジディスプレイ 


各種設定 



各種設定メイン画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます。 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に巨3 
を押して、設定グループ選択画面 
を表示させます。 


設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、設定グ 
ループを 選択します。 

► 選択したグループ名を確認して、 
巨 a を押すと、選択したグループ 
内の最初の設定項目画面び表示さ 
れます。 

設定項目画面を選択ずる 

選択した設定項目画面の数値や設定を 
変更でさます。 

► 0または区 a を押して、設定項目 
画面を選択します。 

► ■■または D を押して、設定項目 
を選択したり、機能のオン/オフ 
を選択します。 

選択した設定び記憶されます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定項目の初期化 



初期化画面 


各種設定項目を初期化ずる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます （4- 

28)。 

► リセットボタン （3-77) を約3秒 
間押し続けます。 

左記の初期化画面が約曰秒間表示 
されます。 


各グループ内のすべての項目を工場出 
荷時の設定に初期化する（戻す）こと 
びでさます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 





初期化完了画面 


► 初期化画面び表示されている間に 、 A 
再度リセットボタンを押します。 

初期化び実行され、上記の初期化 
完了画面び表示されます。 

知識 

-初期化画面び表示されてから約 
已秒間リセットボタンを押さず 
にいると、各種設定メイン画面 
に切り替わります。 

-各種設定項目を初期化すると、 

設定グループ選択画面び表示さ 
れます。 

-走行中に初期化を行なったとさ 
は、安全のため、初期化されな 
い項目びあります。 
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マルチファンクシヨ 

1ジディスプレイ 

■ 各種設定 




① 

各種設定メイン画面 

4-28 

③ 

設定グループ選択画面 

4-28 

③ 

速度-距離単位設定 
画面 

4-31 

④ 

ディスプレイ言語設定 
画面 

4-32 

⑥ 

車両情報メイン画面の 
表示設定画面 

4-32 


※画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面①を表示させます （4- 

28 )。 


► 巨 a を押して、設定グループ選択画 
面③を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または〇を押して、"メータ 
ークラスタ"を選択します。 

► 巨 a を押します。 

メータークラスタの最初の設定項 
目画面び表示されます。 



スピードメーターの単位と、マルチフ 
アンクシヨンディスプレイの速度と走 
行距離の表示単位の設定びでさます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

キ□メ-夕- 

表示び km / h 、 km にな 
ります。 

マィル 

表示び mph 、 マイル/ Mi に 
なります。 

ま意！ 


] マイル ( mph ) は約]. 6 km / h で 
す。スピードメーターとマルチフ 
アンクシヨンディスプレイの表示 


単位びマイル表示になっていると、 
誤って速度を超過するおそれびあ 
ります。必ずキ□メーター表示を 
選択してください。 


4 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 




ディスプレイ言語設定画面 



ディスプレイに表示する言語の設定び 
でさます。 

► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になります。 

ニホン]、、 

日本晶表加こなります。 


車両情報メイン画面の表示設定画面 



車両情報メイン画面 （4-5) に表示 
される項目の設定びでさます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

ソクド 

マルチファンクシヨ 
ンディスプレイ左上 
の表示び走行速度に 
なります。 

力''イキオンド 

マルチファンクシヨ 
ンディスプレイ左上 
の表示び外気温度に 
なります。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 



ンディスプレイ 




①各種設定メイン画面 4-28 
③設定グループ選択画面 4-28 

③ 時刻の設定方法選択 4-34 

画面 

④ 時刻の設定僻） 4-3 己 

⑥時刻の設定圍（分） 4-3 己 4 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面①を表示させます （4- 

28 )。 

► ra を押して、設定グループ選択画 
面③を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► ■■ または D を押して、"ジカン" 
を選択します。 

► U を押します。 

ジカンの最初の設定項目画面び表 
示されます。 


r 時刻の設定方法選択画面 



ダッシュ ボー ド中央の時計の時刻を マ 
ル チ フアン クシ ヨンコン ト □ーラーの 
時刻に連動させることがでさます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ダッシュボード中央の時計 
の時刻びマルチフアンクシ 
ョンコントローラーの時刻 
に連動します。 



ダッシュボード中央の時計 

オフ 

の時刻を手動で設定します 

1 

(画面④〜⑥)。 


知識 

オンを選択した場合、画面④〜⑥は表 
示されません。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 


r 時刻の設定画面（時) 



ダッシュボード中央の時計の「時」を 
設:定します。 

► ■■または〇を押して、反転部分 
の数字を修正します。 

続けて「分」を設定するときは、 
巨 a を押します。 


r 時刻の設定画面（分) 



ダッシュボード中央の時計の「分」を 
設定します。 


► ■■または〇を押して、反転部分 
の数字を修正します。 

続けて「時」を設定するときは、 
区 a を巧します。 


知識 

• マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに表示される時刻は、ダッシュ 
ボード中央の時計の時刻です。 

-各種設定項目を初期化してわ、 
時刻は工場出荷時の設定になり 
ません。 

4 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチファンクシヨ 

1ジディスプレイ 

■ 各種設定 



ランプ 



① 

各種設定メイン画面 

4-28 

③ 

設定グループ選択画面 

4-28 

③ 

へッ ドランプ点灯モー 
ド設定画面 

4-37 

④ 

□ケイ ター ライティン 
グ設定画面 

4-38 

⑥ 

車外ランプ消な遅延機 
能設定画面 

4-39 

⑥ 

ルームランプ消な遅延 
機能設定画面 

4-39 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
※車種や仕様により、"ランプ"の表示び"ライト"と表示されます。 
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ンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面①を表示させます （4- 

28 )。 


► 巨 a を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► ■■ または D を押して、"ランプ" 
を選択します。 

► 巨 a を押します。 

ランプの最初の設定項目画面び表 
示されます。 


r へッドランプ点'灯モード設定画面1 



へッドランプの点灯モードの設定びで 
さます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 


手動点なモードです。 

に:!アル 

へッドランプなどを 
点灯するときはラン 
プスイッチを操作し 
ます。 


日本ではこのモード 
に設定してください。 


常時点なモードです。 

ツネニオン 

エンジンを始動する 
と、へッドランプな 
どび常に点なします。 


4 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
※車種や仕様により、"ランブの表示び"ライドと表示されます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 
ま意！ 

設定び常時点灯モードのときは、 
安全のため走行中に設定を変更す 
ることはでさません。 

このとさは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"セツテイ A テイシチュウノ 
ミカノウテ''ス"と表示されます。 

知識 

-常持点灯モードは、走行中の常 
時点巧び義務付けられている諸 
国に対応しています。日本では 
手動点なモードに設定して使用 
してください。 


r □ケイターライティング設定画面1 



周囲び暗いとさにリモコン操作で解錠 
すると車外ランプび点なする機能の設 
定びでさます。 


-常時点なモードで自動的に点な 
するランプは、ヘッドランプ、 
車幅な、テールランプ、ライセ 
ンスランプです。その他のラン 
プを点灯するとさは、各スイッ 
チを操作してください。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 

表示 設定内容 

周囲び暗いとさに、 U モコ 
ン操作で解錠すると、車幅 
オン 灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンス 
ランプび点灯します。 

□ケイターライティングは 
すフ 作動しません。 


詳しくは （3-9) をご覧ください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 




車外ランプ消'灯遅延機能設定画面 



周囲び暗いときにエンジンを停止する 
と車外ランプが点灯する機能の設定が 
でさます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさにエンジ 
ンを停止すると、車幅灯、 

フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセン 
スランプび点灯し、ドア 
やトランクを開いて閉じ 
た後、約]己秒後に消灯 
します。 



オフ 

車外ランプ消灯遅延機能 
は作動しません。 

詳しくは 

(己- 25) をご覧ください。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 



ルームランプび自動点灯モードで周囲 4 

び暗いとさにエンジンスイツチからキ— 
一を抜くと、ルームランプび点灯する 
機能の設定びできます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプび自動点 
巧モードで周囲び暗い 
とさにエンジンスイッ 
チからキーを抜くと、 
ルームランプび約]日 
秒間点灯します。 



オフ 

ルームランプ消な遅延機 
能は作動しません。 

詳しくは 

(6-16) をご覧ください。 
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マルチファンクシヨジディスプレイ 





① 

各種設定メイン画面 

4-28 

③ 

設定グループ選択画面 

4-28 

③ 

スノータイヤスピード 
U ミッター設定画面 

4-41 

④ 

ラジオの選局方法設定 
画面 

4-42 

⑥ 

車速感応ドア□ック設 
定画面 

4-42 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面①を表示させます （4- 

28)。 


► 巨 a を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させます。 


設定グループを選択ずる 


■■または〇を押して、"シャ U 
ヨブを選択します。 


► 巨 a を押します。 

シヤ U ョウの最初の設定項目画面 
び表示されます。 



最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 

曰本仕様でわ設定はでさますび、法定 
速度を守つて走行してください。 

► ■■または〇を押して、設定内容 
を選択します。 



ンディスプレイ 


各種設定 

表示 

設定内容 


スノータイヤスピー 

オフ 

ド U ミッターは作動 
しません。 

240 km/h 


230 km/h 


220 km/h 


210 km/h 

最高速度びそれぞ 

200 km/h 

れの速度に設定され 

1 90km/h 

ます。 

1 80km/h 


1 70km/h 


1 eOkm/h 



※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


知識 

スノータイヤスピードリミッター 
を設定しているときは、可変スピ 
—ドリミッタ— （5-70) で設定で 
きる制限速度は、スノータイヤス 
ピードッターの設定速度が上 
限となります。 
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マルチファンクシヨジディスプレイ 




I ラジオの選局方法設定画面 



ラジオの選局方法（受信周波数/プリ 
セット番号順）の設定びでさます。 

► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

シュウ A スウ 

放送局の受信周波数によ 
つて順次選局します。 

メモリ 

プリセツトされた放送局 
を番号順に選局します。 

詳しくは 

(4-23) をご覧ください。 


車速感応ドア□ック設定画面 



走行速度び約]己 km / hiiLb になったと 
きに、ドアとトランクを自動的に施錠 
する機能の設定びできます。 

► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび作 
動します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは作 
動しません。 

詳しくは 

(3-30) をご覧ください。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 






※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面①を表示させます （4- 

28)。 

► 0を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

または〇を押して、"コンフ 
卜"を選択します。 

► E3 を押します。 

コンフオートの最初の設定項目画 
面び表示されます。 


「イージーエントリー設定画面 



運転席への乗り降りを容易にするイー 
ジーエントリーの設定びでさます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ステアリングが上方に移 
動します。 

オフ 

イージーエント U —は作 
動しません。 

詳しくは 

(3-26) をご覧ください。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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リモコン操作での施錠時にドアミラー 
を格納する機能の設定びできます。 

► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 ■ 

表示 設定内容 

U モコン操作での施錠時 
オン にドアミラーび格納され 

ます。 

U モコン操作での施錠時 
オフ にドアミラーは格納され 

ません。 4 

詳しくは （3-9) をご覧ください。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


トリップコンピューター 



① 

ショートトリップ 

4-47 


メーター 画面 


③ 

□ングトリップ 

4-48 


メーター 画面 


③ 

走行可能距離画面 

4-49 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


トリップコンピューター ■ 


[ショート トリップ メーター 画面 



② エンジン始動からの平均速度 （ km / h ) 

③ エンジン始動からの経過時間 （ h ) 

④ エンジン始動からの平均燃費 （ km / I ) 


ショートトリップメーターは、エンジ 
ンを始動したとさを起点として情報を 
お 7J\ します0 


エンジンスイッチを0の位置にしてか 
ら、またはキーを抜いてから約4時間 
経過すると、ショートトリップメータ 
一は自動的に U セットされます。 

シヨートトリップメーター画面を表示 
させる 


► またはを押して、ショート 
トリップメーター画面を表示させ 
ます。 


ショートトリップメーターは、手動で 
ち U セットすることびでさます。 

ショート トリップ メーターを 手動でリ 
セットずる 

► ショートト U ップメーター画面び 
表示されているときに、リセット 
ボタン （3-77) を押し続けて、表 
示をリセットします。 4 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


トリップコンピューター 


「□ングトリツプメーター画面 



① U セツトからの走行距離 （ km ) 

② U セツトからの平均速度 （ km / h ) 

③ U セツトからの経過時間 （ h ) 

④ U セツトからの平均燃費 ( km / I ) 


□ングト U ップメーターは、トリップ 
メーターをリセットしたときを起点と 
して情報を表示します。 

□ングトリップメーター画面を表示 
させる 

► 層 BJ または 面11 をキ甲して、シヨート 
トリップメーター画面を表示させ 

ます（4-47)。 

Ea を巧して、□ングトリップメー 
ター画面を表示させます。 


□ングトリップメーターをリセットずる 

► □ングト U ップメーター画面び表 
示されているときに、リセットボ 
タン （3-77) を押し続けて、表示 
を U セットします。 

知識 

□ングト U ップメーターは、リセ 
ットしてから9,999時間経過後、 
または99,999 km 走行後に自動的 
に U セツトされます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


「走行可能距離画面 



現在の燃料残量で走行可能なおよそ 
の距離を計算し、予測値として表示 
します。 

走行可能距離画面を表示させる 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
表示することびでさます。 

► 層 BI または liW を巧して、シヨート 
トリップメーター画面を表示させ 

ます（4-47)。 

► 区 a を押して、走行可能距離画面 
を表示させます。 

ま意！ 

走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と残り燃料から計算した予測 
値です。今後の走行状況に応じて 
大さく変動することびありますの 
で、燃料計を確認して、早めに給 
油してください。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびありまず。 


トリップコンピューター ■ 

燃料残量び少ないとさは、(下のマー 
クび表示されます。 

最寄りのガソリンスタンドで給油して 
ください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


電話 



電話画面を表示させる 

► またはを押して、電話画面 
を表示させます。 


通話ずる（電話を受信ずる） 

► 電話びかかってきたときにステア 
U ングの通話開始スイツチ®を 
押します。 

電話を受信することびでさます。 

通話を終える（電話を切断ずる） 

► ステア U ングの通話終了スイツ 
チ^司を押します。 

電話を切断することびでさます。 


メモリー番号による電話の発信 

メモリーしてある電話番号に電話をか 
けることびでさます。 

► 電話画面表示中に、巨3または 
区 a を押して、電話をかける相手 
先のメモリー番号を選択します。 

► ステアリングの通話開始スイッ 
チ BS を押します。 

電話をかけることびできます。 


詳細については、別冊「マルチフアン 
クシヨンコント□ーラー取扱説明書」 
をお読みください。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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エンジンスイッチ 

己-2 

エンジンの始動と停止 

己-4 

オートマチックトランスミッション 

5-6 

マニュアルギアシフト 

5-12 

才ートマチック車の運転 

5-16 

ランプ 

5-21 

方向指示 

5-26 

非常点滅'灯 

5-27 

ワイパー 

己-28 

へッ ドランプウォッシャー 

5-31 

パーキングブレーキ 

5-32 


己.運転ずるとを 


ブレーキ 

5-33 

A 巨 S 

5-36 

巨 AS 

5-38 

S 巨 C ⑥ 

5-39 

S 巨 C ® ホールド 

5-42 

ESP ® 

己-46 

ABC 

己-50 

クルーズコント□ール 

5-53 

デイスト□ニック 

己-58 

可変スピードリミッター 

己-70 

パークト□ニック 

己-75 


5-1 




運転ずるとを 


ンスイッチ 



左八ンドル車 


■ 

作動内容 

⑩ 

0:キーを差し込む/抜<位置 

① 

1:エンジンを停止したまま電 
気装備の一部を使用すると 
さの位置 

③ 

2:走行するとさの位置 


すべての電気装備び使用で 
さます。 

③ 

3:エンジンを始動する位置 


エンジンスイツチを③の位 
置までまわして手を放す 
と、自動的にスターターび 
作動し続け、エンジンび始 
動します。 


ッッチ乂夕ート 

エンジンスイッチを③の位置までま 
わすと、手を放しても自動的にスタ 
一夕一び作動し続け、エンジンび始 
動します。 
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運乾ずるとき 


エンジンスイッチ 


A 


ごく短時間でわ、車から離れると 
さはエンジンスイツチからキーを 
抜いてください。また、子供だけ 
を車内に残さないでください。い 
たずらから車の発進、火災などの 
事故び発生するおそれびあります。 
また、炎天下では車内び非常に高 
温になり、熱中症を起こすおそれ 
びあります。 


ま意！ 

• 走行中にエンジンを停止しない 
で<ださい。エンジンブレーキ 
び効かな<なります。また、ス 
テアリングの操作に非常に大さ 
な力び必要になります。 

• 車のバッテリーあびりを防止す 
るために、駐車時は必ずエンジ 
ンスイッチからキーを抜いてく 
ださい。 

• エンジンスイッチにェマージェ 
ンシーキーを差すことはでさま 
せん。 


知識 

• セレクターレバーび la に入っ 
ていないとさはエンジンスイッ 
チからキーを抜くことびでさま 
せん。 

• エンジンスイッチからキーを抜 
かずに⑩の位置で長時間放置し 
ていると、キーびまわせな<な 
ることびあります。このとさは、 
キーをいったん抜さ、再度差し 日 
てからまわしてくださし、 — 

-キーの発信部び覆われていたり 
巧れていると、エンジンを始動 
でさな < なります。 
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運転ずるとを 


エンジンの始動と停止 


ンジンの始動と停止 


r エンジンを始動ずるとさ_I 

► パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認してください。 

► セレクターレバーが la に入って 
いることを確認してください。 

► 確実に ブレーキ ペダルを踏みます。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放します。 


ま意！ 

• エンジンは、セレクターレバー 
び ra に入っているときわ始動 
でさますび、安全のため、必ず 
セレクターレバーを la に入 
れ、 ブレーキ ペダルを踏んで始 
動して < ださい。 

• 少しでわ車を動かすときはエン 
ジンを始動してください。エン 
ジンび停止していると、ステア 
U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になります。 


知識 

ランプやエアコンディショナーな 
ど、バッテ U —の負担になる装置 
のスイッチを停止しておくと始動 
性び良くなります。 
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運乾ずるとき 


r エンジンが姪動しないとき_I 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認してください。 

► エンジンスイッチを0か1の位置に 
戻してから再始動してください。 

それでちエンジンを始動でさないとさ 
は、指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


[エンジンを停止ずるとき 



► 完全に停■車します。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、パ 
ーキングブレーキペダルを確実に 
踏み込み、セレクターレバーを 
■ a に入れます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり 
放します。 


エンジンの始動と停止 ■ 

注意！ 

水温び高めのとさは、少しの間ア 
イドリング状態でエンジンを;令却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 
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運転ずるとを 


オートマチックトランス5ッシヨン 


オートマチックトランスミッ 


r シフト位置表示 



①シフト位置表示 

( ドライブに入っている状態） 

エンジンスイツチを2の位置にする 
と、マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにシフト位置①が表示されます。 
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r セレクターレバー 



②セレクターレバー 


シフト位置 


③ EI 

パーキング 


④ la 

リバース 


191 

ニュートラル 


⑥10 

ドライブ 


► セレクターレバー③を動かして、 
シフト位置を選択します。 

知識 

エンジンスイツチび2の位置で、 
ブレーキ ペダルを踏んでいないと、 
セレクタ~レバ~を la から動かす 
ことはでさません。 

I ま意！ 

シフト位置を選択するとさは、完 
全に停車して、 ブレーキ ペダルを 
踏んで行なつてください。 


駐車およびエンジン始動/停止の位置 


後退するとさの位置 


動力び伝わらない位置 

押したり、けん引してわらラことで車を移動できます。 
走行するとさの位置 

1速〜5速 （7 G - TR 日 N に装備車は]速〜7速）の範囲で自動 
的に変速します。 



































運転ずるとき 


が了モート 



①走ィ了卜表 w 


路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックギアシフトの走行モードを切り 
替えることびでさます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、選択した走行モード①び表示され 
ます。 



SL 3 己 0 / SL 己 50 / SL 600 


②走行モード選択スイッチ 

走行モードを選択ずる 

(SL 350 / SL 己己0 / SL 600) 

► 走行モード選択スイッチ③を押し 
ます。 

S モードー C モードー M モードー 
S モードと切り替わります。 


オートマチックトランス5ッシヨン^ 



SL 己 5 AMG / SL 6 曰 AMG 


③走行モード選択スイッチ ^5 

走巧モードを選択ずる 

(SL 己己 AMG / SL 65 AMG ) 

► 走行モード選択スイッチ③を押し 
ます。 

S モードー C モードー M モードー 
S モードと切り替わります。 


※記載の巧容は、取扱説日月書作成時のちので、予告な<変更されることびありまず。 














運転ずるとを 


オートマチックトランス5ッシヨン 


走巧モード 


S モード 

] 速から発進します。十分な加速を得たいとさに使用します。 

セレクターレバーを13に入れたときは C モードより力強く 
後退します。 

C モード 

2 速から発進します。 S モードより早めにシフトアップび行 
なわれます。ゆるやかな運転や滑りやすい路面を走行すると 
きに適しています。 

セレクターレバーを13に入れたときは S モードよりゆるやか 
に後退します。 

M モード 

マニュアルでギアシフトすることびでさます。 

詳しくは （己- 12) をご覧ください。 


A 


選択したモードにより変速特性び 
変わります。必ず路面の状況に 
合ったモードを選択してください。 


知識 

• C モードのときも、アクセルぺ 
ダルをいっぱいに踏み込むか、 
テイップシフトでギアレンジを 
〇にしたときは]速から発進 
します。 


- M モードを選択した状態でエン 
ジンを停止すると、 S モードま 
たは C モードになります。 


• エンジンやトランスミッション 
び暖まっていないとさや、走行 
を開始して間わないときは 、 S 
モードのとさわ 2 速から発進す 
ることびあります。 
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運転ずるとき 


オートマチックトランス5ッシヨン^ 


r テイップシフト 

オートマチックトランスミッション 
のギアの変速範囲を変えることによ 
り不必要に変速しないよラにするこ 
とびでさます。 

走行モードび C モードか S モードのと 
さにテイップシフトにすることびでさ 
ます。 


A 


滑りやすい路面状況やカーブを走 
行しているときは、低いギアレン 
ジを選択してエンジンブレーキび 
効くと、駆動輪びグリップを失ラ 
おそれびあります。低いギアレン 
ジを選択するとさは十分ま意して 
ください。また、滑りやすい路面 
状況で駆動輪を空転させると、駆 
動系部品を損傷するおそれびあり 
ます。 



①ギアレンジ表示 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、選択したギアレンジ①び表示され 
ます。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


レンジ 


の 

] 速〜己速 (7 G - TR 0 NIC 
装備車は]速〜7速）の範 
囲で自動的に変速します。 


1速〜6速の範囲で自動的 
に変速します。 

B * 

1速〜己速の範囲で自動的 
に変速します。 

EI 

1速〜4速の範囲で自動的 
に変速します。 


1速〜3速の範囲で自動的 
に変速します。 

緩やかな坂道などを走行す 
るとさに使用します。 


1速〜2速の範囲で自動的 
に変速します。 

急な坂道やエンジンブレーキ 
が必要なとさに使用します。 

〇 

] 速に固定されます。 

エンジンブレーキび最大に 
作用します。 
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運転ずるとを 


オートマチックトランス5ッシヨン 


知識 


セレクターレバーによる操作 


ギアレンジ表示の数字は選択し 
たギアレンジを示しており、必 
ずしち実際のギアを示すちので 
はありません。 

加速時にタコメーターの指針 
びエンジンの許容回転数を超 
えてレツドゾーンに入るよラ 
なとさは、自動的にシフト 
アップされ、高いギアレンジ 
び選択されます。 

エンジンが暖まっていないとさ 


たギアレンジに変わらないこと 
びあります。 



② 低いギアレンジを選択 

③ 高いギアレンジを選択 

テイップシフトにずる 

► セレクターレバーび ra のときにセ 
レクターレノ（一を③側に操作します。 

テイップシフトになり、マルチフ 
アンクシヨンディスプレイに選択 
したギアレンジ①び表示されます。 


低いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

テイツプシフトを解除ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
て保持します。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イのギアレンジ①に" D " び表示さ 
れます。 

知識 

-テイツプシフトにしたときに選 
択されるギアレンジは、そのと 
さの走行速度やエンジン回転数 
などにより異なります。 

• テイツプシフトにしていないと 
きに、セレクターレバーを③側 
に操作すると、走行速度やエン 
ジン回転数に応じてシフトアツ 
プび行なわれます。 
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運乾ずるとを 


パドルによる操作 



④ 左側パドル 

(低いギアレンジを選択) 

⑤ ち側パドル 

(高いギアレンジを選択) 


※記載の内容は、取扱説日月書作成時のちので、 


ティップシフトにずる 

► セレクターレバーび ra のときに左 
側のパドル④を引きます。 

ティップシフトになり、マルチフ 
アンクシヨンディスプレイに選択 
したギアレンジ①び表示されます。 

低いギアレンジを選択ずる 

► 左側のパドル④を引きます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側のパドル⑥を引きます。 

ティップシフトを解除ずる 

► ち側のパドル⑥を引いて保持し 
ます。 


マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イのギアレンジ①に" D " び表示さ 
れます。 


予告なく変更されることびあります。 


オートマチックトランス5ッシヨン^ 
知識 

• テイップシフトにしたときに選 
択されるギアレンジは、そのと 
さの走行速度やエンジン回転数 
などにより異なります。 

• テイップシフトにしていない 
ときに、ち側のパドル⑥を引 
くと、走行速度やエンジン回 
転数に応じてシフトアップび 
行なわれます。 C 

• SL 3己0 / SL 己己0 / SL ~ 
6日日では、ち側のパドルには 

" + "、左側のパドルには"一"の 
表示びあります。 

• SL 己己 AMG / SL 6己 AMG 
では、ち側のパドルには " UP "、 

左側のパドルには " D 日 WN " の 
表示びあります。 


5-11 











運転ずるとを 


マニュアルギアシフト 


マニュアルギアシフ 


セレクターレノ（一 またはパドルを操作 
して、マニュアルでギアを選択するこ 
とびでさます。 


A 


滑りやすい路面状況やカーブを走 
行しているとさは、シフトダウン 
によってエンジンブレーキび効< 
と、駆動輪がグリップを失ラおそ 
れびあります。シフトダウンする 
ときは十分ま意してください。ま 
た、滑りやすい路面状況で駆動輪 
を空転させると、駆動系部品を損 
傷するおそれびあります。 


ま意！ 

エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな 
負担びかかるよラな運転をしない 
で < ださい。 


知識 

• マニュアルギアシフトでは、 
ESP の機能を解除しないで走行 
することをお勧めします。 

• エンジンび暖まっていないとさ 
は、選択したギアに変速しない 
ことびあります。 
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運乾ずるとを 


マニュアルギアシフト 


マニュアルギアシフトの選択 



① 走行モード選択スイッチ 

(SL 3己0 / SL 己己0 / SL 600) 

② 走行モード選択スイッチ 

(SL 5曰 AMG / SL 6已 AMG ) 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチ①または 

③ を押して、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイの走行モード表示 

④ に " M " を表示させます。 



③ ギア表示 

④ 走ネ 5" モード表示 

ギア表示③には選択されているギアび 
表示されます。 


知識 

• マニュアルギアシフトを選択 
した状態でエンジンを停止す 
ると、 S モードまたは C モード 
になります。 

• マニュアルギアシフトではギア 
表示③に表示される数字は実際 
のギアを示しています。運転者 
のシフトアップ/ダウン操作 
や、自動的なシフトアップ*/ 日 
ダウンに応じてギア表示③に表 — 
示される数字わ変わります。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチ①または 
③を押して、 S モードか C モード 
を選択します。 


※記載の内容は、取扱説日月書作成時のちので、予告なく変更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずるとを 


マニュアルギアシフト 


r セレクターレバーによるシフト操作I 



⑥シフトダウン 
⑥シフトアップ 

シフトダウンずる 

► セレクターレバーを⑥の方向に操 
作します。 

シフトアップずる 

► セレクターレバーを⑥の方向に操 
作します。 


r パドルによるシフト操作 



⑦ 左側パドル（シフトダウン） 

⑧ ち側パドル（シフトアップ） 

シフトダウンずる 

► 左側のパドル⑦を引きます。 

シフトアップずる 

► ち側のパドル⑧を引きます。 


知識 

. シフトダウン操作をしなくて 
わ、走行速度とエンジン回転数 
に応じて、自動的にシフトダウ 
ンび行なわれます。 

• SL 350 / SL 550 / SL 600 
では、加速時にタコメーターの 
指針びエンジンの許容回転数を 
超えてレッドゾーンに入るよラ 
なとさは、自動的にシフトアッ 
プされます。このとき、ギア表 
示の数字ち変わります。 

• シフトアップ/ダウン操作をし 
てわ、選択したギアび適切でな 
い場合は、エンジン保護などの 
ため、シフトアップ/ダウンさ 
れません。 

. 車種や仕様により、停車時に選 
択でさるギアは異なります。 

. 停車すると、ギアは]速にシフ 
卜されます。 
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運乾ずるとを 


マニュアルギアシフト 


シフトアップマーク* 



⑨シフトアップ マーク 


• SL 3己0 / SL 550 / SL 600 
では、マニュアルギアシフトを 
選択しているときにキックダウ 
ンを行なラことびでさます。ま 
た、キックダウンしているとさ 
は、シフト操作はできません。 

• SL 己己 AMG / SL 6己 AMG で 
は、マニュアルギアシフトを選 
択しているときにキックダウン 
を行なラことはでさません。 

• SL 3己0 / SL 己己0 / SL 600 
では、ち側のパドルには" + "、 
左側のパドルには"一"の表示び 
あります。 

• SL 己已 AMG / SL 6己 AMG 
では、ち側のパドルには " UP "、 
左側のパドルには " D 日 WN " の 
表示びあります。 

-セレクターレバーを左側に操作 
して保持するか、左側のパドル 
を引いて保持すると、そのとさ 
の加速に最わ適したギアび選択 
されます。 


エンジン回転数び上昇して、シフト 
アップするタイ S ングになったとさ 
は、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに、シフトアップマーク⑨び表示さ 
れます。 

必要に応じてシフトアップ操作を行 
なつて< ださし、 


知識 

• SL 3己0 / SL 550 / SL 600 
では、シフトアップ マークは 表 
示されません。 

• SL 己己 AMG / SL 6已 AMG 
では、マルチファンクシヨン 
ディスプレイの AMG 画面でち 
側のマルチファンクシヨンディ 
スプレイびギア表示のとさは 
(4-1 6 、 17、18)、シフトアツ C 
プするタイ S ングになると、シ — 
フトアップマーク⑨とともに、 

" up " び表示され、マルチフアン 
クシヨンディスプレイの表示び 
ホくなります。 


※仕様により、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイのシフトアップマーク⑨の表示と AMG 
画面のホい表示は交互に表示されまず。 


※記載の内容は、取扱説日月書作成時のちので、予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずるとを 


オートマチック車の運転 


オートマチック車の運輯 


運転する前にオートマチック車の特性 
を理解し、正しい操作をしてください。 


オートマチック車の特性 
クリープ現象：エンジンびかかってい 
ると き、 セレクターレバーび 13、 tSi 
じ(外に入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくても車びゆっくり動き出しま 
す。これをクリープ現象といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早<加速します。 
これをキックダウンといいます。 


発進ずる 

► エンジンを始動します。 

► ブレーキ ペダルを踏んで、踏みし 
ろや踏みごたえを確認します。 

► ブレーキ ペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを ra に入れます。 

警告 A 


アクセルペダルを踏んだ状態でセ 
レクターレバーを操作しなし^でく 
ださい。車び急発進したり、オー 
トマチックトランスミッションを 
損傷するおそれびあります。 

► パーキングブレーキを解除します。 
► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 


ま意！ 

急な坂道で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままブ 
レーキペダルから足を放し、アク 
セルペダルをゆっくりと踏んで、 
車び動さ出す感触を確認してから 
パーキングブレーキを解除して発 
進してください。 
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運乾ずるとき 


オートマチック車の運転 


通常走行 

通常はセレクターレバーを1〇にして 
走行します。アクセルペダルの踏み加 
減や走行速度に応じて、自動的に変速 
び行なわれます。 

警告 A 


走行中はセレクターレバーを la に 
入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキび効かないため、事故の原 
因になったり、トランスミツシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 


知識 

エンジンび冷えているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフト 
アップび行なわれます。これによ 
り、排気ガスを浄化する触媒びよ 
り早く適正温度に達します。 


素早く加速したいとさ 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込 
むと、キックダウンし、素早く加速し 
ます。 

I 注意！ 

キックダウン操作は、周囲の状況 
に注意しなびら行なってください。 
事故を起こすおそれびあります。 


上り坂を走行ずるとき 

► 坂の勾配などに応じて、ティップ 
シフトで低いギアレンジを選択し 
ます。 

変速の少ない、なめらかな走行び 
でさます。 


下り坂を走行ずるとき 

下り坂を|〇で走行すると、エンジン 
ブレーキの効さび弱く、速度び出すざ^ 
ることびあります。 

► 坂の勾配などに応じて、ティップ 
シフトで低いギアレンジを選択し 
ます。 

エンジンブレーキの効さを強< し 
て走行することびでさます。 
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運転ずるとを 


オートマチック車の運転 


エンジンブレーキ：走行中にアクセル 
ペダルを戻したとさに発生するエンジ 
ンの内部抵巧を利用した減速をエンジ 
ンブレーキといいます。低いギアのと 
さほど効さび強くなります。 


滑りやずい路面を走行ずるとき 

走行モード（己- 7) を C モードに切り 
替え、急加速や急減速を避けた運転を 
/こ、びけてください。 


A 


長い下り坂や急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
<ださい。ブレーキペダルを踏 
み続けたり、急ブレーキを繰り 
返すと、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあります。 

急激なエンジンブレーキを効か 
せないで<ださい。ス U ップし 
て車のコント□ールを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 


A 


滑りやすい路面では、低いギアレ 
ンジや低いギアを選択することに 
よる急激なエンジンブレーキを効 
かせないでください。車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそ 
れびあります。 

注意！ 

タコメーターの指針びエンジンの許 
容回転数を超えてレッドゾーンに入 
るおそれびある場合は、低いギアレ 
ンジや低いギアを選択することはで 
さません。このときは、ブレーキぺ 
ダ )レを踏んで減速してから再度操作 
し、速度に応じたエンジンブレーキ 
を効かせて < ださい。 


狭い場所で転回ずるとさ 

► ブレーキ ペダルを踏みなびら、車 
速を調整します。 

► 後ちなど周囲の安全を確認し、ゆ 
つくりと転回します。 

停車ずるとき 

► セレクターレバーを ra に入れた 
まま ブレーキ ペダルを踏みます。 

やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを ra に入 
れます。 

警告 A 


停車中は空ぶかしをしないでくだ 
さい。万一、セレクターレバーが 
10か13に入ると、車び急発進し 
て重大な事故を起こすおそれびあ 
ります。 
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運乾ずるとき 


注意！ 

• 急な上り坂などではアクセル 
ペダルの踏み加減によって停 
止状態を保たないでください。 
トランスミツシヨンに負担び 
かかり、過熱や故障の原因に 
なります。 

• 停車中はブレーキペダルを確実 
に踏み、クリープ現象 （己- 16) 
で車び動かないよラにしてくだ 
さい。 

• セレクターレバーを la に入れ 
るときは、完全に停車してくだ 
さい。トランスミッションを損 
傷するおそれびあります。 


駐車 

► 完全に停車して、ブレーキペダル 
を踏み込んだまま、パーキングブ 
レーキを確実に効かせます。 

► セレクターレバーを la に入れます。 
► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、キーを抜さます。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり 
放します。 


警告 A 


駐車時や車を離れるとさは、セレ 
クターレバーを la に入れ、 パー キ 
ングブレーキを確実に効かせて、 
エンジンを停止してください。セ 
レクターレバーを la に入れただけ 
では十分なブレーキ効果び得られ 
ず、坂道などで車び動さ出すおそ 
れびあります。 


オートマチック車の運転 

ま意！ 

-急な坂道で駐車するとさは、 
パーキングブレーキを確実に効 
かせてください。さらに輪止め 
をしてください。 

-短時間でわ車から離れるときは、 

子供だけを車内に残さないでく 
ださい。また、ドアウインドウ 
や U アク オーター ウインドウ、 

I バリオ ルーフを 閉じ、施錠して 日 

I くださし、 — 

I 知識 

輪止めは車載されていません。適 
切な大ささの木片や石を使用して 
ください。 
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運転ずるとを 


オートマチック車の運転 


「 ■! -ゾーソェソジーモート_ I 

トランスミッションに異常び発生し、 
自動変速がでさなくなったとさは、自 
動的にエマージェンシーモードに切り 
替わることびあります。 

この場合、(下の方法でギアを2速か 
リバースに入れることびできるよラに 
なり、走行でさる場合びあります。安 
全な場所まで移動して指定ヴービスエ 
場に連絡してください。 


エマージェンシーモードでの走行 

► 安全な場所に停車して、セレクタ 
ーレバーを■堂に入れます。 

► エンジンを停止して、約]日秒間待 
ちます。 

► エンジンを始動します。 

► セレクターレバーを HI こ入れます。 

2速ギアに固定され、前進でさます。 
または 

► セレクターレパーを13に入れます。 

リバースギアに固定され、後退で 
さます。 


ま意！ 

• 2速ギアや U バースギアに変速 
でさなかったり、変速でさても 
走行でさないとさは、指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

• エマー ジェン シーモー ドで走行 
するとさは、動力性能び大さく 
制限されます。十分にま意して 
走行し、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 
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運乾ずるとを 


ランプ ■ 


ンプ 


ランプスイッチ 



左八ンドル車 

① ランプスイッチ 

② 車幅灯表示な 

③ フ□ントフォグランプ表示灯 

④ U アフオグランプ表示巧 


位置 作動内容 

n すべてのランプび消灯 


Auto 


周囲の明るさに応じて自動 
的に点灯/消灯 


夕た 


車幅巧、テールランプ、ライ 
センスランプやスイツチなど 
の照明び点灯し、車幅な表示 
な③び点灯 


国 


車幅灯などに加え、ヘッド 
ランプが点灯 


r へッドランプ_ ] 

へッドランプは手動または自動的に点 
巧/消灯することびでさます。 

へッドランプを手動で点なずる 

► ランプスイッチ①を^の位置に 
します。 

へッドランプを自動で点なずる 

► ランプスイッチ①を团因の位置に C 

します。 — 


周囲び暗いとさ、エンジンスイッ 
チを1の位置にすると、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスランプ 
び自動的に点なします。 


エンジンを始動すると、上記に加 
えてへッドランプわ自動的に点灯 
します。 
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運転ずるとを 


ランプ 

警告 A 


• ランプの点灯/消なに関する全 
責任は運転者にあります。ラン 
プの自動点灯機能は運転者を支 
援する機能です。 

• じ(下の状況などではランプは自 
動的に点灯しなかったり、点灯 
していたランプび消巧して事故 
を起こすおそれびあります。こ 
のとさは、手動でランプを点灯 
してください。 

0 霧の中を走行するとき 

◊対向車のライトなどにより、 
センサーび正常に作動しない 
とさ 

• ランプスイッチを团3から 
の位置にするとさは、必ず停車 
してください。ランプび一瞬消 
灯して事故を起こすおそれびあ 
ります。 


ま意！ 

-ランプび自動的に点なしている 
とさは、エンジンスイッチを0 
の位置に戻して運転席ドアを開 
<と、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
"ラン T オフマタ A キづヌイテクタ''サイ"と 
表示されます。このときはラン 
プスイッチを匡画の位置にする 
か、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。バッテリー 
びあびるおそれびあります。 

• ランプスイッチを区因か^の 
位置にしたまま、キーを抜いて 
運転席ドアを開くと、警告音び 
鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"ラン T 3ケシテクタ'' 
サイ!"と表示されます。このとき 
はランプスイッチを匡画の位置 
にしてください。バッテリーび 
あびるおそれびあります。 

• エンジンを停止した状態で、ラ 
ンプを長時間点灯しないでくだ 
さい。バッテリーびあびるおそ 
れびあります。 


知識 

• フ□ントウインドウの上部中 
央には明るさを感知するセン 
ヴーびあります。センサー部 
にステッカーなどを貼付する 
と、自動点な機能が働かなく 
なります。 

• ランプスイッチび团3の位置の 
ときは、トンネルなどの暗い場 
所や悪天候のとさなどに、ラン 
プび自動的に点灯することがあ 
ります。 
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運輯ずるとを 


r フォグランプ_ ] 

フ□ントフォグランプを点丹ずる 

► ランプスイッチ①の位置が区囚ま 
たは^のとさ、ランプスイッチ 
①を]段引きます。 

フ□ントフォグランプび点灯し、 
フ□ントフォグランプ表示な③び 
点灯します。 

フ□ントフォグランプとリアフォグラ 
ンプを点なずる 

► ランプスイッチ①の位置が区囚ま 
たは^のとさ、ランプスイッチ 
①を 2 段引きます。 

フ□ントフォグランプと U アフォ 
グランプび点灯し、フ□ントフォ 
グランプ表示灯③とリアフオグラ 
ンプ表示灯④び点なします。 


ランプ 


A 


ランプスイッチび巧因の位置のと 
きは、フォグランプを点灯するこ 
とはでさません。霧の中を走行す 
るとさは、あらかじめランプス 
イッチを^3の位置にしてヘッドラ 
ンプを点灯してください。 


注意！ 

-フォグランプは、霧などの悪天 
候で、十分な視界び確保でさな 
いとさ外には使用しないでく 
ださい。対向車や後続車の迷惑 
になります。 

• エンジンを停止した状態で、ラ 
ンプを長時間点灯しないでくだ 
さい。バッテリーびあびるおそ 
れびあります。 


r パーキングランプ_1 

暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるため、車幅灯とテール 
ランプだけを点灯します。 

パーキングランプを点!打ずる 

エンジンスイッチび0の位置のとさ、 
またはキーを差し込んでいないとさに 
点灯させることびできます。 

► ランプスイッチを EH または巧3の 
位置にします。 


位置 

作動内容 

I^B 

ち側のノ くーキングランプび 

点灯 

P51 

左側のパーキングランプび 
点灯 
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運転ずるとを 




へッドランプ下向き/上向きの切り 
替え 



P 百ん技百日 36-31 


① 下向さ 

② 上向さ 

③ パッシング 


へッドランプを下向きにずる 

► ヘッドランプび点灯しているとき 
に、コンビネーションスイッチを 
①の位置にします。 

へッドランプび下向きになります。 

へッドランプを上向きにずる 

► ヘッドランプび点灯していて、エ 
ンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに、コンビネーションスイッチ 
を③の位置にします。 

へッドランプび上向きになります。 

メーターパネルの八イビーム表示 
灯昆 1 が点なします。 


パッシングずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに、コンビネーションスイッ 
チを③の方向に弓Iきます。 

引いている間へッドランプび上向 
さになります。 

メーターパネルの八イビーム表示 
灯昆1び点なします。 

コンビネーションスイッチから手 
を放すと①の位置に戻ります。 

I ま意！ 

対向車があるとさや市街地を走行 
するときは、ヘッドランプを上向 
さにしないで<ださい。 
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運乾ずるとを 


r コーナリングランプ*_ ] 

(下のとさに、方向指示なの点滅、ま 
たはステアリング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプび点灯します。 

-周囲び暗いとさ 

-走行速度が約4日 km/hii (下で、エ 
ンジンびかかっているとさ 

-ヘッドランプを点灯しているとき 

方向指示なの点滅との連動 

方向指示灯を点滅させると、点滅させ 
た側のフ□ントフォグランプび点灯し 
ます。 

セレクターレバーび ra に入っている 
ときは、フ□ントフオグランプは点灯 
しません。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


ステアリング操作との連動 

ステア U ングを操作すると、操作し 
た側のフ□ントフオグランプび点灯 
します。 


セレクターレバーび ra に入っている 
とさは、ステアリングを操作した方向 
と逆側のフ□ントフオグランプび点灯 
します。 


知識 

-点滅させた方向指示灯の方向 
と、ステアリングの操作ち向び 
異なるとさは、ち向指示灯と同 
じ側のフ□ントフォグランプび 
点灯します。 

• フ□ントフォグランプはゆつく 
り消なするため、一時的に左ち 
両側のフ□ントフォグランプび 
点灯することびあります。 

-方向指示灯を点滅させて点灯し 
たフ□ントフオグランプは、約 
3分後に自動的に消灯します。 


ランプ ■ 


r 車外ランプ消。遅延機能_ I 

周囲び暗いときにエンジンを停止する 
と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやトランクを開いて閉じた 
後、約]己秒後に消灯します。 

この機能の設定と解除については （4- 
39) をご覧ください。 

車外ランプ消な遅延機能を一時のに 
解除ずる 5 

► エンジンを停止後、エンジンスイ 

ッチを2の位置にします。 

知識 

• エンジンを停止してからドアや 
トランクを閉じたままにする 
か、開いてそのままにしてから 
約6日秒後に、ランプは消灯し 
ます。 

• この機能は、エンジンを停止し 
てから約6日秒経過すると作動 
しなくなります。約6日秒じ(内 
ならドアやトランクを開<たび 
にランプび点灯します。 
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運転ずるとを 





① ち側の方向指示灯び点滅 

② 左側の方向指示灯び点滅 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに点滅させることびでさます。 

ち側の方向指示 I 灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを①の 
方向に操作します。 

左側の方向指示 I 灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に操作します。 

ステアリングを直進の位置に戻すと 
コンビネーションスイッチは自動的 
(し戾;ります。おりないとさは手でお 
してください。 

方向指示灯び点減しているときは、 
メーターパネルの方向指示表示巧ち点 
減します。 


知識 

• コンビネーションスイッチを 
①または③の方向に軽く操作す 
ると、方向指示灯び3回点滅し 
ます。 

-方向指示灯を使用しているとさ 
に非常点滅なスイッチを押す 
と、非常点滅灯び優先されます。 
再度、非常点滅なスイッチを押 
すと、方向指示灯に切り替わり 
ます。 
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運乾ずるとを 


II INI ■ 



①非常点滅灯スイツチ 


故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用します。 

非常点滅 I 灯を点滅させる 

► 非常点滅なスイッチ①を押します。 

すべての方向指示巧び点滅し、非常 
点滅灯スイッチ①と、メーターパネ 
ルの方向指示表示灯ち同時に点滅し 
ます。 

非常点滅好を消なさせる 

► 再度、非常点滅なスイッチ①を押 
します。 


ま意！ 

-非常時(外は使用しないでくだ 
さい。 

• エンジンを停止して長時間使用 
すると、パッテリーびあびるお 
それびあります。 

知識 

-非常点滅灯を使用しているとさ 
にコンビネーションスイッチを 5 
左折またはち折方向に操作する— 
と、その方向の方向指示巧の点 
減に切り替わります。 

コンビネーションスイッチを中 
立の位置に戻すと、再び非常点 
減巧に切り替わります。 

-エアバッグび作動すると、非常 
点滅灯び自動的に点滅します。 
自動的に点滅した非常点滅灯を 
消灯するとさは、非常点滅灯ス 
イッチを押します。 
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運転ずるとを 





① テイップ機能/ウォッシャーの噴射 

② ワイパー作動モードのマーク 


ワイパーを作動させる 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに作動します。 

► コンビネーションスイッチをまね 
してワイパー作動 モー ドの マーク 


③を 

1〜川に合わせます。 

位置 

作動内容 

0 

停止 

1 

AUTO モード 

レインセンサーび感知した 
雨滴量や走行速度などに応 
じて、ワイパーの作動を自 
動的に切り替えます。 

II 

低速モード 

III 

高速モード 


知識 

• ワイパーび AUT 日モードのと 
き、停車時にドアを開くとワ 
イパーは作動しません。ワイ 
パーは下のとさに作動を再 
開します。 

〇セレクターレバーが la また 
は■に入っている場合は、 
ドアを閉じてセレクターレ 
バーを ra または ra に入れ 
たとさ 

〇セレクターレバーび|〇また 
は la に入っている場合は、 
ドアを閉じたとさ 

• コンビネーションスイッチび 
II、 III の位置のとさも、停車時 
および低速走行時のワイパーの 
作動は、レインセンサーにより 
自動調整されます。 

-ワイパーび作動しないときは、 
別のモードを選択すると作動す 
ることびあります。 
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運乾ずるとを 




ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印 
①の方向に軽く押します。 

ワイパーび]回だけ作動します。 

(ウォッシャー液は噴射しません） 
この機能はフ□ントウインドウび濡れ 
ているとさだけ使用してください。 

ウインドウウォッシャーを噴射ずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさ、コンビネーションスイッチ 
を矢印①の方向にいっぱいに押し 
続けます。 

その間ウオッシヤー液び噴射し、 
ワイパーち作動します。 


知識 

• エンジンびかかつていてヘッド 
ランプび点灯しているときに、 
ウインドウウォッシヤーを約 
] 己回操作すると、ヘッドラン 
プウォッシャーび自動的に作動 
します。 

. 冬季にはウォッシャー液の濃度 
にま意し、冬用の純正ウォッ 
シヤー液を使用してください。 


レインセンサー 



③レインセンサー 

フ□ントウインドウの図の位置にレイ 
ンセンサー③びあります。 

ま意！ 

レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないでください。レイ 
ンセンサーが正常に機能しなくな 
ります。 
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運転ずるとを 


ヮィノト 
ま意！ 

• ワイパーやウォッシャーを使用 
するとさは、歩行者に水しぶさ 
やウォッシャー液びかからない 
ようにま意して < ださい。 

-フ□ントウインドウを拭くとき 
などは、必ずコンビネーション 
スイッチを0 (停止）の位置に 
してください。ワイパーび動さ、 
けびをするおそれびあります。 

• フ□ントウインドウび乾いてい 
るとさはワイパーを使用しない 
でください。ウインドウの表面 
に細かい傷が付いたり、ワイ 
パーブレードを損傷するおそれ 
びあります。 

フ□ントウインドウび巧れて 
いる場合は、必ずウオッ 
シャー液を噴射してから使用 
してください。 


-エンジンを停止するときは、必 
ずコンビネーションスイッチを 
0の位置に戻してくださし、コ 
ンビネーションスイッチびII〜 
III の位置のままエンジンスイッ 
チを1の位置にすると、ワイ 
パーび作動し、ウインドウび濡 
れていないとさは傷び付くおそ 
れびあ0ます。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
ときは、ウォッシャー液の操作 
をしないで<ださい。ウォッ 
シャーポンプを損傷するおそれ 
びあります。 

-フ□ントウインドウび濡れてい 
ないとさち、コンビネーション 
スイッチをIの位置にすると、 
ワイパーび]回作動します。 


• 寒;令時にはワイパーびウイン 
ドウに貼り付くことびありま 
す。作動させる前に貼り付い 
ていないことを確認してくだ 
さい。貼り付いたままワイ 
パーを操作すると、ワイパー 
ブレー ドやモーターを損傷す 
るおそれびあります。 

-雪などび付着しているときは、 
雪などを取り除いてからワイ 
パーを操作してください。作業 
の際には、安全のため、エンジ 
ンスイツチからキーを抜いてく 
ださい。 
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運転ずるとを 


へツドランプウオツシヤー 



左八ンドル車 

①へツドランプウオツシャースイッチ 


エンジンスイッチび2の位置のとさに 
作動します。 

へッドランプウォッシャーを作動させる 

► ヘッドランプウォッシャースイッ 
チ①を押します。 

ウオッシャー液びへッドランプに 
向けて噴射されます。 


知識 

• エンジンびかかつていてヘッド 
ランプび点灯しているときに、 
ウインドウウォッシヤーを約 
] 己回操作すると、ヘッドラン 
プウオッシャーび自動的に作動 
します。 


ま意！ 

• へッドランプウォッシャーを使 
用するとさは、歩行者などに 
ウォッシャー液びかからないよ 
ラに注意してください。 

-ヘッドランプには樹脂製レンズ 
を使用しているので、必ず専用 
の純正ウォッシャー液を使用し 
てください。レンズを損傷する 
おそれびあります。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
ときは、へッ ドランプ ウォッ 
シャーの操作をしないでくださ 
し、ウオッシャーポンプを損傷 
するおそれびあります。 


. 冬季にはウォッシャー液の濃度 
にま意し、冬用の純正ウォッ 
シヤー液を使用してください。 


※ち八ンドル車のへッドランプウォッ 
シャースイッチは、ランプスイッチの左 
側にありまず。 
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運転ずるとを 


くーキングブレーキ 



左八ンドル車 

① パーキングブレーキペダル 

② ブレーキペダル 

③ 解除八ンドル 


パーキングブレーキを効かせる 


► ち足で ブレーキ ペダル③を踏み、 
左足で パーキングブレーキ ペダル 
①をいっぱいまで踏み込みます。 

エンジンびかかっているとさは、 
メーター パネルの ブレーキ 警告 
灯胃び点灯します。 


パーキングブレーキを解除ずる 


► ブレーキペダル③をいっぱいまで 
踏みなびら、解除八ンドル③を手 
前に引きます。 

警告 A 


• 子供だけを残して車から離れな 
いでください。パーキングブ 
レーキを解除して車び動さ出し、 
事故を起こすおそれびあります。 


-パーキングブレーキを 効かせた 
まま走行しないでくださし、。 
パーキングブレーキび 過熱して 
効かなくなったり、火災び発生 
するおそれびあります。 


ま意！ 

-パーキングブレーキは 完全に停 
車してから効かせてください。 

-急な坂道に駐車するとさは、後 
輪の下り側に輪止めをしてくだ 
さい。さらに前輪を歩道方向に 
向けて < ださい。 

知識 

-輪止めは車載されていません。 
適切な大ささの木片や石を使用 
してください。 

-パーキングブレーキを解除しな 
いで走行すると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに警告メッセージび表示さ 
れます。 
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運睹ずるとを 


ブレーキ 


警告 

A 


-長い下り坂や急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
<ださい。エンジンブレーキを 
併用しないでブレーキペダルを 
踏み続けたり、急ブレーキを繰 
り返すと、ブレーキび効かなく 
なり停車でさなくなるおそれび 
あります。 

-ブレーキペダルの上に足を置い 
たまま運転しないでください。 
ブレーキパッドび早く摩耗する 
だけでな<、ブレーキび過熱し 
て効かなくなったり、乂災び発 
生するおそれびあります。 


ま意！ 

• SBC (センソト□ニック•ブ 
レーキ.コント□—ル）の点 
検*修理やブレーキパッドの交 
換などは、必ず指定サービスエ 
場で行なってください。 S 目 C に 
はブレーキ液を自動的に蓄圧す 
る機能びあるため、システムを 
解除してから作業しないと、ブ 
レーキ液び漏れたり、ブレーキ 
び自動的に作動してけびをした 
り、車を損傷するおそれびあり 
ます。 

-ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかからない 
よラにして<ださい。ブレーキ 
ディスクを損傷するおそれびあ 
ります。 


ブレーキ ■ 

-水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効さび遅れたり、悪 
くなることがあります。このよ 
ラなとさは、後続車にま意しな 
びら低速で走行し、ブレーキの 
効さび回復するまでブレーキぺ 
ダ) レを数回軽く踏んでください。 

-必ず純正のブレーキパッドを使 
用してください。純正じ(外のブ 
レーキパッドを使用すると、ブ 
レーキ特性び変わつて安全なブ^ 
レーキ操作びでさな<なるおそ 
れびあります。 

-ブレーキシステムを改造した 
り、スペーヴーやブレーキダス 
トシールドなどを使用しないで 
ください。 
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運転ずるとを 


ブレーキ 

知識 

-バッテリーびあびったり、 
バッテ U —の接続び断たれる 
と、次にバッテリーを接続し 
てエンジンを始動したときに、 
マルチファンクシヨンデイス 
プレイに A 目 S や ESP に関する 
故障/警告メッセージび表示 
されたり、 A 目 S 警告灯び点灯 
することびあります。 

このとさはステア U ングを左ち 
どちらかにいっぱいまでまわ 
し、次に反対ち向にいっぱいま 
でまわすと、故障/警告メッ 
セージび 消え、警告灯び消灯し 
ます。 

• ブレーキペダルを踏んで S 目 C び 
起動した場合、ブレーキペダル 
の踏み始めは抵巧び軽<、踏み 
しろわ通常より大きくなります。 
ブレーキペダルから足を放すと、 
通常の踏みしろに戻ります。 


ブレーキ ペダルに脈動び感じら 
れ たり、 エンジンルームから作 
動音び聞こえることびありま 
す。この音は S 目 C ポンプから発 
生しているちので異常ではあり 
ません。 

S 目 C はじ(下のとさに自動的に解 
除されます。 

◊ リモコン操作で施錠してから 
約20秒後 

◊エンジンスイッチを 0 の位置 
にするかキーを抜いてから約 
2分後 

長い急な下り坂では、ティップ 
シフトで低いギアレンジを選択 
して、エンジンブレーキを効か 
せてください。ブレーキの過熱 
や過度の摩耗を防ぐことびでさ 
ます。 


急ブレーキなどでブレーキに大 
さな負担をかけた後は、ブレー 
キディスクび冷えるまでしばら 
く走行を続けてください。 

高速道路を走行しているとさな 
どブレーキをかけずに長時間走 
行しているとさは、ブレーキの 
効きび悪くなることびありま 
す。このよラなときは後続車に 
注意しなびら、時々ブレーキを 
効かせて < ださい。 

ブレーキパッドは、目安として 
走行距離び数百 km を超えるまで 
は制動能力を完全には発揮でさ 
ません。この期間は、必要に応 
じてブレーキペダルを少し強め 
に踏んでください。 

また、ブレーキパッドの交換を 
行なったときわ、目安として走 
行距離び数百 km を超えるまでは 
注意して < ださい。 
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運転ずるとき 


圓 ブレーキ警告'灯 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジン始動後ちパーキングブレーキ 
を効かせているときは、点なしたまま 
になります。 

パーキングブレーキを解除しても消灯 
しないとさや、走行中に点なしたとさ 
は、ブレーキ液の量び不足しています。 
安全な場所に停車して、指定サービス 
工場に連絡してください。 

注意！ 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ブレーキ 液または ブレーキ 
パッドに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは (10- 
13) をご覧ください。 


SL 己已 AMG 、 SL 6 己 AMG のブレ 
ーキの 注意事項 


SL 己己 AMG むぶび SL 6己 AMG ® 高 
性能ブレーキシステムは、走行速度や 
ブレーキペダルの踏力、気温や湿度な 
どの外気環境により、ブレーキノイズ 
を発生することびあります。 

また、 SL 己己 AMG および SL 6己 
AMG のブレーキパッドやブレーキ 
ディスクなどブレーキシステムを構成 
する部品は、運転スタイルや走行状況 
に応じて摩耗度合いび異なってさま 
す。走行距離は摩耗度合いを測る目安 
にはなりません。負荷の高い運転を行 
なったとさは、摩耗度合いび高くなり 
ます。 


ブレーキ I 

ま意！ 

SL 己己 AMG および SL 6己 AMG 
のブレーキシステムに高い負荷を 
与えるよラな走行をした後は、必 
ず指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 
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運転ずるとを 


^|abs 


ABS 


ABS (アンチ□ック-ブレーキン 
グ*システム）は、急ブレーキ時や滑 
りやすい路面でのブレーキ時など、車 
び不安定な状況になったとさに、タイ 
ヤの□ックを防ざ、ステアリングでの 
車両の操縦を確保する装置です。 

警告 A 


• A 目 S はブレーキ操作を補助する 
装置で、無謀な運転からの事故 
を防ぐちのではありません。 
ABS び適切に作動してわ、車両 
操縦性や走行安定性の確保、制 
動距離の短縮には限界びありま 
す。常に道路や天候の状況にま 
意し、十分な車間距離を保って 
運転してください。 

また、タイヤのグリップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任が 
あります。 


ま意！ 

- A 目 S は制動距離を短< する装置 
ではありません。じ(下のよラな 
路面び滑りやすい状況では、 
A 目 S を装備していない車と比べ 
制動距離び長 < なることびあり 
ます。 


〇雪の積もつた路面や凍結し 
た路面 


〇砂利道などの荒れた路面 

〇石だたみのよラに摩擦係数び 
連続して変化する路面 

0スノーチェーン装着時 

-軽< ブレーキ ペダルを踏み込ん 
だだけでわ ABS び作動するとさ 
は、路面が滑りやすくなってい 
ます。十分ま意して走す可してく 
ださい。 

-ブレーキ操作をするとさは、ブ 
レーキペダルをしっかりと踏み 
込んでください。ポンピングブ 
レーキを行なラと制動距離が長 
くなることびあります。 


- A 巨 S に異常びあるとさは、ブ 
レーキペダルを強<踏み込むと 
タイヤは□ックします。その結 
果、ステア U ングでの車両操縦 
性び制限され、制動距離び長< 
なるおそれびあります。 
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運転ずるとき 


知識 

• A 目 S は走行速度び約 8 km/h を 
超えると作動できるようになり 
ます。 

- A 目 S に異常びあると、じ(下のシ 
ステムわ正しく作動しなくなる 
ことびあります。 

〇 ESP 

0目 AS 

- A 目 S に異常びあると、 ESP に 
関する故障/警告メッセージび 
表示されることびあります。す 
みやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

-バッテ U —電圧び低下すると 
A 目 S の機能び一時的に解除され 
ます。電圧び回復すると、待機 
状態になります。 


ABS^H 


(©) 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
なします。 

エンジン始動後に消灯しないとさや走 
行中に点灯したときは、 A 巨 S に異常 
びあります。 

通常のブレーキ時の制動力は確保され 
ますわく、 A 目 S 、 ESP 、 目 AS は作動し 
ません。 


いつわより慎重に運転し、すみやかに 
指定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 


ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに A 目 S に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは （10-4) 
をご覧ください。 


5 
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運転ずるとを 




BAS 


巨 AS (ブレーキアシスト）は、緊急 
ブレーキの操作時に、短い時間で大さ 
な制動力を確保するブレーキの補助装 
置です。 

巨 AS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

目 AS は ブレーキ ペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されます。 


警告 A 


- 目 AS は緊急 ブレーキの 操作を 
補助する装置で、無謀な運転か 
らの事故を防ぐものではありま 
せん。目 AS び作動してわ制動 
距離の短縮には限界がありま 
す。また、タイヤのグリップが 
失われた状況では効果を発揮し 
ません。 

-目 AS 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 


知識 

-目 AS に異常びあると、 A 巨 S わ 
正しく作動しなくなることびあ 
ります。 

-目 AS に異常びあるとさは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に A 目 S に関する故障/警告 
メッセージび表示されますび、 
通常のブレーキは作動します。 

• バッテ U —電圧び低下すると 
目 AS の機能び一時的に解除され 
ます。電圧び回復すると待機状 
態になります。 

ま意！ 

-目 AS に異常びあるときわ通常の 
ブレーキは作動しますび、緊急 
ブレーキ時には制動距離び長< 
なるおそれびあります。 

• マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに A 目 S に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさ 
は目 AS は作動しません。詳しく 
は (10-4) をご覧ください。 
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運転ずるとを 


SBC ® 


SBC (センソト□ニック.ブレー 
キ •コント □ール） は、 運転者のブ 
レーキペダル操作をセンサーで感知 
し、あらかじめ蓄圧されたブレーキ液 
を各車輪ごとに供給することにより、 
ブレーキ応答性を高め、運転状況に応 
じて最適な制動力を発揮させるための 
ブレーキ制御システムです。 


A 


- S 目 C はブレーキ操作を補助する 
システムで、無謀な運転からの 
事故を防ぐものではありません。 
S 目 C び作動してわ、制動距離の 
短縮や制動力の確保には限界び 
あります。また、タイヤのグリッ 
プび失われた状況では効果を発 
揮しません。 


- S 目 C 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 


SBC ■ 

S 目 C は下のときに待機状態になり 
ます。 

• リモコン操作で解錠したとさ 
-ドアを開いたとさ 

• エンジンスイッチを1か2の位置に 
したとさ 

-ブレーキ ペダルを踏んだとさ 
-パーキングブレーキを 解除したとさ 

5 

S 目 C はじ(下のときに解除されます。 

• リモコン操作で施錠してから約2日 
秒経過したとさ 

• エンジンスイッチを 0 の位置にす 
るかキーを抜いてから約2分経過 
したとさ 
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運転ずるとを 


^|SBC 


rsBc の特徴_ I 

S 巨 C の操作は、通常のブレーキと同 
じですび、じ(下のよラな特徴びあり 
ます。 

-ブレーキ ペダルと ブレーキ 液圧回 
路び分離しているため、 A 巨 S び作 
動しても、ペダルに脈動は伝わり 
ません。 

-エンジン始動後、最初にブレーキ 
ペダルを踏んだとさ、ブレーキぺ 
ダルの踏みしろび大さ<なった 
り、踏み応えが弱くなることびあ 
りますび、ブレーキペダルから足 
を放すと、通常の踏みしろに戻り 
ます。 


-ブレーキ ペダルに脈動び感じられ 
たり、エンジンルームから作動音 
び聞こえることびあります。この 
音は S 目 C ポンプから発生している 
わので異常ではありません。 

-通常、 S 目 C はブレーキペダルとブ 
レーキ液圧回路び分離しています 
び、 S 目 C に故障び発生すると、エ 
マージエンシーモードとして、ブ 
レーキペダルとブレーキ液圧回路 
を接続して、前輪ブレーキのみを 
作動させます。 


ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキや S 巨 C に関する故障 
/警告メッセージび表示されたと 

きは（10-8、13、 14) をご覧くだ 

さし、。 
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運転ずるとき 


SBC^H 


A 


s 巳 c び作動しないとさは自走をで 
さるだけ避けて、専門業者に依頼 
して車両運搬車で搬送してくださ 
い。やむを得ず自走するとさやけ 
ん引するときは、じ(下の注意に 
従ってください。 

【エマージェンシーモード】 

バッテ U —の電圧低下などでシス 
テムに十分な電力び供給されな 
かったり、電気システムなどび故 
障したことにより S 目 C び作動しな 
いとさに、ブレーキペダルを踏ん 
で発生した油圧で直接前輪ブレー 
キのみを作動させるモードです。 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に S 目 C などに関する故障/警告 
メッセージび表示されたり、警告灯 
び点灯したとさは、安全な場所に停 
車し、指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


【ブレーキぺダ>1レの踏み込み】 

エマージェンシーモードでは、三; 
レーキペダルを巧苗時より深ぐ 

(奥に）強く踏みみんでください。 

また、ブレーキペダルを踏むのに 
非常に大さな力び必要になり、制 
動距離わ長くなります。 


ま意！ 

S 目 C の点検*修理やブレーキパッ 
ドの交換などは、必ず指定ヴービ 
スエ場で行なってください 。 SBC 
にはブレーキ液を自動的に蓄圧す 
る機能びあるため、システムを解 
除してから作業しないと、ブレー 
キ液び漏れたり、ブレーキび自動 
的に作動してけびをしたり、車を 
損傷するおそれびあります。 
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運転ずるとさ 


III II I 


SBC ® ホールド 


坂道での発進や信号待ちをしていると 
さなどに、車び前進または後退するこ 
とを防ぐ機能です。ブレーキペダルを 
踏み続けたり、パーキングブレーキを 
効かせなくても、通常の路面において、 
停車した状態を維持でさます。 


A 


-積雪路面や凍結路面、極端な急 
勾配の道路などタイヤび路面を 
グリップしない状況では、車び 
停止した状態を維持でさません。 
S 目 C ホールドを使用しないでく 
ださい。 


• S 目 C ホールド使用時の安全確保 
や危険回避については運転者に 
全責任びあります。 

-エンジンを停止するとさや駐車 
するとき、車から離れるときは、 
必ずパーキングブレーキを確実 
に効かせ、セレクターレバーを 
■a に入れてください。 


• S 目0ホ~ルドはパ~丰ングブ 

レ~キにがわるわのではありま 

せん0 糸ち夕づ~【こノ^——キンゾフレ—— 

キとして使用しないで < ださい。 

- S 目 C ホールドび作動している状 
態で車から降りないでください。 
他の乗員びペダルなどに触れる 
ことにより車び動き出すおそれ 
びあります。 

• S 目 C ホールドは、車外から、ま 
たは運転者(外の同乗者び操作 
したり解除しないでください。 


5-42 













rsBc ホールドを作動させる_ I 

► エンジンびかかっていて、セレク 
ターレバーび1〇、 m 、 13のい 
ずれかに入っている状態で停車し 
ているとさ、ブレーキペダルを意 
識的に素早く深く踏み込みます。 


運輯ずるとを 


I I I II I ■ 



① S 巨 C ホールドインジケーター 


S 目 C ホールドび作動すると、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに SBC 
ホールドインジケーター①び表示され 
ます。 

ブレーキ ペダルから足を放してわ、停 
車したままになります。 


知識 

• ブレーキ ペダルを踏んでち SBC 
ホールドび作動しないとさは、 

再度ブレーキペダルを意識的に 
素早 < 深 < 踏み込んで < ださい。 

• S 巨 C ホールドは次のいずれかの 
とさは作動させることびでさま 
せん。 

〇パーキングブレーキび効い 
ているとさ 5 

〇セレクターレバーび la に 
入っているとさ 

〇運転席ドアび開いているとき 

〇ボンネットの□ックび解除 
されているとさ 

〇エンジンび停止しているとき 
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運転ずるとを 


SBC ホールド 

警告 A 


(下のとさは、 S 目 C ホールドび解 

除され、車び動さ出すおそれびあ 

ります。 

• アクセルペダルを踏んだとさや、 
ブレーキ ペダルを 一度 踏んで か 
ら足を放したとさ 

• エンジンを停止したとき 

• システムまたは電力供給に異常 
(バッテリーあびりなど）びある 
とさ 

• バッテリーの接続び断たれたとさ 

• エンジンルームの電気系システ 
ムやヒューズなどが変更された 
とさ 


rSBC ホールドを解除ずる_ I 

次のいずれかの操作で解除されます。 

• セレクターレバーび|〇、13のと 
さにアクセルペダルを踏む 
• ブレーキペダルを踏む 
-セレクターレバーを la に入れる 

S 目 C ホールドを解除すると、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイの SBC 
ホールドインジケーター①び消灯し 
ます。 


ま意！ 

- S 巨 C ホールドを解除したとき 
は、車の動さに十分注意してく 
ださい。 

• セレクターレバーを la に入れ 
て S 目 C ホールドを解除した場合 
は、パーキングブレーキを効か 
せるかブレーキペダルを踏ん 
で、確実に停車してください。 

知識 

• セレクターレバーび ■ Ji のと 
さにアクセルペダルを踏んで 
わ、 S 目 C ホールドは解除されま 
せん。 

• S 目 C ホールドび作動して停車し 
ているとさにパーキングブレー 
キを効かせても、 S 目 C ホールド 
は解除されません。 

• エンジンスイッチを0か1の位置 
にしたとさは、 S 目 C ホー J レドを 
解除するまではエンジンを始動 
することはでさません。 
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運輯ずるとを 


注意！ 

- S 目 C ホールドび作動している状 
態で車から降りないでください。 

- S 目 C ホールドび作動していると 
さに ブレーキ ペダルを深<踏み 
込まずにじ(下の操作をすると、 
警告び行なわれます。 

◊ボンネットの□ックを解除し 
たとさ 

このとさは警告音が鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"セレクタレ A ''- P ニシテクタ''サイ" 
と警告メッセージび表示され、 
ホーンび鳴ります。 

◊エンジンスイッチを0か1の位 
置にしたとさ 

このとさは警告音び鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"セレクタレ A ''- P ニシテクタ''サイ" 
と警告メッセージび表示され 
ます。さらにこの状態で運転 
席ドアを開<か、ボンネットの 
□ックを解除するとホーンび 
鳴ります。 


◊運転席の乗員びシートベルト 
を着用していないとさに運転 
席ドアを開くか、運転席ドア 
を開いて運転席の乗員びシー 
トベルトを外したとさ 

このとさは警告音び鳴り、マ 
J レチフアンクシヨンディスプレ 
イに"セレクタレ A ''- P ニシテクタ''サイ" 
と警告メッセージび表示され 
ます。さらにこの状態でエン 
ジンスイッチを0か1の位置に 
するか、ボンネットの□ックを 
解除するとホーンび鳴ります。 


◊運転席の乗員びシートベルト 
を着用し運転席ドアを開いた 
状態で、エンジンスイッチを 
0か1の位置にするか、ボンネ 
ットの□ックを解除したとき 

このとさはマルチフアンクシ 
ヨンディスプレイに"セレクタレ A '' 
- P I シテクタ''サイ"と警告メッセ 
ージび表示され、ホーンび鳴 
ります。 


SBC ホールド ■ 

また、システムや電力供給に異 
常び発生したとさわ警告び行な 
われます。 

. 警告メッセージび表示されたり、 
ホーンび鳴ったとさは、ただち 
にセレクターレバーを la に入 
れて、パーキングブレーキを確 
実に効かせて<ださい。ブレー 
キペダルを深 < 踏むことでち、 
警告メッセージは消えてホーン 
わ鳴り止みますび、セレクター^ 
レバーの位置によっては車び動 
さ出すおそれがあります。 

- S 目 C ホールドを作動させると、 
ブレーキ ペダルを踏んでいな< 

ても車にはブレーキびかかって 
います。けん引などで車を動か 
すときは、 S 目 C ホールドを解除 
してください。 


※記載の巧容は、取扱説日月書作成時のちので、予告な<変更されることびあります。 
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運転ずるとを 




ESP ® 


ESP (エレクト□ニック-スタビ U 
ティ-プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不安定な状況 
になったとさに、車両操縦性や走行安 
定性を確保しよラとするシステムです。 


警告 A 


- ESP は車両操縦性や走行安定性 
を高めるシステムで、無謀な運 
転からの事故を防ぐものではあ 
りません。 ESP び作動しても、 
車両操縦性や走行安定性の確保 
には限界びあります。また、夕 
イヤのグ U ツプび失われた状況 
では効果を発揮しません。 

• ESP 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 


知識 

• エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などの夕ーンテーブルで 
回転させたり、駐車場のらせん 
状のアプ□ーチを走行している 
とさなどに、マルチファンク 
シヨンディスプレイに ESP に関 
する故障/警告メッセージび表 
示され 、 ABS / ESP 表示巧や 
A 目 S 警告灯び点なすることびあ 
ります。 


このよラなとさは、安全な場所 
に停車して、エンジンスイッチ 
を0の位置に戻し、エンジンを 
再始動してください。しばらく 
走行すると、メッセージや表示 
灯、警告巧は消灯します。 

• 指定のサイズで4輪とち同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、 
ESP び作動することびあります 
(走行中に A 目 S / ESP 表示灯び 
点滅したままになります）。 


- A 目 S び故障したときは 、 ESP 
の機能わ解除されます。 

• バッテリーびあびったり、バッ 
テ U —の接続び断たれると、次 
にバッテリーを接続してエンジ 
ンを始動したときに、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
ESP に関する故障/警告メッ 
セージび表示されることびあり 
ます。このとさはステアリング 
を左ちどちらかにいっぱいまで 
まわし、次に反対方向にいっぱ 
いまでまわすと、故障/警告 
メッセージび消え、機能び回復 
します。 
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運乾ずるとき 


ESP^I 


注意！ 

-車輪を上げてけん引されるとさ 
は、エンジンスイッチを2の位 
置にしないでください。 ESP び 
作動し、接地している車輪のブ 
レーキび作動します。また、ブ 
レーキシステムを損傷するおそ 
れびあります。 

• ESP び故障すると、マルチファ 
ンクションディスプレイに故障 
/警告メッセージび表示され、 
エンジンの出力び低下すること 
びあります。走行び困難なとさ 
は、すみやかに安全な場所に停 
車し、指定サービスエ場に連絡 
してください。 

• ダイナモメーターを使用して 
パーキングブレーキをテストす 
るとさは、エンジンスイッチを 
2の位置にしないでください。 
ブレーキシステムや駆動系部品 
を損傷するおそれびあります。 


A 巨 S / ESP 表示'灯 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
なします。 

発進時または走行中に点滅したとさ 
は、 ESP び作動しています。 

ESP オフスイッチで ESP の機能を解 
除 （己- 49) しているときは、点灯し 
たままになります。 

知識 

A 巨 S 警告な画！び点巧していると 
さは、 ESP わ作動しません。指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 


A 


ABS / ESP 表示巧び点滅したとさ 
は、車輪び空転しているか、車び 
横滑りしています。アクセルぺダ 
ルを踏む力を少しゆるめてくださ 
い。また、慎重に運転するととわ 
に、(下の操作は絶対に行なわな 
いよラにしてください。 

• 急八ンドル 5 

• 急ブレーキ 
-急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
- ESP の機能の解除 


注意！ 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ESP に関する故障/警告メツ 
セージび表示されたときは （10-6) 
をご覧ください。 
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運転ずるとを 




「トラクシヨンコント□-ルシステム 1 

トラクシヨンコント□ールシステムは 
ESP の機能の一部です。 

滑りやすい路面などでタイヤび空転し 
たとさに、個々の車輪にブレーキを効 
かせて、駆動力を確保しよラとします。 

知識 

ESP オフスイツチで ESP の機能を 
解除したときわ、トラクシヨンコ 
ント□ールシステムの機能は解除 
されません。 


A 


• トラクシヨンコント□ールシス 
テムは駆動力を確保し操縦安定 
性や走行安定性を高めるシステ 
ムで、無謀な運転からの事故を 
防ぐちのではありません。トラ 
クシヨンコント□ールシステム 
び適切に作動してち、駆動力の 
確保には限界びあります。 

• トラクシヨンコント□ールシス 
テム作動時の安全確保や危険回 
避については、運転者に全責任 
びあります。 


[ESP オフスイッチ 


A 


• ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除したとさは、必ず路面の 
状況に応じた速度で慎重に運転 
するととわに、じ(下の操作は絶 
対に行なわないよラにしてくだ 
さし、。 

◊急八ンドル 
◊ 急ブレーキ 
◊ 急発進、急加速 
〇急激なエンジンブレーキ 

- ESP の機能を解除する必要びな 
くなったとさは、 ESP を t 寺機が^ 
態にしてください。車が不安定 
な状況になったとさに、操縦安 
定性や走行安定性を確保するこ 
とがでさません。 
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運転ずるとき 


ESP^I 



① ESP オフスイッチ 


ESP オフスイッチは、 ESP の機能を 
解除するためのスイッチです。 

深い雪や砂、砂利などの上を走行する 
とさや、スノーチェーンを装着してい 
るときなどは、 ESP の機能を解除した 
ほラび走行しやすい場合びあります。 

ESP の機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているとさに、 
ESP オフスイッチ①を押します。 

ESP の機能び解除され、メーター 
パネルの ABS / ESP 表示灯び点灯 
したままになります。 

ESP を待機状態にずる 

► エンジンびかかっているときに、再 
度 ESP オフスイッチ①を押します。 

ESP び待機状態になり、メーター 
パネルの A 目 S / ESP 表示灯び消灯 
します。 


知識 

-エンジンを始動したとき 、 ESP 
は常に待機状態になります。 

- ESP オフスイッチで ESP の機 
能を解除しているときにタイヤ 
の空転や横滑りを感知すると、 

ESP 表示灯び点滅しますび、 

ESP は作動しません。 

ただし、このとさにブレーキを 
効かせたとさは、 ESP は自動的 5 
に作動します。 — 
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運転ずるとを 


^|abc 




[車高の調整 


① 表示灯 

② 車高レベル選択スイッチ 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


悪路を走行するとさやスノーチェーン 
を装着して走行するとさなどは、車高 
を上げることびできます。 

エンジンびかかっているときに操作す 
ることびでさます。 


車高レベルを選択ずる 

► 車高レベル選択スイッチ③を押し 
ます。 

スイッチを押すごとに点灯する表 
示灯①の数が変わり、車高レベル 
び設定されます。 


表示口の 
点好数 

車高 
レベル 

作動内容 

0 

レベル日 

通常走行時の車高です 

速度が上びると車高が最大で約]己 mm 低くなり、速 
度び下びると車高わレベル日に戻ります。 

1 

レベル] 

荒れた路面を走行するとさや、スノーチェーンを装 
着して走行するとさの車高です。 

車高びレベル日より約2己 mm 高くなります。 

速度び上びると車高び最大で約2己 mm 低くなり、速 
度び下びると車高わレベル1に戻ります。 

2 

レベル2 

凹凸のある場所を通過するとさや、スノーチェーン 
を装着するとさなどの車高です。 

車高びレベル日より約己日 mm 高くなります。 

速度び上びると車高び最大で約已日 mm 低くなり、速 
度び下びると車高もレべ J レ2に戻ります。 


※上記の数値は本国仕様車のちのであり、日本仕様とは異なる場合びありまず。 
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運転ずるとき 


A 


-車高を調整するときは、ホイール 
八ウスの近くや車の下に人がいな 
いことを確認してください。身体 
び挟まれるおそれびあります。 

• SL 己已 AMG と SL 6己 AMG 
は、レベル0またはレベル1のと 
きにエンジンを停止すると、フ 
□ント部で最大約]已 mm 、 リア 
部で最大約]日 mm 車高び下びり 
ます。 

整備などでエンジンを停止する 
ときは、ホイール八ウスの近く 
や車の下に人びいたり物びない 
ことを確認してください。身体 
や物び挟まれるおそれびありま 
す。また、車体の下方に十分な 
空間びあることを確認してくだ 
さし、 


ま意！ 

-必要なとさ(外は、車高レベル 
をレベル]またはレベル2にし 
ないでください。車両操縦性び 
変化します。また、燃料消費率 
び悪化します。 

-エンジンルーム内の温度び極端 
に上びると、車高び自動的に上 
下することびありますび、走行 
を開始すると、車高は正常に戻 
ります。 


• スノーチェーンを装着して走な 
するとさは、必ず車高をレベル 
1に設定してください。 

• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに A 目 C に関する警告メッ 
セージび表示されたとさは 
(10-3) をご覧ください。 


ABC 

知識 

• エンジンスイッチからキーを抜 
いても、選択した車高レベルは 
記憶されます。 

• 車高の調整量はルさいため、 
変化びわかりにくいことがあ 
ります。 


5 
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運転ずるとを 


^|abc 


r サスペンション制御 


① サスペンションモード選択スイッチ 

② 表示な 


運転スタイルや路面状況、荷物の積載 
状況によってヴスペンシヨンを自動制 
御します。 


また、運転スタイルに合わせて、ヴス 
ペンションモードを選択することびで 
さます。 

ヴスペンションモードを選択ずる 

エンジンびかかっているときに選択す 
ることびでさます。 

► サスペンションモード選択スイッ 
チ①を押します。 



就 丈了 
のが 態 

作動の容 

消'打 

通常走行用のコンフオート 
モードです。 

点打 

スポーテイな走行用のスポ 
ーツモードです。 


知識 

エンジンスイッチからキーを抜いて 
も、選択したモードは記憶されます。 


スイツチを押すごとに表示灯③び 
点灯/消灯して、サスペンション 
モードび変更されます。 
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運乾ずるとき 


クルーズコントロール 


クルーズコント□ールは、アクセルぺ 
ダルを踏まなくても、設定した速度を 
自動的に維持して走行でさます。 

設定でさる速度は約3日 km / hli (上 
です。 


クルーズコント □ ール 


A 


. 車の走行速度や先行車との車間 
距離の確保など、クルーズ コン 
卜□ール使用時の安全確保や危 
険回避については運転者に全責 
任びあります。 

-仪下のよラな場合はクルーズコ 
ント□ールを使用しないでくだ 
さい。車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれびあります。 

◊急な下り坂、急カーブ、巧び 
り<ねった道路 

〇加減速を繰り返すよラな交通 
状況や交通量の多い道路 

◊雨で濡れた路面や積雪路、凍 
結路などの滑りやすい路面 

◊降雨時や降雪時、濃霧時など 
視界び確保でさない場合 


ま意！ 

• クルーズコント□ールは、 主に 
高速道路や自動車専用道路で使 
用することを想定したもので 
す。市街地では使用しないで< 
ださい。 

• 指定のサイズで4輪とち同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、ク 
ルーズコント□ールび誤作動す 
るおそれびあります。 

• マルチフアンクシヨンディスプ 
レイにクルーズコント□ールに 
関する故障/警告メッセージび 
表示されたときは （10-9) を 
ご覧ください。 

-急な上り坂では、 クルーズ コ 
ント□ールび速度を維持する 
ためにシフトダウンしますび、 
設定した速度を維持でさない 
ことびあります。このよ5な 
とさはアクセルペダルを踏ん 
で加速してください。 
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運転ずるとを 


クルーズコント〇—ル 
ま意！ 

-急な下り坂などエンジンブレー 
キだけでクルーズコント□ール 
び設定した速度を維持でさない 
とさは、自動的に S 目 C び作動し 
てブレーキび効さます。 

それでも設定速度を維持でさな 
いとさは、ブレーキペダルを踏 
んで減速してください。 

-長い下り坂などでは、ティップ 
シフトで低いギアレンジを選択 
して、エンジンブレーキの効さ 
を強くして走行してください。 
ただし、路面び滑りやすいとさ 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないで<ださい。スリッ 
プして車のコント□ールを失 
し、事故を起こすおそれびあり 
ます。 


「クルーズコント□—ルの便いかた I 



①〜⑥ レバーの 操作ち法 
⑥表示灯 


可変スピードリミッター (5-71) と 
同じレバーを使用します。 

レバーの表示灯⑥び消灯しているとき 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
ます。 

レバーの表示灯⑥び点灯しているとき 
は、可変スピードリミッターを操作で 
きる状態です。レバーを⑥の方向に押 
すと表示灯⑥び消灯し、クルーズコン 
卜□ールを操作でさる状態に切り替わ 
ります。 
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運乾ずるとき 


クルーズコント □ ール 


クルーズコント□ー ルを設定ずる 

► レバーの表示灯⑥び消灯している 
ことを確認します。 

点灯しているときは、レバーを⑥ 
の方向に押して、表示灯を消灯さ 
せます。 

► 希望の速度まで加速、または減速 
します。 

► 希望の速度に達したとさ、レバー 
を①または③の方向に操作します。 

そのとさの速度に設定されます。 
または 

► レバーを④の方向に引きます。 

-速度び記憶されているときは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

• 速度び記憶されていないとさ 
は、そのとさの速度に設定され 
ます。 



⑦ クルーズコント□—ルインジケー 


夕一 

⑧設定速度 

アクセルペダルから足を放すと、設定 
した速度を維持するよラに走行します。 

左側のマ;!レチファンクシヨンディスプ 
レイに設定速度び、ち側のマルチファ 
ンクシヨンディスプレイに"クル-ス ''] ント 
□-ル"と数秒間表示されます。 

また、数秒後に左側のマルチファンク 
シ ヨン ディスプレイに、クルーズ コン 
卜□ールインジケーター⑦と設定速度 
⑧び表示されます。 


A 


記憶されている速度に再度設定す 
るとさは、周囲び安全な状況であ 
ることを確認してください。走行 
中の速度と設定速度に大さな差び 
あると、急加速や急減速して事故 
を起こすおそれびあります。 

ま意！ 5 

そのとさの速度に設定したとさは、 

走行状況により、高めの速度に設 
定されることびあります。必要に 
応じて、設定速度を変更してくだ 
さい。 
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運転ずるとを 


ルーズコント〇—ル 
知識 

• クルーズコント□ールの設定速 
度の表示と、スピードメーター 
およびマルチファンクシヨン 
ディスプレイの速度表示には、 
若干の誤差び生じることびあり 
ます。 

• 約3日 km / hii (下の速度で走行し 
ているとさや ESP オフスイツチ 
で ESP の機能を解除してあると 
さはクルーズコント□ールを設 
定することはできません。この 
とさは、左側のマルチファンク 
シヨンディスプレイに"--- 
km / h " び数秒間表示されます。 

• クルーズコント □ ールの設定速 
度は記憶されます。ただし、エ 
ンジンスイツチを一度0か1の 
位置にすると、記憶された速度 
は消去されます。 


設定速度を上ばる 

► レバーを①の方向に上げて保持す 
ると加速します。 

希望の速戲こなったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


設定速度を下げる 

► レバーを③の方向に下げて保持す 
ると減速します。 

希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


知識 

• レバーを①か③の方向にごく短 
時間操作すると、 ] km / h 単位 
で速度の設定びでさます。 


• レバーを③の方向に下げて減速 
しているとさには、自動的にブ 
レーキを効かせたり、シフトダ 
ウンすることびあります。 


一時のに速度を上ばる 

追い越しなどで一時的に速度を上げる 
とさは、アクセルペダルを踏んで速度 
を上げてください。アクセルペダルか 
ら足を放すと、元の設定速度に戻り 
ます。 
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クルーズコント□ールの設定を解除 
ずる 

► レバーを③の方向に押します。 

次の操作をしたとさわ解除されます。 

-ブレーキペダルを踏んだとさ 

• レバーを⑥の方向に押したとき 

(己-54)。 

レバーの表示灯⑥び点巧し、可変 
スピードリミッターを操作できる 
状態に切り替わります。 


運起ずるとき 


クルーズコント □ ール 


知識 

• クルーズコント□ールを解除す 
る前の設定速度は記憶されます。 
ただし、エンジンスイッチを一 
度0か1の位置にすると、記憶 
された速度は消去されます。 

• クルーズコント□ールは(下の 
とき自動的に解除されます。 
◊走行速度び約3日 km / hii (下に 
なつたとさ 

◊ ESP が作動したとき 
◊ ESP オフスイッチで ESP の 
機能を解除したとき 
◊セレクターレバーを la に入 
れたとさ 

このとさは警告音び鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に"クル-ス'']ント□-ルオフ"と数秒間表 
示されます。 

また、パーキングブレーキを効 
かせたとさわクルーズコント 
□ールは解除されます。 


A 


クルーズコント□ールはセレクター 
レバーを iffl に入れても解除されま 
すが、走行中はセレクターレバーを 
■ Ji に入れないでください。エンジ 
ンブレーキび効かないため、事故を 
起こしたり、トランスミッションを 
損傷するおそれびあります。 
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運転ずるとを 


卜□ニック 



ディスト□ニックは、設定した速度を 
自動的に維持して走行するクルーズコ 
ント□ール機能に、センサーによる車 
間距離感知機能と車間距離警報、自動 
ブレーキ機能を組み合わせたシステ 
ムです。 

先行車を感知すると、設定した速度か 
ら自動的に速度の調整を行ないなび 
ら、車間距離を維持するよラに走行し 
ます。 

設定でさる速度は約3日 km / h から約 
18日 km / h の間です。 

知識 

-前方に車両びいないときは、 
ディスト□ニックはクルーズコ 
ント□ール（己-己 3) と同じ働き 
をします。 


A 


• ディスト□ニックは先行車への 
追突を回避するよラな自動操縦 
システムではありません。 

. 車の走行速度や先行車との車間 
距離の確保、適切なブレーキ操 
作など、ディスト□ニック使用時 
の安全確保や危険回避について 
は運転者に全責任びあります。 

-ディスト□ニックによるブレー 
キは最大制動力の約20%程度の 
ため、運転者はこのシステムだ 
けに頼らず、常に先行車との車 
間距離や周囲の状況を確認し、 
必要に応じてブレーキを操作し 
てください。 


• デイスト□ニックび自動的にブ 
レーキを効かせたとさは、ブ 
レーキランプわ点灯します。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


• 積雪路や凍結路など滑りやすい 
路面では、デイスト□ニックを 
使用しないでください。車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こ 
すおそれびあります。 

• デイスト□ニックは、(下のよ 
ラなちのには反応しません。 

デイスト□ニックを使用してい 
るとさわ、常に周囲の状況に注 
意を払って<ださし、。 

◊歩行者 
0 停車中の車両 
0 対向車 

〇道路を横切る車両 
〇才ートノ くイなど横幅の狭し、車両 
0 異なる車線を走行している車両 
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運転ずるとを 


• ii (下のよラな場合はデイスト □ 
ニックを使用しないでください。 
急加速して先行車との車間距離 
を維持でさず、事故を起こすお 
それびあります。 

〇急な下り坂や急力ース巧びり 
くねった道路を走行するとき 

〇 ETC ゲートを通過するとき 

0走行速度の速い車線に車線変 
要するとき 

0交通量の多い道路や、工事中 
区間など頻繁に車線変更を行 
なラ区間を走行するとき 

-みぞれやひよラ、霧や豪雨、吹 
雪などの悪天候のとさや、デイ 
スト□ニックセンサーび巧れて 
いるとさは、デイスト□ニック 
を使用しないでください。先行 
車との車間距離を正確に計測で 
さず、事故を起こすおそれびあ 
ります。 


•ミち意！ 

• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにデイスト□ニックに関す 
る故障/警告メッセージび表示 
されたときは (10-9) をご覧 
ください。 

• デイスト□ニックは、主に高速 
道路や自動車専用道路で使用す 
ることを想定したちのです。市 
街地では使用しないでくださし、 

-長い下り坂などでは、テイップ 
シフトで低いギアレンジを選択 
して、エンジンブレーキの効さ 
を強くして走行してください。 
ただし、路面び滑りやすいとさ 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないで<ださい。スリッ 
プして車のコント□ールを失 
し、事故を起こすおそれびあり 
ます。 


デイスト□ニック U 
I 車間距離表示画面 1 



① 先行車（先行車を感知した場合） 

② 先行車と自車とのおよその車間距離 

③ 先行車と自車との設定した車間距離 

④ 自車 5 

⑥車間距離警告音マーク — 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
車間距離表示画面を表示させると （4- 
24)、 先行車との距離などを表示する 
ことびでさます。 

知識 

-車間距離表示画面は、ディスト 
□ニックを解除しているときも 
表示させることびできます。 

-道路や交通の状況により、先行 
車との距離を正確に表示でさな 
いことびあります。 
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運転ずるとを 


卜□ニック 


デイスト□ニックの使いかた 



①〜⑥ レバーの 操作ち法 
⑥表示な 


可変スピードリミッター (己- 71) と 
同じレバーを使用します。 

レバーの表示な⑥び消なしているとき 
に、ディスト□ニックを操作でさます。 

レバーの表示灯⑥び点巧しているとき 
は、可変スピードリミッターを操作で 
きる状態です。レバーを⑥の方向に押 
すと表示灯⑥び消灯し、ディスト □ 
ニックを操作でさる状態に切り替わり 
ます。 


ディスト□ニックを設定ずる 

► レバーの表示灯⑥び消灯している 
ことを確認します。 

点灯しているときは、レバーを⑥ 
の方向に押して、表示灯を消灯さ 
せます。 

► 希望の速度まで加速、または減速 
します。 

► 希望の速度に達したとさ、レバー 
を①または③の方向に操作します。 

そのとさの速度に設定されます。 
または 

► レバーを④のち向に引きます。 

-速度び記憶されているときは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

• 速度び記憶されていないとさ 
は、そのとさの速度に設定され 
ます。 


アクセルペダルから足を放すと、設定 
した速度を維持するよラに走行します。 

先行車びいるとさは、設定した車間距 
離 （5-6 己） を維持するように、速度 
を調整しなびら走行します。 
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運転ずるとを 



⑦ デイスト□ニックインジケーター 

⑧ 設定速度 


左側のマルチフアンクシヨンディスプ 
レイに、ディスト□ニックインジケー 
ター⑦と設定速度⑧び表示されます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
車間距離表示画面を表示していないと 
さは、ち側のマルチフアンクシヨン 
ディスプレイに車間距離表示画面び数 
秒間表示されます。 

車間距離表示画面を表示させるには 
(4-24) をご覧ください。 


知識 

ディスト□ニックはじ(下のときに 
は設定することはできません。こ 
のときは、設定速度⑦に 
km/h" び数秒間表示されます。 

-走行速度び約3日 km/hL：^ 下のと 
きや約] 8日 km/hLiLb のとき 

• ブレーキペダルを踏んでいる 
とさ 

• パーキングブレーキを効かせて 
いるとさ 

• ESP オフスイッチで ESP の機 
能を解除しているとさ 

-セレクターレバーが13、 tSt . 
■a に入っているとき 

また、エンジンを始動してから約 
2分間経過していないとさは、設 
定でさないことびあります。 


ディスト□ニック H 

• ディスト□ニックの設定速度の 
表示と、スピードメーターおよ 
びマルチフアンクシヨンディス 
プレイの速度表示には、若干の 
誤差び生じることびあります。 

• ディスト□ニック作動中にアク 
セルペダルを踏んで速度を上げ 
ると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "DTR /r ッシフ''" 

と表示され、ディスト□ニック 
による速度調整び一時的に解除^ 
されます。 

• ディスト□ニックの設定速度は 
記憶されます。ただし、エンジ 
ンスイッチを一度0か1の位置 
にすると、記憶された速度は消 
去されます。 
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運転ずるとを 


卜□ニック 


A 


記憶されている速度に設定すると 
さは、周囲び安全な状況であるこ 
とを確認してください。走行中の 
速度と設定速度に大さな差びある 
と、急加速や急減速して事故を起 
こすおそれびあります。 


設定速度を変更ずる 

► レバーを①のち向に操作します。 

設定速度び]日 km/h 単位で上がり 
ます。 

または 

► レバーを④の方向に引きます。 

設定速度び] km/h 単位で上びります。 
または 

► レバーを③の方向に操作します。 

設定速度が]日 km/h 単位で下びり 
ます。 

注意！ 

設定速度を上げるとさは、周囲の 
状況に注意してください。レバー 
から手を放した後わ、設定した速 
度と車間距離に到達するために車 
が加速します。 


知識 

設定速度を下げているとさに、自 
動的にブレーキを効かせたり、シ 
フトダウンすることびあります。 


一時のに速度を上ばる 

► 追い越しなどで一時的に速度を上 
げるとさは、アクセルペダルを踏 
んで速度を上げてください。 

アクセルペダルから足を放すと、元 
の設定速度【し戾;ります。 

知識 

ディスト□ニック作動中にアクセル 
ペダルを踏んで速度を上げると、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
"DTR A° ッシフ''"と表示され、ディス 
卜□ニックによる速度調整び一時的 
に解除されます。 
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運転ずるとを 


ディスト□ニックを解除ずる 

► レバーを③の方向に押します （5- 

60)。 

または 

► ブレーキ ペダルを踏みます。 

または 

► レバーを⑥の方向に押します （5- 

60)。 

レバーの表示灯⑥び点灯し、可変 
スピードリミッターの操作びでさ 
る状態に切り替わります。 

ディスト□ニックび解除されると、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
"DTR オフ"と数秒間表示されます。 


知識 

• ディスト□ニックを解除する前 
の設定速度は記憶されます。た 
だし、エンジンスイッチを0か 
1の位置にすると、記憶された 
設定速度は消去されます。 

• ディスト□ニックはじ(下のとき 
自動的に解除されます。 

〇走行速度び約3日 km/hli (下 
になったとさ 

〇 ESP び作動したとき 

0 ESP オフスイッチで ESP の 
機能を解除したとき 

〇セレクターレバーを la に入 
れたとさ 

〇パーキングブレーキを効か 
せたとさ 

このとさは警告音び鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に "DTR オフ"と数秒間表示され 
ます。 


デイスト□ニック 


警告 A 


-じ(下のよラなときはデイスト □ 
ニックを解除してください。 

◊急な下り坂や急カーブ、巧び 
りくねった道路にさしかかっ 
たとさ。 

0 設定速度よりち低い速度で走 
行している先行車への追従走 
行から、車線を変更するとさ。 

0 合流車線や分岐車線を走行す 
るとさ。 

これらの場合にデイスト□ニッ 
クを作動させていると、設定し 
た速度までシステムび自動的に 
加速*減速を行ない、事故を起 
こすおそれびあります。 

• 走行中はセレクターレバーを 
Iffl に入れてデイスト□ニック 
を解除しないでください。エン 
ジンブレーキが効かないため、 
事故を起こしたり、トランス 
ミッションを損傷するおそれび 
あります。 
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運転ずるとを 


卜□ニック 



先行車を感知したとさ 


前方に走行している車を感知すると、 
車間距離表示画面に先行車①び表示さ 
れます。 

自車の走行速度より遅い速度で走行し 
ているときは、車間距離び詰まるにつ 
れ、先行車の表示び左からちへ移動し 
ます。 

① 先行車（先行車を感知した場合） 

② 先行車と自車とのおよその車間距離 

③ 先行車と自車との設定した車間距離 

④ 自車 



PS4 .324154:^31 

速度に応じた設定車間距離に達すると、 
先行車への追従走行を開始します。 
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r 車間距離の設定_ ] 

走行しているとさ、先行車との車間距 
離を]秒から2秒の範囲で設定するこ 
とびでさます。 

車間距離の]秒間とは、ある速度のと 
さ]秒間で走行する距離のことで、約 
1日日 km / h で走行しているときの]秒 
の車間距離は約 28 m になります。 

設定した車間距離はマルチファンク 
シヨンディスプレイに表示されます。 


運転ずるとき 


デイスト□ニック 



①車間距離を短くする 
③車間距離調整ダイヤル 
③車間距離を長くする 


車間距離を長ぐずる 

► ダイヤル③を③の方向にまわし 
ます。 

車間距離を短<ずる 

► ダイヤル③を①の方向にまわし 
ます。 


走巧速度と車間距離の関係 


走行速度 

設定でをる車間距離 

(km/h) 

(m) 

40 

1]〜22 

60 

17—33 

80 

22〜44 

100 

28~已6 


※車間距離はおよその距離です 


知識 

設定される車間距離は走行速度に 
よって変わります。 

^告 A 

車間距離を設定するとさは、先行 
車との安全び確保でさる距離に設 
定してください。先行車び急ブ 
レーキをかけたとさなどに、事故 
を起こすおそれびあります。 
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運転ずるとを 


卜□ニック 


r ~ 車間距離警告_ ] 

デイスト□ニックび作動していると 
さ、先行車に近付さすざると、車間距 
離警告なと車間距離警告音による警告 
び行なわれ、運転者にブレーキ操作を 
促します。 

知識 

-道路幅の狭い道やカーブなどを 
走行しているとさは、車道脇に 
設置された静止物やガードレー 
ルの U フレクターなどを感知し 
て、車間距離警告音び鳴ること 
びあります。 

-減速び必要なとさは、必ずブレー 
キペダルを踏んで < ださし、。 
デイスト□ニックび作動してい 
るとさは、テイップシフトでシ 
フトダウンを行なってち、エン 
ジン回転数び速度に応じて変化 
するだけで、エンジンブレーキ 
は効さません。 
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-走行中に車間距離警告灯びホ色 
点灯して、車間距離警告音び 
鳴ったとさは、大幅な減速び必 
要になります。 ブレーキ ペダル 
を踏んで減速するか、回避操作 
を行なってください。前車や前 
方の障害物に衝突するおそれび 
あります。 

-車間距離警告灯び頻繁に点なし 
たり、車間距離警告音び鳴るよ 
ラなとさは、ディスト□ニック 
を使用しないでください。 

-周囲の状況によっては、先行車 
びいてち車間距離警告び行なわ 
れなかったり、先行車びいない 
とさに車間距離警告び行なわれ 
ることがあります。運転者は車 
間距離警告だけに頼らず、常に 
先行車との車間距離や周囲の状 
況を確認し、必要に応じてブ 
レーキを操作してください。 


車間距離警告'灯 



①車間距離警告灯 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
車間距離警告灯①び点灯し（点灯しな 
いとさは警告灯び故障しています）、 
エンジン始動後に消灯します。 

走行中は、前方に自車よりも低い速度 
で走行している車両を感知すると、車 
間距離警告灯①び白色に点なします。 

先行車との距離び設定車間距離よりち 
短くなると、車間距離警告な①は赤色 
の点灯に変わり、設定車間距離び確保 
されると白色の点灯に変わります。 

前方に車両びいなくなり、設定速度ま 
で加速すると車間距離警告灯①は消灯 
し未す。 











運転ずるとき 


車間距離警告音の設定 


①車間距離警告音スイツチ 
③表示な 


車間距離警告音を解除することびでさ 
ます。 


車間距離警告音を解除ずる 

► 車間距離警告音スイッチ①を押し 
ます。 


スイツチの表示灯③び点なします。 

また、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイの車間距離表示画面から、 
車間距離警告音マーク（己-己 9) び 
消えます。 

車間距離警告音を待機状態にずる 

► 再度、車間距離警告音スイッチ①を 
押します。 


スイツチの表示灯③び消灯します。 

また、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイの車間距離表示画面に、 
車間距離警告音マーク（己-己 9) び 
表 7J\ されます。 



ディスト□ニック 

ま意！ 

車間距離警告音を解除すると、先 
行車に近付さすざても、車間距離 
警告灯 （己- 66) による警告しか行 
なわれません。 

車間距離警告音を待機状態にして 
走行してくださし、。 

知識 

• ディスト□ニックを解除してい 5 
るとさでわ、先行車との車間距 "" 
離は測定されています。先行車 
に近付さすざると、車間距離警 
告灯と車間距離警告音による警 
告を行ないます。 

ただし、車間距離警告音を解除 
しているとさは、車間距離警告 
音は鳴りません。 

-道路や交通の状況により、ディ 
スト□ニックび先行車との距離 
を正確に認識でさない場合びあ 
ります。 
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運転ずるとを 


卜□ニック 


ディスト□ニックを使用して走行ず 
るときの注意 _ 

ディスト□ニックを使用するときに、 
特にま意び必要な道路と交通の状況 
を、下に記載しています。 


このよラな状況下では、必要に応じて 
ブレーキ ペダルを踏んで<ださい。 
デイスト□ニックび解除されます。 


カーブを走行^ずるときやカーブに入る 
とき、カーブを抜けるとき 



カーブでは、ディスト□ニックび先行 
車を感知でさなかったり、感知び早す 
ざることびあります。その結果、車び 
加速したり、ブレーキを効かせること 
びあります。 


異なるライン上を走行しているとき 



ディスト□ニックは、同一車線でわ異 
なるライン上を走行している先行車を 
感知でさないことびあります。その結 
果、先行車に接近しすざることびあり 
ます。 
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運乾ずるとを 


デイスト□ニック 



前方に割り込んでさた車びディスト □ 
ニックの感知範囲内に入らないことび 
あります。その結果、割り込んでさた 
車に接近しすざることびあります。 


ディスト□ニックは、同一車線の端を 
走行している横幅の狭い先行車（オー 
トバイなど）を感知でさないことびあ 
ります。その結果、先行車に接近しす 
ざることびあります。 


5 
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運転ずるとを 


可変スピードリミッター 


可変スピードリミッター 


可変スピードリミッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいても、設定した速度を超えな 
いよラに走行することびできます。 

設定できる制限速度は3日 km/h から 
249km/h または2己日 km/h までの間 
です。 

ただし、車の最高速度(上に制限速度 
を設定してわ、車の最高速度 iiLb の速 
度で走行することはでさません。 


※車種や仕様により設定でさる制限速度び異 
なる場合びありまず。 

※設定でさる速度は予告なく変更されること 
びあります。 


A 


• 走行時は法定速度を遵守してく 
ださい。可変スピードリミツ 
ター使用持の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 


-運転を交代するとさは、必ず交 
代する運転者に、可変スピード 
リミッターの機能と設定した制 
限速度を伝えてください。 

可変スピードリミッターの機能 
を知らずに運転すると、アクセ 
ルペダルを踏んでも速度が上び 
らず、事故を起こすおそれびあ 
ります。 


• 可変スピードリミッターはブ 
レーキペダルを踏んでも解除で 
さません。 

-可変スピードリミッターは設 
定した制限速度(上に加速す 
る必要のないとさに使用して 
ください。 


ま意！ 

-可変スピード U ミッターの設定 
速度の表示と、スピードメー 
ターおよびマルチファンクシヨ 
ンディスプレイの速度表示に 
は、若干の誤差び生じることび 
あります。 

-急な下り坂などで惰性がついた 
とさは、速度を維持するために 
自動的にブレーキを効かせるこ 
とびありますび、設定速度を維 
持できないことびあります。 

このよラなときは、ブレーキぺ 
ダルを踏むか、ティップシフト 
で低いギアレンジを選択し、エ 
ンジンブレーキの効さを強< し 
て減速してください。 

ただし、路面び滑りやすいとさ 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないで<ださい。スリッ 
プして車のコント□ールを失 
し、事故を起こすおそれびあり 
ます。 
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運乾ずるとを 


可変スピードリミッター 


• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに可変スピードリミッター 
に関する故障/警告メッセージ 
び表示されたときは (10-9) 
をご覧ください。 


知識 

• スノータイヤスピード U ミッ 
ター （4-41) を設定していると 
きは、可変スピードリミッター 
で設定でさる制限速度は、ス 
ノータイヤスピードリミッター 
の設定速度び上限になります。 


[可変スピードリミッターの使いかた] 



⑥表示灯 


クルーズコント□-ル （己-己 4)、デイ 
スト□ニック* (5-60) と同じレ 
バーを使用します。 


レノ く一の表示灯⑥び点灯しているとき 
に、可変スピードリミッターを操作で 
さます。 

レノ（一の表示な⑥び消灯していると 
さは、クルーズコント□ール、また 
はディスト□ニック * の操作びでき 
る状態です。レバーを⑥の方向に押 日 

すと表示な⑥び点灯し、可変スピー— 
ドリミッターを操作でさる状態に切 
り替わります。 


• 設定した速度を維持でさないと 
さは、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
"リミット]1の夕!"と表示されること 
びあります。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずるとを 


可変スピードリミッター 

巧変スピードリミッターを設定ずる 

► レバーの表示灯⑥び点灯している 
ことを確認してください。 

消灯しているときは、レバーを⑥ 
の方向に押して、表示灯を点灯さ 
せます。 

► レバーを①か③の方向に操作します。 

-走行速度び3日 km/hii (上のと 
さは、そのとさの速度に設定 
されます。 

-走行速度が3日 km/hii (下のと 
きは、3日 km/h に設定されます。 


または 

► レバーを④のち向に操作します。 

-速度が記憶されているとさは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

• 速度び記憶されていないとさ 
で、走行速度び3日 km/hli (上 
のとさは、そのとさの速度に 
設定されます。 

• 速度び記憶されていないとさ 
で、走行速度び3日 km/h 仪下 
のときは、3日 km/h に設定さ 
れます。 



⑦スピード U ミッターインジケーター 
⑨設定速度 


可変スピード U ミッターび設定され 
ます。 


左側のマルチフアンクシヨンディス 
プレイには設定速度び、ち側のマル 
チフアンクシヨンディスプレイには 
"リミット"と数秒間表示された後に、左 
側のマルチフアンクシヨンディスプ 
レイにスピード U ミッターインジ 
ケーター⑦と設定速度⑧び表示され 
ます。 
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運起ずるとき 


ま意！ 

-可変スピードリミッターを設定 
するとさは、周囲の状況、特に 
後方の車などにま意しなびら操 
作してください。事故を起こす 
おそれびあります。 

-そのとさの速度に設定したとさ 
は、走行状況により、高めの速 
度に設定されることびありま 
す。必要に応じて、設定速度を 
変更してください。 


知識 

• 可変スピード U ミッターの設定 
速度は記憶されます。ただし、 
エンジンスイッチを一度0か1の 
位置にずると、記憶された速度 
は消去されます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしているときは、可変ス 
ピー ドリミ ッターを 設定するこ 
とはでさません。 


可変スピードリミッター 

設定速度を変更ずる 

► レバーを①の方向に操作します。 

設定速度び]日 km/h 単位で上びり 
ます。 

または 

► レバーを④の方向に操作します。 

設定速度び] km/h 単位で上びります。 
または 

► レバーを③の方向に操作します。 

設定速度が]日 km/h 単位で下びり 
ます。 
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運転ずるとを 


可変スピードリミッター 

巧変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを③の方向に押します。 

次の操作をしたとさわ解除されます。 

► レバーを⑥の方向に押します。 

レバーの表示な⑥び消灯し、ク 
ルーズコント□ールまたはデイス 
卜□ニック*の操作びでさる状態 
に切り替わります。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


知識 

次の操作をしたとさは可変スピー 
ドリミッターび自動的に解除され 
ます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ。 

このとさは確認音び鳴ります。 

ただし、設定速度より約 
2日 km / h じ(上低い速度までは、 
一時的にキックダウンしても可 
変スピードリミッターは解除さ 
れません。 

• エンジンを停止したとき。 


ま意！ 

可変スピードリミッターを解除し 
てわ、設定速度は記憶されていま 
す。記憶されている速度び走行速 
度よりも低い場合、記憶されてい 
る速度に再度設定すると、アクセ 
ルペダルを踏んでいてち車は減速 
します。 
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運転ずるとを 


パークト□ニック 


パーク ト□ニックは、フ□ントとリア 
のノ くンノ く一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転者に知らせます。 


注意！ 

パークト□ニックは運転者を支援 
するシステムです。運転者はパー 
クト□ニックだけに頼らず、必ず 
周囲の状況を確認してください。 
特に周辺に人や動物びいないこと 
を確認してください。 


「八ークトロ —ックソた一 



フ〇ント 

①センサー 


フ□ントバンパーの6個のセンサーと 
リアノ（ンノ く一の4個のセンサーび車の 
周辺の障害物などを感知します。 



U ァ 

②センサー 5 


ま意！ 

センサーに泥や氷、雨、水しぶき 
などび付着した状態のとさは正し 
く作動しないことびあります。こ 
のとさは赤色インジケーターび点 
灯します。センサーを損傷しない 
ようま意して、定期的に清掃 （8- 
32) をしてください。 
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運転ずるとを 


パークト□ニック 


^インジケーター 



① 左側インジケーター 

② ち側インジケーター 

フ□ントのインジケーターはダッシュ 
ボード上の図の位置にあります。 



U ァ 

① 左側インジケーター 

② ち側インジケーター 


リアのインジケーターはシート後方の 
図の位置にあります。 


フ□ント、 U アともにち側インジケー 
ター③は車のち側を、左側インジケー 
ター①は車の左側を感知した状況を表 
7J\ します。 

ノ（ンノ く一と障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点灯数で示し 
ます。 

注意！ 

赤色インジケーター だけび 点灯し 
て警告音び鳴ったとさは、システ 
ムに異常びあり、機能び解除され 
ることびあります。このときは、 
パークト□ニックオフスイッチ （5- 
80) の表示なび点灯します。 

I 知識 

エンジンスイッチを2の位置にす 
ると、すべてのインジケーターと 
作動表示巧び一瞬点灯します。 
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運転ずるとき 


パークト□ニック 


パークト□ニックのホ動条件 


知識 


エンジンスイッチび2の位置でパーキ 
ングブレーキび解除されているとき、 
シフト位置に応じてじ(下のよラに作動 


• パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害 
物などびあると、その距離に応 


します。 


シフト位置 

作動内容 

|〇 

フ□ントのセンサーび作動し、フ□ントのインジケーター外 
周部の作動表示巧び点灯します。 

ram 

フ□ントと U アのセンサーび作動し、フ□ントとリアのイン 
ジケーター外周部の作動表示灯び点灯します。 

■a 

パークト□ニックは作動しません。 


じて表示灯び点巧し、警告音ち 
鳴ります。 

-パークト□ニックは、速度び約 
1 8 km / h じ(下のときに作動し 
ます。速度び約] 8 km / h 仪上 
になると作動を停止します。 
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運転ずるとを 


ークト□ニック 


「パークト□ニックの作動_ ] 

フ□ントのセンサー感知節囲に障害物び 
入ったとさ 

フ□ントのセンサー感知範囲 （己- 79) 
に障害物び入ると、黄色インジケー 
ターび]個点灯します。 

障害物との距離び短<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増 
えていさます。 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
夕一に加えて]個目の赤色インジケー 
ターび点なし、警告音び断続的に約 
3秒間鳴ります。 

最短感知距離（約2日〜]己 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目の赤色インジケーターび点灯し、 
警告音が連続的に約3秒間鳴ります。 


U アのセンサー感知節囲に障害物が入つ 
たとさ 

リアのセンサー感知範囲 （5-79) に 
障害物び入ると、黄色インジケーター 
び1個点灯して、断続的に警告音び鳴 
ります。 

障害物との距離び短<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増え 
ていさ、警告音の間隔び短<なります。 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて]個目のホ色インジケー 
ターび点巧し、警告音の間隔びさら 
に短くなります。 

最短感知距離（約2日〜]己 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加え 
て2個目の赤色インジケーターび点灯 
し、警告音び連続的に鳴ります。 


ま意！ 

障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりも近くなると、セン 
ヴーは 障害物を感知でさなくなり、 
パークト□ニックび正常に作動し 
なくなることびあります。 
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運転ずるとを 


センヴーの感知節囲 



1H D 帅 0 M 口〇岡 

化 》 0… 0 M 49ぃ，| 

P54.65-3101-31 


フ□ント 
バンパー側 

センサー感知節囲 

中央 

約] 00 cm ~20 cm 

コ ーナー 

約6日 cm 〜]己 cm 


U ア 

バンパー側 

センサー感知節囲 

中央 

約] 20 cm ~20 cm 

コーナー 

約8日 cm 〜]己 cm 


ま意！ 

• 車の中央でバンパーから約 
2日 cm じ(内、 コーナーで バン 
ノく一から約]已 cm じ(内にある障 
害物は感知でさません。 

-センサーの周辺にアクセヴ U — 
などを取り付けないでくださ 
し、。パークト□ニックび正常に 
作動せず、車を損傷したり事故 
につながるおそれびあります。 

• 針金や□ープなどの細い物や、 
植木鉢や建物の張り出しなどセ 
ンヴーの上下にあるわのに十分 
注意してください。これらび至 
近距離にあるとさ、状況によつ 
ては、センサーびこれらを感知 
せず、車や物を損傷するおそれ 
びあります。 


パークト□ニック 

-センサーは雪などの超音波を吸 
収しやすい物を感知しないこと 
びあります。 

-電波を発する物び近くにある 
とさや、不整地などを走行し 
ているとさは、パークトロ 
ニックび正常に作動しないこ 
とがあります。 

• 大型車の排気ブレーキや工事用 
のエアコンプレッサーなどび近 5 

くにあると、超音波び乱され、— 
パークト□ニックび正常に作動 
しないことびあります。 

-温度や湿度び高いとさや超音波 
や低周波を発生させる機器び車 
の近くにあるとき、またエンジ 
ンルームの温度び高いとさは、 
パークト□ニックび正常に作動 
しないことびあります。運転者 
はパークト□ニックだけに頼ら 
ず、必ず周囲の状況を確認して 
ください。特に車の周辺に人や 
動物びいないことを確認してく 
ださい。 
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運転ずるとを 


JK ——クトック 

I パークト□ニックオフスイッチ ] パークト□ニックの機能を解除でき 

ます。 

パークト□ニックの機能を解除ずる 

► エンジンスイッチが2の位置のと 
さ、パークト□ニックオフスイッ 
チ①を巧します。 

スイッチの表示灯③び点灯します。 

パークト□ニックを作動させる 

► 再度、パークト□ニックオフスイ 
ッチ①を押します。 

スイツチの表示灯③び消灯します。 



① パークト□ニックオフスイッチ 

② 表示灯 


ま意！ 

システムび故障するとパークトロ 
ニックオフスイッチの表示灯び点 
巧し、警告音び鳴って作動を停止 
します。指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

知識 

パークト□ニックオフスイッチで 
機能を解除しても、次にエンジン 
スイッチを2の位置にしたとさ、 
パークト□ニックは自動的に作動 
します。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 


ナ— 


エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度、曰射の強さなどに応じて、 
送風量や送風口の組み合わせなどを自 
動的に調整し、車内の温度や湿度など 
を快適な状態に保ちます。 


環境 9 


• エアコン デ イシヨナーの 冷媒に 
は、新冷媒 R ] 34 a を使用して 
います。 

-地球環境を保護するため、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されています。また、 
すべての自動車オーナーは、フ 
□ンガスび適切に処理されるよ 
ラ努めなければなりません。 

• エアコンデイシ ヨナーの 冷媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定ヴービスエ場で行なつてく 
ださい。 


ま意！ 

-送風温度を高めに設定してある 
ときは、送風口び過熱して高温 
になることびあります。火傷を 
するおそれびありますので十分 
にま意して < ださい。 

-送風温度を低めに設定してある 
とさに送風口に身体を近付ける 
と、しもやけなどを起こすおそ 
れびありますので十分にま意し 
てください。 

• 皮膚の弱い人は、送風口に身体 
を近付けすざないよラにま意し 
てください。 

-車内び高温になっているときは、 
エアコンデイシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

• ボンネットの吸気口び雪や氷で 
覆われないよラにしてください。 

• 送風口や車内の吸排気口び覆わ 
れないよラにして<ださい。 


知識 

• ドアウインドウや U アク オー 
ター ウインドウ、バリオ ルーフ 
び開いていると、設定温度を維 
持することびでさません。 

• ドアウインドウや U アク オー 
ター ウインドウ、パリオ ルーフ 
び閉じているとさにエアコン 
ディショナーを停止すると、ウ 
インドウび曇りやすくなります。 

-一度に大幅に設定温度を変更し 
ても、希望する温度に達するま 
での時間はあまり変わりません。 

• エアコンディシ ョナーの 機能や 
モードのなかには、併用可能な 
組み合わせびあります。 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されます。 

• エアコンディショナーのフィ 
ルター類は定期的な交換び必 
要です。また、交換時期は使 
用環境によって異なります。 
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フィルター類び目づまりを起 
こしていると送風量び減るお 
それびあります。 








快適-室内装備 


コント□ールパネル 


の®③ 0 ⑤ ® ① 



@ @ @®@④④ 


① AUT 日スイッチ 
(左側送風口選択） 

② 送風口選択ダイヤル（左側) 

③ デフ□スタースイッチ 

④ 内気循環スイッチ 

⑤ リアデフォッガースイッチ 

⑥ 送風口選択ダイヤル（ち側) 

⑦ AUT 日スィッチ 
(ち側送風口選択） 


※エアコンのスイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場合びあります。 


エアコンディショナー ■ 

⑨送風温度調整ダイヤル（ち側） 

⑨ オフスイッチ 

⑩ 余熱 ヒーター •ベンチ レーショ 
ンスイッチ 

⑩ AUT 日スイッチ(送風量調整） 

⑩送風量調整ダイヤル 
⑩ AC スイッチ 

⑩送風温度調整ダイヤル（左側） 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 


r 通常の使いかた （AUTO モー ド） ] 



① AUTO スイッチ（左側送風口選択) 
⑦ AUTO スイッチ（ち側送風口選択) 

⑨ オフスイッチ 

⑩ AUTO スイッチ（送風量調整） 


エアコンディショナーを作動させる 

► オフスイッチ⑨を押して、オフス 
イッチの表示灯を消灯させます。 

► AUT 日スイッチ①⑦⑩を押し込ん 
で AUTO 表示を点灯させます。 

送風口の組み合わせと送風量び、設定 
温度に合わせて自動的に調整されるよ 
ラになります。 


I 知識 

AUTO スイツチや送風温度調整ダイ 
ヤルなどを操作してもエアコンデイ 
シヨナーは作動します。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 


[エアコンデイシヨナーの停止 





⑨オフスイッチ 


送風温度の調整 



⑧送風温度調整ダイヤル（ち側) 
⑩送風温度調整ダイヤル（左側) 


送風温度を上ばる 

► 送風温度調整ダイヤル⑧または⑩ 
を時計回りにまわします。 

送風温度を下ばる 

► 送風温度調整ダイヤル⑧または⑩ 
を反時計回りにまわします。 

知識 

-送風温度は左ち別々に設定でさ 
ます。 

-通常は22むに設定することを 
お勧めします。 

• ドアウインドウやリアクオー 
ター ウインドウ、バリオ ルーフ 
び開いていると、設定温度を維 
持でさません。 


エアコンデイシヨナーを停止ずる 0 


エアコンディショナーび停止し、 
スイッチの表示灯び点灯します。 

知識 

ドアウインドウや U アク オーター 
ウインドウ、パリオ ルーフび 閉じ 
ているとさにエアコンディショ 
ナーを停止すると、ウインドウび 
曇りやすくなります。 


► オフスイッチ⑨を押します。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 


風量の調整 



送風量を手動で調整することびでき 
ます。 

送風量を上ばる 

► 送風量調整ダイヤル⑩を押して、 
ダイヤ;レをポップアップさせます。 

► 送風量調整ダイヤル⑩を時計回り 
にまわします。 

送風量インジケーターの点灯数び 
増えます。 

送風量を下ばる 

► 送風量調整ダイヤル⑩を押して、 
ダイヤ;レをポップアップさせます。 

► 送風量調整ダイヤル⑩を反時計回 
りにまわします。 

送風量インジケーターの点灯数び 
減ります。 


知識 

• エアコンディショナーび AUTO 
モー ドで作動しているとさに送 
風量調整ダイヤルを押すと、送 
風量調整の AUT 日モー ドび解除 
され、 AUT 日表示び消なします。 

• エアコンディショナーび停止し 
ているときに、送風量調整ダイ 
ヤルを操作すると、エアコン 
ディショナーび作動します。 
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快適-室内装備 


送風□の選択 



②送風口選択ダイヤル（左側） 

⑥送風口選択ダイヤル（ち側） 

送風口の組み合わせを手動で選択す 
ることびでさます。 

送風□を選択ずる 

► 送風口選択ダイヤル③または⑥を 
押して、ダイヤルをポップアップ 
させます。 

送風ロマーク 田! 0 0且び点な 
します。 

► 送風口選択ダイヤル③または⑥を 
まわして、選択する送風ロマーク 
に合わせます。 


エアコンディショナー H 



左八ンドル車 


送風□マーク 

主に送風される送風口 

因 

中央送風口⑩上部中央送風口⑥ヴイド送風口⑥ 

因 

フ□ントウインドウ送風口⑥ドアウインドウ送風口® 

中央送風口⑩上部中央送風口⑥サイド送風口⑥ 

因 

足元送風□⑩中央送風□⑩上部中央送風口⑥ヴィド送風口⑥ 

且 

フ□ントウインドウ送風口⑥ドアウインドウ送風口® 

中央送風□⑩上部中央送風□⑥ヴィド送風口⑥足元送風口⑩ 














快適-室内装備 


エアコンディショナー 


知識 

-送風口は左ち別々に選択でき 
ます。 

-ダイヤルをマークの中間に合わ 
せると、組み合わせた送風口か 
ら送風することびできます。 

• エアコンディショナーび AUTO 
モー ドで作動していると さに 送 
風口選択ダイヤルを押すと、送 
風口選択の AUT 日モー ドび解除 
され、 AUT 日表示び消灯します。 

• エアコンディショナーび停止し 
ているときに、送風口選択ダイ 
ヤルを操作すると、エアコン 
デイシヨナーび作動します。 


-選択した送風口(外の送風口か 
らも、微量の送風び行なわれる 
ことびあります。 

• 車外の湿度が高いとさにウイン 
ドウの外側び曇るとさは、ウイ 
ンドウに冷気び当たらないよラ 
に調整すると、ウインドウの外 
側の曇りを軽減でさます。 


r 送風□の開閉_ ] 

サイド/中央送風 □ 

送風□を開く 

► サイド送風口の開閉ダイヤル⑥ま 
たは中央送風口の開閉ダイヤル© 
を上側にまわすと、徐々に各送風 
□び開き、送風量び上びります。 

送風□を閉じる 

► サイド送風口の開閉ダイヤル⑥ま 
たは中央送風口の開閉ダイヤル® 
を下側にまわすと、徐々に各送風 
□び閉じ、送風量び下がります。 

送風□開閉ダイヤルを止まるまで下 
側にまわすと、送風口び閉じます。 


知識 

送風□開閉ダイヤルを止まるまで 
下側にまわしても、完全に送風口 
を閉じることはでさません。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー H 


上部中央送風 □ 

送風□を開< 

► 中央送風口の開閉ダイヤル©を止 
まるまで上側にまわします。 

上部中央送風口⑥び開きます。 

送風□を閉じる 

► 中央送風口の開閉ダイヤル®を、 
止まるまで上側にまわっている状 
態から少し下側にまわします。 

上部中央送風口⑥び閉じます。 

開閉ダイヤル®をさらに下側にま 
わしても、上部中央送風□は閉じ 
たままになります。 


r 送風□の風向き調整_ I 

サイド送風口⑥と中央送風口⑩は風 
向きを調整することびできます。 

風向きを調整ずる 

► 各送風口のノブを上下左ちに動か 
します。 

I 知識 

換気効率を上げるため、各送風口 
の風向きを中央にすることをお勧 
めします。 


rAC モ ー K 



⑩ AC スイッチ 

AC モードでは除湿/冷房された空気 6 

び送風されます。 


環境 9 


AC モードを解除すると、エンジン 
への負荷び軽減し、燃費び向上し 
ます。 
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エアコンディショナー 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑩を押します。 

スイッチの表示灯び消灯し、除湿 
/冷房されていない空気び送風さ 
れます。 

AC モードにずる 

► 再度 AC スイッチを押します。 

スイツチの表示灯び点灯します。 


知識 

-除湿/冷房された空気はエンジ 
ンびかかっているときに送風さ 
れます。 


• ドアウインドウやリアクオー 
ター ウインドウ、バリオ ルーフ 
び閉じているとさに AC モード 
を解除すると、ウインドウび曇 
りやす <なります。 

• エアコンディショナーの;令媒び 
減っているときに AC スイツチ 
を押すと、表示灯び点滅わしく 
は消灯したままになり、除湿/ 
冷房された空気は送風されませ 
ん。すみやかに指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

- AC モードを解除しても、しば 
ら< は除湿/を房された空気び 
送風されることびあります。 


r 内気循環モ—ド 



④内気循環スイッチ 

トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウと U アクオー 
ターウインドウを開閉することびでさ 
ます。 
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内気循環 モー ドに設定ずる 

► 内気循環スイッチ④を押します。 
スイッチの表示巧び点なします。 

内気循環スイッチ④をそのまま約 
2秒じ(上押し続けると、開いてい 
るドアウインドウや U アク オー 
ターウインドウび閉じます。 

スイッチから手を放すと、ドア 
ウインドウや U アク オーター ウ 
インドウはそのとさの位置で停 
止します。 


快適-室内装備 


エアコンディショナー 


内気循環モードに設定されているとさ 
わ、一定時間を経過すると自動的に外 
気導入をはじめます。 


外気温度び約 5°Cli (上 
のとさ 

約3□分後 

外気温度び約 5°Cli (下 
のとさ 

約已分後 

AC モードを解除してい 

約己分後 

るとさ 


I 知識 

外気温度び約2 6むじ(上のとさに内 
気循環モードに設定したときは、 
自動的に外気導入に切り替わらな 
いことびあります。 


内気循環 モー ドを解除ずる 
(外気導入 モー ドにずる） 

► 内気循環モードのとさに内気循環 
スイッチ④を押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

内気循環スイッチ④をそのまま約 
2秒じ(上押し続けると、ドアウイ 
ンドウは前回開いていた位置まで 
開さます。 

スイッチから手を放すと、ドアウ 
インドウはそのとさの位置で停止 
します。 6 

リアク オーター ウインドウは、前 
回開いていた場合は自動で全開し 
ます。 
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エアコンディショナー 
ま意！ 

• 内気循環スイッチでドアウイン 
ドウや U アク オーター ウインド 
ウを閉じているとさに、身体な 
どび挟まれそラになったとさ 
は、ただちにスイッチから手を 
放してください。 

-内気循環スイッチでドアウイン 
ドウや U アク オーター ウインド 
ウを開いているとさは、ウイン 
ドウに身体を寄りかけないでく 
ださい。ウインドウとボディの 
すさ間に身体び引さ込まれてけ 
びをするおそれびあります。 


知識 

• ドアウインドウや U アク オー 
ター ウインドウ、バリオ ルーフ 
を閉じているときに内気循環 
モードにするとウインドウび曇 
りやす <なります。 

-外気温度び非常に高いとさや、 
トンネル内などで一定量の一酸 
化炭素 ( C 0) や窒素酸化物 
(N 日 X) をセンサーび感知した 
とさは、自動的に内気循環モー 
ドに切り替わることびあります 
び、このとさ内気循環スイッチ 
の表示灯は点巧しません。 

約3日分経過すると、一定の割 
合で外気導入をはじめます。 


ただし、 AC モードを解除してい 
るとさや外気温度び己むじ(下の 
とさは、内気循環モードになり 
ません。 


• AC モードを解除するかデフ □ 
スターモードにしたとさ、また 
は送風口選択ダイヤルを押し込 
んで AUT 日モードにしたとさ 
は、外気導入モードになります。 

-内気循環スイッチで閉じたドア 
ウインドウや U アク オーター ウ 
インドウを別のスイッチで開い 
た場合、開いたドアウインドウ 
や U アク オーター ウインドウを 
内気循環モードの解除操作と連 
動して開くことはでさません。 
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デフ□スターモード 



フ□ントウインドウやドアウインドウ 
の内側の曇りを取るときに使用します。 


デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ③を押します。 
スイッチの表示灯び点なします。 

エアコンディシヨナーの送風量び 
上がり、送風温度び高くなります。 

フ□ントウインドウ送風□、ドア 
ウインドウ送風□、サイド送風 □ 
から送風されます。 

デフ□スターモードを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ③を押 
します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

エアコンディシヨナーの送風量や 
送風温度、送風口の選択び元の設 
定に戻ります。 

知識 

-曇りび取れたら、すみやかに解 
除して < ださい。 

• デフ□スターモードに設定す 
ると、送風口選択ダイヤルと 
送風量調整ダイヤルの AUTO 
表示び点灯します。 


エアコンディショナー H 

• デフ□スターモードに設定して 
いるときは、送風温度の調整は 
でさません。 

• デフ□スターモードに設定して 
いるときは、送風口選択ダイヤ 
ルを操作すると、デフ□スター 
モードが解除されます。 

• デフ□スターモードに設定して 
いるときわ、送風量調整ダイヤ 
ルをまわすと送風量を調整でき 
ます。 

• デフ□スターモードを解除する g 
と、自動的に外気導入モードに 
なります。また、 AC モードに 
なります。 

ウインドウの外側が腿るとき 

車外の湿度び高いとさなどに、ウイ 
ンドウの外側び曇ることがあります。 

このときは、ウインドウに冷気び当 
たらないように送風□を調整すると、 

外側の曇りを軽減でさます。 

また、フ□ントウインドウ外側の曇 
りを取るときには、ワイパーを作動 
させて < ださい。 
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エアコンディショナー 


「リアデフオツガ ー 



⑤ U アデフォッガースイッチ 

リアウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
使用でさます。 


リアデフォッガーを使用ずる 

► リアデフォッガースイッチ⑥を押 
します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

U アデフォッガーを停止ずる 

► 再度、リアデフォッガースイッチ 
⑥を押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

外気温度と走行速度により、一定時間 
び経過すると、リアデフオッガーは自 
動的に停止します。 


ま意！ 

-ウインドウに雪や氷び付着して 
いるときは、走行前にそれらを 
取り除いて視界を確保してくだ 
さい。事故を起こすおそれびあ 
ります。 

-消費電力び大さいため、曇り 
び取れたら早めに停止してくだ 
さし、 

知識 

• バリオルーフび完全に閉じてい 
ないとさは、 U アデフォッガー 
は作動しません。スイッチを押 
すと表示灯び点灯または点滅し 
ますび、数秒後に消なします。 

• リアデフォッガーは、バッテ 
U 一の電圧び低 < なると自動的 
に停止し、表示灯び点滅します。 
電圧び回復すると自動的に作動 
を始めます。 
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を熱ヒーター-ベンチレーシヨン I 



⑧送風温度調整ダイヤル（ち側） 

⑩余熱 ヒー ター-ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ 

⑩送風温度調整ダイヤル（左側） 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
さに使用します。 

エンジンスイツチが0か1の位置のと 
さ、またはキーを抜いているとさに使 
用でさます。 


を熱ヒーター-ベンチレーションを使 
用ずる 

► 余熱 ヒーター •ベンチ レーショ ン 
スイッチ⑩を巧します。 

スイッチの表示灯び点灯し、エア 
コンディショナーコント□ールパ 
ネ J レの照日月び点灯します。 

► 送風温度調整ダイヤル⑧または⑩ 
で好みの温度に設定します。 

設定温度や外気温度により、送風 
口の組み合わせは自動的に調整さ 
れます。 


余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、余熱ヒーター*ベンチレーシ 
ヨンスイツチ⑩を押します。 

スイツチの表示巧び消なします。 


エアコンディショナー M 

じ(下のとさは、余熱ヒーター*ベンチ 
レーションび自動的に停止します。 

• エンジンスイッチを2の位置にし 
たとさ 

-約30分経過したとさ 
-バッテ U —の電圧び低下したとさ 

知識 

• エンジン冷却水の温度び低いと 
さや外気温度び高いとさは、暖 
気の送風は行なわれません。 

-送風量は弱の設定で一定に保た ^ 
れます。 
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① 読書巧（左側）スイッチ 

② 読書灯（ち側）スイッチ 

③ ルーム ランプスイッチ 

④ 点灯モード選択スイッチ 

⑤ ルームランプ（左側） 

⑥ ルームランプ（ち側） 

⑦ 読書な（左側） 

⑧ センターコンソールランプ 

⑨ 読書巧（ち側） 


rjb - ムランプの点打モードの賢尺 1 

自動点'灯モードにずる 

► 点灯モード選択スイッチ④を左に 
スライドさせます。 

周囲び暗いとさにじ(下の操作をすると 
ルームランプび点灯/消灯します。 

-ドアを開くとルームランプび点灯 
します。 


◊エンジンスイツチび2の位置の 
とさは、ドアを閉じるとただちに 
消灯します。 

ドアを開いたままのときは消灯 
しません。 


◊エンジンスイツチび0か1の位 
置のとさ、またはキーび抜いて 
あるとさは、ドアを閉じると約 
] 日秒後に消なします。 

ドアを開いたままのときは約己分 
後に消なします。 


• エンジンスイッチからキーを抜く 
と点灯し、約]日秒後に消なします。 

この機能の設定と解除については 
(4-39) をご覧ください。 

-リモコン操作で解錠すると点灯し、 
約3日秒後に消灯します。 

I ま意！ 

車を施錠したとさは、ルームラン 
プび消灯することを確認してくだ 
さい。 

I 知識 

自動点灯モードになっていても、 
周囲び明るいとさはルームランプ 
び点灯しないことびあります。 
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常時消なモードにずる 

► 点なモード選択スイッチ④をちに 
スライドさせます。 

(下のいずれかの操作をしても、ルー 
ムランプは点なしません。 

-ドアを開< 

• エンジンスイッチからキーを抜く 
- U モコン操作で解錠する 


r ルームランプの点丹/消丹_ ] 

ルームランプを手動で点な/消なずる 

► ルームランプスイッチ③を押します。 

ルームランプ⑥⑥び点な/消灯し 
ます。 


ルームランプ 


r 読書'灯_ ] 

読書'灯を点'灯/消打ずる 

► 読書なスイッチ①または③を押し 
ます。 

読書な⑦または⑨び点灯/消灯し 
ます。 


6 
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r 乗降用ランプ_ I 

ドアの下部にあり、乗降時に足元を照 
らします。 

ルームランプび自動点なモード （6- 
16) になっていて、周囲び暗いとさ 
にドアを開くと点灯します。 

-エンジンスイッチび 2iU 外の位置 
のとさは、ドアを開いたままにす 
ると約己分後に消なします。 

• エンジンスイッチび2の位置のと 
さは、ドアを開いたままにすると 
消なしません。 


r フットウエルランプ_ I 

ダッシュボード下にあり、乗降時に足 
元を照らします。 

ルームランプの点なモードに関係な 
く、周囲が暗いとさにじ(下の操作をす 
ると点灯/消灯します。 

• エンジンスイッチを2の位置にす 
ると低し\照度で点灯します。 

エンジンスイッチを0か1の位置に 
するか、エンジンスイッチからキー 
を抜くと約7秒後に消灯します。 

- U モコン操作で解錠すると低い照度 
で点灯し、約3日秒後に消灯します。 

- U モコン操作で施錠するとただち 
に消灯します。 


ルームランプび自動点灯モード （6- 
16) になっていて、周囲び暗いとさ 
にドアを開くと点灯し、ドアを閉じる 
と消灯します。 

-エンジンスイッチび(外の位置 
のとさは、ドアを開いたままにす 
ると約己分後に消灯します。 

• エンジンスイッチび2の位置のと 
さは、ドアを開いたままにすると 
消灯しません。 
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r センターコンソールランプ_ I 

ルームミラーの下部にあります。 

エンジンスイツチが1か2の位置のとさ 
に点灯し、センターコンソールを照ら 
します。 


※車種や仕様により、 U モコン操作で解錠ず 
ると点なし、リモコン操作で施錠ずると約 
2日秒後に消灯しまず。 


[ドア レバー ランプ 



因 


①ドアレバーランプ 


快適-室内装備 


ルーム ランプ H 

車幅灯を点巧するか、ランプスイッチ 
び AUT 日の位置 （己- 21) になってい 
て車外ランプび自動点灯したとさに点 
灯し、ドアレバー周辺を照らします。 

車幅灯を消灯したとさ、または車外ラ 
ンプび自動消巧したとさは、約己分後 
に消なします。 


6 
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I I I 


サンバイザー 


[■サンバイザー 



① サンバイヴー 

② フック 

③ バニテイミラーカバー 

④ 照明 

⑤ バニ テイミラー 

⑥ 力ードホルダー 

I 知識 

サンバイヴーの裏面にはカードホ 
ルタ'一⑥びあります。 


前方からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げます。 

横方向からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げます。 

► サンバイヴー①をフック③から外 

します。 

► サンバイヴー①を横にまわします。 

注意！ 

-ヴンバイヴーを横にまわすとさ 
は、バニティミラーカバーを閉 
じてください。ルーフ内張りや 
バニティミラーカノく一を損傷す 
るおそれびあります。 

-バリオルーフを閉じるときは、 
必ずヴンノ くイヴーをフックに戻 
してください。フックから外し 
た状態でバ U オルーフを閉じる 
と、パ U オルーフとサンパイ 
ヴーび当たり、損傷するおそれ 
びあります。 


r バニテイミラー_ I 

バニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴー①を下げます。 

► バニテイミラーカバー③を上方に 
開さます。 

照明④び点灯します。 

I ま意！ 

眩惑を防ぐため、走行中はカバー 
を閉じて < ださい。 

I 知識 

サンバイヴーをフックから外すと 
照明は点灯しません。 
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① ヵバー 

② ノブ 

③ 灰皿 


の皿を開く 

► カバー①の下部を軽く押します。 

の皿を閉じる 

► カバー①を下方に押して閉じます。 

ま意！ 

• 吸いびらやマッチの火は確実に 
消してください。 

• 紙くずなどの燃えやすい物は入 
れないで <ださい。 

-使用後は確実にカバーを閉じて 
ください。 


灰皿を取り外ず 

► ノブ③を矢印の方向にスライドし 
ます。 

► 灰皿③を取り外します。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿③を押して□ックさせます。 

I 注意！ 

灰皿を取り外すとさは、必ずエン 
ジンを停止し、パーキングブレー 
キを確実に効かせてください。 
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①ライ ター 

エンジンスイツチび1か2の位置のと 
さに使用でさます。 

ライターを使用ずる 

► ライター①を押し込みます。 

熱せられると、ライターは元の位 
置に戻ります。 


A 


ライターは必ずノブの部分を持っ 
てください。金属部を持つと乂傷 
をするおそれびあります。 

ま意！ 

-安全のため、子供を乗せるとさ 
はライターを抜き取ってくだ 
さし、。 

-ライターを押し込んだ後、押 
さえ続けないでください。ラ 
イターを損傷するおそれびあ 
ります。 

-赤熱部に灰や異物び付着したま 
ま使用しないでください。火災 
び発生するおそれびあります。 


使用後は灰皿で灰を落とし、元の 
位置に戻します。 


-ライターを改造したり、純正品 
じ(外のライターを使用しないで 
<ださい。ライターやセンター 
コンソールを損傷したり、火災 
び発生するおそれびあります。 

-ライターび戻らなくなったとさ 
は、エンジンスイッチを日の位 
置にするか、エンジンスイッチ 
から キーを 抜いて、指定 ヴービ 
スエ場に連絡してください。 

-アクセサリー電源としてライ 
ターソケットを使用するとさ 
は、最大消費電力1 80VVLU 下の 
規格にあった電気製品を使用し 
てください。 
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快適-室内装備 


グ□ーブボックス ■ 


グローブボックス 


グ□ー ブボックスの開閉 



左八ンドル車 

① ボタン 

② カバー 


グ□ーブボックスを開< 

► ボタン①を押します。 

カバー ③び開きます。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックします。 


ま意！ 

走行中は必ずグ□ーブボックスの 
カバーを閉じてください。急ブ 
レーキ時や万一の衝突持に収納物 
び飛び出して、乗員びけびをする 
おそれびあります。 


知識 

グ□ーブボックス内部には外部音声 
入力端子 ( AUX ) び装備されてい 
ます。 
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快適-室内装備 


■ II I I 


グ□ー ブボックスと\物入れの独立 
施錠/グ□ーブボックスのみの解錠 



左八ンドル車 

① 連動位置 

② 独立施錠位置 

③ グ n —ブボックス解錠位置 

④ キー シリンダー 


《ち八ンドル車は②と③び逆になりまず。 


グ□ー ブボックスと\物入れの独立 
施錠 _ 

車び解錠された状態でち、グ□ーブ 
ボックス、アームレストのル物入れ、 
シート後方のル物入れを独立して施錠 
することびでさます。 

独立施錠ずる 

► キーシリンダー④にエマージェン 
シーキー (3-10) を差し込んで、 
独立施錠位置③にまわします。 


グ□ーブボックス、アームレスト 
のル物入れ、シート後方のル物入 
れび施錠されます。 


知識 

駐車場などでキーを預ける場合に、 
この機能を使用してください。そ 
の際は、エマージェンシーキーを 
キー本体から取り外して、携帯し 
てください。 


ま意！ 

貴重品はグ□ーブボックスやアー 
ムレストのル物入れ、シート後方 
のル物入れ内に保管しないでくだ 
さし、。 

独立施錠を解除ずる 

► キーシリンダー④にエマージェン 
シーキーを差し込んで、連動位置 
①にまわします。 

リモコン操作による車の施錠/解 
錠に連動して、グ□ーブボックス、 
アームレストのル物入れ、シート後 
方のル物入れび施錠/解錠します。 
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快適-室内装備 


グ□ーブボックスのみを解錠ずる 

車び施錠されているとさにグ□ーブ 
ボックスのみを解錠することびでさ 
ます。 

► U モコン操作で車び施錠されてい 
るときに、キーシリンダー④にエ 
マージエンシーキーを差し込んで、 
グ□ー ブボックス解錠位置③にま 
わします。 

グ□ーブボックスのみび解錠され 
ます。 

このとさグ□ーブボックスを開< 
と、盗難防止警報び作動します。 
警報を停止するには、キーをエン 
ジンスイッチに差し込むか、キー 
の HI か ra を押します。 

知識 

エマージエンシーキーび③の位置 
のとさは、キーシ U ンダーからエ 
マージェンシーキーを抜くことは 
でさません。 


r グ□ー ブボックスへの送風 



左八ンドル車 

① ダイヤル 

② 送風口 

グ□ーブボックスへ送風ずる 

► ダイヤル①をまわして因び見える 
よラにします。 

グ□ー ブボックスへの送風を停止ずる 

► ダイヤル①をまわして□び見える 
よラにします。 


グ□ーブボックス 

ま意！ 

エアコンディシヨナーの送風温度 
を高<するとさは、グ□ーブボッ 
クスへの送風を停止してください。 
エアコンディシヨナーの設定に 
よっては、グ□ーブボックス内び 
高温になることびあり、ガスライ 
ターやボンベなどび入っていると 
爆発するおそれびあります。 


知識 

-送風温度や送風量は、エアコン 6 
ディシヨナーの設定により自動— 
的に調整されます。 

• エアコンディシヨナーび作動し 
ていて外気温度び非常に高いと 
さは、グ□ーブボックスへの送 
風は冷風になります。 
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快適-室内装備 




ル物入れ 


r アームレストのル物入れ 



① 上部ル物入れのレバー 

② 下部ル物入れのレバー 

アームレストには上部と下部に小物入 
れびあります。 


上部のル物入れを開く 

► レバー①を引いて、 アー ムレスト 
を引き上げます。 

上部のル物入れを閉じる 

► アームレストを下げて□ックします。 

下部のル物入れを開< 

► レバー ③を引いて、 アーム レストを 
引き上げます。 

下部のル物入れを閉じる 

► アームレストを下げて□ックします。 


ま意！ 

走行中は必ずアームレストを閉 
じて<ださい。急ブレーキ時や 
万一の衝突時に収納物び飛び出 
して、乗員びけびをするおそれ 
びあります。 


ま意！ 

-アームレストび閉じな<なるよ 
ラな大さな物をル物入れに入れ 
ないで<ださい。アームレスト 
や収納物を損傷するおそれびあ 
ります。 

-ル物入れには食料品を収納しな 
いで <ださい。 


知識 

. 車び解錠された状態でち、独立 
して施錠することびでさます 

(6-24)。 

• 上部のル物入れにはコインホル 
ダーびあります。 

• 下部のル物入れにはランプびあ 
ります。車幅灯に連動して点灯 
/消灯します。 
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快適-室内装備 


小物入れ 


携帯電話の接続 

アームレスト上部のル物入れには携 
帯電話用のコネクターび装備されて 
います。 

コネクターに 携帯電話を接続すると、 
電話の発信/受信びでさます。 

携帯電話を取り付ける 

► 携帯電話の外部端子をコネクター 
に接続します。 

携帯電話を取りがず 

► コネクター左ちの□ック解除ボタ 
ンを押しなびら、携帯電話をコネ 
クターから取り外します。 


[シート後方のル物入れ 



② カバー 

左ちのシート後方にル物入れびあり 
ます。 


シート後方のル物入れを開く 

► ボタン①を押してカバーを開さます。 

シート後方のル物入れを閉じる 

► カバー③を下げて□ックします。 

知識 

. 車び解錠された状態でわ、独立 
して施錠することびでさます 

(6-24)。 

• 左側のシート後方のル物入れに 
は、 CD チェンジャーび装備さ 6 
れています。 — 


注意！ 

携帯電話びコネクターに接続でさ 
ないとさは、無理に取り付けない 
で< ださい。 


※電話の操作については、別冊「マルチファ 
ンクシヨンコント□ーラー取扱説日月書」 
をお読みください。 
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快適-室内装備 


小物入れ 


r 運転席シート下部のル物入れ 



左八ンドル車 

① ノブ 

② カバー 


運転席シート下部のル物入れを開< 

► ノブ①を引いて、カバー③を前方 
に開さます。 

運転席シート下部のル物入れを閉じる 

► カバー③を後方に押して□ックし 
ます。 

ま意！ 

. 重い荷物は収納しないで<だ 
さい。 

-走行するとさは、カバーび確実 
に閉じていることを確認してく 
ださい。 


「ドアポケット 



① ボタン 

② カバー 


知識 

助手席シート下のル物入れには救 
急セツトび収納されています。 
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ドアポケットを開< 


収納ネッ 


► ボタン①を押してカバー③を開 
さます。 

ドアポケットびシート側に少し出 
てさます。 

ドアポケットを閉じる 

► カバー③を下げて□ックします。 


知識 


ドアポケットは施錠することびで をノ 、タ ドル車 
さ丰ち① 収納ネット 


快適-室内装備 


ル物入れ/収納ネット^ ■ 



助手席の足元に新聞や雑誌などを収納 
でさるネットを備えています。 

注意！ 

-収納ネットには、重い物やかた 
い物、ビンや吿、割れやすい物、 
鋭利な形状の物を入れないで< 
ださい。 

-収納ネットから収納物びはみ出 
さないよラにして < ださい。 


6 
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快適-室内装備 


|| III 



左八ンドル車 
①カバー 

カップホルダーを使用ずる 

► カバー①を押します。 

カップホルダー③びポップアップ 
します。 

知識 

ち八ンドル車には、ち側のカップ 
ホルダーは装備されません。 



左八ンドル車 
②カップホルダー 


カツプホルターを収納ずる 

► カップホルダー③を矢印の方向に 
押して収納します。 


ま意！ 

-火傷防止のため、熱い飲み物 
び入った容器を置かないで< 
ださい。 

• カップホルダーのサイズに合っ 
たフタ付さの容器を使用してく 
ださい。 

-走行中はカップホルダーを使用 
しないで < ださい。 

-カップホルダーに飲み物を置く 
とさは、スイッチや電装品など 
に飲み物をこぼしたり、結露し 
た水滴び垂れないよラに注意し 
てください。 

スイッチや電装品などを損傷し 
たり、ショートして発乂するお 
それびあります。 
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快適-室内装備 


ラゲツジストラップ 



① ストラップ 

② プレート 

③ キャッチ 

④ □ック解除ボタン 


シート後方のスペースに荷物を積むと 
さに荷物を固定でさます。 

ラゲッジストラップを使用ずる 

► プレート③を持ってホルダーから外 
し、ストラップ①を引さ出します。 

► 確実に荷物にストラップ①をかけ、 
プレート③をキャッチ③に差し込み 
ます。 

ストラップを外ず 

► プレート③をしっかり持ちなびら 
キャッチ③の□ック解除ボタン④ 
を押して□ックを外します。 

► プレート③をホルダーに戻します。 


A 


絶対にシート後方のスペースに人 
を乗せて走行しないでください。 

注意！ 

• 重い荷物を固定しないで<だ 
さい。 

• 荷物を確実に固定しないと、急 
ブレーキなどのとさに荷物び飛 
び出し、乗員びけびをするおそ 
れびあります。 

• 大さな荷物などを、無理にシー 
卜後方のスペースに積み込まな 
いでください。事故やけびにつ 
なびるおそれびあります。 

• プレートをキャッチから外すと 
きは、ストラップをしっかり保 
持してください。ストラップび 
巻さ取られる際に、プレートび 
身体や物に当たるおそれびあり 
ます。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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快適-室内装備 


12 V 電源ソケット 



①カバー 


トランク ルームち 側、 トランクランプ 
の下側に電源ソケツトを装備していま 
す。電気製品などの電源として使用し 
ます。 

エンジンスイツチび1か2の位置のと 
さのとさに使用でさます。 

12 V 電源ソケツトを使用ずる 

► カバー①を開き、電気製品の電源 
コネクターに確実に差し込みます。 


ま意！ 

-必ず DC] 2V、最大消費電流 
] 己 A (下（最大消費電力 
]80 VVLU 下）の規格に合った電 
気製品を使用してください。規 
格外の製品や規格(上の大さな 
容量の製品を使用するとヒュー 
ズび切れたり、火災び発生する 
おそれびあります。 

-電源ソケットにライターを差し 
込まないでください。 

• ソケット内に指などを入れない 
でください。感電するおそれび 
あります。 

• エンジンびかかっていないとさ 
は長時間使用しないでくださ 
し、バッテリーびあがるおそれ 
びあります。 

-電源ソケットを使用しないとさ 
はカバーを閉じてください。異 
物び入ったり、水びかかると故 
障の原因になることびあります。 
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事故-故障のとさ 

7-2 

非常信号用具 

7-3 

救急セット 
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才ーバーヒートしたとき 
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バッテリーがあびつたとき 

7-22 

ヒューズの交換 

7-2 己 

電球の交換 

7-27 



万一のとを 


■ I I Ml HI 


1事故-故障のとさ 


警告 

A 


燃料などび漏れている場合は、すぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラに注 
意してください。乂災び発生したり、 
爆発するおそれびあります。 

事故が起きたとき 

(下の処置をとってください。 

-続発事故を防ぐため、交通の妨げ 
にならない安全な場所に停車し、 
エンジンを停止してください。 

. 負傷者びいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するとともに、 
負傷者の救護を行なってください。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
ください。 


• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷者 
の有無や負傷状態などを報告して 
ください。 

-相手の方の氏名や住所、電話番号 
などを確認してください。 

. 自動車保険会社に連絡してくだ 
さし^。 


路上で故障したとき 

安全な場所に停車して、非常点滅灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことが法律で義務付けられて 
います。追突のおそれびあるため、乗 
員は車内に残らず、ただちに安全な場 
所に避難してください。 


車が動かな < なったとさ 

セレクターレバーを la に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同乗 
者や付近の人に救援を求めて、安全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このときは、車速感応ドア 
□ックによるキーの開じ込みにを意 
してください。 

セレクターレバーを la に入れられな 
いとさは、乗員を安全な場所に避難 
させて、続発事故を防いでください。 


ま意！ 

踏切内で動けなくなったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押し 
てください。緊急を要するときは 
非常信号用具を使用して < ださい。 






万一のとを 


非常信号用具/救急セット 


非常信号用具 


懐中電灯をダッシュボードの助手席 
側下部に備えています。 

知識 

. 新車時は電池の自然放電を防ぐ 
ため、電池の間に紙び挟まれて 
います。使用するとさは紙を取 
り除いて < ださい。 

. 懐中電灯び十分な明るさで点な 
することを定期的に点検してく 
ださい。 


救急セツ 



左八ンドル車 

① ノブ 

② カバー 


救急セットは助手席シート下部の小物 
入れに収納されています。 

救急セットを取り出ず 

► ノブ①を引きなびら、カバー③を 
矢印の方向に開さます。 

► 救急セットを取り出します。 

知識 

• 救急セットの中身び揃ってい 
て、使用可能であることを定期 
的に点検してください。 

-走行するとさは、カバーび確実 
に閉じていることを確認してく 
ださい。 













万一のとを 





① 八ンドル 

② フック 

③ 応急用スペアタイヤ 

④ タイヤ収納 カバー 

⑤ 車載工具 

⑥ 電動エアポンプ 


車載工具を取り出ず 

► バリオルーフびトランクに収納さ 
れているとさは、イージーパック 
スイッチを押してルーフを上昇さ 

せます（3-36)。 

► ラゲッジカバーを開きます （3- 

己2)。 

► トランクフ□アボードを引き上げ、 
トランクフ□アボード裏面にある 
フック③をラゲッジカバーの八ン 
ドル①にかけます。 

► 車載工具⑥を取り出します。 

車載工具には(下のちのび収納さ 
れています。 


-ガイドボルト 
-けん引フック 
• 六角レンチ 
• ヒューズ配置表（英文) 
•手袋 

• アダプター* 


「ジヤツキ/ホイールレンチ 



応急用スペアタイヤを取り出した状態 

⑦ ジャッキ 

⑧ ホイールレンチ 


ジャッキ/ホイールレンチを取り出ず 

► 応急用スペアタイヤ③を取り出し 

ます (7-7) 〇 

► ジャッキ⑦またはホイールレンチ 
⑧を取り出します。 


※電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラストと異なる場合びありまず。 

使用ち法びわからないとさは、指定サービスエ場におたずね<ださい。 

* オプションまたは仕様により装備び異なります 

















万一のとを 


I II I II ■ 



① ノブ 

② カバー 


停止表示板はトランク内左側の力 
ノ く一内部に収納されています。 

停止表示板を取り出ず 

► ノブ①を垂直の位置にまわします。 
► 矢印の方向にカバー③を開きます。 
► 停止表示板ケースを取り出します。 



③ スタンド 

④ 反射板 
⑥フック 


停止表示板を組み立てる 

► 停止表示板ケースから停止表示板 
を取り出します。 


► スタンド③を引き出して、地面に 
立てます。 

► 反射板④を開いて兰角形をつく 
り、頂点のフック⑥をかみ合わ 
せます。 


《停止表示板の形状び異なる場合びあり 
ます。 









万一のとを 


パンクしたとき 


1パンクしたとき 1 

警告 

A 

-パンクしたときは、 

あわててブ 


レーキペダルを踏まないでくだ 
さい。ステア U ングをしっかり 
握って徐々に速度を落とし、安 
全な場所に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しない 
でください。車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれび 
あります。また、タイヤび異常 
に過熱して、火災び発生するお 
それびあります。 

. 停車したとさは、非常点滅なを 
点滅させてください。また、十 
分ま意しなびら車の後方に停止 
表示板を置いてください。 


ま意！ 

• 車速感応ドア□ック (3-30) 
を設定した状態で車を押した 
り、タイヤ交換などで車を持ち 
上げるときは、エンジンスイッ 
チを0の位置にしてください。 
車輪び回転すると車び自動的に 
施錠され、車外に閉め出される 
おそれびあります。 

. タイヤ交換をするときは、必ず 
手袋を着用してください。素手 
で作業を行なラとけびをするお 
それびあります。 


► 安全を確保でさる、かたくてすべり 
にくし、水平な場所に停車します。 

► 非常点滅なを点滅させます。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを la に入 
れます。 

► エンジンを停止して、エンジンス 
イッチからキーを抜さます。 

► 周囲の状況にま意しなびら乗員を 
車から降ろし、ただちに安全な場 
所に避難させます。 

► 車の後方に停止表示板を置さます。 

I 知識 

高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置くこと 
び法律で義務付けられています。 


► ガイドボルト、電動エアポンプを 
準備します (7-4) 〇 
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万一のとき 


交換するタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをします。 

やむを得ず傾斜地でタイヤ交換を 
するとさは、じ(下のよラに輪止め 
をします。 

0前輪のいずれかを交換するとき 
は、左ちの後輪の下り側に輪止 
めをします。 

0後輪のいずれかを交換するとき 
は、左ちの前輪の下り側に輪止 
めをします。 

知識 

輪止めは車載されていません。適 
切な大ささの木片か石を輪止めと 
して使用してください。 



r 応急用スペアタイヤを取り出ず 


① 八ンドル 

② フック 

③ トレイ 

► バリオルーフを閉じます （3-56)。 

► トランクフ□アボードを引き上げ、 
トランクフ□アボード裏面にある 
フック③をラゲッジカバーの八ン 
ドル①にかけます。 

► トレイ③を取り出します。 


I I II ■ 



④スぺーヴー 
⑥スク U ュー 
⑥応急用スペアタイヤ 


► SL 6日日、 SL 已己 AMG、SL 6己 
AMG は、トレイの下にあるスペー 
ヴー④わ取り外します。 

► スクリュー⑥を反時計回りにまわ 
して取り外し、応急用スペアタイ 
ヤ⑥を取り出します。 

► ジャッキとホイールレンチも取り 
出します (7-4) 〇 














万一のとを 


パンクしたとき 
ま意！ 

応急用スペアタイヤを取り出すと 
きは、周辺にあるバッテリーや補 
器類などを損傷しないよラにま意 
してください。 


知識 

SL6 己 AMG は、応急用スペアタイ 
ヤに装着してあるストラップを持つ 
て、応急用スペアタイヤを取り出し 
ます。 

応急用スペアタイヤを取り出した 
後、ストラップを取り外します。 


A 


• 応急用スペアタイヤに交換した 
ときは、必ず8日 km/hii (下で走 
行してください。 

• 応急用スペアタイヤを装着した 
とさは、 ESP オフスイッチで 
ESP の機能を解除しないでくだ 
さし、。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間 
の使用にとどめ、でさるだけ早 
く標準タイヤに戻してくださし、。 

-応急用スペアタイヤと標準タイ 
ヤのサイズび異なるため、応急 
用スペアタイヤを装着した場合、 
走行性能び大さく変化します。 
十分ま意して走行してください。 


ま意！ 

•トレイや応急用スペアタイヤを 
取り出すとさは、必ず保護のた 
め手袋を着用してください。素 
手で作業するとけびをするおそ 
れびあります。 

-応急用スペアタイヤを2本じ(上 
装着して走行しないでください。 

• 応急用スペアタイヤは各車種専 
用です。他車のわのは使用しな 
いで <ださい。 
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万一のとき 


I I II ■ 


ジャッキアップ 




① ホイールレンチ 

② アダプター 

アダプターの 取り付け* 
(SL 350) 


► ホイールレンチ①の先端に車載工具 
内のアダプター③を取り付けます。 


ま意！ 

SL 3己日は、必ずホイールレンチ 
にアダプターを取り付けて使用し 
てくださし^。ホイールを損傷する 
おそれびあります。 


①ホイールレンチ 

► ホイールレンチ①で、交換する夕 
イヤのホイールボルト（己本）を 
約]回転ほどゆるめます。 

この時点では、ホイールボルトを 7 
取り外しません。 — 



* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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万一のとを 


パンクしたとき 
ま意！ 

ホイールレンチを使用するとさ、 
ホイールレンチびホイールボルト 
から外れるとけびをしたり、ホ 
イールボルトを損傷するおそれび 
あります。じ(下の点に注意してく 
ださい。 

-ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さし、 

-両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
ください。 



③ カバー 


► 交換するタイヤの近くのジャッキ 
ヴ ポー トのカバー③のマークを押 
しなびら、カパーを開さます。 

SL 3已日 AMG スポーツパッケー 
ジ 、 SL 己己日 、 SL 己己 AMG、SL 
65 AMG は、カバーの下部にドラ 
イバーなどを差し込んで、カバー 
を開いて < ださい。 

I 知識 

ジャッキヴポートは前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部に計4力 
所設けられています。 



④ジャッキ アーム 
⑥ジャッキ八ンドル 


► ジャッキアーム④をジャッキヴポ 
—卜に止まるまで差し込みます。 

► ジャッキの下端び地面に着くまで、 
ジャッキ八ンドル⑥を時計回りに 
まねします。 

► 側面から見て、ジャッキび車に対 
して直角になっていることを確認 
します。 
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万一のとき 


I I II ■ 


注意！ 

-ジャッキアップする前に乗員や 
荷物を車から降ろしてください。 

• ジャッキアームびジャッキヴポ 
-卜に完全に差し込まれている 
ことを確認してください（ジャ 
ッキアームび奥まで差し込まれ 
ていれば、ジャッキの下端は車 
の正面から見て、車の内側を向 
さます）。 

-やむを得ず傾斜地でジャッキ 
アップを行なラときは、地面に 
対して垂直になるよラに取り付 
けます。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木 
材などを置いてジャッキアップ 
しないで<ださい。ジャッキ 
アツプした車び落下するおそれ 
びあります。 



⑥ジャッキ八ンドル 


► ジャッキび抜けてこないように、 
ジャッキを押し込むよラにしなび 
らジャッキ八ンドル⑥を矢印の方 
向にまわし、タイヤび地面から離 
れるまで、ジャッキアップします。 


A 


車び車載のジャッキだけで支えられ 
ているとさは、絶対に車の下に身体 
を入れないでください。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的なけ 
びをするおそれびあります。ジャッ 
キは車を一時的に持ち上げるとさだ 
けに使用してください。 
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万一のとを 


パンクしたとき 


ま意！ 

• ジャッキアップしているとさ 
は、エンジンを始動したり、ド 
アやトランクを開閉したり、 
パーキングブレーキを解除しな 
いでください。車び落下するお 
それびあります。 

• ジャッキアップしたとさのタイ 
ヤの高さは、地面から 3 cm じ ( 
内にしてください。 



► 上側のホイールボルトを]本外し 
ます。 

► そのネジ穴に、車載工具内のガイ 
ドボルト⑥をねじ込みます。 

► 残りのホイールボルトを外して、 
タイヤを取り外します。 


ま意！ 

-ホイールボルトに砂や泥を付け 
ないよラに注意して < ださい。 

. タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないでく 
ださい。ホイールに傷び付くお 
それびあります。 

-ホイールを外したときは、ホ 
イールの内側を十分に清掃し、 
点検をしてください。リムの凹 
みや巧びりは空気圧減少の原因 
になり、タイヤを損傷するおそ 
れびあ0ます。 
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応急用スペアタイヤの取り付け 



⑥ ガイドボルト 

⑦ 応急用スペアタイヤ 

► 応急用スペアタイヤのホイールお 
よび八ブの接合面に砂や巧れなど 
びないことを確認します。 

► ガイドボルト⑥に合わせて応急用 
スペアタイヤ⑦を取り付けます。 

► 4本のホイールボルトを取り付け、 
対角線の順番に軽<締め付けます。 

► ガイドボルトを取り外し、己本目 
のホイールボルトを取り付け、軽 
く締め付けます。 


万一のとき 


I I II ■ 


A 


ジャッキアップした状態でホ 
イールボルトを強<締め付けな 
いでください。締め付ける勢い 
でジャッキび外れるおそれびあ 
ります。 

ホイールボルトは、ホイールに 
適合した純正品だけを使用して 
ください。純正品(外のボルト 
を使用すると、ホイールび脱落 
して事故につながるおそれびあ 
ります。 


ま意！ 

-ホイールボルトに損傷や鐘びあ 
るときは交換してください。ま 
た、ネジ山にはミ夫してオイルや 
グリスを塗布しないでくださ 
し、ボルトびゆるむおそれびあ 
ります。 

-ホイール八ブのネジ山び損傷し 
てし" i るとさは走行しなし" i で、指 
定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤの取り付け 
には、標準タイヤのホイールボ 
ルトを使用します。異なるボル 
卜を使用するとホイールを十分 
に固定することびでさず、走行 
中にタイヤびがれるおそれびあ 
ります。 

-応急用スペアタイヤ専用の短い 
ホイールボルトび車載されてい 
るとさは、そのホイールボルト 
を使用してください。 
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万一のとを 


■ I I 


応急用スペアタイヤに空気を入れる 

車種や仕様により車載されている電動 
エアポンプび異なります。 

警告 A 


• 空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、火災を起こすお 
それびあります。必ず規定の空 
気圧を守ってください。 

• タイヤに空気を入れすざないで 
<ださい。空気を入れすざた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やす<なります。必ず規定の空 
気圧を守ってください。 


空気圧ゲージ別体型 



① フラップ 

② 電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧 ゲージ 
⑥ エアホース 

⑥空気圧調整バルブ 

► フラップ①を開いて電源プラグ③ 
とエアホース⑥を取り出し、空気 
圧調整バルブ⑥び閉じていること 
を確認します。 


空気圧ゲージー体型 



② 電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧 ゲージ 

⑥ エア ホー ス 

⑦ 空気圧調整ボタン 


► 電動エアポンプの裏面から電源プ 
ラグ③とエアホース⑥を取り出し 
ます。 


《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラストと異なる場合びあります。 
使用ち法びわからないとさは、指定サービスエ場におたずねください。 
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万一のとき 


► 応急用スペアタイヤのバルブキヤ 
ップを外します。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を 
応急用スペアタイヤのバルブに取 
り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③ 
を〇 (オフの位置）にします。 

► ライターのソケット （6-22) か、 
トランクルーム内の] 2 V 電源ソケ 
ット （6-32) に、電源プラグ③を 
差し込みます。 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③ 
を I (オンの位置）にします。 

電動エアポンプび作動して、応急 
用スペアタイヤに空気び送り込ま 
れます。 

► 規定の空気圧になったら電動エアポ 
ンプの電源スイッチ③を〇 (オフの 
位置）にします。 


知識 

応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールに 
貼付されているラベルまたはタイ 
ヤに記載されています。 

► 規定の空気圧を超えたとさは、空 
気圧調整バルブ⑥をゆるめるか、 
空気圧調整ボタン⑦を押して空気 
を抜いて調整します。 

► ライターソケットまたは] 2 V 電源 
ソケットから電源プラグ③を抜き、 
応急用スペアタイヤのバルブから 
エアホース⑥を取り外します。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤ 
ップを取り付けます。 

注意！ 

-電動エアポンプを作動させると 
さは、電動エアポンプに記載さ 
れている取扱方法ち参考にして 
<ださい。 


パンクしたとき ■ 

• 応急用スペアタイヤを取り付け 
る前に、応急用スペアタイヤに 
空気を入れないで < ださい。 

-電動エアポンプを作動時間の上 
限を超えて連続して作動させな 
いで <ださい。 

ポンプび過熱して損傷したり、 

乂傷をするおそれびあります。 

連続作動時間の上限は、電動エ 
アポンプに貼付してあるステッ 
カーに記載されています。 

-電動エアポンプを再び作動させ 
るとさは、ポンプび冷えた状態 
になっていることを確認してく _ 
ださい。 J . 

-電動エアポンプを作動させてい 
るとさはエンジンを始動しない 
で < ださい。 

• 電動エアポンプやエア ホースは 
作動中に金属部分などび熱くな 
ります。必ず手袋をして作業し 
てください。 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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万一のとを 


■ I I 


「ジャッキダウン_ ] 

► ジャッキ八ンドルを反時計回りに 
まわし、ゆっくりボディを下げて 
タイヤを接地させます。 

► ジャッキを外します。 

► ジャッキサポートのカバーを取り 
付けます。 



► 図の順番でホイールボルトを均一 
に締め付けます。 

ホイールボルトの締め付けトルク 
は] 3 k 浸 - m (130 Nm ) です。 

► ジャッキを元の状態に戻し、車載 
工具などととわに元の位置に戻し 
ます。 

► 外したタイヤはタイヤ収納カバー 
(7-4) に入れて、トランクルーム 
内に収納します。 


ま意！ 

-ホイールレンチを使用すると 
さ、ホイールレンチびホイール 
ボルトから外れるとけびをした 
り、ホイールボルトを損傷する 
おそれびあります。下の点に 
注意して < ださい。 

0ホイールレンチを確実に差 
し込んでください 

0足で踏んでまわさないでく 
ださい 

◊両手で握り、ホイール側に 
押し付けるよラにしなびら 
まわしてください 

また、ホイールレンチにパ 
イプを継ぎ足してまわすな 
ど、必要(上にホイールボ 
ルトを締め付けないでくだ 
さい。ホイールボルトやネ 
ジ穴を損傷するおそれびあ 
ります。 
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応急用スペアタイヤの収納場所 
にノ くンクしたタイヤを収納する 
ことはでさません。 











万一のとき 


• パンクしたタイヤをトランク内 
に収納して走行する場合は、速 
度を落とし十分ま意して走行し 
てください。収納したタイヤび 
動き、トランク内を損傷するお 
それびあります。 


警告 A 


• 応急用スペアタイヤに交換した 
ときは、必ず8日 km / hii (下で走 
行してください。 

• 応急用スペアタイヤを装着した 
とさは、 ESP オフスイッチで 
ESP の機能を解除しないでくだ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間 
の使用にとどめ、でさるだけ早 
く標準タイヤに戻してくださし、 

-応急用スペアタイヤと標準タイ 
ヤのサイズび異なるため、応急 
用スペアタイヤを装着した場合、 
走行性能び大さく変化します。 
十分ま意して走行してくださし、。 


r 応急用スペアタイヤを元に戻ず 1 

パンクしたタイヤを修理して、応急用 
スペアタイヤを元に戻すとさは、じ(下 
の手順に従って下さい。 

この作業は指定サービスエ場に依頼す 
ることをお勧めします。 

► バルブキャップを取り外します。 

► (下の方法でタイヤ内の空気を抜 
さます。 

• バルブ内中央にあるピンを押し 
みます。 

または 

• バルブに電動エアポンプを取り 
付け、空気圧調整バルブをゆる 
めるか、空気圧調整ボタンを押 
します。 

► バルブキャップを取り付けます。 


I I II ■ 


知識 



①ストラップ 


SL 65 AMG では、応急用スペア 
タイヤを元の収納場所に戻すとさ 
は、ストラップ①を装着してタイ 
ヤを締め付け、タイヤの外周をル 
さくしてから収納してくださし^。 

1 そのとき、ストラップ①の位置が 
左ちになるよラにしてください。 

I ま意！ 

応急用スペアタイヤは、十分に乾 
燥させてからトランク内に収納し 
てください。 
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万一のとを 




けん引 


A 


S 目 C び作動しない場合、ブレーキ 
ペダルを踏むのに非常に大さな力 
が必要になり、制動距離ち長<な 
ります。速度を落とし、ブレーキ 
ぺダ j レを強く踏んでください。 


ま意！ 

-けん引はでさるだけ避けてくだ 
さし、自走できなし" i ときは、専 
門業者に依頼して車両運搬車で 
移送してください。 

-やむを得ず、他車にけん引して 
わらラとさはじ(降に記載する説 
明に従ってください。 


r けん引フックの取り付け 



P 州ぶみのの-31 


フ□ント （SL 3曰日 / SL 6日日） 

① カバー 

② マーク部 

フ□ントの取り付け位置 

フ□ントバンパーの向かって左側にあ 
ります。 

► マーク 部③を押して、 カバー ①を 
外します。 



U ア 

③ カバー 


リアの取り付け位置 

リアバンパーの向かってち側にあり 
ます。 

► カバー③上部を手前に引いて開き 
ます。 
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万一のとを 


けん引フックを取り付ける 

► 車載工具からけん引フックを、応 
急用スペアタイヤの下部からホイ 
ールレンチを取り出します (7-4) 〇 

► けん引フック取り付け部内部のネ 
ジ穴にけん引フックをねじ込み、 
止まるまで手で締め込みます。 

► さらに、ホイールレンチの柄の部 
分をけん引フックのリング部分に 
差し込み、確実に締め付けます。 


r けん引ずる_ I 

エンジンを始動でさるとさ 

► エンジンを始動して、セレクター 
レバーを ■堂に入れます。 


エンジンを始動できないとき 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みなび 
らセレクターレバーを la に入れ 
ます。 


けん引^ ■ 

フ□ントまたはリアをつり上ばてけん 
引ずるとさ 

► セレクターレバーを la に入れます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

ま意！ 

フ□ントまたはリアをつり上げて 
けん引するときは、必ずエンジン 
スイッチを0の位置にしてくださ 
し、。 ESP び作動して接地している 
タイヤにブレーキびかかります。 

また、ブレーキシステムを損傷す 
るおそれびあります。 
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万一のとさ 


けん引 
ま意！ 

- S 目 C ホールドを作動させている 
と、パーキングブレーキを効か 
せていなかったり、ブレーキぺ 
ダルを踏んでいなくても車には 
ブレーキびかかっています。け 
ん引で車を動かすときは、 SBC 
ホールドを解除してください。 

-けん引されるとさは、けん引防 
止警報機能*を解除してくださ 

い（3-46)。 

-けん引されるときは、車速感応 
ドア□ックを解除してください 
(4-42)。車輪が回転すると車 
び自動的に施錠され、車外に閉 
め出されるおそれびあります。 

• エンジンびかかっていないと 
きは、ステアリングの操作に、 
非常に大さな力び必要になり 
ます。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


-一般道では 30km/hii (下の速度 
で、距離は己日 km じ(内に限り、 
けん弓陡行することびできます。 

距離が己日 km を超えるときは、 
車両運搬車で移送するか、プロ 
ペラシャフトを取り外す、また 
はリアをつり上げてけん引して 
ください。トランスミッション 
を損傷するおそれびあります。 

• オートマチックトランスミッシ 
ョンを損傷しているときは、専 
門業者に作業を依頼し、プ□ぺ 
ラシャフトを取り外してけん引 
してください。 

-車両運搬車に積載して車両を固 
定するときは、固定□ープをヴ 
スペンションなどのメンノ（一部 
分にかけないでください。車体 
を損傷するおそれびあります。 


-けん引□ープを使用してけん引 

されるとさは、じ(下の点にを意 

してください。 

〇ワイヤー□-プやチェーンを 
使用しないでください。車を 
損傷するおそれがあります。 

0 □ープの長さは己 m じ(内と 
し、□ープの中央に白布 
(3 日 cm X 3 日 cmii (上）を付 
けて2台の車び□ープでつな 
びれていることを周囲に日月 
示してくださし、 

〇□ープは両車とわできるだけ 
同じ側につないで < ださい。 

〇けん引フックじ(外には □— 
プをかけないで < ださい。 

〇□ープに無理な力や衝撃び 
かからないよラにして<だ 
さし、。 

◊走行中は□ープをたるませ 
ないよラに、前車のブレー 
キランプにを意しなびら車 
間距離を調整してください。 
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万一のとき 


才ーバーヒートしたとき 


才ーバーヒートしたときは、じ I 下のい 
ずれかの症状びあ5われまず 

-水温計の針び約] 2日度じ(上を示し 
ている 

• マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに冷却水に関する故障/警告 
メッセージび表示される 

• エンジンルームから蒸気び出ている 

警告 A 


• エンジン ルームから 蒸気び出て 
いるとさや冷却水び吹さ出して 
いるとさは、ただちにエンジン 
を停止して、冷えるまで車から 
離れてください。漏れた冷却水 
び発乂して乂災が発生するおそ 
れびあります。 

-水温び下びるまで、絶対にボン 
ネットやリヴーブタンクの 
キヤップを開かないで < ださい。 
高温の蒸気や熱湯び吹さ出して 
火傷をするおそれびあります。 


ま意！ 

• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに、冷却水に関する故障/ 
警告メッセージび表示されたと 

きは（10-10、15、16)をご 

覧ください。 

•才ーバーヒートした状態で走行 
したり、冷却水び吹さ出してい 
る状態でエンジンをかけたまま 
にすると、エンジンを損傷する 
おそれびあります。 

-オーバーヒートしたとさは必ず 
指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 


才ーバーヒートしたとき 

才ーバーヒートしたときは、じ I 下のよ 
うに処置してください 

► ただちに安全な場所に停車します。 

► エンジンをアイドリング状態で冷 
却します。 

エンジンファンび停止しているとき 
や冷却水び吹き出しているときは、 
エンジンを停止して冷却します。 

► エンジンび十分に冷えてから、冷 
却水量、水漏れ、エンジンファン 
などを点検します。 

► 冷却水び不足しているとさは補給 

します（8-8)。 

7 

I ま意！ — 

冷却水は、エンジンび熱いとさに 
補給しないでください。エンジン 
を損傷するおそれびあります。 
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万一のとを 


バッテリーがあがったとき 


ッテリーびあがったとさ 


エンジンルームにあるエンジン始動用 
バッテ U —の電圧び低下し、エンジン 
の始動び困難なとさは、ブースター 
な一つ '、レを使用して他車のバッテリー 
を電源として始動することびでさま 
す。容量の大さい太めのブースター 
な一つ) レを使用してください。 


ま意！ 

バッテリーびあびっているときは、 
ドアを開いたとさにドアウインド 
ウや IJ アク オーター ウインドウは 
下降しません。 

このときは、無理にドアを閉じな 
いでください。ドアウインドウや 
U アク オーター ウインドウ、ドア 
やシール部などを損傷するおそれ 
びあります。 


A 


-作業を始める前に必ず仪降に記 
載する説明を読んでください。 
説日月を守らないと、電気装備を損 
傷したり、バッテリーび爆発して 
けびをするおそれびあります。 

• トランクルーム内に装備されて 
いる電気装備用バッテリーは、 
他車のバッテリーを電源とする 
エンジン始動には使用でさませ 
ん。絶対に他車のバッテリーを 
接続しないでください。また、 
電気装備用バッテ U —の接続を 
外さないでください。 

-たばこなどの火気を近付けたり、 
乂花を発生させたりしないでく 
ださい。バッテリーび爆発して 
けびをするおそれびあります。 


• 他車のバッテリーを電源として 
始動しているときは、バッテ 
U —をのぞさ込まないでくださ 
し^。爆発したときに、けびをす 
るおそれびあります。 

. 他車のバッテ U —を電源として 
始動しているときは、バッテ 
リーを傾けないでくださし、。 
バッテリーび爆発してけびをす 
るおそれびあります。 


知識 

バッテリーあびりなどでリモコン操 
作で解錠でさないとさは、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアを解錠 

します（3-28)。 
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万一のとき 


始動の方法 



左八ンドル車 

① 救援車の®端テ 

② 救援車の©端テ 

③ 自車の®端子 

④ 自車の©端テ 


I ま意！ 

救援車により接続方法び異なるこ 
とがあります。接続前に救援車の 
取扱説明書もお読みください。 


► バッテリー電圧び同じ （12V) で、 
バッテリー容量び同程度の救援車 
を用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこ 
とを確認します。 

► パーキングブレーキを効かせて、セ 
レクターレバーを la に入れます。 

► 救援車のエンジンを停止します。 

► 両車の電気装備をすべて停止しま 
す（エンジンスイッチを0の位置に 
します)。 

► 救援車のバッテリーの®端子①に 
赤色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 自車の®端子カバーを取り外し 
ます。 

► 自車のバッテ U —の®端子③にホ 
色ブースターケーブルの反対側を 
接続します。 

► 救援車のエンジンを始動して、ア 
イドリング状態にします。 


バッテリーがあがったとき 

► 救援車のバッテ U —の©端子③に 
黒色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 自車のバッテリーの©端子④に黒 
色ブースターケーブルの反対側を 
接続します。 

► 自車のエンジンを始動します。 

ま意！ 

電気回路を守るため、エンジンを 
始動したら、ただちにエアコン 
デイシヨナーや U アデフォッガー 
などの電気装備を作動させて<だ 
さい。ただし、ランプは点灯させ 
ないで <ださい。 


► 取り付けたとさと逆の手順でケー 
ブルを外します。 

► 必要のない電気装備を停止します。 


7-23 











万一のとを 


バッテリーがあがったとき 
ま意！ 

• 急速充電器などを接続してエン 
ジンを始動しないでください。 
車の電気装備を損傷します。 

-触媒装置の損傷を避けるため、 
じ(下の点に注意してください。 

〇「押しびけ」や下り勾配を 
利用してエンジンを始動し 
ないで < ださい。 

0 エンジンび暖まっていると 
さは、他車のバッテリーを 
電源としてエンジンを始動 
しないで < ださい。 

〇エンジン始動を 2 〜 3 回試み 
てわ始動でさないとさは、時 
間をおいてから、再度始動し 
てください。それでも始動し 
ないとさは指定サービスエ場 
へ連絡してください。 

• エンジンを始動でさたとさも、 
すみやかに指定ヴービスエ場で 
バッテ U —の点検を行なつてく 
ださい。 


-ブースターケーブルは、十分な 
容量（太さ）のケーブルを使用 
してください。 

〇ケーブル部分や絶縁部分び 
損傷しているわのは使用し 
ないで < ださい。 

0 ケーブルびエンジンフアン 
やVベルトなどに巻さ込まれ 
ないよラにしてください。 

知識 

-放電したバッテリー液は、約 
一]び C で凍結します。凍結して 
いるとさは、火気を近付けずに 
己び C じ(上にならないよラにバッ 
テリー全体を暖め、バッテリー 
液を解凍してからエンジンを始 
動してください。 


バッテリーびあびったり、バッ 
テリーの接続び一時的に断たれ 
ると、次にバッテリーを接続し 
てエンジンを始動したときに、 
マルチファンクシヨンディスプ 
レイに故障/警告メッセージび 
表示されることびあります。こ 
のとさは、(下の手順で再設定 
してください。 

► 安全な場所に停車して、エン 
ジンを再始動します。 

► ステア U ングをいずれかの 
方向に止まるまでまわし、 
次に反対側へ止まるまでま 
わします。 

また、下の作業び必要にな 
ることびあります。 

〇マルチファンクシヨンコン 
トローラーの再設定 

〇ドアウインドウのリセット 

(3-49) 

〇ドアミラーのリセット （3- 

65) 
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万一のとを 


ーズの 交換 


電気装備び作動しないとさはヒューズ 
び切れていることび考えられます。 

ヒューズび切れているとさは、ヒュー 
ズを交換してください。 

警告 A 


規格や容量の異なるヒューズ、改 
造や修理をしたヒューズなどを使 
用しないでください。乂災などび 
発生するおそれびあります。 


注意！ 

じ(下のよラなとさは、ただちに指 
定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

• ヒューズを交換してもすぐに切 
れるとさ 

-ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとさ 


r ヒュ-ズの位置_ ] 

ま意！ 

• ヒューズボックスのカバーは、 
ヒューズボックスに密着する 
よラに取り付けてくださし^。 
ほこりや湿気び入り、故障の 
原因となるおそれびあります。 

• ヒューズボックスのカバーを取 
り外したとさに、ヒューズボッ 
クスの内部に水などび入らない 
よラにしてください。 

-トランク内の電気装備用バッテ 
U —の前部にわ、ヒューズびあ 
ります。 


ヒューズの交換 

エンジンルーム内運転席側の 
ヒューズボックス 



左八ンドル車 

① ノブ 

② 開く位置 

③ 閉じる位置 

④ カバー 

► ノブ①を開く位置③に動かして □ 
ックを解除します。 

► カバー ④を開きます。 

カバーを 閉じるときは、 カバー ④を 
ヒューズボックスに取り付けてか 
ら、ノブ①を閉じる位置③に動かし 
て□ックします。 
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万一のとを 


I I III 


エンジンルーム内助手席側の 
ヒューズボックス 



左八ンドル車 

⑤ ノブ 

⑥ 開く位置 

⑦ 閉じる位置 

► ノブ⑥を開く位置⑥に動かして □ 
ックを解除します。 

► カバーを開きます。 

力八'一を閉じるときは、力八'一をヒ 
ューズボックスに取り付けてから、 
ノブ⑥を閉じる位置⑦に動かして □ 
ツソします。 


ち側シート後方のル物入れ下部の 
ヒューズボックス 



⑧ノブ 

► ル物入れ底面のノブ⑧を引さなび 


らカパーを開きます。 


r ヒューズを乂換する_ I 

► すべての電気装備を停止します。 

► エンジンスイッチからキーをおさ 
ます。 

► ヒューズー覧 （9-6) を参考に、 
作動しない電気装備に該当するヒ 
ューズを確認します。 

► ヒューズリムーバーなどを使用し 
て該当ヒューズを取り外します。 

► ヒューズを点検し、/こ\線部び切れて 
いる（溶断）とさは同じ電流値（色） 
のヒューズと交換します。 

知識 

車載工具内 （7-4) にヒューズ配置 
表（英文）びあります。 
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電球の交換 


電球び切れてランプが点灯しないとさ 
は、同規格*同容量の電球と交換して 
ください。 

LED やキセノンヘッドランプ、リアラ 
ンプ類はユニット交換になるため、必 
ず指定ヴービスエ場に作業を依頼して 
ください。その他の電球の交換ち、指 
定ヴービスエ場に作業を依頼すること 
をお勧めします。 

やむを得ずお客様ご自身で交換すると 
さは、(下のを意を守って該当箇所の 
電球を交換してください。 

電球一覧は (9-5) をご覧ください。 


万一のとき 


II I ■ 


A 


エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかかっているとさ、 
エンジンスイッチび2の位置の 
ときは、キセノンヘッドランプ 
のバルブソケットや配線に手を 
触れないでください。高電圧の 
発生部分や高温部分びあり、そ 
れらに触れると非常に危険です。 

キセノンへッドランプのバルブ 
交換は、必ず指定サービスエ場 
で行なってくださし、。 


マルチフアンクシヨンディスプレ 
イの故障/警告メッセージ _ 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にランプに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは （10-16) 
をご覧ください。 

このとさは、すみやかに電球を交換 
してください。 

知識 

-ドアミラーの方向指示灯やテー 
ルランプ/ブレーキランプ、八 
イマウントストツプランプは、 
すべての LED び切れたときに、 
マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに故障/警告メッセージび 
表示されます。 

-方向指示巧の電球び切れたとさ 
は、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイの故障/警告メッセー 
ジに加えて、メーターパネルの 
方向指示表示灯の点滅と作動音 
の間隔び短くなります。 
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万一のとを 




スタンバイランプ機能 _ 

方向指示なやブレーキランプ、テー 
ルランプなどの電球び切れると、他 
の電球び代替として点灯することび 
あります。 


電球の取り扱い 


電球を交換するとさは、下の点にを 
意してください。 

-電球を交換するとさは、手袋など 
を着用し、直接手で電球に触れな 
いよラにしてください。 

電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着すると切れやす 
くなります。触れたときは、薄め 
た中性洗剤を含ませた柔らかい布 
で電球をよく拭いてください。 

-指定(外の電球を使用しないでく 
ださい。過熱してレンズを損傷し 
たり、故障の原因になるおそれび 
あります。 


-電球び熱くなっているとさは、電 
球に触れたり、電球を取り外さな 
いでください。電球には圧力のか 
かったガスび封入されているため、 
破裂するおそれびあります。 

-落下したり、衝撃び加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれびあります。 

• 電球は子供の手の届かなし" i ところ 
に保管してください。 
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点検と整備 




メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転するためには、指定ヴービ 
スエ場で点検整備を受ける必要びあり 
ます。指定サービスエ場では仪下のよ 
ラな点検を行ないます。 

• ダイムラー*クライスラー社指定 
の点検整備 

ダイムラー*クライスラー社の指 
示による点検整備項目びあります。 
これらはメンテナンスインジケー 
ターの表示に応じて実施します。 


メンテナンスインジケーター 

メーカ ー 指定点検整備の時期を知らせ 
る目安として、メンテナンスインジ 
ケーターび装備されています （4- 10)。 


整備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 


•] 年および2年点検整備 

] 年、2年点検整備は、車検時を含 
め、法律で定められ実施するちの 
です。 


次の点検時期を示すステッカーび 
フ□ントウインドウに貼付してあ 
ります。 


詳しくは指定ヴービスエ場におた 
ずねください。 


日常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車を使用するときに、お客 
様ご自身の判断で実施していただく点 
検です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異常び発見され 
た場合は、すみやかに点検を受けてく 
ださい。 
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ンジン ルーム 


点検と整備 


エンジン ルーム 



SL 3 己日（左八ンドル車) 


① 

ウォッシャー液 
リヴーブタンク 

8-1 己 

③ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-10 

③ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

8-13 

④ 

冷却水リヴーブタンク 

8-7 

⑥ 

エンジンオイル 
フィつーキャップ 

8-1 1 


※ち八ンドル車の①と③は左ち対称の位置に 
あります。 



SL 550 


① 

ウォッシヤー液 
リヴーブタンク 

8-1 己 

③ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-10 

③ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

8-13 

④ 

冷却水リヴーブタンク 

8-7 

⑥ 

エンジンオイル 
フィラーキヤップ 

8-1 1 



SL 600 


① 

ウオツソヤー;イタ 

リヴーブタンク 

8-1 已 

③ 

ブレーキ液 

8-13 


リヴーブタンク 


③ 

冷却水リヴーブタンク 

8-7 

④ 

エンジンオイル 

8-1 1 


フイラーキャップ 8 


※仕様により、部品の形状などびイラストと異なることびあります。 
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点検と整備 


I II 



SL 55 AMG 


① 

ウォッシヤー;イタ 
リヴーブタンク 

8-15 

③ 

ブレーキ液 

8-13 


リヴーブタンク 


③ 

冷却水リヴーブタンク 

8-7 

④ 

エンジンオイル 

8-1 1 


フィラーキヤップ 




SL 6己 AMG 

① 

ウォッシヤー液 
リヴーブタンク 

8-1 已 

③ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

8-13 

③ 

冷却水リヴーブタンク 

8-7 

④ 

エンジンオイル 

8-1 1 


フイラーキャップ 


ま意！ 



SL 6日日/ SL 6己 AMG は、エン 
ジン上部後方にあるキャップ①を 
絶対に開かないでください。エン 
ジンを損傷するおそれびあります。 


知識 


SL 3己0、 SL 己己0を除<車種に 
はエンジンオイルレベルゲージは 
ありません。マルチファンクシヨ 
ンディスプレイのエンジンオイル 
量点検画面 （4-12) で点検し、 
必要に応じて規定量のオイルを補 
給してください。 
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点検と整備 


I II 


エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム内の各所を点検すると 
さは下の事項を厳守してください。 


A 


• イグニッシヨンシステムやキセ 
ノンへッドランプのバルブソ 
ケットや配線には、高電圧の発 
生部分や高温部分びあり、それ 
らに触れると非常に危険です。 

• エンジンスイッチからキーを抜 
いているとさでも、冷却水の温 
度び高い場合にはエンジンファ 
ンなどび自動的に回転すること 
があります。エンジンフアンな 
どの回転部分には身体や物を近 
付けないでください。 


環境 9 


環境保護のため、オイルなどの各 
種の油脂類やフルード類の交換お 
よび廃棄は、指定サービスエ場で 
行なってくださし、。 


エンジンルーム内の手入れ 

手作業で拭いてください。火傷や感電 
をしないよラに注意して < ださい。 

エンジンルームには多くの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌います。水をか 
けたり、 スチーム 洗浄をしないでくだ 
さし、。 
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点検と整備 


エンジン ルーム 


ま意！ 

-ェンジンや補器類の熱や動さに 
十分を意してください。火傷や 
けびをするおそれびあります。 

• ラジェターに手を触れないでく 
ださい。火傷やけびをするおそ 
れびあります。 

-作業は安全な場所で行なってく 
ださい。 

-適切な工具を使用してください。 

-部品や工具をェンジンの上な 
ど、ェンジンルーム内に置かな 
いでください。中に落とすおそ 
れびあります。 

-油脂類（オイルなど）やフルー 
ド類（ブレーキ液、バッテリー 
液、冷却水など）は、十分注意 
して取り扱ってください。万一 
目に入った場合は、すぐに清潔 
な水で十分に洗い流し、医師の 
診断を受けてください。 


-油脂類やフルード類び皮膚に付 
着したときは、すぐに石けんで 
洗い流してください。放置する 
と皮膚に障害を起こすおそれび 
あります。 

-油脂類やフルード類の容器は、 
子供の手び届くところや火気の 
近くに保管しないでください。 


V ベルト 

自動調整式なので、調整の必要はあり 
ません。 

亀裂や損傷びないか点検してください。 
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点検と整備 


冷却水 


冷却水の量を点検ずる 



① キャップ 

② U ヴーブタンク 

③ バー 

冷却水は U ヴーブタンクで点検と補給 
を行ないます。 


► 水平な場所に停車します。 

► 冷却水び冷えていることを確認し 
ます。 

► U ヴーブタンク③のキャップ①を 
反時計回りにゆっくり約]回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 

► 圧力び抜けたら、キャップ①をさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外します。 

► 冷却水の液面びリヴーブタンク③ 
内のバー③の上面に達していれば 
適量です。 

知識 

水温び高いとさは、液面び約 
1已 mm ほど高くなります。 


A 


-水温び少しでわ高いとさは、絶 
対にリヴーブタンクのキャップ 
を開かないで<ださい。高温の 
蒸気や熱湯び吹さ出して、火傷 
をするおそれびあります。 

-不凍液をエンジンルームにこぼ 
さないよラにしてください。熱 
くなったエンジンに不凍液び付 
着すると、発火して火傷をする 
おそれがあります。 


I 注意！ 

冷却水の減りかたび著しいときは、 
ただちに指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 
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点検と整備 


冷却水 

RH 冷却水量-冷却水温度警告'灯 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
赤色に点灯し、エンジン始動後に白色 
の点巧に戻ります（点なしないとさは 
警告灯び故障しています）。 

エンジンびかかっているとさにホ色 
に点なしたとさは、冷却水量び減少 
しているか、冷却システムに異常び 
あります。 

冷却水び不足している場合は補給方法 
に従いリヴーブタンクに補給してくだ 
さい。頻繁に点なする場合は冷却シス 
テムの漏れび考えられます。指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


走行中に赤色に点灯し、警告音び鳴つ 
たとさは、冷却水温度び約] 2日でじ ( 
上になり、才ーバーヒートしてし''ます。 
ただちに安全な場所に停車し、エンジ 
ンを停止して冷却してください。 

詳しくは、オーバーヒートしたとさ 
(7-21) をご覧ください。 

ま意！ 

冷却水量が正常なとさに、；令却水 
量*冷却水温度警告灯び赤色に点 
なするときは、エンジンフアンび 
故障している可能性びあります。 
エンジンフアンび故障している場 
合は オーバーヒート などのおそれ 
があります。指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 


r を却水を補給ずる_ I 

冷却水び不足している場合は、冷却水 
が冷えているときにリヴーブタンクに 
補給します。 

► リヴーブタンク③のキャップ①を 
反時計回りにゆっくり約]回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 

► 圧力び抜けたら、キャップ①をさ 
らに反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 液面の高さに注意して冷却水を補 
給します。 

通常は水道水に純正の不凍液を湿 
ぜて使用します。 

車を使用する地域（最低気温）に 
よって濃度を変えます。 
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点検と整備 


不凍液の濃度 


不凍液湿合率 

凍結温度 

約己日％ 

-37°C 

約己己％ 

一4己む 

注意！ 

• 冷却水の補給は、 

冷却水び冷ス 


てから行なってください。 

-冷却水には必ず不凍液を混ぜて 
<ださい。不凍液には防鐘の効 
果わあります。 


-不凍液は塗装面を損傷させま 
す。ボディに付着したときは、 
すぐに水で洗い流してください。 

• マルチフアンクションデイスプ 
レイに冷却水に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさ 
は、オーバーヒートしてエンジ 
ンを損傷するおそれびありま 
す。ただちに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


• 不凍液の濃度は己日％から已己％ 
の間にしてください。濃度を 
已己％じ(上にすると、冷却性能 
び低下します。 

-指定外の不凍液や不適当な水 
を使用しないでください。鐘や 
腐食などの原因になります。 


冷却水 ■ 

冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととわに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 
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点検と整備 


I I III 


ンジンオイル 


r エンジンオイルの量を点検ずる 



SL 350 

① エンジンオイルレベルゲージ 

② 上限 ( max ) 

③ 下限 ( min ) 

知識 

SL 3已0、 SL 己己0を除<車種に 
はエンジンオイルレベルゲージは 
ありません。マルチファンクショ 
ンディスプレイのエンジンオイル 
量点検画面で点検を行なって <だ 
さい（4-12)。 


► 水平な場所に停車します。 

► エンジンを始動して、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、已分ほど待 
ちます。 

エンジンオイルび温まらないラち 
にエンジンを停止したときは、約 
30分 liLb 待ちます。 

► エンジンオイルレベルゲージ①を 
抜さ取り、されいに拭いて差し込 
みます。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージ 
を抜さ取り、付着したエンジンオ 
イル量と巧れ具合を点検します。 
オイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限 (max) ③と下限 (min) 
③の間にあれば正常です。 

► エンジンオイルび下限じ(下のとさ 
は、フイラーキャップを開いて、 
指定のエンジンオイルを規定の量 
まで補給します。 


ま意！ 

• マルチフアンクシヨンディスプ 
レイにエンジンオイル量に関す 
る故障/警告メッセージび表示 

されたとさは（10-17、18) 

をご覧ください。 

• エンジンオイルは使用している 
間に巧れたり劣化するだけでな 
く、消費され減少します。定期 
的に点検し、必要であれば必ず 
補給または交換してください。 

知識 

• エンジンオイルレベルゲージの 
上限 (max ) ③と下限 ( min) 
③の間は約2リットルです。 

-慣らし運転中のエンジンオイ 
ル消費量は多少増加すること 
びあります。また、頻繁にエン 
ジン回転数を上げて走行する 
と、エンジンオイル消費量は増 
加します。 
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点検と整備 


I I III 


エンジンオイルを補給ずる 



SL 已曰〇 

④エンジンオイルフイラーキャップ 


► エンジンオイルフィラーキャップ 
④を取り外します。 

► 指定のエンジンオイルを補給し 
ます。 

安全に十分ま意して、作業を行 
なつて < ださい。 

► エンジンオイルフィラーキャップ④ 
を補給口 Iこ合わせて取り付けます。 


A 


エンジンオイルをエンジンルーム 
内にこぼさないで<ださい。エン 
ジンび熱いとさにオイルび付着す 
ると、発火して火傷をするおそれ 
びあります。 

注意！ 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにエンジンオイル量に関する故 
障/警告メッセージび表示された 

ときは （10-1 7、 18) をご覧くだ 

さい。 


環境 9 


環境保護のため、エンジンオイル 
を地面や排水溝などに流さないで 
ください。 
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点検と整備 


ンジンオイル 

エンジンオイルの交換の時期 

エンジンオイルおよびフィルターは定 
期的に交換することをお勧めします。 
交換時期はメンテナンスインジケー 
ターを目安としてください。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりますので、詳しくは指定ヴービ 
スエ場におたずねください。 


ま意！ 

• 必ず指定のエンジンオイルを使 
用してください。指定(外のエ 
ンジンオイルを使用して故障び 
発生した場合は、保証び適用さ 
れないことびあります。 

-種類の異なるエンジンオイルを 
混ぜないでください。エンジン 
オイ j レの特性び発揮されません。 

-エンジンオイルに添加剤などを 
使用しないでください。エンジ 
ンを損傷するおそれびあります。 


• エンジンオイルびエンジンルー 
ム内に付着したとさは完全に拭 
き取ってください。 

• エンジンオイル量び多すざると 
故障の原因になります。 

• エンジンオイルの減りかたび 
著しいとさは、ただちに指定 
サービスエ場で点検を受けて 
ください。 


使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくは指定サービスエ場にお 
たずねください。 

グレードと粘凰ま、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 

外気温度 SAE グレード 


T の た 



8-12 























点検と整備 


ブレーキ 


ブレーキ液 



左八ンドル車 

① レベルインジケーター上限 ( MAX ) 

② レベルインジケーター下限 （ MIN ) 


ブ レーキ 液リ ヴーブ タンクのレべ 
ルインジケーターで点検します。 

ブレーキ液の液面びレベルインジ 
ケーター上限 ( MAX ) ①と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常です。 

注意！ 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(10-13) をご覧ください。 


r ブレーキ液の交換_ ] 

定期的に指定サービスエ場で点検を受 
けてください。詳しくは指定サービス 
工場におたずねください。 


警告 A 


• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにブレーキに関する故障/ 
警告メッセージび表示されたり、 
ブレーキ警告灯（已 -3 己）び点 
灯したとさは、むやみにブレー 
キ液を補給しないでください。 
補給によって故障び解消するこ 
とはありません。 


安全な場所に停車して、指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 


8-13 















点検と整備 




必ず指定のブレーキ液を使用し 
てください。指定 ii (外のブレー 
キ液を使用したり、他の銘柄を 
湿ぜると、ブレーキの効さ具合 
やブレーキシステムに悪影響を 
与え、安全なブレーキ操作びで 
さな<なるおそれびあります。 

ブレーキ 液の補給は、エンジン 
び冷えてから行なってくださ 
い。また、上限 ( MAX ) を超 
えないよラに補給してくださ 
い。あふれた ブレーキ 液び熱く 
なったエンジンや排気系部品な 
どに付着すると、発火して火傷 
をしたり、火災び発生するおそ 
れびあ0ます。 


ま意！ 

-ブレーキ液の減りかたび著しい 
とさは、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

-ブレーキ液の補給や交換は、指 
定ヴービスエ場で行なつてくだ 
さし、 

-補給するときは、ゴミや水び U 
ヴーブタンクの中に入らないよ 
ラにしてください。たとえ小さ 
なゴミでち、 ブレーキび 効かな 
<なるおそれびあります。 

-レベルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて補給すると、 
走行中に漏れて塗装面を損傷す 
るおそれびあります。ボディに 
付着したとさは、すみやかに水 
で洗い流してください。 

-ブレーキ液は使用している間に 
大気中の湿気を吸収して劣化し 
ます。劣化した状態で使用する 
と、苛酷な条件下ではベーパー 
□ ックび発生するおそれびあり 
ます。 


ベーパー□ック： 長い下り坂や急な下 
り坂などでブレーキペダルを踏み続 
けると、ブレーキ液び沸騰してブレー 
キパイプ内に気泡び発生し、ブレーキ 
ペダルを踏んでわ圧力び伝わらず、 
ブレーキび効かな<なる現象のこと 
です。 
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点検と整備 


ゥォッシ石三 


オツシヤー漱 


ウオッシヤー液を補給ずる 



左八ンドル車 

①ウォ ッシャー 液 IJ ヴーブ タンクの 
キャップ 

警告 A 


ウォッシャー液は可燃性です。火 
気を近付けたり、近<で喫煙をし 
ないで<ださい。また、エンジン 
び熱くなっているとさには補給し 
ないで < ださい。 


► リヴーブタンクのキャップ①を開 
いて補給します。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水に湿ぜ 

て使用します（9-10)。 

知識 

• ウォッシャー液には夏用と冬用 
の2種類びあります。夏用には 
油膜の付着を防ぐ効果びあり、 
冬用には凍結温度を下げる効果 
びあります。 

• ウインドウウォッシャー液と 
へッドランプウオッシャー液の 
リヴーブタンクは兼用です。 


ま意！ 

• ウォッシャー液は、リヴーブタ 
ンクに補給する前に別の容器で 
適正な混合比に湿ぜてください。 

-粗悪なウォッシャー液や石けん 
水を使用すると、塗装面を損傷 
するおそれびあります。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
ときは、ウォッシャーの操作を 
しないでください。ウォッ 
シャーポンプを損傷するおそれ 
びあります。 

-ヘッドランプには樹脂製レンズ 
を使用しているため、必ず専用 
の純正ウォッシャー液を使用し 
てください。純正(外のウォッ 
シャー液を使用すると、レンズ 8 
を損傷するおそれびあります。 — 

• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにウォッシャー液に関する 
故障/警告メッセージび表示さ 
れたとさは （10-20) をご覧 
ください。 
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点検と整備 


ヤとホイール 


タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 

承認されている製品を使用してくださ 

い。詳しくは指定サービスエ場におた 

ずねください。 

タイヤの点検 

► タイヤ空気圧ゲージを使用するか、 
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
び適切であるか点検します。 

► タイヤに大さな傷びないか、くざ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないか点検します。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり極端 
にすり減っていないか点検します。 
ス U ップヴイン（別冊「整備手帳」 
参照）び出ているときは、新しい 
タイヤに交換します。 


A 


• タイヤの摩耗には十分に注意し、 
スリップヴイン（別冊「整備手 
帳」参照）び現われたら、すぐ 
に交換してください。タイヤの 
溝の深さび 3mmLU 下になると 
著しく滑りやすくなり、事故に 
つなびるおそれびあります。 

• 必ず規定の空気圧を守って<だ 
さい。燃料給油フラップの裏側 
に、規定のタイヤ空気圧を記載 
したラベルが貼付してあります 

( 8 - 18 )。 


-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、乂災を起こすお 
それびあります。 


• ホイールボルトはホイールに適 
合した純正品だけを使用してく 
ださい。純正品(外のホイール 
ボルトを使用すると、ホイール 
び脱落して事故を起こすおそれ 
びあります。 

-再生タイヤを装着した場合、安 
全性の保証はでさません。 
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点検と整備 


注意！ 

• タイヤに空気を入れても、すぐ 
に空気圧び低下するとさは、パ 
ンクやホイールの損傷、タイヤ 
バルブからの空気漏れなどのお 
それびあります。ただちに指定 
ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

-タイヤのトレッドやサイド 
ウォールびひどくすり減った 
り、傷び付いているとさは交換 
してください。 

• タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの摩耗を点検する 
ときは、必ずタイヤの内側わ点 
検してください。 

-ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたすおそれび 
あります。 

• 回転方向び指定されているタイ 
ヤは、タイヤの側面に記された 
回転方向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 


-路面の段差などを乗り越えると 
さは、速度を落とし、ミ主意して 
走行してください。タイヤやホ 
イールを損傷するおそれびあり 
ます。 

-純正品または指定品(外のタイ 
ヤやホイールを装着すると、道 
路運送車両法違反になることび 
あります。 

-装着するタイヤは指定されたヴ 
イズ、および4輪とわ同じ銘柄 
のちのにして<ださい。サイズ 
や銘柄び異なるタイヤを組み合 
わせて装着すると、操縦性に悪 
影響をおよぼし、事故を起こす 
おそれびあります。 

. 摩耗具合にかかわらず、6年仪 
上経過したタイヤは新品のタイ 
ヤと交換してください。 

応急用スペアタイヤわ同様に交 
換してください。 


タイヤとホイール 

-タイヤおよびホイールのサイズ 
び前後で異なるため、タイヤ 
□ — 了 ーシヨンはわなわなし'^で 
ください。前後のタイヤを入れ 
替えると車の安定性や操縦性び 
確保でさません。 

知識 

-新品のタイヤを装着したとさ 
は、走行距離び約]日日 km を超 
えるまでは速度を控えて運転す 
ることをお勧めします。 

-タイヤ/ホイールは、オイルや 
グ U —ス類の付着するおそれの 
ない、乾燥した冷暗所に保管し 
てください。 

8 
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点検と整備 


ヤとホイール 


タイヤ空気圧ラベル 



①タイヤ空気圧ラベル 


タイヤ空気圧ラベル①は、燃料給油フ 
ラップ裏側に貼付されています。 

タイヤ空気圧ラべ J レはシンボ J レ表記に 
なつています。 

単位は 「 bar （ = kg / cm う」と 「 psi 」 
で示しています。 


A 


-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤが過熱し 
て破裂したり、火災を起こすお 
それびあります。必ず規定の空 
気圧を守ってください。 

• タイヤに空気を入れすざないで 
<ださい。空気を入れすざた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やすくなります。また、タイヤ 
空気圧警告システムび正しく作 
動しなくなったり、車両操縦性 
に悪影響をおよぼすおそれびあ 
ります。 


※タイヤ空気圧ラベルは車種により異なるこ 
とびあります。 
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点検と整備 


注意！ 

• 必ず法定速度を守って走行して 
ください。 

-周囲の気温び約]日で変化する 
と、タイヤ空気圧は約日.1 bar 
変化します。タイヤ空気圧を点 
検するとさは周囲の気温にま意 
してください。 


m m 9 


定期的にタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。タイヤの空気圧び低 
いと、燃料を余計に消費します。 


知識 

-曰頃からタイヤの空気圧を点検 
してくださし、特に重し^荷物を 
積んで高速走行するとさなどは 
必ず点検を行なってください。 

• 積載荷物び少ないとさに、重い 
荷物に対応した空気圧に調整す 
ると、乗り/こ\地び悪くなること 
びあります。 

-走行した直後や炎天下のよラに 
タイヤ自体び高温になっている 
とさは、約日. 3 ba 「( kg / crn ^) 
ほど空気圧び高くなります。空 
気圧はタイヤび冷えているとき 
に測定してください。 

• 応急用スペアタイヤの空気圧 
は、応急用スペアタイヤのホ 
イールに貼付されているラべ 
ルまたはタイヤに記載されて 
います。 

• "up to 2] 日 km / h " の表示びあ 
る場合は 、 "up to 2] 日 km / h " 
の空気圧に調整してください。 


タイヤとホイール 

. 乗車人数や荷物の量に応じた夕 
イヤ空気圧の記載びある場合 
は、記載内容に従ってください。 
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点検と整備 




二 ij— 


r バッテリーの位置_ ] 

じ(下のノ くッテ U —び装備されています。 

バッテ U —の交換や充電は、指定ヴー 
ビスエ場で行なつてください。 

エンジン始動用バッテリー 

エンジンルームにあります。ブース 
ターケーブ j レを接続して他車のバッテ 
U —を電源として、エンジンを始動で 

きます(7-22)。 

電気装備用バッテリー 

トランクルームにあります。ブース 
ターケーブルを接続することはでさま 
せん。 

警告 A 


電気装備用バッテ U —はブース 
ターケーブルを接続して、他車の 
バッテリーを電源とするエンジン 
始動には使用でさません。絶対に 
ブースターケーブルなどを接続し 
ないで <ださい。 


r バッテリー取り扱いの一般のなま意1 

バッテリーを取り扱ラとさはじ(下の点 
に十分注意してください。 


A 


静電気に注意 

静電気び発生すると、可燃性のガ 
スに引乂し、バッテ U —び爆発す 
るおそれびあります。じ(下のこと 
にま意してください。 

-布などでバッテリーを拭かない 
でください。また、カーペット 
の上などでバッテリーを引さず 
らないで < ださい。 

-バッテリーに触れるときは、先 
に車体などに触れて、身体の静 
電気を放電させてください。 

また、バッテリーに火気を近付け 
ないで <ださい。 


バッテリー液に注意 

• バッテリーを取り扱うときは、 
傾けたり横倒しにしないでくだ 
さい。バッテリー液び漏れるお 
それびあります。 

-バッテ U —液び目に入ると失日月 
するおそれびあります。バッテ 
リーを取り扱ラとさは、保護眼 
鏡を着用してください。 

-バッテ U —液び皮膚に付着する 
と火傷を起こします。すぐに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けてくださし、 

-バッテ U —ケース側面部の液量 
表示び 「 min 」 (下のときは、 
エンジンを始動したりバッテ 
リーを充電しないでください。 
液量不足のまま充電すると、劣 
化を早めたり爆発するおそれび 
あります。ただちに点検を受け 
てください。 
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点検と整備 


ショートに注意 

バッテリーをショートさせると、 
可燃性のガスに発火して、バッテ 
U —び爆発するおそれびあります。 
じ(下のことに注意してください。 

• 金属製の工具などをバッテ U — 
の上に置かないでください。 

-接続するとさは、極性（プラス 
@、マイナス©)を間違えない 
よラに注意してください。 

子供に注意 

バッテリーを取り扱ラとさは、子供 
を近寄らせないでください。 


ま意！ 

-バッテ U —液び衣類や塗装面な 
どに付着すると、腐食が起こり 
ます。ただちに多量の流水で洗 
い流してください。 


• 指定のバッテリーを使用してく 
ださい。詳しくは指定サービス 
工場におたずねください。 

• エンジンびかかっているとさや 
始動するとさは、バッテリー端 
子を外したり、ゆるめないでく 
ださい。 

-定期的にバッテ U —の点検を行 
なってください。バッテリー液 
び減っているときはバッテリー 
液を補給してください。 

. 車を長期間使用しないとさや、 
短距離、短時間の走行び多いと 
さは、通常よりも頻繁にバッテ 
リー液量などを点検してくだ 
さし、 

-バッテリーを充電するとさは車 
から取り外してください。 

-バッテ U —端子の取り付けボル 
卜は確実に締め付けてくださし、 


バッテリー ■ 

知識 

• バッテリーあびりを防ざ、バッ 
テリーの寿命を延ばすために 
下のことをお守りください。詳 
しくは指定ヴービスエ場におた 
ずねください。 

◊エンジンを始動しない期間び 
約4週間じ(上におよぶとさは、 

バッて U —ケーブルの接続を 
外してください。 

◊バッテ U —ケーブルの接続を 
外しているときは少なくとも 
約6力月に一度、バッテリー 
ケーブルを接続しているとさ 
は少なくとも約6週間に一 
度、バッテリーを充電してく 
ださい。 〇 
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点検と整備 


バッテリ- 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、わずかに電 
力を消費します。停車中はバッ 
テリー保護のためエンジンスイ 
ッチからキーを抜いてください。 

• バッテ U —の接続び一時的に断 
たれたとさは、下の作業び必 
要になることびあります。 

0マルチファンクシヨンコン 
トローラーの再設定 

0ドアウインドウのリセット 
0ドアミラーのリセット 


環境 9 


環境保護のため、使用済みのバッ 
テリーは、新しいバッテリーをお 
買い求めになった販売店に廃棄処 
分を依頼してください。 



①インジケーター 


ケースび黒色で、上面にインジケー 
ター①びあるバッテリーは、バッテ 
U 一液の補充はでさません。 

インジケーター①は、バッテリーの液 
量や充電状態び適正なとさは黒色に、 
バッテ U —の交換び必要なとさは白色 
になります。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、指定サービスエ場に交換を依頼し 
てください。 

また、危険ですので分解は絶対行なわ 
ないで < ださい。 


rVRLA バッテリー_ I 

バッテ U —のケースが黒色で、上面に 
VRLA - 巨 ATTER 丫のラベルびある場 
合は、バッテ U —液のレベル点検や補 
充はでさません。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないで <ださい。 

点検については指定サービスエ場にお 
たずねください。 
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寒冷時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いび必要です。必ず(下の注意事項を 
守ってください。 


冷却水/バッテリー 

指定サービスエ場で、冷却水の不凍液 
の濃度び適正であることやバッテ U — 
の液量や充電状態に不足びないことを 
点検してください。 


エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用してください。 


点検と整備 


寒冷時の取り扱い H 


ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用びあ 
ります。冬用の純正ウオッシャー液を 
使用してください。 


ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウィンタータイヤやス 
ノーチェーンび必要です（8-27、28、 
9-14)。 

スノーチェーンは、ダイムラー•クラ 
イスラー社の指定品を使用してくださ 
い。取り扱いについては、スノー 
チェーンに添付されている取扱説明書 
に従ってください。 


冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になります。凍 
結防止用の塩類をまく地方の場合、] 
年に一度ボディ下回りの防鐘処理をす 
ることをお勧めします。 


積雪 

ボディやウインドウに雪び積もったと 
さはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれび 
あります。 


注意！ 

ウインドウに付着した雪や氷を取^ 
り除くとさは、ウインドウのシー 
ル部を損傷しないよラに注意して 
ください。特に U アウインドウ左 
ちの溝部分やシール部にはを意し 
てください。 
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寒冷時の取り扱い 


ドアやトランクの凍結 

ドアやトランクび凍結しているときは 

仪下のよラな方法で走行する前に解凍 

するか、氷を取り除いてください。 

-氷を取り除くとさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
ください。 

. ドアやトランクび凍結して開かな 
いときは、開□部周囲にめるま湯 
をかけ、解凍してから開いてくだ 
さい。また、キーシリンダーには 
めるま湯びかからないよラにして 
ください。 

-再凍結を防止するため、余分な水 
分はされいにおさ取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こラとすると、周囲の防水シー 
J レを損傷するおそれびあります。 


ボディ下側の着氷 

-走行前にボディ下部やフェンダー 
の内側を点検してください。ブ 
レーキ関連部品やステアリング関 
連部品、サスペンションなどに雪 
や氷塊び付着していたり、フェン 
ダーの内側に雪び詰まって固まっ 
てし^ると、ボディを損傷したり、 
車のコント□ールを失って事故を 
起こすおそれびあります。 

-雪や氷塊び付着しているときは、 
めるま湯をかけるなどして、部品 
やボディを損傷しないよラにを意 
しなびら、雪や氷塊を取り除いて 
ください。 

-走行中にも、はね上げた雪や水しぶ 
さび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着します。 
休憩持わこまめに点検し、雪や氷塊 
び付着しているときは、大きくなる 
前に取り除いてください。 


ドアウインドウが凍結していると 
さは、ドアを開いたとさにドアウ 
インドウや U アク オーター ウイン 
ドウは下降しません。 

このときは、無理にドアを閉じな 
いでください。ドアウインドウや 
U アク オーター ウインドウ、ドア 
やシール部を損傷するおそれびあ 
ります。 
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ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、トランク、ド 
アウインドウや U アクオーターウイン 
ドウ、バリオルーフなどび凍結してい 
るとさに、無理に動かすとモーターを 
損傷するおそれびあります。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 
ください。 


乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を取り除い 
てから乗車してください。ペダルを操 
作するとさに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側び曇りや 
す < なります。 


点検と整備 


寒冷時の取り扱い H 


雪道を走巧ずるとき 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 

りやすくなっています。十分な車間距 

離を確保し、いつわより控えめな速度 

で慎重に走行してください。 

安全な走行と操縦性を確保するため、 

liTF のま意事項を守ってください。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チエーンを必ず使用してください。 

-走行モードを C モードに切り替え 
てください（5-7)。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速 
などを避けてください。 

-ブレーキに付着した雪や水滴び凍 
結し、ブレーキの効さび悪くなる 
ことびあります。このよラなとさ 
は、後続車にま意しなびら低速で 
走行し、ブレーキの効さが回復す 
るまでブレーキペダルを数回軽く 
踏んでください。 


A 


滑りやすい路面を走行しているとさ 
は、低いギアレンジの選択やシフト 
ダウンによってエンジンブレーキび 
効くと、駆動輪がグリップを失ラお 
それびあります。低いギアレンジを 
選択したり、シフトダウンするとき 
は十分注意してください。また、滑 
りやすい路面状況で駆動輪を空転さ 
せると、駆動系部品を損傷するおそ 
れびあります。 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 

雪道で動けないとき 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出口）と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれびあり 
ます。 


A 


マフラーなどび雪に埋われた状態 
でエンジンをかけていると、排気 
ガスび車内に入り一酸化炭素中毒 
を起こしたり、中毒死するおそれ 
びあります。 


駐車ずるとさ 

寒冷時や積雪地での駐車時は下の点 

に注意して < ださい。 

-パーキングブレーキび凍結するお 
それびある場合は、パーキングブ 
レーキを使用せず、セレクターレ 
バーを15■に入れ、確実に輪止めを 
してください。 

-できるだけ風下や建物の壁、日光 
の当たる方向にエンジンルームを 
向けて駐車し、エンジンび冷えす 
ざないよラに/こ N びけてください。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで 
ください。雪やつららび落ちてさ 
てボディを損傷するおそれびあり 
ます。 


• エンジンを毛布でカバーしたり、 
フ□ントグ U ルの内側にダンボー 
ルや新聞紙などを挟まないでくだ 
さい。放置したままエンジンを始 
動すると、火災や故障の原因にな 
ります。 
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点検と整備 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するとさや外気温 
度び約7でじ(下のときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで、 A 目 S や 
ESP の効果び発揮されます。 

装着するウインタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とわ同じ銘柄のわの 
にしてください（9-14)。 


ま意！ 

-回転方向び指定されているウィ 
ンタータイヤは、タイヤの側面 
に記された回転方向の矢印な 
どの指示に従つて装着してくだ 
さし、 

-ウィンタータイヤの装着時に、 
応急用スペアタイヤを装着する 
と、車両安定性や制動性能び大 
さく低下するので注意してくだ 
さい。 

• スペアタイヤは応急的に使用 
し、でさるだけ早くウィンター 
タイヤに戻してください。 

-ウインタータイヤの溝の深さび 
4 mm じ(下になったときは、必 
ず新品と交換してください。 


寒冷時の取り扱い H 

• ウィンタータイヤを装着してい 
てわ、雪道や凍結路面では、 

S 目 C ホールドやクルーズコント 
□ール、ディスト□ニック*は 
使用しないでください。 

-取り外したウィンタータイヤ 
は、オイルやグ U —ス類の付着 
するおそれのない、乾燥した冷 
暗所に保管してください。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 

スノーチェーン 

ウィンタータイヤでわ走行び困難なと 

さは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

• スノーチェーンは、ダイムラー- 
クライスラー社の指定品を使用し 
てください。取り扱いについては、 
スノーチェーンに添付されている 
取扱説明書に従つてください。 

• スノーチてーンは必ず後輪に装着 
してください。 

• スノー チェーン装着時は約 
3日 km/hli (下の速度で走行してく 
ださい。 

• スノーチェーン装着時は、 ESP の 
機能を解除したほうび走行しやす 
い場合びあります。 


《ウィンタータイヤやスノーチェーンにつ 
いて、詳しくは指定サービスエ場におた 
ずね < ださい。 


ま意！ 

• 前輪にはスノーチェーンを装着 
しないで<ださい。ボディや 
フエ ンダーの内側またはヴスぺ 
ンシヨン部品などに接触し、夕 
イヤや車両を損傷するおそれび 
あります。 


. 標準タイヤ/ホイールにはス 
ノーチェーンを装着しないでく 

ださい (9-1 2)。 

• 応急用スペアタイヤにはス 
ノーチェーンを装着しないで 
ください。 

• A 目 C 装備車にスノーチェーンを 
装着したとさは、必ず車高をレ 
ベル1に設定して走行してくだ 
さい(5-50)。標準の車高では、 
チェーンびボディに接触して 
ボデイを損傷するおそれびあ 
ります。 


• 指定品じ(外のスノーチェーンを 
装着すると、タイヤから外れた 
り、車体に接触するおそれびあ 
ります。 


• スノーチェーンの脱着は、周囲 
の交通を妨げない、安全で平坦 
な場所で行なってくださし、 

-路面に雪や凍結びなくなったと 
さは、スノーチェーンを外して 
ください。 


8-28 






点検と整備 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でも車を美しく保つことびできます。 

日常の手入れには、ダイムラー*クラ 
イスラー社び指定する用品のみを使用 
してください。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 


A 


• 一部の合成クリーナーなどには、 
有機溶剤や可燃性物質び含まれ 
ていることびあります。カーケ 
ア用品を使用するとさは、必ず 
添付の取り扱い上の注意を読み、 
指示に従ってくださし、。 

• 車内で カーケア 用品を使用する 
とさはドアやドアウインドウを 
開さ、十分に換気してください。 
有機溶剤による中毒を起こした 
り、静電気び可燃性ガスに引火 
して火災び発生するおそれがあ 
ります。 


. 車の手入れをするとさに、ガソ 
U ンやシンナーなどを使用しな 
いでください。中毒を起こした 
り、気化ガスに引火して乂災び 
発生するおそれびあります。 

-カーケア用品は、子供の手び届 
くところや火気の近くに置いた 
り保管しないでください。 


日常の手入れ 

• 走行後は、ボディに付着したほこ 
りを毛ばたさなどで払い落として 
ください。 

• 少なくとも月に]度は洗車してく 
ださい。 

-飛び石により塗装面を損傷すると、 

鐘の原因になります。早めに補修 
を行なってくださし、 

-保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

-泥や虫の死びい、鳥のふん、樹液、 

油脂類、ガソ U ンおよびタールな 
どび付着したとさは、すみやかに 
拭さ取ってください。特に、鳥の 
ふんは塗装面を損傷しやすいので、 
でさるだけ早く水で洗い流してく 
ださい。 8 

• 凍結防止剤び散布してある道路を 
走行したとさは、すみやかに洗車 
し、ボディ下側やフェンダー内を 
洗い流してください。 
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点検と整備 


日常の手入れ 

-直射日光び強く当たる場所や走行 
した直後でボンネットび熱<なっ 
ているよラなとさに、塗装面の手 
入れをすると、塗装面を損傷する 
おそれびあります。 

• ボディの表面にステッカーやフィ 
ルム、マグネットなどを貼り付け 
ないでください。塗装面を損傷す 
るおそれびあります。 

-誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生したときは、 
早めに指定ヴービスエ場で補修す 
ることをお勧めします。 


車内 

• プラスチック部分は、少量の中性 
洗剤などを湿ぜた水を柔らかい布 
に含ませておさ取ります。 

また、乾いた布や目の粗い布、か 
たい布などを使用したり、強くこ 
すらないでください。表面を損傷 
するおそれびあります。 

. ウッドトリムなどの部分は、水で 
湿らせた柔らかい布を使用して拭 
さ取ります。頑固な巧れには少量 
の石けん水を使用します。 

また、有機溶剤を含むクリーナー 
などは使用しないでくださし、。 
ウッドトリムなどを損傷するおそ 
れびあ0ます。 


• ウインドウに、極細の熱線やアン 
テナ線びプ U ントされている車種 
びあります。ガラス面の内側を清 
掃するとさは、湿った柔らかい布 
を使用して、熱線やアンテナ線に 
おって拭さ取り、傷を付けないよ 
ラに注意してください。 

また、乾いた布で拭いたり、研磨 
剤や有機溶剤を含むク U —ナーな 
どを使用しないでください。 

-ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼り付けるとラジオなどの電波の 
受信性能び低下するおそれびあり 
ます。詳しくは指定サービスエ場 
におたずねください。 

警告 A 


エアバッグの収納部分には、有機 
溶剤を含むク U —ナーなどを使用 
しないでください。エアバッグび 
正常に作動しなくなり、けがをす 
るおそれびあります。 
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点検と整備 


洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほ 
こりなどを洗い流します。 

► 水に カーシヤンプーな どを湿ぜた 
洗浄液を用意し、車全体にかけま 
す。外気取り入れ口付近では少量 
にし、ダクト内に洗浄液び残らな 
いよラに注意してください。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗し乂亢します。 

► 洗車後は、すみやかに水滴を拭さ 
取ります。 


洗車時のま意 

洗車をするとさは、じ(下の点にま意し 
てください。 

-水び凍るよラな寒いとさや直射日光 
び強く当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱くなつているような 
ときは洗車をしないでください。 


-虫の死びいなどは、洗車前に取り 
除いて < ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 


• マフラーやその周辺に触れないよラ 
に注意してください。火傷やけびを 
するおそれびあります。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
でください。ブレーキディスクび熱 
いときに急激に冷やすと、ディスク 
を損傷するおそれびあります。 


日常の手入れ 

• ホイールには酸性のホイールク U — 

ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐食する 
おそれびあります。 

-ホイールク U —ナーなどでホイー 
ルを清掃した後にそのまま放置す 
ると、ブレーキディスクやブレー 
キパッドなどび腐食するおそれび 
あります。 

このようなときは、しばらく走行 
して、ブレーキディスクやブレー 
キパッドを乾燥させてください。 

• へッドランプを含むランプ類は樹 
脂製レンズです。流水または水と 
カーシヤンプーを湿ぜた洗浄液で 
洗い流してください。有機溶剤や 
強アルカ U 洗剤などを使用すると、 8 
レンズを損傷するおそれびありま — 
す。また、乾いた布などで強くこ 
すると細かい傷を付けるおそれび 
あります。 
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点検と整備 


日常の手入れ 

• パークト□ニックセンサー/ディ 
スト□ニックセンサー*を清掃す 
るとさは、乾いた布、目の粗い布、 
かたい布などは使用しないでくだ 
さい。また、純正外の手入れ用 
品を使用したり、強い力で乾拭さ 
しないでください。センサーを損 
傷するおそれびあります。 

• ディスト□ニックセンサーのカバー 
を清掃するとさは、エンジンスイッ 
チを0の位置にするか、キーを抜い 
てください。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


高圧式スプレーガンの使用 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、 
車から十分離して使用してくださ 
し^。水圧び高すざると、塗装面を 
損傷するおそれびあります。 


• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、ヴスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないでください。水圧び 
高いため、車内に水び侵入したり、 
防水シールや塗装面を損傷するお 
それびあります。 


• 高圧式スプレーガンのノズルを夕 
イヤに向けないでください。水圧 
び高いため、タイヤを損傷するお 
それがあります。 

• パーク ト□ニックセンサー/ディ 
スト□ニックセンサーには、高圧 
式スプレーガンやスチームク リー 
ナーを使用しないでください。セ 
ンヴーや塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 
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点検と整備 


II I M ■ 


自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車するとさは(下の点 
に注意してください。 

-車の';ちれびひどいとさは、自動洗 
車機で洗車する前に水洗いをして 
ください。 

. 自動洗車機び車のサイズに合って 
いることを確認してください。 

-洗車前にドアミラーを格納してく 
ださい。 

-ワイパーの作動モード（己- 28) を 
停止の位置にしてください。 


• 車の後部左側にあるアンテナの損 
傷を防ぐため、洗車機の□ーラー 
びアンテナに強く接触しないよラ 
に洗車機のスイッチを操作するか、 
アンテナ部にテープを貼るなどし 
て保護してください。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウや 
ワイパーブレードに付着した洗浄 
液を拭さ取ってください。 


- S 目 C ホールド（己- 42) を作動さ 
せて停車しないでください。 

• 回転ブラシのかたさによっては、 
細かな傷び付さ、塗装面の光ミ尺び 
失われたり、劣化を早めるおそれ 
びあります。 


8 
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サービスデータ 


純正部品/純正アクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


ダイムラー*クライスラー社では、点 
検や整備に必要な純正部品を豊富に用 
意しています。 

メルセデス*ベンツ純正部品は厳格な 
基準により品質管理されております。 
点検や整備、修理のとさは必ず純正部 
品を使用してください。 

アクセヴ U —についてち、ダイム 
ラー-クライスラー社またはダイム 
ラー*クライスラー日本株式会社び指 
定する製品だけを使用してください。 

知識 

純正部品(外の部品を代用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇 
所に不具合び生じても、保証を適 
用でさないことびあります。 

環境 9 


ダイムラー*クライスラー社では、 
資源の有効利用を促進するため、 
U サイクル部品を積極的に導入し 
ています。 


ま意！ 

• (下の場所の周囲には、エア 
バッグやシートベルトテンシヨ 
ナーの本体やコント□—ルユ 
ニット、センサー類び取り付け 
られています。これらの部位に 
オーディオなどを追加装備した 
り、修理や飯金作業などを行な 
ラと、エアバッグやシートべル 
トテンシヨナーの作動に悪影響 
を与えるおそれびあります。 

〇エアバッグ収納部 
0 シー トベルト 
〇インストルメントパネル 
〇センターコンソール 
◊ドア 
0シート 
0 ピラー 付近 
〇ヴイドシル付近 

詳しくは指定ヴービスエ場にお 
たずねください。 


. 車の電子制御部品やソフトウェ 
アを改造しないでください。事 
故や故障の原因になります。ま 
た、関連する他の装備にわ悪影 
響を与えるおそれびあります。 

-ウインドウに透明な吸盤を貼り 
付けないでください。吸盤びレ 
ンズとして作用し、火災び発生 
するおそれびあります。 

-車載無線機など電装アクセヴ 
U —を装着するとさは、指定 
ヴービスエ場に相談してくださ 
し、装着方法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響 
を与えることびあります。また、 
電気配線を間違えると、乂災や 
故障の原因になります。 

警告 A 


どんな場合でち、ブレーキ関連部 
品などの重要保安部品や走行系統 
に使用する部品に、純正部品(外 
のちのを使用しないでくださし、。 
事故や故障の原因になります。 
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サービスデータ 


ビークルプレート 


ビークルプレート 


[ビーク J レ^レートの1立置 


[ —ューカーブレート 


純正部品を注文するとさに車台番号 
あるいはエンジン番号などび必要に 
なることびあります。車台番号やェ 
ンジン番号などは図の箇所に記され 
ています。 


③ © 



@ ① 


左八ンドル車 

① ニューカー プ レー ト 

② 車台番号 

③ オプションコードプレート 

④ エンジン番号 



① ニューカー プ レー ト 


運転席または助手席側のドア開口部 
車体側に、車台番号およびカラー 
コードび記載されたニユーカープ 
レート①び貼付されています。 
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サービスデータ 


ークルプレート 



「イノソ d ソ-]—トプレート 



②車台番号 


③オプションコードプレート 


r エンジン番号_ I 

エンジンブ□ックの後ち上部に、エン 
ジン番号④び巧刻されています。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 


ち側シート後方にあるル物入れの下の 
フレームに、車台番号③び巧刻されて 
います。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 


ボンネットの裏側に、オプション 
コードを示すプレート③び貼付され 
ています。 
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サービスデータ 





注意！ 

電球の交換を行なラとさは、車両 
に装着されている電球の規格を確 
認してください。 



ランプ 

ワット 数（規格） 

① 

ドアミラー方向指示灯 

LED (発光ダイオード） 

③ 

フ□ント方向指示灯 

21 W (黄色） 

③ 

へッドランプ（上向き/下向き） 

35W (キセノン D2S) 

④ 

へッドランプ（上向き） 

己己 W (H7) 


車幅灯/フ□ントパーキングランプ 

已 W 

⑥ 

フ□ントフォグランプ/コーナリング 
ランプ* 

已已 W(H7) 

または已已 W(H]]) 

⑥ 

八イマウントブレーキランプ 

LED (発光ダイオード） 

⑦ 

パックランプ 

21W 

⑧ 

U アフォグランプ（ち側のみ） 

21W 

⑨ 

ブレーキランプ/テールランプ/ 

U アパーキングランプ 

LED (発光ダイオード） 

⑩ 

リア方向指示灯 

21W 

⑩ 

ライセンスランプ 

已 W 


※記載の巧容は、取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびありまず。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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サービスデータ 


ューズー覧 



エンジンルーム内運お席側の 
ヒューズボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

1 

20 A 

ワイパー U セスヒーター 

2 

— 

未使用 

3 

1曰 A 

ステア U ング調整 

4 

1已 A 

ステア U ング調整 

己 

40 A 

ワイパー 

6 

7.己 A 

SRS エアバッグ 

7 

己 A 

オプション 

8 

10 A 

オプション 

9 

40 A 

シート調整、シートヒー 
ター、自動防眩ルーム三 
ラー、自動防眩ドアミラ 
一、乗降用ライト、方向 
指示灯、ドア三ラー、卜 
ランク開閉、セントラル 
□ツク、シートベンチレ 
一夕一、 IJ アクォーター 
ウインドウ 


10 

10 A 

ABC 、 診断ソケット、 

へッドランプ光軸調整 

11 

30 A 

ライター、トランク内 

12 V 電源ソケット 

12 

7.已 A 

SRS エァバッグ 

13 

] 已 A 

オプション 

14 

7.已 A 

ワイパーウォッシャーポ 
ンプ、ヘッドランプウォッ 
シャーポンプ 

15 

10 A 

診断ソケット 

16 

己 A 

電話 

17 

己 A 

オプション 

18 

— 

未使用 

19 

10 A 

または 

] 已 A 

オプション 

20 

7.日 A 

診断ソケット 

21 

已 A 

インストルメントパネル 

22 

己 A 

インストルメントパネル 

23 

10 A 

エアコンディショナー 


24 

已 A 

ブレーキランプ、 A 巨 S 、 
ASR 、 巨 AS 、 ESP、SBC 

2已 

7.日 A 

盗難防止警報システム、 
U アデフォッガー 

26 

己 A 

チヤイ J レドセーフティシー 
卜検知システム、セントラ 
ル□ック、ディスト□ニッ 
ク、非常点滅灯、パークト 
□ニック、タイヤ空気圧警 
告システム 

27 

30 A 

シート調整、シートヒー 
夕一、シートヘンチレー 
ター、シートベルト、マ 
ルチコント□ールシート 
バック 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のをので、予告なく変更されることびありまず。 
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サービスデータ 


ヒュー X — 


エンジンルーム内助手席側の 
ヒューズボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

28 

] 已 A 

ホーン 


29 

— 

未使用 


30 

— 

未使用 


31 

— 

未使用 


32 

40 A 

オプション 


33 

已 0 A 

A 巨 S 、 ASR 、 
ESP、SBC 

巨 AS 、 

34 

曰 A 

A 巨 S 、 ASR 、 
ESP、SBC 

巨 AS 、 

35 

20 A 

オプション 


36 

己 A 

A 巨 S 、 ASR 、 
ESP、SBC 

巨 AS 、 

37 

7.已 A 

または 

1 0 A 

トランス三ツシヨン 


38 

7.己 A 

自動防眩ルーム三ラー、 
自動防眩ドア三ラー、セ 
ントラル□ック、ドアミ 
ラー、ルームランプ、バ 
ニティミラー照日月、ライ 
卜/レインセンサー、読 
書灯、バ U オルーフ 

39 

1 5 A 

オプション 

40 

— 

未使用 

41 

40 A 

セントラル□ック、乗降 
用ライト、方向指示巧、 
ドア三ラー、シート調整、 
シートヒーター、 U アク 
オーターウインドウ、シ 
—卜へソチレーッー 

42 

30 A 

チヤイルドセーフティシ 
ート検知システム、シー 
卜調整、シートヒーター、 
シートヘンチレーター、 
シートベルト、マルチコ 
ント□ールシートバック 


43 

20 A 

エンジンコント□—ルユ 
ニット、エンジン緊急停 
止、燃料ポンプ 

44 

20 A 

エンジンコント□—ルユ 
ニット、エンジン緊急停 
止、エンジンフアン 

4已 

已 A 

ディスト□ニック 

46 

已 A 

オプション 

47 

已 A 

オプション 

48 

— 

未使用 

49 

己 A 

エンジンフアン 
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※記載の内容は、取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびありまず。 
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サービスデータ 


ヒュースー覧 


ち側シート後方の小物入れ下部の 
ヒューズボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

已〇 

— 

未使用 

已] 

7.已 A 

低温ポンプ 

己2 

30 A 

燃料ポンプ 

己3 

30 A 

U アデフォッガー 

己4 

— 

未使用 

已己 

— 

未使用 

己6 

— 

未使用 

己7 

己 A 

セントラル□ック、 TV チ 
ューナ ー 

己8 

— 

未使用 

己9 

— 

未使用 

60 

7.已 A 

オプション 

61 

30 A 

オプション 

62 

2已 A 

ドアウインドウ、バ U 才 
ルーフ 

63 

2己 A 

ドアウインドウ、バ U 才 
ルーフ 


64 

— 

未使用 


6已 

— 

未使用 


66 

2己 A 

サウンドシステム 


67 

己 A 

パークト□ニック 


68 

2己 A 

□—ルバー 


69 

2曰 A 

バ U オルーフ 


70 

— 

未使用 


71 

20 A 

セントラル□ック、 
ンク開閉 

百 

72 

— 

未使用 

■ 

73 

40 A 

バ U オルーフ 

"Tip 

74 

5 A 

盗難防止警報システム'; j 
けん引防止警報機能、,パ'^ 
U オルーフ U 

7已 

— 

TV チューナー 


76 

7.已 A 

電話、マルチファンクシヨ 
ンコント□— ラー 

77 

20 A 

CD チェンジヤー、マル 
チファンクシヨンつント 


□ —フー 


[トランク内のヒューズ 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

78 

7.已 A 

ステア U ング調整、エン 
ジンコント□—ルユニッ 
卜、エンジン緊急停止、 
マルチフアンクシヨンス 
テアリング、イグニッシ 
ヨン□ック 


(200 已 -04-2 巨- A 230己84 00 9巨） 


I 知識 

仕様/装備などの違いにより、装 
備されているヒューズび異なるこ 
とびあります。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のをので、予告なく変更されることびありまず。 
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サービスデータ 


I I II I ■ 


オイル-液類 


必ずダイムラー*クライスラー社の純詳しくは指定サービスエ場におたずね 
正品または指定品のみを使用してくだ ください。 

さい。 


油脂類 

車種 

容量（ぶ） 

?曰たロロ ロ 

備考 


SL 3已〇 

約8.日 




SL 己己0 

約8.己 



エンジンオイル 

SL 600 

約8.日 

承認オイル 

オイルフィルター分を含む 


SL 己己 AMG 

約8.己 




SL 6己 AMG 

約8.日 



デイファレンシャル 
オイル 

全車 

— 

承認オイル 

— 

パワーステアリング 

オイル 

全車 

— 

純正パワーステア 

U ングオイル 

専用オイル 

ブレーキ液 

全車 

— 

純正ブレーキ液 

DOT 4規格 


※記載の巧容は、取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびありまず。 
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サービスデータ 


■ I I II I 


油脂類 

車種 

容量（ぶ） 

指定品目 

備考 

燃料 

全車 

約80.日 

無鉛プレミアム 
ガソリン 

警告灯点灯時の残量約1日. □ C 
(SL 已已 AMG、SL 6已 AMG 
は約] 4.0幻 


SL 350 

約]日.8 




SL 己己0 

約11 .6 


低温回路その他を含む 

冷却水 

SL 600 

約]已 .0 

純正不凍液 

水に純正不凍液を湿ぜて使用 


SL 己己 AMG 

約] 2.0 


濃度にま意 （8-9) 


SL 6已 AMG 

約]己.己 



ウォッシャー液 

全車 

約7.日 

純正ウインドウ 
ウォッシャーミイタ 
冬用、夏用 

水と純正ウォッシャー液を 
湿ぜて使用 

エンジン始動用 
バッテリー 

全車 


1 2V / 3己 Ah 

エンジンルーム内に装備 

電気装備用 
バッテリー 

全車 


1 2V / 70Ah 

トランク内に装備 

エアコンディショナー 
冷媒 

全車 


R134a 

R-1 2を使用しないこと 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
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サービスデータ 


I I II I ■ 


注意！ 

• オートマチックトランスミッ 
ションオイルの交換については 
別冊「整備手帳」をご参照 < だ 
さし、 

• オートマチックトランスミッ 
ションオイルは専用品のみを使 
用してください。 

• オートマチックトランスミッ 
ションオイルに添加剤などを使 
用しないで<ださい。オートマ 
チックトランスミッションを損 
傷するおそれびあります。 

• オートマチックトランスミッ 
ションオイルの漏れを見つけた 
り、トランスミッションの作動 
に異常を感じたとさは、指定 
ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


-無鉛プレミアムガソリンを使用 
してください。 

-指定(外の燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用す 
ると、燃料系部品の腐食や損傷 
などによりエンジンび故障した 
り、乂災び発生するおそれびあ 
ります。 

-指定(外の燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用し 
て、故障が発生した場合は保証 
の適用外となりますので、ご了 
承ください。 
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サービスデータ 


ヤとホイール 


タイヤとホイール 


[標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

SL 350 

前輪2己己/ 40 R ]8 
後輪28己/ 3已 R ]8 

前輪 8.5 JX 18 
後輪9.己 Jx ]8 

刖輪 35 mm 
後輪 40 mm 

SL 350 AMG スポーツパッケージ 

SL 已己〇 

前輪2己己/ 40 R ]8 
後輪28己/ 35 R 18 

前輪 8.5 JX 18 
後輪 9.5 JX 18 

前輪 30 mm 
後輪 33 mm 

SL 600 

前輪 255/40 R 18 
後輪28己/ 3已 R ]8 

前輪 8.5 JX 18 
後輪9.己 JX 18 

刖輪 35 mm 
後輪 40 mm 

SL 已已 AMG 
■ SL 6己 AMG 

mm 2己己 / 35 R 19 
後輪28己/ 30 R 19 

前輪 8.5 JX 19 
後輪9.己」 X 19 

前輪 30 mm 
後輪31 mm 


注意！ 

. 標準 タイヤには スノーチェーン 
は使用でさません。 

• タイヤ □ーテーシヨンは 行なわ 
ないで <ださい。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のをので、予告なく変更されることびありまず。 
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サービスデータ 


I 応急用スペアタイヤ 

I 


タイヤとホイール 

車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

SL 350 

SL 已己〇 

]8己 / 60-17 

6BX17 

2己 mm 

SL 600 

SL 已己 AMG 

]7己/已己 -18 

6BX18 

2己 mm 

I SL 6己 AMG 

J 17己/己日-19 

6.5BX19 

1 4mm 


ま意！ 

応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 


I 知識 

応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールに 
貼付されているラベルまたはタイ 
ヤに記載されています。 
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※記載の巧容は、取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびありまず。 
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サービスデータ 


ヤとホイール 


[ウインタータイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイー J レヴイズ 

オフセット 

SL 350 

SL 已已〇 

2已己 /40 R 18 M + S 

8.己」 X 18 

3己 mm 

SL 600 

SL 己已 AMG 

2己已 /40 R 18 M + S 

8.已 JX 18 

30 mm 

SL 6已 AMG 

2己己 / 35 R 19 M + S 

8.已 JX 19 

30 mm 

注意！ 

知識 




ウィンタータイヤのサイズはダイ 
ムラー*クライスラー社び指定す 
るわので、日本国内で発売されて 
いるスタッドレスタイヤは、表記 
のサイズに対応していないことび 
あります。 


• スノーチェーンはウィンタータ 
イヤの後輪に装着することびで 
さます。 

• ウィンタータイヤや スノー 
チェーンについては、指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


※記載の巧容は、取扱説明書作成時点のをので、予告な<変更されることびありまず。 
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サービスデータ 


積載荷物の制限重量 


積載荷物の制限重量 


車種 

トランク 

全車 

100kg 


※記載の巧容は、取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびありまず。 
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故障/警告メッセージ 


10-2 


10. こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


10-21 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告や注意、対応などび表 
示されます。 

知識 

-故障/警告メッセージによって 
は警告音び鳴ることがありま 
す。また、重要度の高いメッ 
セージは、赤色で表示されます。 

. 重要度の低いメッセージは、数 
秒\後に自動的に消えます。 

-自動的に消えないメッセージは、 
ステアリングの！^ 1^や 
0区3、または U セットボタ 
ン （3-77) を押すと、メッ 
セージの表示び消え、故障内容 
び記憶されます。 

• 重要度の高いメッセージは、故 
障や不具合び解消するまで、 
メッセージの表示び消えない場 
合びあります。 


ま意！ 

-走行する前には必ずエンジンス 
イッチを2の位置にして、メー 
ターパネルの表示灯/警告灯び 
点灯し、マルチファンクション 
ディスプレイび表示されること 
を確認してください。 

• メーターパネルやマルチ ファ 
ンクションディスプレイび故 
障した場合は、表示灯/警告 
灯や故障/警告メッセージび 
表示されません。車の操縦性 
などに悪影響をおよぼすよラ 
な故障や異常び発生した場合は 
内容を確認でさないため、た 
だちに指定サービスエ場に連 
絡してください。 

-表示される故障や異常は、一部 
の限られた装備についてであ 
り、また表示される内容わ限ら 
れています。故障表示の機能は 
運転者を支援する装置です。発 
生した故障や異常に対処して車 
の安全性を維持する責任は運転 
者にあります。 


《記載の故障/警告メッセージは、 
取扱説日月書作成時点のわので、表記 
などは、予告なく変更*追加される 
ことびあります。 
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文:字メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

左側 

ち側 

ABC 

] ショウ 

テイシ中！ 

車高び下びりすざている。 




ディスプレイ表示び消えないときは、 
のシステムからオイルび漏れている。 

ABC * 



ディスプレイ表示び消えないときは、 
び故障している。 

ABC * 

ABC 

外]ウシ'' ョウショウ 

ォマチクタ。サイ 

停車時の車高び下びりすざている。 



] ショウ 

A 巨 C * の機能の一部び制限され、操縦安定 
性に影響する可能性びある。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


対応 


► 周囲の状況にミち意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► 数秒後に車高び調整され、メッセージは消えます。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► 走行しなし''でくださし、 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

► 8日 km/h を超えないように走行してください。 

► ステア U ングを大きくまわさないでください。フ□ントの 
フェンダーやタイヤを損傷するおそれびあります。タイヤ 
とボディの擦れる音びしないか確認してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 

► 走行しないでください。 

► メッセージび消えるまで待ってください。 

車高び上びり切れば、メッセージは消えます。 

► 8日 km/h を超えないように走行してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 
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10-3 












こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

左側 

も側 

ABS 

A 巨 S 卜 ESP 

シヨのカノウ 

にュ乃け 

サンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

一時的に A 巨 S と ESP び作動しない状態になつ 
ている。同時に巨 AS の機能も解除されている。 
システムの自己診断び完了していない可能性 
びある。 

上記の機能は作動しないび、 SBC は作動する。 

► 約 20 km/hl；^ 上の速度で短い距離を走行してください。 
メッセージび消えれば、 A 巨 S や ESP、 巨 AS は再び作動でさ 
る状態になります。 


A 巨 S 卜 ESP 

] ショウ 

にュアルヲ 

サンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS と ESP の機能び解除されて 
いる。同時に巨 AS の機能も解除されている。 
上記の機能は作動しないび、 SBC は作動する。 

► 十分を意して走行してくださし、 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


10-4 








ディスプレイ表示 

考え S れる原因および症状 

左側 

ち側 

DTR 

—— km/h 

ディスト□ニック*の作動条件に合わない状態 

で、ディスト□ニックを作動させよラとした。 

テ''イス怔ニック 

] ショウ 

ディスト□ニック*び故障している。 


ショウデ、キマセン！ 

ディスト□ニック*び解除され、一時的に作 


にュアル3 

動停止している。 


サンショウ 

じ(下のとさはディスト□ニック*び解除される。 



• フ□ントグ U ルのデイスト□ニックカバー 
び巧れている。 

-豪雨や雪、霧などのため機能び解除されて 

いる。 

• 電磁波の干渉などにより、レーダーセンサ 
ーシステムび一時的に作動停止している。 

-静止物などを長時間にわたり感知してい 



たため、レーダーセンサーシステムび先 
行幸か静止物かを正確に感知でさな<な 

つてし''る。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


対応 

► 約 30 km / hl ；> (上の速度で走行し、ディスト□ニックを設定 
して < ださい。 

または 

► ディスト□ニックの作動条件を確認してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

l ^ TF のとさは、ディスプレイの表示び消え、ディスト□ニッ 
ク*び作動を再開します。 

•走行中に、巧れなどび落ちたとさ 

• センサーび再び完全に機能していることを、システムび感 
知したとさ 

ディスプレイの表示び消えないとき 

► フ□ントグ U ルのディスト□ニックカバーを清掃してくだ 

さい（8-32)。 

► エンジンを再始動してください。 
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10-5 










こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

左側 

も側 

ESP 

ESP 

シヨウフカノウ 

にュ乃けサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

故障または電源供給に異常び発生したため、 
ESP の機能び解除されている。 A 巨 S と S 巨じは 

作動する。 

► ステア U ングをいっぱいまでまわしたとさに、タイヤび縁 
石などの障害物に接触しないことを確認してください。 

► 停車したまま、ステア U ングを左ちにいっぱいにまわして、 
ESP を U セットしてください。 

数回リセット操作を行なっても、ディスプレイ表示び消えな 

いとさ 

► を意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ESP 

にュアルヲ 

サンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP の機能び解除されている。 
ABS と S 巨 C は作動する。 

► 十分ミち意して走行してくださしん 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

トランスミッション 

シテイノ ] ウシ''ョウテ'' 

テンケン！ 

オートマチックトランスミッションの作動び 
制限されている。 

► 十分注意して走行してくださし、 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


10-6 











こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


ディスプレイ表示 

考え S れる原因および症状 対応 

左側 

ち側 

P 

セレクタレ A 、、- 

P ニシテクダ、サイ 

S 巨 C ホールドび作動しているときに、じ(下^セレクターレバーを la に入れてください。 

のことを行なった。 

• 運転席ドアを開いて、運転席の乗員びシ 
ートベルトをがした。 

-運転席の乗員びシートベルトを着用して 
いないとさに、運転席ドアを開いた。 

• エンジンスイッチを 0 か 1 の位置にした。 

• ボンネットの□ックを解除した。 

] ンフォ-トキノウ 

3シヨウテ''巧セン 

電気装備用バッテ U —の電圧び低下している ► エンジンを始動させてください。 

ため、シートヒーターやリアデフォッガーび 電圧び回復すると、自動的に作動を開始します。 

作動しない。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


デイスプレイ表示 

左側 

も側 ’、 

タイヤクウキアツ 

タイヤヲテンケン タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの空 

気の漏れを検知した。 

■ 

タイヤヲテンケンソノ]'' タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわ 

タイヤクウキアジ れた。 

ケイ]クシステム 

サイシドゥ 

タイヤクウキアツ 

ケイ]クシステム 

] ショウ 故障のため、タイヤ空気圧警告システムの機 

能び解除されている。 

SBC El 

S 巨 C ホ-ルド S 巨 C ホールドを作動させることびでさない。 

サドゥテ、、巧セン 

にュアルヲ 

サンショウ 


S 巨 C ホ-ルド 故障のため、 S 日 C ホールドを作動させること 

シ巧テ''キ7セン びでさない。 

にュ乃け 

サンショウ 
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対応 


► 周囲の安全を確認し、急八ンドルや急ブレーキを避けて停 
車してください。 

► タイヤを点検してください （8-1 目）。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を適正 
にしてください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください (4-7) 〇 
タイヤを交換ずる必要びあるとき 
► タイヤを交換してください。 

► すべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してくだ 
さし、 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください (4-7) 〇 


► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► SBC ホールドの作動条件を確認してください（已-43)。 

► 電圧低下のため、 S 日 C ホールドび作動させることびでさな 
いとさは、必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回復すると、 S 巨 C ホールドは作動できる状態になります。 


► 指定サービスエ場で SBC ホールドの点検を受けてください。 
























こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


ディスプレイ表示 

考え S れる原因および症状 

対応 

左側 

ち側 

SRS 

SRS システム 

] ショウ 

シテイノ ] ウシ''ヨウテ'' 

テンい！ 

乗員保護補助装置に異常びある。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

スピ-ドリミッタ- 

シテイノ 

クルーズコント□ールまたは可変スピード U 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

クル-ス '' IP ノ怔-ル 

] ウシ''ヨウ 

テ'' テンケン 

ミッターを作動させることびでさない。 


テ''イス阳ニック 

スピ-ドリミッタ- 

] ショウ 

ディスト□ニック*または可変スピード U ミ 
ッターを作動させることびでさない。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

クル-ス ''] ン怔-ル 

—— km/h 

クルーズコント□ールの作動条件に合わない 
状態で、クルーズコント□ールを作動させよ 
うとした。 

► 約3日 km / hiU 上の速度で走行し、クルーズコント□ールを 
設定してください。 

または 

► クルーズコント□ールの作動条件を確認してください。 
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* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 
I イラストメッセージ― 


ディスプレイ表示 



考え5れる原因および症状 

トランクび開いた状態で走行している。 


トランクび開いているとさにバ U オルーフを 
開閉しよラとしている。 

A 事故のおそれびありまず 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行 
している。 

A 事故のおそれびありまず 

ドアび完全に閉じていない状態で走行して 
いる。 

;令却水の冷却ファンび故障している可能性び 
友る。 
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巧応 


► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してくださし、 
► トランクを閉じて < ださい。 

► トランクを閉じて < ださい。 

► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してくださし、 
► ボンネットを閉じて<ださい。 


► ドアを閉じて < ださい。 


► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

















考え s れる原因および症状 


ディスプレイ表示 
左側 ] ち側 

田 1 


【由 1 

real 


A 事故のおそれびありまず 

iU 下の原因により、バッテ U —び充電されて 
いない。 

• オルタ ネーターの 故障 
• V ベルトの損傷 

電圧び低下すると、 S 巨 C の機能び制限される 
可能性びある。 


バッテ U —び充電器で充電されているか、他 
車のバッテ U —を電源として、エンジンを始 
動している。 

バッテ U —に異常びある。 


電気系統に異常びある。 


こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


対応 

► 周囲の状況に注意しなびら、ただちに安全な場所に停車し 
て < ださい。 

► エンジンを停止してください。 

► V ベルトを点検してください。 

Vベルトび切れているとさ 

►走行しないでください。指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

Vベルトび損傷していないとを 

► ただちに最寄りの指定ヴービスエ場で点検を到ブてくださし、 

► S 巨 C に関する故障/警告メッセージに従ってください。 

► 指定ヴービスエ場でバッテ U —の点検を受けてください。 


► 指定ヴービスエ場でバッテ U —の点検を受けてください。 
► 指定ヴービスエ場でバッテ U —の点検を受けてください。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

左側 

も側 

■M 

A '' ッテリ-/オルタネ-夕 

テイシャ 

シテクタ、、サイ！ 

A 事故のおそれびありまず 

バッテ U —に異常びある。 

SBC の作動には電力び必要なため、 SBC の機 
能び制限されている。ブレーキペダルを通常 
時より深く（奥に）強く踏み込まなければな 
らなくなり、制動距離び通常よりち長くなる。 

► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► 状況を問わず、走行しないでください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え S れる原因および症状 対応 

左側 

ち側 


フ、、レ-キ A 。 ッド 

7モウ 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 ► すみやかに指定サービスエ場でブレーキパッドを交換して 

<ださい。 

国 

T レ-キオイル 

レへ、、ル 

テンケン 

A -x- 、一 私 ►周囲の状況にま意しなびら、安全な場所に停車してください。 

ZlA 事故のおそれびありまず 

I ‘ ム 、ホ中广 M て I 、っ ►状況を問ねず、走行しなし^でくださし、 

U サーブタンクのブレーキ;仪重か不足している。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給し 
ても問題は解消しません。 

圆 

A ° -キンク''アレ-キ 

カイシ''ヨ！ 

パーキングブレーキを解除しないで走行して ► パーキングブレーキを解除してください（已-32)。 

いる。 


セイドウリョクケ''ンショウ！ 

アレ-朽シ''ユウ T ンニ 

フンデ、クタ、、サィ！ 

A - ►周囲の状況にま意しなびら、安全な場所に停車してください。 

ZlA 事故のおそれがありまず 

ご、、、、、 ,、、►状況を問わず、走行しないでください。 

S 巨 C かエマーソエンソーモート（已 -41) (し 

なてい; gj ► パーキングブレーキを確実に効かせて車び動かないよラに 

ブレーキペダルを通常時より深く（奥に）強 しし、ださし、 

く踏み込まなければならな < なり、制動距離 ► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

び通常よりも長くなる。 

最高速度び 90 km/h に制限される。 

画 

ヴ-ヒ''スフ''レ-キ！ 

シテイノ ] ウシ''ョウ 

テ'' テンケン！ 

故障びあるび SBC は作動し、通常のブレーキ ► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

時の制動能力は確保されている。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


左側 

も側 

画 

セ仆''ウリョクカ'' 

ケ''ンショウ！ 

てが、 J スタ-卜！ 


セ仆''ウリョクカ'' 

ケ''ンショウ！ 

シテイノ ] ウシ''ョウ 
テ、、テンい！ 

画 

フ''レ-キカ'' 

カネツシテイの！ 

チュウイシテソウ]ウ！ 


スグニ7レ-キぅ 

X /テ''クタ''サイ！ 


考え5れる原因および症状 

バッテ U —の電圧低下のため、 S 巨 C に十分な 
電力の供給びでさなくなっている。 


A 事故のおそれびありまず 

S 巨 C びエマージェンシーモード（已 -41) に 
なっている。ブレーキ時の制動能力び十分で 
なし、 

過度の負荷によりブレーキシステムび非常に 
局温(しなっている 0 


S 目 C ホールドの作動中に異常び発生している。 
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対応 


► エンジンを始動してください。 

エンジンを始動するとメッセージび消えます。 

A 中毒のおそれがありまず 

換気び悪い場所でエンジンをかけ続けないでください。排 
気ガスにより、一酸化炭素中毒を起こすおそれびあります。 

► 十分を意して走行してくださし、 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► ブレーキシステムへの負担を軽減してください。 

► 十分を意して走行してくださし、 

►下り坂では、より低いギアを選択し、エンジンブレーキを 
効かせて < ださい。 

► ブレーキを;令却するために、を意しなびら走行を続けてく 
ださい。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの表示び消えるまで、 
ただちにブレーキぺ夕 j レを強く踏んでください。 

► パーキングブレーキを効かせて車び動かないよラにしてく 
ださい。 










考え s れる原因および症状 


ディスプレイ表示 


左側 


HP 


ち側 

トランクル-ム 
ラグ'ツシ''力 A ''- 3 
トシ''テクタ''サイ！ 

レイ軒クスイ 
テイシャシテ I ンシ''ン 
3テイシ 


ラゲツジカバーび正し<セツトされていない 
状態でバ U オルーフを開閉しよラとしている。 


冷却水の温度び高すざる。 


V ベルトび切れている可能性びある。 


こんなとをは 


故障/警告メッセージ B 
対応 

► ラゲッジカバーを引さ出し、両端のフックをホルダーにか 
けて、正しくセットしてください （3 -已2)。 

► 周囲の状況にま意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止してください。 

► 走行しなし''でくださし、 

► メッセージび消えてからエンジンを始動してください。メ 
ッセージび消えるまで待たないと、エンジンを損傷するお 
それびあります。 

► 水温計で;令却水温度を点検してください。 

► ;令却水温度び再び上昇する場合は、ただちに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止してください。 

► V ベルトを点検してください。 

Vベルトび切れているとさ 

► 走行しないでください。最寄りの指定サービスエ場に連 
絡してください。 

Vベルトび損傷していないとき 

► メッセージび消えない場合はエンジンを始動しないでく 10 

ださい。エンジンを損傷するおそれびあります。 "" 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


デイスプ 

左側 

レイ表示 

考え 5 れる原因および症状 対応 

も側 

1»1 

レイキャクスイ 冷却水量び不足している。 ► ;令却水を補給してください (8-8) 〇 

►通常より頻繁に;令却水を補給している場合は、指定ヴービ 

7 一^ 3 スエ場で点検を受けてください。 

サンショウ 

回 

] ンフォ-卜 I ントリ ステア U ングび記憶位置に戻っていない。 ► ステア U ングび記憶位置に戻るまで待ってください。 

ホ°シ''シヨン 
ソウ]ウテ''巧セン！ 

の 

ヒタ"リ□-ピ-ム 1) 左ヘッドランプ（□ービーム）び切れている。►すみやかに電球を交換してください。 


ラン T センサ ランプセンサーび故障している。自動的にラ ► 各種設定の "でつ。"の "ヘッドライトスイッチ"画面で、 "7 二：!アル"に 

シテイノ ] ウシ''ョウ ンプび点灯する。 切り替えてください。 

了、、でが八 ► ランプスイッチでランプを点灯/消巧してください。 


ラン T オフ巧 A キ-ヲ ランプび自動的に点巧しているときに、エン ►ランプスイッチを匿 1 の位置にするか、エンジンスイッチ 

ヌイテクタ''サイ！ ジンスイッチを0の位置にして、運転席ドア からキーを抜いてください。 

を開いた。 


ラン T 3 ケシテクタ''サイ！ランプスイ、ソチを反のか^!のイク置にしたま ► ランプスイッチを 1 ■の位置にしてくださし、 

ま、エンジンスイッチからキーを抜いて運転 
席ドアを開いた。 


1) この例がのメッセージび表示されることびあります。車がランプのいずれかに異常び発生すると、その箇所び表示されます。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


ディスプレイ表示 

考え S れる原因および症状 対応 

左側 

ち側 


I ングンオイルレへ''ル 

レへ、、 I けテンケン 

シテクタ、、サイ！ 

SL 3已日/ SL 已已日： ► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給 （8-11) し 

エンジンオイル量び不足している てください。 

► 通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、指 
定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れていないか点 
検を受けてください。 


キュゥユノヴイニ 

1リツタ-オイルうツイカ！ 

SL 6日日/ SL 5己 AMG / ► エンジンオイルを補給し （8-11)、 エンジンオイル量を点 

SL 6已 AMG : 検してください。 

^ンンタすイルまび不足している。 ► 通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、指 

定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れていないか点 
検を受けてください。 


I ングンオイルレへ''ル 

テイシャシテ 

I ンシ''ン3テイシ 

SL 6日日/ SL 已已 AMG / ► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してください。 

SL 65 AM ぃ： ^エンジンを停止してください。 

エンジンオイル量び十分でない。エンジンを►エンジンオイルを補給し （8-11)、 エンジンオイル量を点 
損傷するおそれびある。 検してください。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

左側 

も側 


I ンシ''ンオイルレへ''ル 

オイル3ヌイテクダ、サイ 

SL 6日日/ SL 已曰 AMG / 

SL 6己 AMG : 

エンジンオイル量び多すざる。エンジンや触 

媒を損傷するおそれびある。 

►適正量になるまで、オイルを抜いてください。オイルを廃 
妻するときは規則に従ってください。 


I ンシ''ンオイルレ V ル 

ソクテイフカノウ 

SL 6日日/ SL 己己 AMG / 

SL 6已 AMG : 

エンジンオイル量計測システムび故障している。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

Msa 

シテイノ ] ウシ''ヨウ 
テ。テンい！ 

1つじ(上のエレクト□ニックシステムび情報 
を伝達でさない状態で、 iU 下のシステムび故 
障している可能性びある。 

• 冷却水温度計 
• タコ メーター 

► 指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 


キ-パイテクタ、、サイ！ 

キーを抜さ忘れている。 

► エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

キ - 3 ] 如ン 
シテクダ、サイ 

キーび機能しなくなっている。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


ディスプレイ表示 

考え S れる原因および症状 

対応 

左側 

ち側 

ソウ]ウカノウキヨリ 


燃料の残量び少なくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 

因 

トル/、、、- 

アグ'テクタ''サイ！ 

A けびのおそれびありまず 

□ールノ く一び故障している。 

►手動で□ールバーを上げてください（2-22)。 

► 指定サービスエ場で□ールバーの点検を受けてください。 


ソウ]ウチュウこツキ 

走行中にバ U オルーフを開閉しよラとして 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してください。 

ソウサテ、、巧セン 

いる。 

► ルーフスイッチを操作してください。 


サカ''リの！ 

バ U オルーフび完全に開閉されていない。油 
圧装置の圧力び低下し、バ U オルーフび倒れ 
込もうとしている。 

► バ U オルーフを完全に開くか、完全に閉じてください。 


/、''リオル-フ 

カンピンニ 

才-アン/ク□-ス '' 

バリオルーフび正し<□ックしていない。 

► ルーフスイッチを操作し、バ U オルーフび完全に開くか、 
完全に閉じるまで、そのまま保持してください。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

左側 

も側 


才巧クタ''サイ！ 

にュ乃け 

サンショウ 

電圧び低下している。 

► エンジンを始動してください。 


八 'U オルーフの開閉操作び何度ち繰り返され 
たため、安全のためにルーフの開閉機能び一 

時的に停止した。 

► 約]日分間待ってください。 

► エンジンスイッチを0の位置にしてから、2の位置にするか、 
エンジンを始動してください。 

► ルーフスイッチを操作してください。 

^^3 

ウォッシャ I キ 

テンケン 

U ヴーブタンクのウォッシャー液量び最低レ 
ベルまで減っている。 

► ウォッシャー液を補給してください （8-1 已）。 
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トラブルの原因と巧応 


スイッチやボタンの表示丹/警告'灯 I 


トラブル 考え S れる原因および症状 

シートベンチレータースイッチ*の表多くの電気装備び使用されているために電圧 
示灯び点滅する。 び低下し、シートベンチレーターび自動的に 

停止している。 

シートヒータースイッチの表示灯び点多くの電気装備び使用されているために電圧 
滅する。 び低下し、シートヒーターび自動的に停止し 

ている。 

エアコンディシヨナーの AC スイッチをエアコンディシヨナーの;令媒び不足している。 
押しても、表示灯び点灯しなかったり、 

点滅する。 

エアコンディシヨナーの AC スイッチ 
を巧しても、除湿/;令房されない。 

U アデフォッガースイッチの表示巧び多くの電気装備び使用されているために電圧 
点滅する。 び低下し、 U アデフォッガーび自動的に停止 

U アデフォッガーび短時間で停止す LCU &。 

る。または作動しない。 

バ U オルーフび開いている。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


対応 

► 必要のない電気装備を停止して<ださい。 

電圧び回復すると、シートベンチレーターは自動的に作動 
を開始します。 

► 必要のない電気装備を停止して<ださい。 

電圧び回復すると、シートヒーターは自動的に作動を開始 
します。 


► 指定サービスエ場でエアコンデイシヨナーの点検を受けて 
<ださい。 


► 必要のない電気装備を停止して<ださい。 

電圧び回復すると、 U アデフォッガーは自動的に作動を開 
始します。 

►八 ' U オルーフを閉じてから、使用して<ださい。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 
トラブル 

助手席エアバッグオフ表示灯び点巧し 
ている。 


トランク内のイージーパックスイッチ 
び点滅し、警告灯び鳴った。 


考え S れる原因および症状 対応 

助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセーフテ 
ィシートび装着されているため、助手席エアバ 
ッグび作動しない状態になっている。 

助手席に一定!; TF の体重の乗員び乗車して、 

シートベルトをバックルに差し込んでいるた 
め、助手席エアバッグび作動しない状態にな 


つてし)る。 

A けびのおそれびありまず 

上記の原因びあてはまらない場合は、チヤイ 
ルドセーフテイシート検知システムび故障し 
ている。 


► 助手席のシート座面に iu 下のちのを置いているときは取り 
除いて < ださい。 

• 電源の入ったパソコン 
-携帯電話 

-磁気カードやにカード 


電子機器やカードを取り除いても助手席エアバッグオフ表示 
口び点打ずる 


► すみやかに指定サービスエ場でチヤイルド セーフ ティシー 
卜検知システムの点検を受けてください。 

トランク内のルーフび完全に下びつていない ► ルーフを完全に下げてから、トランクを閉じてください。 
状態でトランクを閉じよラとしている。 
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メーターパネルの表示丹/警告'灯 I 


トラブル 



エンジンびかかってい 
るとさに黄色の A 巨 S 警 
告灯び点灯する。 


走行中に赤色の車間距 
離警告灯*び点灯する。 


■BIH 走行中に赤色の車間距 
離警告巧*び点なし、 
警告音ち鳴っている。 


考え S れる原因および症状 
A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS の機能び解除されている。 
ESP と巨 AS の機能も解除されている。 

上記の機能は作動しないび、 S 巨 C は作動する。 
ただし、急ブレーキ時などにはタイヤび□ッ 
クする可能性びある。 

ABS コント□ール ユニッ トび故障している場 
合は、タイヤ空気圧警告システム、パークト 
□ニック、 マルチフアンクションコント □— 
ラー、オートマチックトランスミッションな 
どび機能しない可能性びある。 

A 事故のおそれびありまず 

先行車との車間距離び短すざる。 

A 事故のおそれがありまず 

先行車に急激に近付いている。または、ディ 
スト□ニック*び走行線上に静止した障害物 
を感知している。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


こんなとをは 


トラブルの原因と対応 ■ 


対応 

► 十分を意して走行してください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージ 
に従ってください。 

► 必要のない電気装備を停止して<ださい。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► 車間距離を長くとってください。 


► いつでちブレーキペダルを踏める準備を整えてください。 

► 交通状況に十分を意して < ださい。必要であれば、ただちに 
ブレーキぺダ>1レを踏んで障害物を避けてください。 


10 


10-23 







こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


トラブル 

Q 走行中に黄色の A 日 S / 
ESP 表示灯び点滅する。 



エンジンびかかってい 
るとさに黄色の A 巨 S / 
ESP 表示巧び点なする。 


考え S れる原因および症状 
A 事故のおそれびありまず 

タイヤびグ U ップを失いかけて、横滑りまたは 
□ックするおそれびあるため、 ESP、A 巨 S ま 
たはトラクシヨンコント□ールび作動している。 
クルーズコント□ールまたはディスト□ニック 
* び自動的に解除される。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP の機能び解除されている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、 
車両操作性や走行安定性を確保することびで 
さない。 


A 事故のおそれびありまず 


SRS 


エンジンびかかってい 
るとさに赤色のエアバ 
ツグシステム警告灯び 
点灯する。 


故障のため、 ESP の機能び解除されている。 
車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、 
車両操作性や走行安定性を確保することびで 
さない。 

A けびのおそれびありまず 

乗員保護補助装置に異常びある。エアバッグ 
やシートベルトテンシヨナーび不意に作動し 
たり、事故のときに作動しない可能性びある。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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対応 

► 発進するとさは、アクセルペダルを必要 iu 上に踏み込まな 
いで <ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP の機能を解除しないでください（雪道などでの走行を 
除<)。 


► ESP を待機状態にしてください。（雪道などでの走行を除く） 
► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 


► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージに 
従ってください。 

► 十分を意して走行してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 






こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 



トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

圓 

走行中に赤色のブレー 
キ警告灯び点灯し、警 
告音も鳴っている。 

パーキングブレーキを解除しないで走行して 

いる。 

► パーキングブレーキを解除してください。 

画 

エンジンびかかってい 

るとさに赤色のブレー 
キ警告灯び点灯し、警 
告音ち鳴っている。 

A 事故のおそれびありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して 

いる。 

S 巨 C に異常びある可能性びある。 

► 状況を問わず、走行しないでください。 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチフアンクションディスプレイの故障/警告メッセー 

ジ （10-1 3、 14) に従ってください。 

►どのよラな場合でもブレーキ液を補給しないでください。 
ブレーキ液を補給してち問題は解消しません。 




► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンと冷却水を冷やしてください。 


エンジンびかかってい 

るとさに冷却水量•冷 

U ヴーブタンクの;令却水量び不足している。 

;令却水の温度び高すざて、エンジンび;令却さ 


却水温度警告なび赤色 
に点巧する。 

れていない。 

► エンジンと;令却水び;令えてから;令却水量を点検し、不足して 
いる場合は;令却水を補給してください。 

► 通常より頻繁に冷却水を補給している場合は、指定サービス 
工場で点検を受けてください。 


エンジンびかかってい 

るとさに;令却水量-;令 

却水温度警告灯び赤色 
に点灯する。 

;令却水量び正常なとさは、；令却ファンび故障 
している可能性びある。 

;令却水の温度び高すざて、エンジンび;令却さ 

れていない。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 
トラブル 

エンジンびかかってい 
BSU るときに冷却水量•冷 
却水温度警告灯び赤色 
に点灯し、警告音ち鳴 
つている。 


エンジンびかかってい 
BSU るときに;ち却水量 •； 令 
却水温度警告灯び赤色 
に点灯し、警告音を鳴 
つてし"'る。 

m エンジンびかかってい 
るとさに黄色のエンジ 
ン警告巧び点なする。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の□-ル 
バー警告灯び点灯また 
は点滅する。 


考え S れる原因および症状 

U ヴーブタンクの;令却水量び不足している。 
冷却水温度び約] 2ぴごを超えている。 
エンジンび;令却されないため、エンジンを損 
傷するおそれびある。 


対応 

► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンと;令却水を;令やしてください。 

► エンジンと;令却水び;令えてから;令却水量を点検し、不足し 
ている場合は;令却水を補給してください。 


► 通常より頻繁に冷却水を補給している場合は、指定サービス 
工場で点検を受けてください。 


冷却水量び正常なときは、冷却フアンび故障して 
いる可能性びある。また、冷却水温度び] 2日で 
を超えてし)る。 

エンジンび;令却されないため、エンジンを損 
傷するおそれびある。 

に異常びある。 

• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグニッシヨンシステム 
排出ガスの成分び基準値を超えたために、エ 
ンジンびエマージェンシーモードになってい 
る可能性びある。 

A けびのおそれびありまず 

□ールバーの機能に異常びある。 


► 状況を問わず、走行しないでください。 
► 指定サービスエ場に連絡してくださし、 


► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► 手動で□-ルバーを上げてください（2-22)。 

► 指定ヴービスエ場で□ールノ（一の点検を受けて < ださい。 
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トラブル 


考え S れる原因および症状 



A けがのぉそれびぉりまず 

色のシートベルト警シートベルトを着用していない。 

告灯び点灯する。 

A けびのおそれびありまず 



助手席シートの上に荷物を置いている。 

こル i A けがのぉそれがぉ〇まず 

告音も鳴る。 シートベルトを着用していない状態で走行し、 

速度び約2己 km/h を超えた。 


A けびのおそれびありまず 



エンジンびかかってい 
るとさに燃料残量警告 
巧び黄色に点なする。 


助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行 
し、速度び約2已 km/h を超えた。 

燃料の残量び少なくなっている。 


こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


対応 

► シートベルトを着用してください。 
シートベルト警告巧び消なします。 


► 助手席シートの上に置いてある荷物を、別の場所に確実に 
固定してください。 

シートベルト警告灯び消灯します。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告巧び消灯し、警告音ち鳴り止みます。 


► 安全な場所に停車してから、助手席シートの上に置いてあ 
る荷物を、別の場所に確実に固定してください。 

シートベルト警告巧び消灯し、警告音ち鳴り止みます。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 
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10-27 





こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


L 警告音 


トラブル 考え S れる原因および症状 

盗難防止警報び作動した。 盗難防止警報システムび待機状態のとさに、 

運転席ドアまたはトランクをエマージェンシ 
ーキーで解錠して開し"'た。 

盗難防止警報システムび待機状態のときに、 
車内からドアを開くか、ボンネットの□ック 
を解除した。 


警告音び鳴った。 マルチフアンクシヨンディスプレイに故障/ 

警告メッセージび表示されている。 

ノ くーキングブレーキを解除しないで走行して 
し）る。 


エンジンを始動すると、警告音び約 6 
秒間鳴る。 


速度び約 2 己(上になったとき 
に警告音び鳴る。 


車外ランプを消灯しないでエンジンスイッチ 
からキーを抜さ、運転席ドアを開いた。 

A けがのおそれびありまず 

シートベルトを着用していない。 

A けびのおそれびありまず 

シートベルトを着用していない。 


10-28 


対応 


► キーの HI または ra を押してください。 

または 

► エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 

► 故障/警告メッセージをご覧ください （10-2 〜20)。 

► パーキングブレーキを解除してください (5-32) 〇 

► ランプスイッチを匡画にしてください。 

► シートベルトを着用してください。 

► シートベルトを着用してください。 







こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

警告音び鳴り続けている。 

S 巨 C ホールドび作動しているとさに、じ(下 
のことを行なった。 

• 運転席ドアを開いて、運転席の乗員びシ 
ートベルトをがした。 

-運転席の乗員びシートベルトを着用して 
いないとさに、運転席ドアを開いた。 

• エンジンスイッチを0か1の位置にした。 

• ボンネットの□ックを解除した。 

► S 巨 C ホールドを解除してください。 


事故のとさ 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

巧応 

燃料び漏れている。 

A 爆発のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷 

している。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 

抜いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 


漏れた燃料に弓1 乂したり、爆発するおそれびあります。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


損傷の程度びわからない。 

または 

損傷箇所び見当たらない。 


► 指定サービスエ場に連絡してください。 
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10-29 








こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


[ブレーキ 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

ブレーキペダルの踏みごたえびいつち 

より弱い。 

ブレーキぺ夕Vレの踏みしろび通常より 
少し大さい。 

S 巨 C び作動している。 

または、エンジン始動後、最初にブレーキぺ 
ダルを踏んだ。 

► 再度ブレーキペダルを踏んでください。 

通常の踏みごたえと踏みしろに戻ります。 

A 事故のおそれびありまず 

S 巨 C びエマージェンシーモード（已 -41) にな 

つてし''る。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセー 
ジに従ってください。 

ブレーキぺダ J レに脈動び伝わつてくる。 

ブレーキペダルを踏んだとさに S 巨 C の油圧ポ 
ンプび作動している。 



。燃料と燃料タンク 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

巧応 

燃料び漏れている。 

A 爆発のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷 

してし''る。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 

抜いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

漏れた燃料に引乂したり、爆発するおそれびあります。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび開かない。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

► U モコン操作で解錠してください。 


燃料給油フラップの開閉機構に異常びある。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


10-30 










こんなとをは 


トラブルの原因と対応 ■ 


エンジン 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

エンジンび始動しない。 

S 巨 C ホールドび作動している。 

► S 巨 C ホールドを解除してください。 

► 再度エンジンを始動してください。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを3の位置にすると 
スターターモーターの音びする。 

• エンジンの電気システムに異常びある可能 
性びある。 

-燃料供給に異常びある可能性びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを0の位置に 

戻してください。 

► 再度、始動操作を行なってください (5-4) 〇 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度も行なラと、バッ 
テリーびあびるおそれびあります。 

何度始動を試みてもエンジンび始動しないとき 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを3の位置にしてちス 
ターターモーターの音びしない。 

エンジン始動用バッテ U —びあびっているか、 
充電されていないため、エンジン始動用バッ 
テ U —の電圧び低下している。 

► 他車のバッテ U- を電源として始動してください (7-22) 〇 

エンジンび始動しないとを 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回転び滑らかでなく、ミス 
ファイアも起きている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制 
御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みすざないでください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

触媒を損傷するおそれびあります。 
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10-31 







こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 
トラブル 

冷却水温度び約] 20でを超えている。 
冷却水量-冷却水温度警告灯び赤色に 
点巧し、警告音を鳴っている。 


考え S れる原因および症状 

IJ ヴーブタンクの冷却水量び不足している。 

;令却水の温度び高すざて、エンジンび;令却さ 
れていない。 


;令却水量び正常なとさは、；令却ファンび故障 
している可能性びある。 

;令却水の温度び高すざて、エンジンび;令却さ 
れていない。 


対応 

► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンと;令却水を;令やしてください。 

► エンジンと;令却水び;令えてから;令却水量を点検し、不足し 
ている場合は;令却水を補給してください (8-8) 〇 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 


10-32 





オートマチックトランス s ツシヨン I 


トラブル 考え S れる原因および症状 

トランスミッションび正しく変速し トランスミッションオイルび減っている。 

ない。 

加速性能び悪化している。 トランスミッションに異常びある。 

トランスミッションび変速しない。 


こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


対応 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を 
受けてください。 

エマージェンシーモードにして、2速ギアか U バースギアで走 
行でさる場合びあります。 

► 停車してください。 

► セレクターレバーを la に入れてください。 

► エンジンを停止してください。 

►] 日秒！;>(上待ってから、エンジンを再始動します。 

► セレクターレバーを ID に入れます。 

2速ギアになります。 

または 

► セレクターレバーを lO に入れます。 

U バースギアになります。 

► ただちに指定サービスエ場でトランス三ッシヨンの点検を 
受けてください。 
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10-33 







こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


[パークト□ニック 


トラブル 考え S れる原因および症状 

パークト□ニックの赤色インジケーパークト□ニックに異常びあり、機能び停止 
ターだけび点灯して約 2 秒間警告音している。 

び鳴った。 

約 3 日秒後にパークト□ニックび解除 
され、パークト□ニックオフスイッ 
チの表示灯び点巧した。 

パークト□ニックのホ色インジケーパークト□ニックセンサーび巧れているか、 
ターだけび点巧し、約 2 日秒後にパー付着物などびある。 

クト□ニックび解除された。 


が部の電波や超音波の干渉などにより、機能 
び停止している。 


r へッドランプ/方向指示'灯 


トラブル 考え S れる原因および症状 

へッドランプまたはドアミラー方向指外気の湿度び高くなっている。 

示灯の内側び曇っている。 


へッドランプユニットやドアミラー方向指示灯 
ユニットび密閉されていないため、水分び侵入 
している。 


10-34 


対応 

► 指定サービスエ場でパークト□ニックの点検を受けて<だ 
さし、 


► パークト□ニックセンサーを清掃してください（8-32)。 
►再度、エンジンスイッチを2の位置にしてください。 

► 場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してくださ 

し、 (日-78)。 


巧応 

►へッドランプを点灯して走行してください。 


しばらく走行すると、へッドランプ内側の曇りは取れます。 

► 指定サービスエ場で へッ ドランプやドア三ラーの点検を受 
けて < ださい。 










こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


I ワイ パー 

I 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

ワイパーび正し < 作動しない。 

ウインドウに障害になる物び付着している。 
ワイノ くーモーターの作動び停止している。 

► 安全のため、エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択 
してください（已-28)。 

► 指定ヴービスエ場でワイノ く一の点検を受けて < ださい。 


バリ オルーフ 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

バ U オルーフび開閉しない。 

トランク内のラゲッジカバーび正しくセット 

されていない。 

► ラゲッジカバーを正しくセットしてください （3 -已2)。 


トランクび開いている。 

► トランクを閉じて < ださい。 


電圧び低下している。 

► エンジンを始動してください。 


安全のため、ルーフの開閉機能び一時的に停 

止した。 

► エンジン始動後約]日分後に機能び復帰することびあります。 

► 指定サービスエ場でバ U オルーフの点検を受けてください。 


開閉機能び故障している。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


10 


10-35 











こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


[ウインドウ 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

ドアウインドウび自動で全閉しない。 

A けびのおそれびありまず 

ドア内部のガイドレールなどに障害になる物 
び挟まったり、詰まっている。 

► ドアウインドウを開いてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを軽く引さます。 

ウインドウに挟まれないようにを意してください。 


A けびのおそれびありまず 

原因び分からない場合。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを軽く引さます。 

ウインドウに挟まれないようにを意してください。 

運転席ドアのドアウインドウび自動で 
全閉しない。 

A けがのおそれびありまず 

運転席ドアのドアウインドウを自動で全閉し 
ているときに、ドアウインドウび自動で停止 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを軽く引きます。 

ドアウインドウび少し開くとき 

► 約已秒じ(内に、ドアウインドウスイッチをいっぱいに引き 


して少し開くことびある。 

ます。 

挟み込み防止機能び働かない状態でウインドウび閉じます。 
ウインドウに挟まれないようにを意してください。 

約己秒 iu 内に、挟み込み防止機能び働く状態になります。 


[ミラ— 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

巧応 

ドア三ラーび無理に前方/後方に巧 
げられた。 


► ドアミラー格納/展開スイッチ（3-目4)を、ギアび陋み合 
ラ音び聞こえるまで押します。 


10-36 










キー_ I 

トラブル 考え s れる原因および症状 

U モコン操作で解錠/施錠でさない。キーの電池び消耗している。 


U モコン操作で解錠/施錠でさない。キーび故障している。 

キーのボタンを巧してち表示巧び点なキーの電池び消耗している。 
しない。 

キーを 紛失した。 


こんなとをは 


トラブルの原因と対応 ■ 


対応 

► キーの先端をドア八ンドルに向け、至近距離から再度 U モ 
コン操作をしてください。 

リモコン操作びでをないとを 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠してくだ 
さし、 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください （3- 

13)。 


► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠してくだ 

さい（3-28、29)。 

► 指定サービスエ場でキーの点検を受けて<ださい。 

► キーの電池を交換してください（3-13)。 

電池は指定サービスエ場で入手でさます。 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

新しいキーの入手については、指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してくだ 
さし、 

► 必要であればキーシ U ンダーも交換してください。 
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10-37 







こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

エマージエンシーキーを紛失した。 


► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

新しいキーの入手については、指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して < だ 
さし、 

► 必要であればキーシ U ンダーも交換してください。 

エンジンスイツチびまわらなし、 

エンジンスイッチからキーを抜かずに0の位 
置で長時間放置していた。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ、再度差し込んでください。 

► エンジン始動用バッテ U —を点検し、必要であれば充電し 
て < ださい。 

► エンジンを始動してください。 

エンジンスイツチびまわらなし、 

バッテ U —の電圧び低下している。 

► 必要のない電気装備を停止してから再度エンジンスイッチ 

をまわして < ださい。 

それでちエンジンスイッチびまわ5ないとを 

► エンジン始動用バッテ U —を点検し、必要であれば充電し 
て < ださい。 

または 

► 他車のバッテ U- を電源として始動してください（7-22)。 

または 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


10-38 





車を使用しないとき 


考え S れる原因および症状 


トラブル 

エンジンを始動しない期間び約6週間 
iU 上におよぶとき。 


こんなとをは 


トラブルの原因と対応 


対応 

► 対応について、指定サービスエ場におたずねください。 
► バッテ U —からケーブルをがしてください。 


10-39 







さぐいん 


1 1-2 


. さ < いん 
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電池の交換 . 3-13 

救急セット .7-3 

グ□-ブボックス .6-23 

グ□-ブボックスの開閉 .6-23 

グ□ーブボックスとル物入れの独立施錠 
/グ□-ブボックスのみの解錠•••目-24 
グ□-ブボックスへの送風 .6-25 

クルーズコント□-ル . 已-已3 

クルーズコント□ールの使いかた…日-日4 

けん引 .7-18 

けん引フックの取り付け . 7-18 

けん引する . 7-19 

故障/警告メッセージ . 10 -2 

子供を乗せるとき .1-5 

ル物入れ .6-26 

アームレストの小物入れ .6-26 

シート後ちのル物入れ .6-27 

運転席シート下部のル物入れ .6-28 

ドアポケット .6-28 

こんなことにも注意 .1-14 
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サンシエード .3-60 

サンバイザー .6-20 

バニテイミラー .6-20 

事故•故障のとき .7-2 

事故び起きたとき . 7-2 

路上で故障したとき . 7-2 

車び動かなくなったとき . 7-2 

非常信号用具 . 7-3 

救急セット . 7-3 

車載工具 . 7-4 

停止表示板 . 7-5 

パンクしたとき . 7-6 

けん引 . 7-18 

才ーノ くーヒートしたとき . 7-21 

バッテリーびあびったとき . 7-22 

ヒューズの交換 .7-25 

シート .3-1 已 

シートの調整 . 3-15 

バックレストを倒す . 3-1 6 

ランパ'-ヴポート . 3-17 

マルチコント□—ルシートバック… 3-1 8 

シート位置のメモ IJ - ■機能 . 3-19 

シートヒーター .3-20 

シー トベンチ レーター . 3-23 


シートベルト .2-3 

シートベルトの着用 . 2-4 

シートベルトテンシ ヨナー . 2-6 

ベルトフ ォース IJ ミッター .2-6 

シートベルト着用警告 .2-8 

車載工具 .7-4 

ジャッキ/ホイールレンチ . 7-4 

12V 電源ソケット .6-32 

純正部品/純正アクセサリー .9-2 

ステアリング .3-67 

ステア U ング位置の調整 . 3-68 

積載荷物の制限重量 .9-1 己 

収納ネット .6-29 

センターコンソール .3-4 

走行するとさ .1-7 

走行する前に .1-2 

走行中に異常を感じた 5 .1-9 

タイヤとホイール .8-1 6、目-12 

タイヤ空気圧ラベル . 8-18 

標準タイヤ . 9-12 

応急用スペアタイヤ . 9-13 

ウィンタータイヤ . 9-14 

正しい運転姿勢 .2-2 


チャイルドセーフティシート .2-1 已 

助手席エアバッグオフ表示灯 . 2-17 

純正チャイルドセーフティシート… 2-1 9 
チャイルドセーフティシート検知 

システム .2-20 

助手席検知機能 .2-20 

駐停車ずるとき . 1-10 

停止表示板 .7-5 

ディスト□ニック . 已-己8 

車間距離表示画面 . 曰-日 9 

ディスト□ニックの使いかた . 5-60 

先行車を感知したとき . 5-64 

車間距離の設定 . 曰-目己 

車間距離警告 . 5-66 

ディスト□ニックを使用して 
走行ずるときのを意 . 5-68 

電球一 覧 .9-5 

電球の交換 .7-27 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

故障/警告メッセージ . 7-27 

スタンバイランプ機能 . 7-28 

電球の取り扱い . 7-28 

ドア .3-24 

ドアの開閉 . 3-24 

イージーエントリー機能 . 3-26 

ドアごとに解錠/施錠する . 3-27 
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エマージ:]:ン シー キーで 

運転席ドアを解錠ずる . 3-28 

非常時の車の施錠 .3-29 

ドア□ックスイッチ . 3-30 

車速感応ドア□ック . 3-30 

ドアミラー .3-63 

角度の調整 . 3-63 

ドアミラーの格納/展開 . 3-64 

助手席側ドアミラーの 
ノ くーキングへ J レプ機能 . 3-66 

盗難防止警報システム .3-44 

けん引防止警報機能 . 3-46 

ドラフトストップ . 3-已8 

トラブルの原因と巧応 . 10 -21 

トランク .3-31 

自動開閉トランク U ッド非装備車… 3-32 
自動開閉トランク U ッド装備車…… 3-33 
エマージてンシーキーでの 

トランクの解錠 . 3-3 已 

イージーパック . 3-36 

トランクマット下の収納スペース… 3-38 

トランクランプ . 3-38 

トランクに荷物を積むとき . 3-38 

慣5し運転 .1-6 


日常の手入れ .8-29 

燃料 .9-10 

燃料給油 □.3-42 


J\ 


獻皿 .6-21 

パーキングブレーキ . 己-32 

パークト□ニック . 已 -7 己 

パークト□ニックセンサー . 5-7 己 

インジケーター . 5-76 

パークト□ニックの作動条件 . 5-77 

パークト□ニックの作動 . 5-78 

センヴーの感知範囲 . 5-79 

パークト□ニックオフスイッチ…… 5-80 

バッテリー .8-20 

バッテリーの位置 .8-20 

バッテリー取り扱いの 

一般的なを意 .8-20 

インジケーター付きノ くッテリー…… 8-22 
VRLA バッテ IJ — . 8-22 

バッテリーびあびったとき .7-22 

始動のち法 . 7-23 

パヮーウインドウ .3-47 

ドアウインドウ/リアク オーター 
ウインドウの開閉 . 3-47 


ウインドウび 

自動で開閉しないとき . 3-49 

バリオルーフ .3-50 

ラゲッジカバー . 3 -已] 

バリオルーフを開く . 3-54 

バリオルーフを閉じる . 3-56 

パンクしたとさ .7-6 

応急用スペアタイヤを取り出ず…… 7-7 

ジャッキアップ . 7-9 

応急用スペアタイヤの取り付け…… 7-13 
応急用スペアタイヤに空気を入れる 7-14 

ジャッキダウン . 7-1 6 

応急用スペアタイヤを元に戻す…… 7-17 

ビー クルプ レー ト . 目-3 

非常信号用具（懐中電灯） .7-3 

非常点滅口 . 己- 27 

ヒューズー覧 .9-6 

ヒューズの交換 .7-2 己 

ヒューズの 位置 . 7-25 

ヒュ ーズを交換ずる . 7-26 

ブレーキ . 已 -33 

SL 曰己 AMG、SL 目 3 AMG の 

ブレーキのを 意事項 . 5-35 

ブレーキ液 .8-13 

ブレーキ液の量を点検ずる . 8-13 

ブレーキ液の交換 . 8-13 
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へッドランプウォッシャー . 己-31 

方向指示 . 已 -2 巨 

ボンネット .3-39 

ボンネットを開く .3-39 

ボンネットを閉じる .3-40 

ボンネットを垂直に開く .3-41 

マニュアルギアシフト . 曰-12 

マニュアルギアシフトの選択 .5-1 3 

セレクターレバーによるシフト操作曰-14 

パドルによるシフト操作 .5-14 

シフトアップマーク .5-1 5 

マルチフアンクシヨンディスプレイ… 4-1 
ステアリングスイッチ 4-2 

メイン画面 一覧 .4-3 

車両情報 .4-4 

車両情報メイン画面 .4-5 

タイヤ空気圧警告システム画面…… 4-6 

走行速度/外気温度表示画面 .4-9 

メンテナンスインジケーター画面… 4-1 日 

エンジンオイル量点検画面 .4-12 

AMG 表示 .4-1 已 

油温表示.ギア表示画面 .4-1 6 

電圧表示-ギア表示画面 .4-17 

レースタイマー画面 .4-18 

才ーデイオ . 4-23、（別冊） 


ナビゲーシヨン . 4-24、（別冊） 

ディスト□ニック . 4-24 

故障表示 .4-25 

各種設定 .4-27 

各種設定メイン画面 .4-28 

設定グループ選択画面 .4-28 

各種設定項目の初期化 .4-29 

メータークラスタ .4-30 

速度-距離単位設定画面 .4-31 

ディスプレイ言語設定画面 .4-32 

車両情報メイン画面の表示設定画面 4-32 

ジカン .4-33 

時刻の設定ち法選択画面 .4-34 

時刻の設定画面（時） .4-35 

時刻の設定画面（分） .4-35 

ランプ .4-36 


へッドランプ点灯モード設定画面… 4-37 
□ケイターライティング設定画面… 4-38 
車外ランプ消な遅延機能設定画面 • • -4-39 
ルームランプ消灯遅延機能設定画面 4-39 


シャ IJ ョウ .4-40 

スノータイヤスピードリミッター 

設定画面 .4-41 

ラジオの選局ち法設定画面 .4-42 

車速感応ドア□ック設定画面 .4-42 

コンフオート .4-43 

イージーエントリー設定画面 .4-44 


施錠時のドアミラー格納設定画面… 4-4 日 


トリップコンピューター .4-46 

シヨートトリップメー ター 画面…… 4-47 

□ングトリップメーター画面 .4-48 

走行可能距離画面 .4-49 

電話 .4-50 

メーターパネル .3-69 

冷却水量-冷却水温度警告灯 .3-71 

ブレーキ警告灯 .3-71 

A 巨 S / ESP 表示灯 .3-72 

方向指示表示灯 .3-72 

車間距離警告灯 .3-72 

エンジン警告灯 .3-73 

□-ルバー警告灯 .3-73 

ABS 警告灯 .3-74 

エアバッグシステム警告灯 .3-74 

燃料残量警告灯 .3-7 已 

燃料計 .3-75 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 3-75 

タコメーター .3-76 

シートベルト警告灯 .3-76 

八イビーム表示灯 .3-76 

メーター照度調節ボタン/ 

リセットボタン .3-77 

スピードメーター .3-77 

エンジン冷却水水温計 .3-77 

メンテナンス . 8-2 
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ライター .6-22 

ランプ . 曰-21 

ランプスイッチ .5-21 

へッドランプ .5-21 

フォグランプ . 曰-23 

パーキングランプ .5-23 

へッドランプ下向き/上向さの 

切り替え . 曰-24 

コーナリングランプ . 曰-2己 

車外ランプ消灯遅延機能 .5-25 

ラゲッジストラップ .6-31 

ルームミラー .3-61 

ルームミラーの調整 .3-61 

自動防眩機能 .3-62 

ルームランプ .6-1 巨 

ルームランプの点灯モードの選択…目-1目 

ルームランプの点灯/消灯 .6-17 

読書灯 .6-17 

乗降用ランプ .6-18 

フットウエルランプ .6-18 

センターコンソールランプ .6-19 

ドア レバー ランプ .6-19 


冷却水 . 

冷却水の量を点検ずる 
冷却水を補給ずる-… 

□—ルバー . 

□ールノ く一の手動操作 


ワイパー 
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8-7 

8-7 

8-8 

2-21 

2-22 


5-28 


英字 


ABC . 已-己0 

車高の調整 .5-50 

サスペンション制御 . 曰-己2 

ABS . 已 -3 巨 

AMG .4-15 

油温表示.ギア表示画面 .4-1 6 

電圧表示-ギア表示画面 .4-17 

レースタイマー画面 .4-18 

BAS . 已 -38 

ESP .5-46 

トラクションコント□—ルシステム曰-48 
ESP オフスイッチ .5-48 

SBC . 已 -39 

SBC の特徴 .5-40 

SBC ホールド . 已 -42 

S 巨 C ホールドを作動させる .5-43 

S 巨 C ホールドを解除する . 曰-44 

SRS エアバッグ .2-9 

運転席/助手席エアバッグ .2-9 

ヘッドソラックスサイドバッグ…… 2-9 




















































" ESP ® " はダイムラー-クライスラー社の登録商標です。 

《この取扱説明書の内容は、2007年7月現在のものです。 


対象モデル 


SL 350 
SL 550 
SL 600 
SL 55 AMG 
SL 65 AMG 





総輸入元 

タイムラー•クライスラー曰本株式会社 


干 106-8506 まま都港区六本木 一 T 目 9 番转 ■ 六本木 ファースト ビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました, 


MBJCSD 30930 -070700200 L 


